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■対象製品

このマニュアルは AX6700S，AX6600Sおよび AX6300Sモデルを対象に記載しています。また，AX6700S，AX6600Sおよび
AX6300Sのソフトウェア Ver. 11.7の機能について記載しています。ソフトウェア機能は，基本ソフトウェア OS-SEおよびオ
プションライセンスによってサポートする機能について記載します。

■輸出時の注意

本製品を輸出される場合には，外国為替及び外国貿易法の規制ならびに米国の輸出管理規則など外国の輸出関連法規をご確認の
うえ，必要な手続きをお取りください。なお，不明な場合は，弊社担当営業にお問い合わせください。

■商標一覧

Ciscoは，米国 Cisco Systems, Inc. の米国および他の国々における登録商標です。
Ethernetは，富士ゼロックス株式会社の登録商標です。
Internet Explorerは，米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標または商標です。
IPXは，Novell,Inc.の商標です。
Microsoftは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
Octpowerは，日本電気（株）の登録商標です。
sFlowは，米国およびその他の国における米国 InMon Corp. の登録商標です。
UNIXは，The Open Groupの米国ならびに他の国における登録商標です。
VitalQIP，VitalQIP Registration Managerは，Lucent technologiesの商標です。
VLANaccessClientは，NECソフトの商標です。
VLANaccessController，VLANaccessAgentは，NECの商標です。
Windowsは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
イーサネットは，富士ゼロックス株式会社の登録商標です。
そのほかの記載の会社名，製品名は，それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。

■マニュアルはよく読み，保管してください。

製品を使用する前に，安全上の説明をよく読み，十分理解してください。
このマニュアルは，いつでも参照できるよう，手近な所に保管してください。

■ご注意

このマニュアルの内容については，改良のため，予告なく変更する場合があります。

■発行

２０１２年　　１月　（第１３版）　ＡＸ６３Ｓ－Ｓ００５－Ｃ０

■著作権

All Rights Reserved, Copyright(C), 2006, 2012, ALAXALA Networks, Corp.



変更履歴
【【【【Ver. 11.7対応版】対応版】対応版】対応版】

表　変更履歴

なお，単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。
【【【【Ver. 11.5対応版】対応版】対応版】対応版】

表　変更履歴

【【【【Ver. 11.4対応版】対応版】対応版】対応版】

表　変更履歴

【【【【Ver. 11.3対応版】対応版】対応版】対応版】

Ver. 11.2対応版までの「コンフィグレーションコマンドレファレンス Vol.2」を，このマニュアル「コンフィグレーションコマ
ンドレファレンス Vol.3」に，タイトルを変更しました。

章・節・項・タイトル 追加・変更内容

5　ポリシーベースルーティング • 本章を追加しました。

15　IPv4マルチキャストルーティングプロ
トコル情報

• ip pim nonstop-forwardingコマンドを追加しました。

31　コンフィグレーション編集時のエラー
メッセージ

•「ポリシーベースルーティング情報」の項を追加しました。

項目 追加・変更内容

IPv4・ARP・ICMP • arp discard-unresolved-packetsコマンドを追加しました。

IPv4マルチキャストルーティングプロトコ
ル情報

• 次に示すコマンドを追加しました。
ip igmp router
ip multicast protocol
ip pim accept-bootstrap
ip pim dense-mode

• 次に示すコマンドに PIM-DMに関する記述を追加しました。
ip multicast-routing
ip pim max-interface
ip pim sparse-mode

コンフィグレーション編集時のエラーメッ
セージ

•「IPv4マルチキャストルーティングプロトコル情報」のエラーメッセージ
に IGMPインタフェースに関する記述を追加しました。

項目 追加・変更内容

IPv6 DHCPリレー • 本章を追加しました。

IPv6マルチキャストルーティングプロトコ
ル情報

• ipv6 pim vrf-gatewayコマンドを追加しました。
• 次に示すコマンドに VRFに関する記述を追加しました。

ipv6 pim assert-metric
ipv6 pim assert-preference

VRF • 次に示すコマンドを追加しました。
ipv6 import multicast inter-vrf

コンフィグレーション編集時のエラーメッ
セージ

•「IPv6 DHCPリレー情報」の項を追加しました。



表　変更履歴

【【【【Ver. 11.2対応版】対応版】対応版】対応版】

表　変更履歴

項目 追加・変更内容

IPv6マルチキャストルーティングプロトコ
ル情報

• ipv6 pim mcache-limitコマンドを追加しました。
• 次に示すコマンドに VRFに関する記述を追加しました。

ipv6 mld group-limit（global）
ipv6 mld query-interval（global）
ipv6 mld source-limit（global）
ipv6 mld ssm-map enable
ipv6 mld ssm-map static
ipv6 multicast-routing
ipv6 pim bsr candidate bsr
ipv6 pim bsr candidate rp
ipv6 pim deletion-delay-time
ipv6 pim hello-interval（global）
ipv6 pim join-prune-interval（global）
ipv6 pim keep-alive-time
ipv6 pim mroute-limit
ipv6 pim negative-cache-time
ipv6 pim register-probe-time
ipv6 pim rp-address
ipv6 pim rp-mapping-algorithm
ipv6 pim ssm

項目 追加・変更内容

RIP • address-family ipv4コマンドに情報の削除を追加しました。

OSPF • ip ospf networkコマンドに point-to-pointパラメータを追加しました。



BGP4 • 次に示すコマンドに情報の削除を追加しました。
address-family ipv4
address-family ipv6

• 次に示すコマンドに VRFに関する記述を追加しました。
address-family ipv6
bgp always-compare-med
bgp bestpath compare-routerid
bgp client-to-client reflection
bgp cluster-id
bgp confederation identifier
bgp confederation peers
bgp dampening
bgp default local-preference
bgp graceful-restart mode
bgp graceful-restart restart-time
bgp graceful-restart stalepath-time
bgp nexthop
bgp router-id
default-information originate
default-metric
disable
distance bgp
exit-address-family
maximum-paths
neighbor activate
neighbor always-nexthop-self
neighbor as-override
neighbor description
neighbor ebgp-multihop
neighbor maximum-prefix
neighbor next-hop-self
neighbor password
neighbor peer-group（assigning members）
neighbor peer-group（creating）
neighbor permit-asloop
neighbor remote-as
neighbor remove-private-as
neighbor route-reflector-client
neighbor send-community
neighbor set-nexthop-peer
neighbor shutdown
neighbor soft-reconfiguration
neighbor timers
neighbor update-source
neighbor weight
network
router bgp
timers bgp

経路フィルタリング（IPv4／ IPv6共通） • 次に示すコマンドに VRFに関する記述を追加しました。
distribute-list in（BGP4+）
distribute-list out（BGP4+）
distribute-list out（OSPFv3）
distribute-list out（RIPng）
neighbor in（BGP4+）
neighbor out（BGP4+）
redistribute（BGP4+）
redistribute（OSPFv3）
redistribute（RIPng）

IPv4マルチキャストルーティングプロトコ
ル情報

• ip pim vrf-gatewayコマンドを追加しました。

項目 追加・変更内容



【【【【Ver. 11.1対応版】対応版】対応版】対応版】

表　変更履歴

【【【【Ver. 11.0対応版】対応版】対応版】対応版】

表　変更履歴

IPv6・NDP・ICMPv6 • 次のコマンドを追加しました。
nd-limit
vrf forwarding

ループバックインタフェース（IPv6） • vrf forwarding（loopback）コマンドを追加しました。

経路集約（IPv6） • ipv6 summary-addressコマンドに VRFに関するパラメータを追加しま
した。

スタティックルーティング（IPv6） • ipv6 routeコマンドに VRFに関するパラメータを追加しました。

RIPng • ipv6 router ripコマンドに VRFに関するパラメータを追加しました。

OSPFv3 • ipv6 ospf networkコマンドを追加しました。
• ipv6 router ospfコマンドに VRFに関するパラメータを追加しました。

VRF • 次に示すコマンドを追加しました。
import multicast inter-vrf
ipv6 import inter-vrf
ipv6 maximum routes

• vrf modeコマンドに次に示すパラメータを追加しました。
axrp-enable-ipv4-ipv6
l2protocol-disable-ipv4-ipv6
gsrp-enable-ipv4-ipv6

項目 追加・変更内容

RIP • ip rip authentication keyコマンドを追加しました。

IPv4マルチキャストルーティングプロトコ
ル情報

• ip pim rp-mapping-algorithmコマンドを追加しました。

項目 追加・変更内容

IPv4・ARP・ICMP • 次に示すコマンドの［通信への影響］の記述を変更しました。
arp max-send-count
arp send-interval
arp timeout
ip address
ip local-proxy-arp
ip mtu
ip proxy-arp
ip redirects
ip source-route
ip subnet-broadcast

• 次に示すコマンドを追加しました。
arp-limit
vrf forwarding

• arpコマンドに VRFに関する注意事項を追加しました。

ループバックインタフェース（IPv4） • VRF使用時のループバック ID指定の記述を追加しました。
• ip address（loopback）コマンドに VRFに関する注意事項を追加しまし
た。

• vrf forwarding（loopback）コマンドを追加しました。

経路集約（IPv4） • ip summary-addressコマンドに VRFに関するパラメータを追加しまし
た。

項目 追加・変更内容



スタティックルーティング（IPv4） • ip routeコマンドに VRFに関するパラメータを追加しました。

RIP • 次に示すコマンドを追加しました。
address-family ipv4 vrf
exit-address-family

• 次に示すコマンドに VRFに関する記述を追加しました。
auto-summary
default-metric
disable
distance
generate-secondary-route
inherit-metric
metric-offset
neighbor
network
passive-interface
timers basic
version

OSPF • router ospfコマンドに VRFに関するパラメータを追加しました。

BGP4 • 次に示すコマンドを追加しました。
address-family ipv4 vrf
neighbor as-override
neighbor permit-asloop
neighbor remove-private-as

• 次に示すコマンドに VRFに関する記述を追加しました。
bgp always-compare-med
bgp bestpath compare-routerid
bgp client-to-client reflection
bgp cluster-id
bgp confederation peers
bgp default local-preference
bgp nexthop
bgp router-id
default-information originate
default-metric
disable
distance bgp
exit-address-family
maximum-paths
neighbor always-nexthop-self
neighbor description
neighbor ebgp-multihop
neighbor maximum-prefix
neighbor next-hop-self
neighbor password
neighbor peer-group (assigning members)
neighbor peer-group (creating)
neighbor remote-as
neighbor route-reflector-client
neighbor send-community
neighbor set-nexthop-peer
neighbor shutdown
neighbor soft-reconfiguration
neighbor timers
neighbor update-source
neighbor weight
network
router bgp
timers bgp

項目 追加・変更内容



【【【【Ver. 10.6対応版】対応版】対応版】対応版】

表　変更履歴

【【【【Ver. 10.5対応版】対応版】対応版】対応版】

経路フィルタリング（IPv4／ IPv6共通） • match vrfコマンドを追加しました。
• 次に示すコマンドに VRFに関する記述を追加しました。

distribute-list in（BGP4）
distribute-list in（RIP）
distribute-list out（BGP4）
distribute-list out（OSPF）
distribute-list out（RIP）
match interface
match protocol
neighbor in（BGP4）
neighbor out（BGP4）
redistribute（BGP4）
redistribute（OSPF）
redistribute（RIP）

IPv4マルチキャストルーティングプロトコ
ル情報

• ip pim mcache-limitコマンドを追加しました。
• 次に示すコマンドに VRFに関する記述を追加しました。

ip igmp group-limit（global）
ip igmp source-limit（global）
ip igmp ssm-map enable
ip igmp ssm-map static
ip multicast-routing
ip pim bsr-candidate
ip pim deletion-delay-time
ip pim keep-alive-time
ip pim message-interval（global）
ip pim mroute-limit
ip pim negative-cache-time
ip pim query-interval（global）
ip pim register-checksum
ip pim register-probe-time
ip pim rp-address
ip pim rp-candidate
ip pim ssm

IPv6・NDP・ICMPv6 • 次に示すコマンドの［通信への影響］の記述を変更しました。
ipv6 address
ipv6 redirects

VRF • 本章を追加しました。

コンフィグレーション編集時のエラーメッ
セージ

•「VRF情報」の項を追加しました。

項目 追加・変更内容

IPv4・ARP・ICMP • ip local-proxy-arpコマンドを追加しました。

OSPF • area nssaコマンドに no-summaryおよび no-redistributionパラメータを追加
しました。

• area stubコマンドに no-summaryパラメータを追加しました。

IPv6・NDP・ICMPv6 • ipv6 source-routeコマンドを追加しました。

OSPFv3 • area stubコマンドに no-summaryパラメータを追加しました。

項目 追加・変更内容



表　変更履歴

【【【【Ver. 10.4対応版】対応版】対応版】対応版】

表　変更履歴

【【【【Ver. 10.3対応版】対応版】対応版】対応版】

表　変更履歴

項目 追加・変更内容

RIP • auto-summaryコマンドを追加しました。

RA • ipv6 nd link-mtuコマンドの <MTU>パラメータの値の設定範囲に 0を追加し
ました。

項目 追加・変更内容

BGP4 • neighbor activateコマンドの記述を変更しました。
• neighbor always-nexthop-selfコマンドの記述を変更しました。
• neighbor descriptionコマンドの記述を変更しました。
• neighbor ebgp-multihopコマンドの記述を変更しました。
• neighbor maximum-prefixコマンドの記述を変更しました。
• neighbor next-hop-selfコマンドの記述を変更しました。
• neighbor passwordコマンドの記述を変更しました。
• neighbor peer-group（assigning members）コマンドを追加しました。
• neighbor peer-group（creating）コマンドを追加しました。
• neighbor remote-asコマンドの記述を変更しました。
• neighbor route-reflector-clientコマンドの記述を変更しました。
• neighbor send-communityコマンドの記述を変更しました。
• neighbor set-nexthop-peerコマンドの記述を変更しました。
• neighbor shutdownコマンドの記述を変更しました。
• neighbor soft-reconfigurationコマンドの記述を変更しました。
• neighbor timersコマンドの記述を変更しました。
• neighbor update-sourceコマンドの記述を変更しました。
• neighbor weightコマンドの記述を変更しました。

経路フィルタリング（IPv4／ IPv6共
通）

• neighbor in（BGP4）コマンドの記述を変更しました。
• neighbor in（BGP4+）コマンドの記述を変更しました。
• neighbor out（BGP4）コマンドの記述を変更しました。
• neighbor out（BGP4+）コマンドの記述を変更しました。

項目 追加・変更内容

ルーティングオプション（IPv4） • routing options graceful-restart time-limitコマンドを追加しました。

OSPF • area authenticationコマンドの記述を変更しました。
• area default-costコマンドの記述を変更しました。
• area nssaコマンドの記述を変更しました。
• area nssa translateコマンドの記述を変更しました。
• area rangeコマンドの記述を変更しました。
• area stubコマンドの記述を変更しました。
• area virtual-linkコマンドの記述を変更しました。
• areaid-formatコマンドを追加しました。
• graceful-restart modeコマンドにパラメータを追加しました。
• graceful-restart restart-timeコマンドを追加しました。
• graceful-restart strict-lsa-checkingコマンドを追加しました。
• ip ospf areaコマンドの記述を変更しました。
• networkコマンドの記述を変更しました。



BGP4 • bgp bestpath compare-routeridコマンドを追加しました。
• bgp graceful-restart modeコマンドにパラメータを追加しました。
• bgp graceful-restart restart-timeコマンドの記述を変更しました。
• bgp graceful-restart stalepath-timeコマンドの記述を変更しました。
• bgp nexthopコマンドを追加しました。

IPv4マルチキャストルーティングプロ
トコル情報

• ip igmp group-limit(global)コマンドを追加しました。
• ip igmp group-limit(interface)コマンドを追加しました。
• ip igmp source-limit(global)コマンドを追加しました。
• ip igmp source-limit(interface)コマンドを追加しました。
• ip igmp static-groupコマンドを追加しました。
• ip igmp versionコマンドを追加しました。
• ip pim mroute-limitコマンドを追加しました。
• ip pim rate-limit cache-misshitコマンドを追加しました。
• ip pim rate-limit register-receiveコマンドを追加しました。
• ip pim rate-limit register-requestコマンドを追加しました。
• ip pim rate-limit wrong-incoming-interfaceコマンドを追加しました。

IPv6・NDP・ICMPv6 • ipv6 addressコマンドの記述を変更しました。

OSPFv3 • area default-costコマンドの記述を変更しました。
• area rangeコマンドの記述を変更しました。
• area stubコマンドの記述を変更しました。
• area virtual-linkコマンドの記述を変更しました。
• areaid-formatコマンドを追加しました。
• graceful-restart modeコマンドにパラメータを追加しました。
• graceful-restart restart-timeコマンドを追加しました。
• graceful-restart strict-lsa-checkingコマンドを追加しました。
• ipv6 ospf areaコマンドの記述を変更しました。

IPv6マルチキャストルーティングプロ
トコル情報

• ipv6 pim nonstop-forwardingコマンドを追加しました。
• ipv6 pim rate-limit cache-misshitコマンドを追加しました。
• ipv6 pim rate-limit register-receiveコマンドを追加しました。
• ipv6 pim rate-limit register-requestコマンドを追加しました。
• ipv6 pim rate-limit wrong-incoming-interfaceコマンドを追加しました。

項目 追加・変更内容



はじめに

■対象製品およびソフトウェアバージョン
このマニュアルは AX6700S，AX6600Sおよび AX6300Sモデルを対象に記載しています。また，AX6700S，
AX6600Sおよび AX6300Sのソフトウェア Ver. 11.7の機能について記載しています。ソフトウェア機能は，基本
ソフトウェア OS-SEおよびオプションライセンスによってサポートする機能について記載します。
操作を行う前にこのマニュアルをよく読み，書かれている指示や注意を十分に理解してください。また，このマ
ニュアルは必要なときにすぐ参照できるよう使いやすい場所に保管してください。
なお，このマニュアルでは特に断らないかぎり AX6700S，AX6600Sおよび AX6300Sに共通の機能について記
載しますが，機種固有の機能については以下のマークで示します。

【【【【AX6700S】】】】：
AX6700Sについての記述です。

【【【【AX6600S】】】】：
AX6600Sについての記述です。

【【【【AX6300S】】】】：
AX6300Sについての記述です。

また，このマニュアルでは特に断らないかぎり基本ソフトウェア OS-SEの機能について記載しますが，オプショ
ンライセンスでサポートする機能については以下のマークで示します。

【【【【OP-BGP】】】】：
オプションライセンス OP-BGPについての記述です。

【【【【OP-DH6R】】】】：
オプションライセンス OP-DH6Rについての記述です。

【【【【OP-MBSE】】】】：
オプションライセンス OP-MBSEについての記述です。

【【【【OP-NPAR】】】】：
オプションライセンス OP-NPARについての記述です。

【【【【OP-VAA】】】】：
オプションライセンス OP-VAAについての記述です。

■このマニュアルの訂正について
このマニュアルに記載の内容は，ソフトウェアと共に提供する「リリースノート」および「マニュアル訂正資料」
で訂正する場合があります。

■対象読者
本装置を利用したネットワークシステムを構築し，運用するシステム管理者の方を対象としています。
また，次に示す知識を理解していることを前提としています。
• ネットワークシステム管理の基礎的な知識

■このマニュアルの URL
このマニュアルの内容は下記URLに掲載しております。
http://www.alaxala.com
I



はじめに
■マニュアルの読書手順
本装置の導入，セットアップ，日常運用までの作業フローに従って，それぞれの場合に参照するマニュアルを次
に示します。

■このマニュアルでの表記
 
AC          Alternating Current
ACK         ACKnowledge
ADSL        Asymmetric Digital Subscriber Line
ALG         Application Level Gateway
ANSI        American National Standards Institute
ARP         Address Resolution Protocol
AS          Autonomous System
AUX         Auxiliary
BCU         Basic Control Unit
BGP         Border Gateway Protocol
II



はじめに
BGP4        Border Gateway Protocol - version 4
BGP4+       Multiprotocol Extensions for Border Gateway Protocol - version 4
bit/s       bits per second     *bpsと表記する場合もあります。
BPDU        Bridge Protocol Data Unit
BRI         Basic Rate Interface
BSU         Basic Switching Unit
CC          Continuity Check
CDP         Cisco Discovery Protocol
CFM         Connectivity Fault Management
CIDR        Classless Inter-Domain Routing
CIR         Committed Information Rate
CIST        Common and Internal Spanning Tree
CLNP        ConnectionLess Network Protocol
CLNS        ConnectionLess Network System
CONS        Connection Oriented Network System
CRC         Cyclic Redundancy Check
CSMA/CD     Carrier Sense Multiple Access with Collision Detection
CSNP        Complete Sequence Numbers PDU
CST         Common Spanning Tree
CSU         Control and Switching Unit
DA          Destination Address
DC          Direct Current
DCE         Data Circuit terminating Equipment
DHCP        Dynamic Host Configuration Protocol
DIS         Draft International Standard/Designated Intermediate System
DNS         Domain Name System
DR          Designated Router
DSAP        Destination Service Access Point
DSCP        Differentiated Services Code Point
DTE         Data Terminal Equipment
DVMRP       Distance Vector Multicast Routing Protocol
E-Mail      Electronic Mail
EAP         Extensible Authentication Protocol
EAPOL       EAP Over LAN
EFM         Ethernet in the First Mile
ES          End System
FAN         Fan Unit
FCS         Frame Check Sequence
FDB         Filtering DataBase
FTTH        Fiber To The Home
GBIC        GigaBit Interface Converter
GSRP        Gigabit Switch Redundancy Protocol
HMAC        Keyed-Hashing for Message Authentication
IANA        Internet Assigned Numbers Authority
ICMP        Internet Control Message Protocol
ICMPv6      Internet Control Message Protocol version 6
ID          Identifier
IEC         International Electrotechnical Commission
IEEE        Institute of Electrical and Electronics Engineers, Inc.
IETF        the Internet Engineering Task Force
IGMP        Internet Group Management Protocol
IP          Internet Protocol
IPCP        IP Control Protocol 
IPv4        Internet Protocol version 4
IPv6        Internet Protocol version 6
IPV6CP      IP Version 6 Control Protocol 
IPX         Internetwork Packet Exchange
ISO         International Organization for Standardization
ISP         Internet Service Provider
IST         Internal Spanning Tree
L2LD        Layer 2 Loop Detection
LAN         Local Area Network
LCP         Link Control Protocol
LED         Light Emitting Diode
LLC         Logical Link Control
LLDP        Link Layer Discovery Protocol
LLPQ        Low Latency Priority Queueing
LLQ+3WFQ    Low Latency Queueing + 3 Weighted Fair Queueing
LLRLQ       Low Latency Rate Limited Queueing
LSP         Label Switched Path
LSP         Link State PDU
LSR         Label Switched Router
MA          Maintenance Association
MAC         Media Access Control
III



はじめに
MC          Memory Card
MD5         Message Digest 5
MDI         Medium Dependent Interface
MDI-X       Medium Dependent Interface crossover
MEP         Maintenance association End Point
MIB         Management Information Base
MIP         Maintenance domain Intermediate Point
MRU         Maximum Receive Unit
MSTI        Multiple Spanning Tree Instance
MSTP        Multiple Spanning Tree Protocol
MSU         Management and Switching Unit
MTU         Maximum Transfer Unit
NAK         Not AcKnowledge  
NAS         Network Access Server
NAT         Network Address Translation
NCP         Network Control Protocol 
NDP         Neighbor Discovery Protocol
NET         Network Entity Title
NIF         Network Interface
NLA ID      Next-Level Aggregation Identifier
NPDU        Network Protocol Data Unit
NSAP        Network Service Access Point
NSSA        Not So Stubby Area
NTP         Network Time Protocol
OADP        Octpower Auto Discovery Protocol
OAM         Operations,Administration,and Maintenance
OSPF        Open Shortest Path First
OUI         Organizationally Unique Identifier
packet/s    packets per second     *ppsと表記する場合もあります。
PAD         PADding
PAE         Port Access Entity
PC          Personal Computer
PCI         Protocol Control Information
PDU         Protocol Data Unit
PICS        Protocol Implementation Conformance Statement
PID         Protocol IDentifier
PIM         Protocol Independent Multicast
PIM-DM      Protocol Independent Multicast-Dense Mode
PIM-SM      Protocol Independent Multicast-Sparse Mode
PIM-SSM     Protocol Independent Multicast-Source Specific Multicast
PRI         Primary Rate Interface
PS          Power Supply
PSNP        Partial Sequence Numbers PDU
PSP         Packet Switching Processor
QoS         Quality of Service
RA          Router Advertisement
RADIUS      Remote Authentication Dial In User Service
RDI         Remote Defect Indication
REJ         REJect 
RFC         Request For Comments
RGQ         Rate Guaranteed Queueing
RIP         Routing Information Protocol
RIPng       Routing Information Protocol next generation
RMON        Remote Network Monitoring MIB
RPF         Reverse Path Forwarding
RQ          ReQuest
RSTP        Rapid Spanning Tree Protocol
SA          Source Address
SD          Secure Digital
SDH         Synchronous Digital Hierarchy
SDU         Service Data Unit
SEL         NSAP SELector
SFD         Start Frame Delimiter
SFP         Small Form factor Pluggable
SMTP        Simple Mail Transfer Protocol
SNAP        Sub-Network Access Protocol
SNMP        Simple Network Management Protocol
SNP         Sequence Numbers PDU
SNPA        Subnetwork Point of Attachment
SOP         System Operational Panel
SPF         Shortest Path First
SSAP        Source Service Access Point
STP         Spanning Tree Protocol
TA          Terminal Adapter
IV



はじめに
TACACS+     Terminal Access Controller Access Control System Plus
TCP/IP      Transmission Control Protocol/Internet Protocol
TLA ID      Top-Level Aggregation Identifier
TLV         Type, Length, and Value
TOS         Type Of Service
TPID        Tag Protocol Identifier
TTL         Time To Live
UDLD        Uni-Directional Link Detection
UDP         User Datagram Protocol
UPC         Usage Parameter Control
UPC-RED     Usage Parameter Control - Random Early Detection
uRPF        unicast Reverse Path Forwarding
VAA         VLAN Access Agent
VLAN        Virtual LAN
VPN         Virtual Private Network
VRF         Virtual Routing and Forwarding/Virtual Routing and Forwarding 
            Instance
VRRP        Virtual Router Redundancy Protocol
WAN         Wide Area Network
WDM         Wavelength Division Multiplexing
WFQ         Weighted Fair Queueing
WGQ         Weighted Guaranteed Queueing
WRED        Weighted Random Early Detection
WS          Work Station
WWW         World-Wide Web
XFP         10 gigabit small Form factor Pluggable
 

■ kB(バイト )などの単位表記について
1kB(キロバイト )，1MB(メガバイト )，1GB(ギガバイト )，1TB(テラバイト )はそれぞれ 1024バイト，
1024２バイト，1024３バイト，1024４バイトです。
V
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1.　このマニュアルの読み方
コマンドの記述形式

各コマンドは以下の形式に従って記述しています。

［機能］

コマンドの使用用途を記述しています。

［入力形式］

コマンドの入力形式を定義しています。この入力形式は，次の規則に基づいて記述しています。

1. 値や文字列を設定するパラメータは，＜＞で囲みます。
2. ＜＞で囲まれていない文字はキーワードで，そのまま入力する文字です。
3.｛A｜ B｝は，「Aまたは Bのどちらかを選択」を意味します。
4.［］で囲まれたパラメータやキーワードは「省略可能」を意味します。
5. パラメータの入力形式を，「パラメータに指定できる値」に示します。

［入力モード］

コマンドを入力できる入力モードを記述しています。また，コンフィグレーションコマンドモード以下の
各モードについては，プロンプトに表示する名称で記述しています。

［パラメータ］

コマンドで設定できるパラメータを詳細に説明しています。パラメータごとに省略時の初期値と値の設定
範囲を明記しています。

［コマンド省略時の動作］

コマンドを入力しなくてもパラメータの初期値や動作が設定される場合に，その内容を記述しています。

［通信への影響］

コマンドの設定により通信が途切れるなど通信に影響がある場合，本欄に記述しています。

［設定値の反映契機］

メモリ上のコンフィグレーションを変更した場合，すぐに変更後の値で運用開始するか，または装置の再
起動など運用を一時的に停止しないと変更が反映されないかを記述しています。

［注意事項］

コマンドを使用する上での注意点について記述しています。

［関連コマンド］

コマンドを動作させるために設定が必要となるコマンドを記述します。
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1.　このマニュアルの読み方
コマンドモード一覧

コマンドモードの一覧を，次の表に示します。

表 1-1　コマンドモード一覧

項番 コマンドモードごと
のプロンプト表示

コマンドモード説明 モード移行コマンド

1 (config) グローバルコンフィグレーションモード # enable
# configure

2 (config-line) リモートログインやコンソールの設定 (config)# line vty
(config)# line console

3 (config-if) インタフェースの設定 (config)# interface

4 (config-if-range) インタフェースの複数設定 (config)# interface range

5 (config-vlan) VLAN設定 (config)# vlan

6 (config-mst) マルチプルスパニングツリーの設定 (config)# spanning-tree mst configuration

7 (config-axrp) Ring Protocolの設定 (config)# axrp

8 (config-gsrp) GSRPの設定 (config)# gsrp

9 (config-adv-acl) Advanceフィルタの設定 (config)# advance access-list

10 (config-ext-nacl) IPv4パケットフィルタの設定 (config)# ip access-list extended

11 (config-std-nacl) IPv4アドレスフィルタの設定 (config)# ip access-list standard

12 (config-ipv6-acl) IPv6フィルタの設定 (config)# ipv6 access-list

13 (config-ext-macl) MACフィルタの設定 (config)# mac access-list extended

14 (config-adv-qos) Advance QoSの設定 (config)# advance qos-flow-list

15 (config-ip-qos) IPv4 QoSの設定 (config)# ip qos-flow-list

16 (config-ipv6-qos) IPv6 QoSの設定 (config)# ipv6 qos-flow-list

17 (config-mac-qos) MAC QoSの設定 (config)# mac qos-flow-list

18 (dhcp-config) DHCPの設定 (config)# ip dhcp pool

19 (config-dhcp) IPv6 DHCP（PD）の設定 (config)# ipv6 dhcp pool

20 (config-route-map) ルートマップの設定 (config)# route-map

21 (config-rtr-rip) RIPngの設定 (config)# ipv6 router rip 

22 (config-router) RIPの設定 (config)# router rip

OSPFの設定 (config)# router ospf

BGP4／ BGP4+の設定 (config)# router bgp

23 (config-rtr) OSPFv3の設定 (config)# ipv6 router ospf

24 (config-router-af) RIPの VRF単位の設定 (config)# router rip
(config-router)# address-family ipv4 vrf

BGP4の VRF単位の設定
(config-router-af)(ipv4 vrf)モード

(config)# router bgp
(config-router)# address-family ipv4 vrf

BGP4+のグローバルネットワークの設
定
(config-router-af)(ipv6)モード

(config)# router bgp
(config-router)# address-family ipv6

BGP4+の VRF単位の設定
(config-router-af)(ipv6 vrf)モード

(config)# router bgp
(config-router)# address-family ipv6 vrf
3



1.　このマニュアルの読み方
25 (config-auto-cf) auto-configの設定 (config)# auto-config

26 (config-netconf) netconfの設定 (config)# netconf

27 (config-view) viewの設定 (config)# parser view

28 (config-sh-nif) シェーパモードの設定 (config)# shaper nif

29 (config-vrf) config-vrfの設定 (config)# vrf definition

30 (config-ether-cfm) ドメイン名称とMAの設定 (config)# ethernet cfm domain

31 (config-track-object) ポリシーベースルーティングのトラッキ
ング機能の設定

(config)# track-object

32 (config-pol) ポリシーベースルーティングリスト情報
の設定

(config)# policy-list

33 (config-pol-sw) ポリシーベーススイッチングリスト情報
の設定

(config)# policy-switch-list

項番 コマンドモードごと
のプロンプト表示

コマンドモード説明 モード移行コマンド
4



1.　このマニュアルの読み方
パラメータに指定できる値

パラメータに指定できる値を，次の表に示します。

表 1-2　パラメータに指定できる値

■任意の文字列

英数字および特殊文字で設定できます。ただし，特殊文字は一部設定できない文字があります。文字コー
ド一覧を次の表に示します。下記文字コード内の英数字以外の文字を特殊文字とします。

表 1-3　文字コード一覧

パラメータ種別 説明 入力例

名前 1文字目が英字で 2文字目以降が英数字とハイフン
（-），アンダースコア（_），ピリオド（.）で指定で
きます。

ip access-list standard inbound1

ホスト名 ホスト名は，1文字目が英字で 2文字目以降が英数
字とハイフン（-），ピリオド（.）で指定できます。

ip host telnet-host 192.168.1.1

IPv4アドレス，
IPv4ネットマスク

4バイトを 1バイトずつ 10進数で表し，この間を
ドット（.）で区切ります。

192.168.0.14
255.255.255.0

ワイルドカードマスク IPv4アドレスと同様の入力形式です。IPv4アドレ
スの中でビットを立てた個所は任意を意味します。

255.255.0.0

IPv6アドレス 2バイトずつ 16進数で表し，この間をコロン（:）
で区切ります。

3ffe:501:811:ff03::87ff:fed0:c7e0

インタフェース複数指定 複数のインタフェースに関する情報を設定します。
指定できるインタフェースは，gigabitethernet，
tengigabitethernet，vlan，port-channelです。
gigabitethernetと tengigabitethernetを混在して
指定することはできますが，それ以外のインタ
フェースは混在することはできません。
入力形式は次のとおりです。
• gigabitethernetの場合

interface range gigabitethernet <nif no.>/<port 
no.> [- <port no.>]

• tengigabitethernetの場合
interface range tengigabitethernet <nif no.>/
<port no.> [- <port no.>]

• vlanの場合
interface range vlan <vlan id> [- <vlan id>]

• port-channelの場合
interface range port-channel <channel group 
number> [- <channel group number>]

また，上記入力形式をコンマ（,）で区切って最大
16個指定できます。

interface range gigabitethernet 1/1-3

interface range gigabitethernet 1/
1-3, tengigabitethernet 3/1

interface range vlan 1-100

add /remove指定 複数指定の設定済み情報に対して，追加または削除
をします。
add指定の場合，設定済みの情報に追加をします。
remove指定の場合，設定済みの情報から削除をし
ます。

switchport trunk allowed vlan add 
100,200-210

switchport trunk allowed vlan 
remove 100,200-210

文字 コード 文字 コード 文字 コード 文字 コード 文字 コード 文字 コード

スペー
ス

0x20 0 0x30 @ 0x40 P 0x50 ` 0x60 p 0x70
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1.　このマニュアルの読み方
［注意事項］
• 疑問符（?）（0x3F）を入力するには［Ctrl］+［V］を入力後［?］を入力してください。また，疑
問符を含む設定をコピー・ペーストで流し込むことはできません。

［設定できない特殊文字］

表 1-4　設定できない特殊文字

［設定の例］
access-list 10 remark "mail:xx@xx %tokyo"

■ <nif no.>および <port no.>の範囲

パラメータ <nif no.>および <port no.>の値の範囲を次の表に示します。

表 1-5　<nif no.>の値の範囲

! 0x21 1 0x31 A 0x41 Q 0x51 a 0x61 q 0x71

" 0x22 2 0x32 B 0x42 R 0x52 b 0x62 r 0x72

# 0x23 3 0x33 C 0x43 S 0x53 c 0x63 s 0x73

$ 0x24 4 0x34 D 0x44 T 0x54 d 0x64 t 0x74

% 0x25 5 0x35 E 0x45 U 0x55 e 0x65 u 0x75

& 0x26 6 0x36 F 0x46 V 0x56 f 0x66 v 0x76

' 0x27 7 0x37 G 0x47 W 0x57 g 0x67 w 0x77

( 0x28 8 0x38 H 0x48 X 0x58 h 0x68 x 0x78

) 0x29 9 0x39 I 0x49 Y 0x59 i 0x69 y 0x79

* 0x2A : 0x3A J 0x4A Z 0x5A j 0x6A z 0x7A

+ 0x2B ; 0x3B K 0x4B [ 0x5B k 0x6B { 0x7B

, 0x2C < 0x3C L 0x4C ¥ 0x5C l 0x6C | 0x7C

- 0x2D = 0x3D M 0x4D ] 0x5D m 0x6D } 0x7D

. 0x2E > 0x3E N 0x4E ^ 0x5E n 0x6E ~ 0x7E

/ 0x2F ? 0x3F O 0x4F _ 0x5F o 0x6F --- ---

文字の名称 文字 コード

ダブルクォート " 0x22

ドル $ 0x24

シングルクォート ' 0x27

セミコロン ; 0x3B

バックスラッシュ ¥ 0x5C

逆シングルクォート ` 0x60

大カッコ始め { 0x7B

大カッコ終わり } 0x7D

項番 モデル <nif no.>の値の範囲

1 AX6708S 1～ 8

文字 コード 文字 コード 文字 コード 文字 コード 文字 コード 文字 コード
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1.　このマニュアルの読み方
表 1-6　<port no.>の値の範囲【【【【AX6700S】【】【】【】【AX6600S】】】】

表 1-7　<port no.>の値の範囲【【【【AX6300S】】】】

■ <channel group number>の設定値の範囲

<channel group number>の値の範囲を次の表に示します。

表 1-8　<channel group number>の値の範囲

■ <vlan id>の設定値の範囲

<vlan id>の値の範囲を次の表に示します。

表 1-9　<vlan id>の値の範囲

2 AX6604S 1～ 4

3 AX6608S 1～ 8

4 AX6304S 1～ 4

5 AX6308S 1～ 8

項番 NIF型名略称 <port no.>の値の範囲

1 NK1G-24T 1～ 24

2 NK1G-24S 1～ 24

3 NK1GS-8M 1～ 8

4 NK10G-4RX 1～ 4

5 NK10G-8RX 1～ 8

項番 NIF型名略称 <port no.>の値の範囲

1 NH1G-16S 1～ 16

2 NH1G-24T 1～ 24

3 NH1G-24S 1～ 24

4 NH1G-48T 1～ 48

5 NH1GS-6M 1～ 6

6 NH10G-1RX 1

7 NH10G-4RX 1～ 4

8 NH10G-8RX 1～ 8

項番 モデル 値の範囲

1 AX6304S/AX6604S 1～ 48

2 AX6308S/AX6608S/AX6708S 1～ 63

項番 値の範囲

1 1～ 4095

項番 モデル <nif no.>の値の範囲
7



1.　このマニュアルの読み方
■ <vlan id list>の指定方法と設定値の範囲

パラメータの入力形式に <vlan id list>と記載されている場合，ハイフン（-），コンマ（,）を使用して複
数の VLAN IDを設定できます。また，<vlan id>と記載されている場合と同様に一つの VLAN IDを設定
できます。設定値の範囲は，前述の <vlan id>の範囲に従います。<vlan id list>の設定内容が多くなった
場合，<vlan id list>の設定内容を分割し，複数行のコンフィグレーションとして表示することがありま
す。また，add/remove指定による VLANの追加や削除で，<vlan id list>の設定内容が少なくなった場
合，複数行のコンフィグレーションを統合して表示することがあります。

［ハイフンまたはコンマによる範囲設定の例］
1-3,5,10

［複数行表示の例］
switchport trunk allowed vlan 100,200,300・・・
switchport trunk allowed vlan add 400,500・・・

■ <interface id list>の指定方法と設定値の範囲

パラメータの入力形式に <interface id list>と記載されている場合，ハイフン（-），コンマ（,）を使用し
て複数の gigabitethernetインタフェースおよび tengigabitethernetインタフェースを設定できます。
gigabitethernetインタフェースまたは tengigabitethernetインタフェース一つを設定することもできま
す。gigabitethernetインタフェースおよび tengigabitethernetインタフェースの入力形式は次のとおりで
す。

• gigabitethernetの場合
gigabitethernet <nif no.>/<port no.> [- <port no.>]

• tengigabitethernetの場合
tengigabitethernet <nif no.>/<port no.> [- <port no.>]

<nif no.>/<port no.> [- <port no.>]　の指定範囲は，前述の <nif no.>および <port no.>の範囲に従いま
す。

［ハイフンまたはコンマによる範囲設定の例］
gigabitethernet 1/1-2,gigabitethernet 1/5,tengigabitethernet 3/1

■ <vrf id>の設定値の範囲【【【【OP-NPAR】】】】

<vrf id>の値の範囲を次の表に示します。

表 1-10　<vrf id>の値の範囲

　

項番 VRF動作モード 値の範囲

1 指定なし 設定不可

2 axrp-enable
axrp-enable-ipv4-ipv6

2～ 64

3 l2protocol-disable
l2protocol-disable-ipv4-ipv6

2～ 250

4 gsrp-enable-ipv4-ipv6 2～ 125
8



第 2編　IPv4パケット中継

2　 IPv4・ARP・ICMP

arp

arp discard-unresolved-packets

arp max-send-count

arp send-interval

arp timeout

arp-limit【OP-NPAR】

ip address

ip icmp rate-limit unreachable

ip local-proxy-arp

ip mtu

ip proxy-arp

ip redirects

ip source-route

ip subnet-broadcast

vrf forwarding【OP-NPAR】
9



arp
arp

スタティック ARPテーブルを作成します。ARPをサポートしていない製品が接続されている場合，IPv4
アドレスと物理アドレスの変換ができないため，あらかじめスタティック ARPテーブルを作成しておく
必要があります。

［入力形式］

情報の設定・変更
arp <ip address> interface vlan <vlan id> <mac address>

情報の削除
no arp <ip address> [interface vlan <vlan id>]

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<ip address><ip address><ip address><ip address>
ネクストホップ IPv4アドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

interface vlan <vlan id>interface vlan <vlan id>interface vlan <vlan id>interface vlan <vlan id>
VLAN IDを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
情報の設定・変更時
　省略できません
情報の削除時
　同じネクストホップ IPv4アドレスのスタティック ARPが複数ある場合は省略できません。

2. 値の設定範囲
<vlan id>には interface vlanコマンドで設定した VLAN IDを指定します。

<mac address><mac address><mac address><mac address>
接続先MACアドレス（キャノニカル・フォーマット）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0000.0000.0000～ ffff.ffff.ffff

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。
10



arp
［注意事項］

1. 異なる VRFに，同じネクストホップ IPv4アドレスのスタティック ARPを設定する場合，それらを識
別するために interface vlanパラメータを使用します。したがって，同じネクストホップ IPv4アドレ
スの複数のスタティック ARP情報を削除するとき，interface vlanパラメータは省略できません。
【【【【OP-NPAR】】】】

［関連コマンド］

なし
11



arp discard-unresolved-packets
arp discard-unresolved-packets

アドレス解決できない IPv4中継パケットをハードウェアで廃棄することで CPU負荷を軽減します。

［入力形式］

情報の設定・変更
arp discard-unresolved-packets [<seconds>]

情報の削除
no arp discard-unresolved-packets

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<seconds><seconds><seconds><seconds>
アドレス解決できない IPv4中継パケットをハードウェアで廃棄するまでの時間を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

5
2. 値の設定範囲

1～ 32767（秒）

［コマンド省略時の動作］

アドレス解決できない IPv4中継パケットを CPUに送付し，CPUのソフトウェアで廃棄します。

［通信への影響］

該当するアドレスを使用する経路宛ての中継および自発送信 IPv4パケットは指定時間中ハードウェアで
廃棄されます。

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドは，ネットワーク構成上の理由で存在しない端末宛ての通信，または存在しないルータを経
由する通信を持続することで発生する，アドレス未解決状態の通信による CPU高負荷状態を軽減する
ために使用してください。

2. 本コマンドは最初のアドレス解決が失敗したあと，該当する ARPエントリを廃棄対象エントリとして
ハードウェアに登録します。廃棄対象エントリは 1秒当たり最大 50エントリ登録され，50を超えた場
合はハードウェアによる廃棄対象とはならないで通常の CPU処理となります。

3. 二重化構成で運用中に本コマンドを使用した場合，まれに，アドレス解決できる環境であっても系切替
が発生したあと数分以上一部で通信できないことがあります。その場合は該当するインタフェースで運
用コマンド clear arp-cache（interface vlanパラメータ）を実行して，ARPエントリを削除してくだ
さい。

［関連コマンド］

interface vlan
12



arp max-send-count
arp max-send-count

ARP要求フレームの最大送信回数を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
arp max-send-count <count>

情報の削除
no arp max-send-count

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<count><count><count><count>
ARP要求フレームの最大送信回数を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 10（回）

［コマンド省略時の動作］

ARP要求フレームの最大送信回数は 1回となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

interface vlan
13



arp send-interval
arp send-interval

ARP要求フレームの送信リトライ間隔を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
arp send-interval <seconds>

情報の削除
no arp send-interval

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<seconds><seconds><seconds><seconds>
ARP要求フレームの送信リトライ間隔を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 10（秒）

［コマンド省略時の動作］

ARP要求フレームの送信リトライ間隔は 2秒となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

interface vlan
14



arp timeout
arp timeout

ARPキャッシュテーブルエージング時間を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
arp timeout <seconds>

情報の削除
no arp timeout

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<seconds><seconds><seconds><seconds>
ARPキャッシュテーブルエージング時間を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
60～ 86400（秒）

［コマンド省略時の動作］

ARPキャッシュテーブルのエージング時間は 14400秒（4時間）となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

interface vlan
15



arp-limit【OP-NPAR】
arp-limit【【【【OP-NPAR】】】】

VRFごとの ARP上限数を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
arp-limit <count>

情報の削除
no arp-limit

［入力モード］
(config-vrf)

［パラメータ］

<count><count><count><count>
VRFごとの ARPエントリの上限数を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 24576

［コマンド省略時の動作］

VRFごとの ARPエントリを制限しません。装置全体の収容条件に従います。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドによる上限数を超えた場合，次に ARPエントリを登録する際に警告のログメッセージが出
力され，VRF内の古い ARPエントリが削除されてから新規登録されます。

2. 本コマンドによる上限数に達していなくても，装置全体の収容上限数を超えた場合，同様に警告のログ
メッセージが出力され，古い ARPエントリが削除されてから新規登録されます。

3. スタティック ARPエントリは，動的に学習した ARPエントリより優先され，本コマンドで指定した
上限値を超えて登録できます。本コマンドで指定した上限値以上のスタティック ARPエントリを登録
すると，該当 VRFは，動的に学習した ARPエントリを登録できません。また，警告のログメッセー
ジが残るため，運用上お勧めできません。

4. 本コマンドで現在設定されている上限値より低い値を再設定しても，前回の上限値に基づいて登録済み
の ARPエントリは削除されません。例えば，VRFに ARPエントリが 50個ある状態から本コマンド
で上限値を 30に設定しても，差分の 20エントリは削除されません。低い値に設定し直した場合は，
運用コマンド clear arp-cacheで ARPエントリを削除することをお勧めします。

［関連コマンド］

arp
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ip address
ip address

自 IPv4アドレスを指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip address <ip address> <subnet mask> [directed-broadcast] [secondary]

情報の削除
no ip address <ip address>

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<ip address><ip address><ip address><ip address>
自 IPv4アドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

<subnet mask><subnet mask><subnet mask><subnet mask>
サブネットマスクを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
サブネットマスク：128.0.0.0～ 255.255.255.255（ビットが連続していること）

directed-broadcastdirected-broadcastdirected-broadcastdirected-broadcast
サブネットブロードキャストの IPv4パケット中継を指定します。
自 IPv4アドレス単位に設定し，設定した自 IPv4アドレス配下へのサブネット宛ブロードキャスト
IPv4パケットの中継可否を指定します。
サブネットごとに，パケット中継の中継可否を決定する場合使用します。
パケット中継の入力側に no ip subnet-broadcastの設定をしてサブネットブロードキャストの IPv4パ
ケット中継を抑止している場合，サブネットブロードキャストの IPv4パケット中継を行いません。
本パラメータはマネージメントポートには設定できません。
1. 本パラメータ省略時の初期値
サブネットブロードキャストの IPv4パケット中継を行いません。

2. 値の設定範囲
なし

secondarysecondarysecondarysecondary
マルチホームの場合にセカンダリ設定を指定します。
本パラメータはマネージメントポートには設定できません。
1. 本パラメータ省略時の初期値
プライマリ設定となります。マルチホームの場合でも，プライマリ設定を一つ必ず指定してくださ
い。

2. 値の設定範囲
なし
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ip address
［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

interface vlan

interface mgmt

ip subnet-broadcast
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ip icmp rate-limit unreachable
ip icmp rate-limit unreachable

ICMPエラーの送信間隔を指定します。dfパラメータを指定することによって，コード 4（DFフラグが
セットされているため，フラグメントできない）の ICMPエラー送信間隔を設定します。本パラメータを
使用することで，コード 4とコード 4以外の ICMPエラー送信間隔をそれぞれ独立して設定できます。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip icmp rate-limit unreachable [df] <milli seconds>

情報の削除
no ip icmp rate-limit unreachable [df]

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

dfdfdfdf
コード 4の ICMPエラー送信間隔を設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
コード 4以外の ICMPエラー送信間隔を設定します。

2. 値の設定範囲
なし

<milli seconds><milli seconds><milli seconds><milli seconds>
ICMPエラーメッセージ間の最小時間を設定します。0を指定すると送信間隔による ICMPエラーパ
ケット送信の制限を行いません。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 4294967295（ミリ秒）

［コマンド省略時の動作］

すべての ICMPエラーの送信間隔は 500ミリ秒となります。

ただし，次の点に注意してください。

• ip icmp rate-limit unreachableを設定し，ip icmp rate-limit unreachable dfを設定しない場合，コー
ド 4のエラー送信間隔はコード 4以外のエラー送信間隔と同じになります。

• ip icmp rate-limit unreachable dfだけを設定した場合，コード 4以外のエラー送信間隔は 500ミリ秒
となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。
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ip icmp rate-limit unreachable
［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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ip local-proxy-arp
ip local-proxy-arp

ローカル Proxy ARP応答可否を指定します。

［入力形式］

情報の設定
ip local-proxy-arp

情報の削除
no ip local-proxy-arp

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

ローカル Proxy ARP応答を行いません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドは，次のような特殊な環境のインタフェースでだけ設定してください。通常のネットワーク
環境で使用すると，ARP要求に対する応答が複数発生するため，ネットワークが正常に動作しない場
合があります。
• サブネット内の端末同士が直接通信できない。
• ブロードキャストが禁止されている。

2. 本コマンドを設定することで，同一サブネット内の端末同士の通信も本装置での中継となります。この
際，ICMPリダイレクト送信が多発しますので，no ip redirectsコマンドで，ICMPリダイレクト機能
を抑止することをお勧めします。

［関連コマンド］

ip redirects
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ip mtu
ip mtu

インタフェースでの送信 IP MTU長を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip mtu <length>

情報の削除
no ip mtu

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<length><length><length><length>
インタフェースでの送信 IP MTU長を指定します。実際にはポートMTU情報で設定したフレーム長
と本パラメータ値を比較し，小さい方の値を該当インタフェースの IP MTU長として使用します。
なお，ポートMTU情報で設定したフレーム長は「コンフィグレーションコマンドレファレンス Vol.1
　mtu」を参照してください。
使用している IP MTU長は，show ip interface，show ipv6 interface，または show ip-dual interface
コマンドで確認してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
128～ 9216（Byte）

［コマンド省略時の動作］

ポートMTU情報で設定したフレーム長（Byte）を IP MTU長として使用します。ただし，上限値は
9216となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. イーサネットの IP MTU長は，ポートMTU情報で設定したフレーム長と IP MTUの値とを比較する
ため，運用上 IP MTU長を 1500より大きい値に設定するときは，ip mtuの設定だけではなく，ポー
トMTU情報のmtuの設定も確認してください。

2. 本設定は IPv6でも有効となります。IPv6ではMTU長を 1280以上とすることがプロトコル仕様とし
て決められています。よって，IPv6を使用する場合は，MTU長に 1280未満を指定しないでくださ
い。

［関連コマンド］

interface vlan
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ip mtu
mtu
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ip proxy-arp
ip proxy-arp

ARP代理応答可否を指定します。

［入力形式］

情報の設定
no ip proxy-arp

情報の削除
ip proxy-arp

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

ARPの代理応答を行います。

ARPの代理応答を抑止する場合に，no ip proxy-arpを指定してください。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

interface vlan
24



ip redirects
ip redirects

ICMPリダイレクトメッセージの送信可否を指定します。

同一インタフェースに VRRPによる仮想インタフェースの設定を行っており，かつMaster状態の場合に
は本指定によらず送信を行いません。

［入力形式］

情報の設定
no ip redirects

情報の削除
ip redirects

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

ICMPリダイレクトメッセージの送信を行います。

ICMPリダイレクトメッセージの送信を抑止する場合に，no ip redirectsを指定してください。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

interface vlan
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ip source-route
ip source-route

ソースルートオプション付き IPv4パケット中継可否を指定します。

［入力形式］

情報の設定
no ip source-route

情報の削除
ip source-route

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

ソースルートオプション付き IPv4パケットの中継を行います。

ソースルートオプション付き IPv4パケットの中継を抑止する場合に，no ip source-routeを指定してくだ
さい。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

interface vlan
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ip subnet-broadcast
ip subnet-broadcast

サブネットブロードキャストの IPv4パケット中継可否を指定します。

自装置配下のネットワークへのサブネット宛ブロードキャスト IPv4パケットを，受信したインタフェー
スで中継可否を決定する場合に，使用します。ブロードキャストアドレスに依存しません。パケット中継
の出力側 IPアドレスに，ip addressコマンドの directed-broadcastパラメータの設定をしていない場合，
サブネットブロードキャストの IPv4パケット中継を行いません。

［入力形式］

情報の設定
no ip subnet-broadcast

情報の削除
ip subnet-broadcast

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

サブネットブロードキャストの IPv4パケット中継を行います。

サブネットブロードキャストの IPv4パケット中継を抑止する場合に，no ip subnet-broadcastを指定して
ください。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

interface vlan

ip address
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vrf forwarding【OP-NPAR】
vrf forwarding【【【【OP-NPAR】】】】

インタフェースの VRFを指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
vrf forwarding <vrf id>

情報の削除
no vrf forwarding

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<vrf id><vrf id><vrf id><vrf id>
VRF IDを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

該当インタフェースがグローバルネットワークに所属します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. IPv4アドレスまたは IPv6アドレス設定済みのインタフェースの VRF IDは，変更および削除できませ
ん。いったん IPv4アドレスおよび IPv6アドレスを削除してから，VRF IDを変更または削除してくだ
さい。VRF指定のないインタフェースに VRF指定する場合も，グローバルネットワークからの VRF
変更となるため同様です。IPv6アドレスを削除するには，ipv6 enableコマンドおよび ipv6 address
コマンドの両方を削除する必要があります。

［関連コマンド］

interface vlan

ip address

ipv6 address

ipv6 enable
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3　 ループバックインタフェース
（IPv4）

interface loopback

ip address（loopback）

vrf forwarding（loopback）【OP-NPAR】
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interface loopback
interface loopback

ループバックインタフェース階層に移動します。

［入力形式］

情報の設定
interface loopback 0
interface loopback <loopback id>

情報の削除
no interface loopback 0
no interface loopback <loopback id>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

0000
グローバルネットワークのループバックインタフェースを指定します。
この場合，vrf forwardingコマンドで VRF IDを指定できません。【【【【OP-NPAR】】】】
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
なし

<loopback id><loopback id><loopback id><loopback id>【【【【OP-NPAR】】】】
ループバックインタフェース IDを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 250

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip address

ipv6 address
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interface loopback
vrf forwarding（loopback）
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ip address（loopback）
ip address（loopback）

ループバックインタフェースの IPアドレスを指定します。

［入力形式］

情報の設定
ip address <ip address>

情報の削除
no ip address

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<ip address><ip address><ip address><ip address>
ループバックインタフェースの IPv4アドレスを指定します。指定できる IPv4アドレスは一つだけで
す。複数指定しても最後に指定したものが有効になります。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. interface loopbackコマンドで 0以外を指定した場合，本コマンドで IPアドレスを指定するには，vrf 
forwarding（loopback）コマンドで VRF IDを指定しておく必要があります。

［関連コマンド］

interface loopback
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vrf forwarding（loopback）【OP-NPAR】
vrf forwarding（loopback）【【【【OP-NPAR】】】】

ループバックインタフェースの VRFを指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
vrf forwarding <vrf id>

情報の削除
no vrf forwarding

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<vrf id><vrf id><vrf id><vrf id>
VRF IDを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

ループバックインタフェース IDに 0以外を指定した場合，省略できません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. interface loopbackコマンドで 0を指定した場合，本コマンドで VRF IDを指定できません。0以外を
指定した場合，本コマンドで VRF IDを指定する必要があります。

2. IPv4アドレスまたは IPv6アドレス設定済みのループバックインタフェースの VRF IDは，変更および
削除できません。いったん IPv4アドレスおよび IPv6アドレスを削除してから，VRF IDを変更または
削除してください。

3. 一つの VRFには，一つのループバックインタフェースしか所属できません。したがって，ほかのルー
プバックインタフェースですでに指定されている VRF IDを，本コマンドで指定できません。

［関連コマンド］

interface loopback
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4　 Nullインタフェース（IPv4）

interface null
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interface null
interface null

Nullインタフェースを使用する場合に設定します。

［入力形式］

情報の設定
interface null 0

情報の削除
no interface null 0

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

Nullインタフェースを使用できません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. Nullインタフェースを設定しても，収容条件の最大インタフェース数のうち一つを Nullインタフェー
ス用に使用することはありません。最大インタフェース数については，「コンフィグレーションガイド 
Vol.1　3. 収容条件」を参照してください。

［関連コマンド］

ip route

ipv6 route
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5　 ポリシーベースルーティング

default（policy-list）

default-state

disable

failure detection

interval

policy-interface（policy-list）

policy-list

policy-list default-aging-interval

policy-list default-init-interval

policy-list resequence

recover（policy-list）

recovery detection

timeout

track-object

track-object default-aging-interval

track-object default-init-interval

type icmp
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default（policy-list）
default（policy-list）

ポリシーベースルーティングのデフォルト動作を指定します。デフォルト動作とはポリシーベースルー
ティングのすべての経路で中継できなかったときのパケットの扱いについての動作のことです。

ポリシーベースルーティングリスト情報に設定できるデフォルト動作は一つだけです。

［入力形式］

情報の設定・変更
default {permit | deny}

情報の削除
no default

［入力モード］
(config-pol)

［パラメータ］

{permit | deny}{permit | deny}{permit | deny}{permit | deny}
ポリシーベースルーティングのデフォルト動作を指定します。

permitpermitpermitpermit
パケットを通常の経路情報で中継します。

denydenydenydeny
パケットを廃棄します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
permitまたは denyを指定します。

［コマンド省略時の動作］

パケットを廃棄します。

［通信への影響］

すでにポリシーベースルーティングリスト情報をアクセスリストに設定している状態で，選択されている
ポリシーベースルーティングリスト情報のデフォルト動作を変更した場合，対象のパケットが一時的に廃
棄されることがあります。

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

policy-list
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default-state
default-state

トラックのデフォルトトラック状態を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
default-state {up | down}

情報の削除
no default-state

［入力モード］
(config-track-object)

［パラメータ］

{up | down}{up | down}{up | down}{up | down}
トラックのデフォルトトラック状態を設定します。

upupupup
デフォルトトラック状態を Upとします。

downdowndowndown
デフォルトトラック状態を Downとします。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
upまたは down

［コマンド省略時の動作］

デフォルトトラック状態は Downです。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

track-object default-init-interval

disable
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disable
disable

トラックの動作を停止します。停止中のトラック状態には default-stateコマンドで指定した状態を適用し
ます。

［入力形式］

情報の設定
disable

情報の削除
no disable

［入力モード］
(config-track-object)

［コマンド省略時の動作］

トラック監視を停止しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

default-state
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failure detection
failure detection

IPv4 ICMPポーリング監視における障害発生検証中の動作を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
failure detection <failure count> trial <count> interval <seconds>

情報の削除
no failure detection

［入力モード］
(config-track-object)

［パラメータ］

<failure count><failure count><failure count><failure count>
トラック状態を Downと判定するポーリング失敗回数を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
1～ 255

trial <count>trial <count>trial <count>trial <count>
障害発生検証中のポーリング試行回数を指定します。ポーリング失敗回数以上の値を指定してくださ
い。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
1～ 255

interval <seconds>interval <seconds>interval <seconds>interval <seconds>
障害発生検証中のポーリング試行間隔（秒）を指定します。ポーリング応答待ち時間（timeoutコマ
ンド）以上の値を指定してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
1～ 3600

［コマンド省略時の動作］

障害発生検証中のポーリング失敗回数：4回

障害発生検証中のポーリング試行回数：5回

障害発生検証中のポーリング試行間隔：2秒

［通信への影響］

なし
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failure detection
［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. トラック種別が IPv4 ICMPポーリング監視以外の場合は，本コマンドを指定できません。
2. 障害発生検証中のポーリング試行間隔にポーリング応答待ち時間より小さい値を指定した場合，障害発
生検証中のポーリング試行間隔をポーリング応答待ち時間と同じ時間に調整して動作します。

［関連コマンド］

type icmp

recovery detection
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interval
interval

IPv4 ICMPポーリング監視のポーリング間隔を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
interval <seconds>

情報の削除
no interval

［入力モード］
(config-track-object)

［パラメータ］

<seconds><seconds><seconds><seconds>
ポーリング間隔（秒）を指定します。ポーリング応答待ち時間（timeoutコマンド）以上の値を指定
してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
1～ 3600

［コマンド省略時の動作］

ポーリング間隔は 6秒です。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. トラック種別が IPv4 ICMPポーリング監視以外の場合は，本コマンドを指定できません。
2. ポーリング間隔にポーリング応答待ち時間より小さい値を指定した場合，ポーリング間隔をポーリング
応答待ち時間と同じ時間に調整して動作します。

［関連コマンド］

type icmp

timeout
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policy-interface（policy-list）
policy-interface（policy-list）

ポリシーベースルーティングの経路情報を設定します。

経路情報の経路選択の優先順は，ポリシーベースルーティングリスト情報に設定した適用順序の昇順にな
ります。

一つのポリシーベースルーティングリスト情報に設定できる経路情報は最大 8個です。

［入力形式］

情報の設定・変更
[<sequence>] policy-interface vlan <vlan id> next-hop <next hop ipv4> [track-object < track object 
id >]

情報の削除
no <sequence>

［入力モード］
(config-pol)

［パラメータ］

<sequence><sequence><sequence><sequence>
ポリシーベースルーティングの経路情報の適用順序を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
ポリシーベースルーティングに経路情報がない場合，初期値は 10です。
経路情報を設定している場合，設定してある適用順序の最大値＋ 10です。
ただし，適用順序の最大値が 4294967284より大きい値の場合は省略できません。

2. 値の設定範囲
1～ 4294967294（10進数）を指定します。

vlan <vlan id>vlan <vlan id>vlan <vlan id>vlan <vlan id>
パケットの出力先の VLAN IDを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
出力先の VLAN IDを指定します。
VLAN IDについては，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

next-hop <next hop ipv4>next-hop <next hop ipv4>next-hop <next hop ipv4>next-hop <next hop ipv4>
パケットの出力先のネクスホップ IPv4アドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
ネクストホップ IPv4アドレスを指定します。
指定した送信先インタフェースに接続するネットワーク内のアドレスを指定してください。ただ
し，指定した送信先インタフェースに接続するネットワークへのダイレクトブロードキャスト，お
よび指定した送信先インタフェースに設定しているアドレスは指定できません。

track-object <track object id>track-object <track object id>track-object <track object id>track-object <track object id>
経路情報の通信を監視するトラックのトラック IDを指定します。
44



policy-interface（policy-list）
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
トラック IDを 1～ 1024（10進数）で指定します。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

すでにポリシーベースルーティングリスト情報をアクセスリストに設定している状態で，選択されている
ポリシーベースルーティングリスト情報の経路情報を変更した場合，対象のパケットが一時的に廃棄され
ることがあります。

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドを指定する場合は，事前に VLANインタフェースを設定してください。
2. 本コマンドで track-objectパラメータを指定する場合は，事前にポリシーベースルーティングのトラッ
キング機能を設定してください。

3. 該当する VLANインタフェースおよび IPアドレスを変更する場合，先に本コマンドの設定を削除して
ください。

［関連コマンド］

interface vlan

policy-list

policy-list resequence

track-object
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policy-list
policy-list

ポリシーベースルーティングに関する項目を設定します。

本コマンドを入力すると，config-polモードに移行し，対象リスト番号のポリシーベースルーティングリ
スト情報が設定できます。

ポリシーベースルーティングリスト情報は，装置で最大 256個設定できます。

［入力形式］

情報の設定・変更
policy-list <policy list no.>

情報の削除
no policy-list <policy list no.>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<policy list no.><policy list no.><policy list no.><policy list no.>
ポリシーベースルーティングリスト情報のリスト番号を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
1～ 256（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. アクセスリストで使用しているポリシーベースルーティングリスト情報は削除できません。

［関連コマンド］

permit（advance access-list）

permit（ip access-list extended）

policy-interface（policy-list）

default（policy-list）

recover（policy-list）

policy-list resequence
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policy-list default-aging-interval
policy-list default-aging-interval

BCU/CSU/MSU系切替時にポリシーベースルーティングの中継可否の監視を一時的に停止する期間を設
定します。本期間中のポリシーベースルーティングの転送先経路は系切替前の状態を適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
policy-list default-aging-interval <seconds>

情報の削除 
no policy-list default-aging-interval

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<seconds><seconds><seconds><seconds>
中継可否の監視を停止する期間（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
1～ 3600

［コマンド省略時の動作］

中継可否の監視を停止する期間は 200秒です。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 中継可否の監視を停止する期間は，ポリシーベースルーティングのトラッキング機能の track-object 
default-aging-intervalコマンドの値より長い期間を指定してください。

2. 中継可否の監視を停止しているときに，本コマンドで期間を変更した場合，変更後の期間から経過した
時間を差し引いた時間が経過すると，中継可否の監視を開始します。

［関連コマンド］

policy-list
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policy-list default-init-interval
policy-list default-init-interval

装置の起動時などにポリシーベースルーティングの中継可否の監視を一時的に停止する期間を設定します。
本期間中，ポリシーベースルーティングの対象パケットは廃棄します。

［入力形式］

情報の設定・変更
policy-list default-init-interval <seconds>

情報の削除 
no policy-list default-init-interval

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<seconds><seconds><seconds><seconds>
中継可否の監視を停止する期間（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
1～ 3600

［コマンド省略時の動作］

中継可否の監視を停止する期間は 200秒です。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 中継可否の監視を停止する期間は，ポリシーベースルーティングのトラッキング機能の track-object 
default-init-intervalコマンドの値より長い期間を指定してください。

2. 中継可否の監視を停止しているときに，本コマンドで期間を変更した場合，変更後の期間から経過した
時間を差し引いた時間が経過すると，中継可否の監視を開始します。

［関連コマンド］

policy-list
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policy-list resequence
policy-list resequence

対象ポリシーベースルーティングの経路情報の適用順序を再設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
policy-list resequence <policy list no.> [<starting sequence> [<increment sequence>]]

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<policy list no.><policy list no.><policy list no.><policy list no.>
ポリシーベースルーティングリスト情報のリスト番号を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
1～ 256（10進数）を指定します。

<starting sequence><starting sequence><starting sequence><starting sequence>
適用順序の開始番号を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
初期値は 10です。

2. 値の設定範囲
1～ 4294966494（10進数）を指定します。

<increment sequence><increment sequence><increment sequence><increment sequence>
適用順序のインクリメント値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
初期値は 10です。

2. 値の設定範囲
1～ 100（10進数）です。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

policy-list
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policy-list resequence
policy-interface（policy-list）
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recover（policy-list）
recover（policy-list）

ポリシーベースルーティングの経路情報の切り戻し動作を指定します。

ポリシーベースルーティングリスト情報に設定できる切り戻し動作は一つだけです。

［入力形式］

情報の設定・変更
recover {on | off}

情報の削除
no recover

［入力モード］
(config-pol)

［パラメータ］

{on | off}{on | off}{on | off}{on | off}
ポリシーベースルーティングの経路情報の切り戻し動作を指定します。

onononon
切り戻しをします。

offoffoffoff
切り戻しをしません。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
onまたは offを指定します。

［コマンド省略時の動作］

切り戻しをします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. offパラメータの設定後に同一ポリシーベースルーティングリスト情報内の経路情報を変更する場合，
運用コマンド show ip cache policyによって対象のポリシーベースルーティングリスト情報に offパラ
メータが反映されていることを確認してから変更してください。

［関連コマンド］

policy-list
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recovery detection
recovery detection

IPv4 ICMPポーリング監視での障害回復検証中の動作を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
recovery detection <success count> trial <count> interval <seconds>

情報の削除
no recovery detection

［入力モード］
(config-track-object)

［パラメータ］

<success count><success count><success count><success count>
トラック状態を Upと判定するポーリング成功回数を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
1～ 255

trial <count>trial <count>trial <count>trial <count>
障害回復検証中のポーリング試行回数を指定します。ポーリング成功回数以上の値を指定してくださ
い。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
1～ 255

interval <seconds>interval <seconds>interval <seconds>interval <seconds>
障害回復検証中のポーリング試行間隔（秒）を指定します。ポーリング応答待ち時間（timeoutコマ
ンド）以上の値を指定してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
1～ 3600

［コマンド省略時の動作］

障害回復検証中のポーリング成功回数：4回

障害回復検証中のポーリング試行回数：5回

障害回復検証中のポーリング試行間隔：2秒

［通信への影響］

なし
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recovery detection
［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. トラック種別が IPv4 ICMPポーリング監視以外の場合は，本コマンドを指定できません。
2. 障害回復検証中のポーリング試行間隔にポーリング応答待ち時間より小さい値を指定した場合，障害回
復検証中のポーリング試行間隔をポーリング応答待ち時間と同じ時間に調整して動作します。

［関連コマンド］

type icmp

failure detection
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timeout
timeout

IPv4 ICMPポーリング監視トラックの応答待ち時間を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
timeout <seconds>

情報の削除
no timeout

［入力モード］
(config-track-object)

［パラメータ］

<seconds><seconds><seconds><seconds>
ポーリング応答待ち時間（秒）を指定します。ポーリング間隔（intervalコマンド）以下の値を指定
してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
1～ 255

［コマンド省略時の動作］

ポーリング応答待ち時間は 2秒です。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. トラック種別が IPv4 ICMPポーリング監視以外の場合は，本コマンドを指定できません。

［関連コマンド］

type icmp

interval
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track-object
track-object

ポリシーベースルーティングのトラッキング機能のトラックを設定します。本コマンド入力後，
config-track-objectモードに移行します。

［入力形式］

情報の設定
track-object <track object id>

情報の削除
no track-object <track object id>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<track object id><track object id><track object id><track object id>
トラック IDを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
1～ 1024

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

type icmp

disable

default-state

interval

failure detection

recovery detection
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track-object default-aging-interval
track-object default-aging-interval

BCU/CSU/MSU系切替時にポリシーベースルーティングのトラッキング機能による監視を一時的に停止
する期間を設定します。本期間中のトラック対象には系切替前の状態を適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
track-object default-aging-interval <seconds>

情報の削除 
no track-object default-aging-interval

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<seconds><seconds><seconds><seconds>
監視を停止する期間（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
1～ 3600

［コマンド省略時の動作］

中継可否の監視を停止する期間は 180秒です。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. トラック動作状態が切替中に，次の操作を実行したあと本コマンドの値（秒）を変更すると，これらの
操作を実行した時点から変更後の値（秒）が経過したあとに監視を開始します。
• 運用コマンド restart track-objectを実行した。
• no disableコマンドを入力し，監視の停止を解除した。
• type icmpコマンドで新規にトラッキング機能を追加した。

［関連コマンド］

track-object default-init-interval

default-state
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track-object default-init-interval
track-object default-init-interval

装置立ち上げ時などにポリシーベースルーティングのトラッキング機能による監視を開始するまでの期間
を設定します。本期間中のトラック対象には default-stateコマンドで指定している状態を適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
track-object default-init-interval <seconds>

情報の削除
no track-object default-init-interval

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<seconds><seconds><seconds><seconds>
監視を開始するまでの期間（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
1～ 3600

［コマンド省略時の動作］

監視を開始するまでの期間は 180秒です。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. トラック動作状態が起動中に，次の操作を実行したあと本コマンドの値（秒）を変更すると，これらの
操作を実行した時点から変更後の値（秒）が経過したあとに監視を開始します。
• 運用コマンド restart track-objectを実行した。
• no disableコマンドを入力し，監視の停止を解除した。
• type icmpコマンドで新規にトラッキング機能を追加した。

［関連コマンド］

track-object default-aging-interval

default-state
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type icmp
type icmp

トラック種別に IPv4 ICMPポーリング監視を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
type icmp [vrf <vrf id>] <destination ip address> [source <ip address>] [nexthop <ip address>] [tos 
<tos>] [precedence <precedence>]

情報の削除
no type

［入力モード］
(config-track-object)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークを監視対象とします。

2. 値の設定範囲
VRF IDを指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<destination ip address><destination ip address><destination ip address><destination ip address>
監視するアドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
IPv4アドレスを指定します。ただし，クラス Dアドレス，クラス Eアドレス，および 127.x.x.x
は指定できません。

source <ip address>source <ip address>source <ip address>source <ip address>
ICMP Echoパケットの送信元として使用するアドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

ICMP Echoパケットを送信するインタフェースの IPv4アドレスを使用します。
2. 値の設定範囲

IPv4アドレスを指定します。ただし，クラス Dアドレス，クラス Eアドレス，および 127.x.x.x
は指定できません。

nexthop <ip address>nexthop <ip address>nexthop <ip address>nexthop <ip address>
ICMP Echoパケット送信時のネクストホップアドレスを指定します。指定するネクストホップは，本
装置が直接接続しているネットワーク上に存在することが必要です。
1. 本パラメータ省略時の初期値
経路情報に従いネクストホップを決定します。

2. 値の設定範囲
IPv4アドレスを指定します。ただし，クラス Dアドレス，クラス Eアドレス，および 127.x.x.x
は指定できません。

tos <tos>tos <tos>tos <tos>tos <tos>
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type icmp
ICMP Echoパケットに設定する ToSフィールドのビット 3～ 6の 4ビットである tos値を指定しま
す。
1. 本パラメータ省略時の初期値

normal(0)
2. 値の設定範囲

0～ 15または tos名称を指定します。指定可能な tos名称は「コンフィグレーションコマンドレ
ファレンス Vol.2　表 4-6 指定可能な tos名称」を参照してください。

precedence <precedence>precedence <precedence>precedence <precedence>precedence <precedence>
ICMP Echoパケットに設定する ToSフィールドの上位 3ビットである precedence値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

routine(0)
2. 値の設定範囲

0～ 7または precedence名称を指定します。指定可能な precedence名称は「コンフィグレーショ
ンコマンドレファレンス Vol.2　表 4-7 指定可能な precedence名称」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 異なるトラック種別が設定済みの状態で本コマンドを実行した場合は，本コマンドで指定した種別が有
効となります。

2. destination ip addressパラメータにブロードキャストアドレスを設定しても，本トラック対象の状態
が UPになることはありません。

［関連コマンド］

interval

failure detection

recovery detection
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6　 DHCPリレー機能

ip bootp-hops

ip helper-address

ip relay-agent-address
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ip bootp-hops
ip bootp-hops

Hopsスレッシュホールド値を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip bootp-hops <Bootp Hops>

情報の削除
no ip bootp-hops

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Bootp Hops><Bootp Hops><Bootp Hops><Bootp Hops>
Hopsスレッシュホールド値（10進数）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 16

［コマンド省略時の動作］

Hopsスレッシュホールド値を 4とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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ip helper-address
ip helper-address

DHCPリレーエージェントによる転送先アドレスを設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip helper-address <IP Address> [<IP Address>...]

情報の削除
no ip helper-address

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<IP Address> [<IP Address>...]<IP Address> [<IP Address>...]<IP Address> [<IP Address>...]<IP Address> [<IP Address>...]
DHCPリレーエージェントによる転送先アドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
次に示すアドレスは設定できません。
・127.0.0.0～ 127.255.255.255
・クラス A，B，C以外のアドレス

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. ip addressコマンドの directed-broadcastパラメータで中継を許可する設定をしている場合，自 IPv4
アドレス配下へのサブネット宛てブロードキャスト IPv4 DHCPパケットを受信すると，レイヤ 3中継
と DHCPリレーエージェントによる転送がそれぞれ行われます。

［関連コマンド］

なし
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ip relay-agent-address
ip relay-agent-address

DHCP/BOOTPクライアント接続インタフェースのリレーエージェントアドレス（giaddr）を設定しま
す。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip relay-agent-address <IP Address>

情報の削除
no ip relay-agent-address

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<IP Address><IP Address><IP Address><IP Address>
DHCP/BOOTPクライアント接続インタフェースのリレーエージェントアドレス（giaddr）を指定し
ます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
該当インタフェースに設定されている IPアドレスに一致させる必要があります。

［コマンド省略時の動作］

プライマリアドレスが使用されます。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本設定はマルチホーム環境下でプライマリアドレス以外をリレーエージェントアドレスに指定する場合
に使用します。

［関連コマンド］

なし
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7　 DHCPサーバ機能

client-name

default-router

dns-server

domain-name

hardware-address

host

ip dhcp dynamic-dns-update

ip dhcp excluded-address

ip dhcp key

ip dhcp pool

ip dhcp zone

lease

max-lease

netbios-name-server

netbios-node-type

network

service dhcp
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client-name
client-name

クライアントに配布するホスト名オプションを指定します。ホスト名オプションは，固定 IPアドレス配
布でクライアントが使用するホスト名として使われます。

［入力形式］

情報の設定・変更
client-name <Host Name>

情報の削除
no client-name

［入力モード］
(dhcp-config)

［パラメータ］

<Host Name><Host Name><Host Name><Host Name>
クライアントの名前を指定します。キャラクタの制限については，RFC1035を参照してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
最大 14文字のホスト名

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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default-router
default-router

クライアントに配布するルータオプションを指定します。ルータオプションは，クライアントがサブネッ
ト上のルータ IPアドレス（デフォルトルータ）として使用可能な IPアドレスのリストです。

［入力形式］

情報の設定・変更
default-router <IP Address> [<IP Address>...]

情報の削除
no default-router

［入力モード］
(dhcp-config)

［パラメータ］

<IP Address> [<IP Address>...]<IP Address> [<IP Address>...]<IP Address> [<IP Address>...]<IP Address> [<IP Address>...]
クライアントのサブネット上のルータ IPアドレス（デフォルトルータ）を指定します。ルータは優
先度の高いものを左から順に指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
次に示すアドレスは設定できません。
・127.0.0.0～ 127.255.255.255
・クラス A，B，C以外のアドレス

［コマンド省略時の動作］

なし（本装置では，ルータオプションを含めない代わりに，配布する IPアドレスと同じ値をルータオプ
ションに設定してクライアントに返します）。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 設定可能なサーバのアドレスは 1プール当たり最大 16個です。

［関連コマンド］

なし
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dns-server
dns-server

クライアントに配布するドメインネームサーバオプションを指定します。ドメインネームサーバオプショ
ンは，クライアントで利用可能な DNSサーバの IPアドレスリストです。

［入力形式］

情報の設定・変更
dns-server <IP Address> [<IP Address>...]

情報の削除
no dns-server

［入力モード］
(dhcp-config)

［パラメータ］

<IP Address> [<IP Address>...]<IP Address> [<IP Address>...]<IP Address> [<IP Address>...]<IP Address> [<IP Address>...]
クライアントに利用可能な DNSサーバの IPアドレスを指定します。サーバのアドレスは，優先度の
高いものを左から順に指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
次に示すアドレスは設定できません。
・127.0.0.0～ 127.255.255.255
・クラス A，B，C以外のアドレス

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 設定可能なサーバのアドレスは 1プール当たり最大 16個です。

［関連コマンド］

なし
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domain-name
domain-name

クライアントに配布するドメインネームオプションを指定します。ドメインネームオプションは，クライ
アントで配布 IPアドレスに対する名称解決をドメインネームシステムで行う場合に，クライアントが使
うべきドメインネームとして使用されます。

［入力形式］

情報の設定・変更
domain-name <Domain Name>

情報の削除
no domain-name

［入力モード］
(dhcp-config)

［パラメータ］

<Domain Name><Domain Name><Domain Name><Domain Name>
ドメインネームシステムによって Pool名称を解決しているとき，クライアントが使うべきドメイン
ネームを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
最大 63文字のドメイン名

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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hardware-address
hardware-address

クライアント装置に固定の IPアドレスを配布する際に，対象となる装置のMACアドレスを指定します。
本コマンドは hostコマンドとセットで使用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
hardware-address <MAC Address> <protocol>

情報の削除
no hardware-address

［入力モード］
(dhcp-config)

［パラメータ］

<MAC Address><MAC Address><MAC Address><MAC Address>
DHCPアドレスプール情報に対するMACアドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
１バイトずつの 16進で表す
（入力例）0211.2233.4455

<protocol><protocol><protocol><protocol>
DHCPアドレスプール情報に対するプロトコルを指定します。指定方法はシンボルまたは数値で指定
できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
ethernet（数値指定の場合は 1）だけ

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. networkコマンドと同時に入力することはできません。

［関連コマンド］

なし
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host
host

クライアント装置に固定の IPアドレスを配布する際に，割り当てる IPアドレスを指定します。本コマン
ドは hardware-addressコマンドとセットで使用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
host <IP Address> [{<Mask> | /<Masklen>}]

情報の削除
no host

［入力モード］
(dhcp-config)

［パラメータ］

<IP Address>  [{<Mask> | /<Masklen>}]<IP Address>  [{<Mask> | /<Masklen>}]<IP Address>  [{<Mask> | /<Masklen>}]<IP Address>  [{<Mask> | /<Masklen>}]
DHCPアドレスプール情報に対する IPアドレスを設定します。また，マスクを省略した場合はクラ
ス A，B，Cに応じたマスクが設定されます。

表 7-1　クラスごとの IPアドレス範囲

<IP Address><IP Address><IP Address><IP Address>
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
次に示すアドレスは設定できません。
・127.0.0.0～ 127.255.255.255
・ホスト部が 2進数ですべて 0または 1のアドレス
・クラス A，B，C以外のアドレス

{<Mask> | /<Masklen>}{<Mask> | /<Masklen>}{<Mask> | /<Masklen>}{<Mask> | /<Masklen>}
1. 本パラメータ省略時の初期値
クラス A，B，Cに応じたマスク

2. 値の設定範囲
<Mask>または /<Masklen>
<Mask>は 255.0.0.0～ 255.255.255.255の範囲から指定します。
<Masklen>は 8～ 32の範囲から指定します。

［コマンド省略時の動作］

なし

クラス IPアドレス

クラス A（/8） 1.x.x.x～ 127.x.x.x

クラス B（/16） 128.x.x.x～ 191.x.x.x

クラス C（/24） 192.x.x.x～ 223.x.x.x
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host
［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 同一プール設定内で network設定とは同時に設定できません。
2. host設定時に同じサブネットの networkおよび host設定が存在しない場合，そのサブネットも

network設定数と同様に扱われます。そのため，最大管理サブネット数を超えるサブネットに対する固
定アドレスプールを用意することはできません。

3. host設定を行った場合，クライアントに配布するオプション情報（client-name，default-router，
dns-server，domain-name，netbios-name-server，netbios-node-type）は設定された IPアドレスと
同じサブネットの network設定を行った DHCPアドレスプールのオプション情報を継承します。

［関連コマンド］

なし
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ip dhcp dynamic-dns-update
ip dhcp dynamic-dns-update

IPアドレス配布時，ダイナミック DNS連携を有効にするかどうかを設定します。

［入力形式］

情報の設定
ip dhcp dynamic-dns-update

情報の削除
no ip dhcp dynamic-dns-update

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

DNS更新を行いません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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ip dhcp excluded-address
ip dhcp excluded-address

networkコマンドで指定した IPアドレスプールのうち，配布対象から除外とする IPアドレスの範囲を指
定します。

［入力形式］

情報の設定
ip dhcp excluded-address <Low Address> [<High Address>]

情報の削除
no ip dhcp excluded-address <Low Address> [<High Address>]

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Low Address> [<High Address>]<Low Address> [<High Address>]<Low Address> [<High Address>]<Low Address> [<High Address>]
DHCPサーバが DHCPクライアントに割り当ててはいけない IPアドレス，または IPアドレス範囲
を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
次に示すアドレスは設定できません。
・127.0.0.0～ 127.255.255.255
・クラス A，B，C以外のアドレス

［コマンド省略時の動作］

networkコマンドで指定された範囲の全 IPアドレスが割り当て可能です。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 最大設定数は 8192です。
2. 除外アドレス設定を削除することによって，IPアドレスプール数が最大数を超えてしまう場合には，
除外アドレス設定を削除することはできません。

［関連コマンド］

なし
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ip dhcp key
ip dhcp key

ダイナミック DNS使用時，DNSサーバとの認証で使用する認証キーを設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip dhcp key <Key Name> [secret-hmac-md5 <Key>]

情報の削除
no ip dhcp key <Key Name>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Key Name><Key Name><Key Name><Key Name>
ダイナミック DNSサーバの認証に必要とするキーの名称を設定します。この名前はダイナミック
DNSサーバで設定したキーの名前と一致する必要があります。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
最大 63文字の名前

secret-hmac-md5 <Key>secret-hmac-md5 <Key>secret-hmac-md5 <Key>secret-hmac-md5 <Key>
ダイナミック DNSサーバ側で作成した共有キーを指定します。このとき，キーはダブルクォートで
囲んでください。また，本装置でサポートしているのはHMAC-MD5で生成されたキーだけです。
1. 本パラメータ省略時の初期値
なし

2. 値の設定範囲
ダブルクォート（”）を含めて最大 90文字の文字列（スペースの文字列は入力できません）

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. ip dhcp zoneに keyパラメータを設定している場合は，該当の ip dhcp key設定を削除することはでき
ません。先に ip dhcp zone設定を削除後，該当の ip dhcp key設定を削除してください。

［関連コマンド］

なし
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ip dhcp pool
ip dhcp pool

DHCPアドレスプール情報を設定します。

［入力形式］

情報の設定
ip dhcp pool <Pool Name>

情報の削除
no ip dhcp pool <Pool Name>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Pool Name><Pool Name><Pool Name><Pool Name>
DHCPアドレスプール情報の名称を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
最大 14文字の名前

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドは最大管理サブネット数と最大固定 IPアドレス数の合計値まで設定できます。

［関連コマンド］

なし
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ip dhcp zone
ip dhcp zone

ダイナミック DNS使用時，DNS更新を行うゾーンの情報を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip dhcp zone <Zone Name> [primary <IP Address>] [key <Key Name>]

情報の削除
no ip dhcp zone <Zone Name>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Zone Name><Zone Name><Zone Name><Zone Name>
正引きまたは逆引きドメインのための DNSのゾーン情報を指定します。このとき，ゾーン名の最後
にはドット「.」が必要です。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
最大 254文字のゾーン名

primary <IP Address>primary <IP Address>primary <IP Address>primary <IP Address>
自動設定するダイナミック DNSサーバの IPアドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
なし

2. 値の設定範囲
次に示すアドレスは設定できません。
・127.0.0.0～ 127.255.255.255
・クラス A，B，C以外のアドレス

key <Key Name>key <Key Name>key <Key Name>key <Key Name>
DHCP ダイナミック DNSキー情報で設定されたキー名称を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
なし

2. 値の設定範囲
最大 63文字の名前

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。
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ip dhcp zone
［注意事項］

1. ip dhcp zoneの keyパラメータを指定する場合は，あらかじめ ip dhcp keyコマンドで設定しておく必
要があります。

［関連コマンド］

ip dhcp key
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lease
lease

クライアントに配布する IPアドレスのデフォルトリース時間を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
lease {<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ] | infinite}

情報の削除
no lease

［入力モード］
(dhcp-config)

［パラメータ］

{<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ] | infinite}{<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ] | infinite}{<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ] | infinite}{<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ] | infinite}
リース時間を設定します。

<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ]<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ]<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ]<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ]
リース時間を日，時間，分，秒の単位で指定します。また，10秒未満の値は設定できません。
10秒～ 365日の間で設定してください。

infiniteinfiniteinfiniteinfinite
リース時間を無制限に指定します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ]または infinite
<time day>は，0～ 365の範囲から指定し，以降を省略できます。
<time hour>は，0～ 23の範囲から指定し，以降を省略できます。
<time min>は，0～ 59の範囲から指定し，以降を省略できます。
<time sec>は，0～ 59の範囲から指定してください。

［コマンド省略時の動作］

リース時間は 1日となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. リース時間が最大リース時間（max-lease）を超える設定をした場合，最大リース時間が優先されま
す。

2. 固定 IPアドレス設定を行った場合は，クライアントは標準で 24時間のリース時間を持ちます（ただ
し，固定 IPアドレスで配布を行った場合は show ip dhcp bindingコマンドでリース期限を表示しませ
ん）。また，その固定 IPアドレスと同じサブネットの network設定を行った DHCPアドレスプールが
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lease
在る場合は，そのプールのリース時間が優先されます。
3. 固定 IPアドレス設定を行っている DHCPアドレスプール情報では leaseコマンドは無視されます。
4. リース時間を短くした場合，クライアントは頻繁にリースの更新を行うため，短期間しか使用されない
一時的な IPアドレスなどの限定した用途以外では，リース時間を極端に短くしないでください。また，
短いリース時間でもクライアントが動作可能なことを確認してください。

［関連コマンド］

なし
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max-lease
max-lease

クライアントがリース時間を指定して IPアドレスを要求した際に，許容する最大リース時間を指定しま
す。

［入力形式］

情報の設定・変更
max-lease {<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ] | infinite}

情報の削除
no max-lease

［入力モード］
(dhcp-config)

［パラメータ］

{<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ] | infinite}{<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ] | infinite}{<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ] | infinite}{<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ] | infinite}
クライアントから時間の指定があった場合の最大リース時間を設定します。

<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ]<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ]<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ]<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ]
最大リース時間を日，時間，分，秒の単位で指定します。また，10秒未満の値は設定できませ
ん。10秒～ 365日の間で設定してください。

infiniteinfiniteinfiniteinfinite
最大リース時間を無制限に指定します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<time day> [<time hour> [<time min> [<time sec>] ] ]または infinite
<time day>は，0～ 365の範囲から指定し，以降を省略できます。
<time hour>は，0～ 23の範囲から指定し，以降を省略できます。
<time min>は，0～ 59の範囲から指定し，以降を省略できます。
<time sec>は，0～ 59の範囲から指定してください。

［コマンド省略時の動作］

最大リース時間は leaseコマンドで設定した時間となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 固定 IPアドレス設定を行った場合は，クライアントは標準で 24時間の最大リース時間を持ちます。
また，その固定 IPアドレスと同じサブネットの network設定を行った DHCPアドレスプールが在る
場合は，そのプールの最大リース時間が優先されます。

2. 固定 IPアドレス設定を行っている DHCPアドレスプール情報ではmax-leaseコマンドは無視されま
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max-lease
す。
3. リース時間を短くした場合，クライアントは頻繁にリースの更新を行うため，短期間しか使用されない
一時的な IPアドレスなどの限定した用途以外では，リース時間を極端に短くしないでください。また，
短いリース時間でもクライアントが動作可能なことを確認してください。

［関連コマンド］

なし
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netbios-name-server
netbios-name-server

クライアントに配布する NetBIOSネームサーバオプションを指定します。NetBIOSネームサーバオプ
ションは，クライアントで利用可能な NetBIOSネームサーバ（NBNS/WINSサーバ）の IPアドレスリ
ストです。

［入力形式］

情報の設定・変更
netbios-name-server <IP Address> [<IP Address>...]

情報の削除
no netbios-name-server

［入力モード］
(dhcp-config)

［パラメータ］

<IP Address> [<IP Address>...]<IP Address> [<IP Address>...]<IP Address> [<IP Address>...]<IP Address> [<IP Address>...]
NetBIOSネームサーバ（NBNS/WINSサーバ）の IPアドレスを指定します。サーバのアドレスは，
優先度の高いものを左から順に指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
次に示すアドレスは設定できません。
・127.0.0.0～ 127.255.255.255
・クラス A，B，C以外のアドレス

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 設定可能なサーバのアドレスは 1プール当たり最大 16個です。

［関連コマンド］

なし
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netbios-node-type
netbios-node-type

クライアントに配布する NetBIOSノードタイプオプションを指定します。NetBIOSノードタイプオプ
ションは，クライアントが NetBIOSオーバ TCP/IPでの名前解決を行う方法を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
netbios-node-type {b-node | p-node | m-node | h-node}

情報の削除
no netbios-node-type

［入力モード］
(dhcp-config)

［パラメータ］

{b-node | p-node | m-node | h-node}{b-node | p-node | m-node | h-node}{b-node | p-node | m-node | h-node}{b-node | p-node | m-node | h-node}
NetBIOSオーバ TCP/IPクライアントのノードタイプ（NetBIOS名前解決方法）を指定します。そ
れぞれのノードタイプの意味は次のとおりです。
• b-node：ブロードキャストノード
• p-node：Peer to Peerノード（WINSを使用）
• m-node：ミックスノード（ブロードキャストで見つからない場合にWINSを使用する）
• h-node：ハイブリッドノード（WINSで見つからない場合に，ブロードキャストを使用する）

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
b-node，p-node，m-nodeまたは h-node

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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network
network

DHCPによって動的に IPアドレスを配布するネットワークのサブネットを指定します。実際に DHCPア
ドレスプールとして登録されるのはサブネットのうち，IPアドレスホスト部のビットがすべて 0およびす
べて 1のアドレスを除いたものです。

［入力形式］

情報の設定・変更
network <IP Address> [{<Mask> | /<Masklen>}]

情報の削除
no network

［入力モード］
(dhcp-config)

［パラメータ］

<IP Address> [{<Mask> | /<Masklen>}]<IP Address> [{<Mask> | /<Masklen>}]<IP Address> [{<Mask> | /<Masklen>}]<IP Address> [{<Mask> | /<Masklen>}]
DHCPアドレスプールのネットワークアドレスを設定します。また，マスクを省略した場合はクラス
A，B，Cに応じたマスクが設定されます。

表 7-2　クラスごとの IPアドレス範囲

<IP Address><IP Address><IP Address><IP Address>
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
次に示すアドレスは設定できません。
・127.0.0.0～ 127.255.255.255
・ホスト部が 0以外のアドレス
・クラス A，B，C以外のアドレス

{<Mask> | /<Masklen>}{<Mask> | /<Masklen>}{<Mask> | /<Masklen>}{<Mask> | /<Masklen>}
1. 本パラメータ省略時の初期値
クラス A，B，Cに応じたマスク

2. 値の設定範囲
<Mask>または /<Masklen>
<Mask>は 255.0.0.0～ 255.255.255.255の範囲から指定します。
<Masklen>は 8～ 32の範囲から指定します。

［コマンド省略時の動作］

なし

クラス IPアドレス

クラス A（/8） 1.x.x.x～ 127.x.x.x

クラス B（/16） 128.x.x.x～ 191.x.x.x

クラス C（/24） 192.x.x.x～ 223.x.x.x
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network
［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本設定を行った場合，IPアドレスプールとして確保されるのは，対象サブネットのホスト部のビット
がすべて 0およびホスト部のビットがすべて 1のアドレスを除いた，すべての IPアドレスになりま
す。そのため，事前に ip dhcp excluded-addressコマンドで配布対象から除外したいアドレスを指定し
てください。

2. 同一プール設定内で，hostおよび hardware-address設定とは同時に設定できません。
3. network設定を含むプールは，最大管理サブネット数まで作成できます。また，host設定時に同一の
サブネットを持つ network/host設定が存在しない場合，そのサブネットについても network設定数と
同様に扱われます。

［関連コマンド］

なし
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service dhcp
service dhcp

DHCPサーバを有効にするインタフェースを指定します。本設定を行ったインタフェースだけで DHCP
パケットを受信します。

［入力形式］

情報の設定
service dhcp vlan <vlan id>

情報の削除
no service dhcp vlan <vlan id>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vlan <vlan id>vlan <vlan id>vlan <vlan id>vlan <vlan id>
IPv4アドレスが設定された VLANの VLAN IDを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<vlan id>には interface vlanコマンドで設定した VLAN IDを指定します。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

interface vlan
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第 3編　IPv4ルーティングプロトコル

8　 ルーティングオプション（IPv4）

ip auto-class-route

routing options delete-delay

routing options graceful-restart time-limit
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ip auto-class-route
ip auto-class-route

サブネット化されたブロードキャスト型インタフェースのナチュラル経路を，自動生成することを指定し
ます。

ナチュラル経路とは，IPアドレスクラスのマスク長（クラス A：8ビット，クラス B：16ビット，クラス
C：24ビット）を持つ直結経路を指します。本経路はフォワーディングテーブルにはインストールされま
せんが，ルーティングプロトコルを使用して配布可能です。

［入力形式］

情報の設定
ip auto-class-route

情報の削除
no ip auto-class-route

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

ナチュラル経路を自動生成しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

即時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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routing options delete-delay
routing options delete-delay

経路削除保留タイマ値を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
routing options delete-delay <Seconds>

情報の削除
no routing options delete-delay

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Seconds><Seconds><Seconds><Seconds>
経路削除保留タイマ値（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0（経路削除保留機能を使用しない），または 5～ 4294967295（10進数：秒）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

経路削除保留機能を使用しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

即時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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routing options graceful-restart time-limit
routing options graceful-restart time-limit

本装置がグレースフル・リスタートを開始し，経路を保留する時間の上限値を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
routing options graceful-restart time-limit <Seconds>

情報の削除
no routing options graceful-restart time-limit

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Seconds><Seconds><Seconds><Seconds>
経路を保留する時間（秒）の上限値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 3600（10進数）

［コマンド省略時の動作］

180秒が設定されます。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

即時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

graceful-restart mode（OSPF）

graceful-restart restart-time（OSPF）

graceful-restart mode（OSPFv3）

graceful-restart restart-time（OSPFv3）

bgp graceful-restart mode

bgp graceful-restart restart-time
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9　 経路集約（IPv4）

ip summary-address
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ip summary-address
ip summary-address

IPv4集約経路を生成します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip summary-address [vrf <vrf id>] <IPv4-Prefix> <Mask> [<Distance>] [as-set] [noinstall] 
[summary-only]

情報の削除
no ip summary-address [vrf <vrf id>] <IPv4-Prefix > <Mask>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
経路が属する VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
経路はグローバルネットワークに属します。

2. 値の設定範囲
<vrf id>に VRF IDを指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<IPv4-Prefix><IPv4-Prefix><IPv4-Prefix><IPv4-Prefix>
集約アドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv4アドレスを指定します。
注　<IPv4-Prefix>の <Mask>範囲外のビットは 0にしてください。

<Mask><Mask><Mask><Mask>
集約アドレスマスクを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv4アドレスマスクを指定します。
注　アドレスマスクを 2進数に変換した際，最初に 0となるビット以降はすべて 0となるように
指定してください。

<Distance><Distance><Distance><Distance>
該当集約経路のディスタンス値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

130
2. 値の設定範囲

2～ 255（10進数）を指定します。2は最高の優先度，255は最低の優先度を示します。

as-setas-setas-setas-set
集約経路の AS_PATH属性を生成時，AS_SETを生成することを指定します。
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ip summary-address
1. 本パラメータ省略時の初期値
集約経路の AS_PATH属性を生成時，AS_SETを生成しません。

2. 値の設定範囲
なし

noinstallnoinstallnoinstallnoinstall
集約経路をフォワーディングテーブルに登録しないように指定します。ただし，ルーティングプロト
コルを使用した集約経路の配布は可能です。本パラメータは，集約経路をほかのルーティングプロト
コルにより外部に広告するものの，集約経路に従ってパケットを廃棄したくない場合に指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
フォワーディングテーブルに登録します。

2. 値の設定範囲
なし

summary-onlysummary-onlysummary-onlysummary-only
集約した経路を広告する際，集約元経路の広告を抑止します。summary-onlyは経路を集約した際，
集約経路だけを広告し，集約元経路の広告を抑止したい場合に使用します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
集約元経路の広告を抑止しません。

2. 値の設定範囲
なし

［コマンド省略時の動作］

集約経路を生成しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. ループバックインタフェースまたは Nullインタフェースをネクストホップに持つ経路は，集約元経路
の対象外となります。

［関連コマンド］

distribute-list out（RIP）（OSPF）（BGP4）

redistribute（RIP）（OSPF）（BGP4）

neighbor out（BGP4）
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10　スタティックルーティング（IPv4）

ip route

ip route static maximum-paths

ip route static poll-interval

ip route static poll-multiplier
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ip route
ip route

IPv4スタティック経路を生成します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip route [vrf <vrf id>] <IPv4-Prefix> <Mask> <Nexthop-Address> [<Distance>] [weight <Weight>] 
[tag <Tag>] [{noinstall | reject}] [poll] [noresolve]
ip route [vrf <vrf id>] <IPv4-Prefix> <Mask> <Nexthop-Address> <interface type> <interface 
number> [<Distance>] [weight <Weight> ] [tag <Tag>] [{noinstall | reject}] [poll] [noresolve]
ip route [vrf <vrf id>] <IPv4-Prefix> <Mask> <Nexthop-Address> {vrf <nexthop vrf id> | global} 
[<Distance>] [weight <Weight> ] [tag <Tag>] [{noinstall | reject}] [poll] [noresolve]
ip route [vrf <vrf id>] <IPv4-Prefix> <Mask> <interface type> <interface number> [<Distance>] 
[weight <Weight> ] [tag <Tag>]

情報の削除
no ip route [vrf <vrf id>] <IPv4-Prefix> <Mask> <Nexthop-Address>
no ip route [vrf <vrf id>] <IPv4-Prefix> <Mask> <Nexthop-Address> <interface type> <interface 
number>
no ip route [vrf <vrf id>] <IPv4-Prefix> <Mask> <Nexthop-Address> {vrf <nexthop vrf id> | global}
no ip route [vrf <vrf id>] <IPv4-Prefix> <Mask> <interface type> <interface number>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
経路が属する VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
経路はグローバルネットワークに属します。

2. 値の設定範囲
<vrf id>に VRF IDを指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<IPv4-Prefix><IPv4-Prefix><IPv4-Prefix><IPv4-Prefix>
宛先 IPv4アドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
ネクストホップを特定しません。

2. 値の設定範囲
IPv4アドレスを指定します。
注　<IPv4-Prefix>の <Mask>範囲外のビットは 0にしてください。

<Mask><Mask><Mask><Mask>
宛先 IPアドレスマスクを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPアドレスマスクを指定します。
注　アドレスマスクを 2進数に変換した際，最初に 0となるビット以降はすべて 0となるように
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ip route
指定してください。

<Nexthop-Address><Nexthop-Address><Nexthop-Address><Nexthop-Address>
当該経路のネクストホップアドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
ネクストホップを特定しません。

2. 値の設定範囲
IPv4アドレスを指定します。

<interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number>
ネクストホップを解決するためのインタフェースを指定します。ネクストホップを解決する経路が指
定インタフェースと異なる場合，本経路は有効となりません。
1. 本パラメータ省略時の初期値

<Nexthop-Address>の指定がある場合：
　ネクストホップを解決するためのインタフェースを特定しません。
<Nexthop-Address>の指定がない場合：
　省略できません。

2. 値の設定範囲
<interface type> <interface number>には，次を指定できます。
<Nexthop-Address>の指定がある場合：
・vlan <vlan id>
　<vlan id>には interface vlanコマンドで設定した VLAN IDを指定します。
・mgmt 0（グローバルネットワークの経路だけ指定できます）
<Nexthop-Address>の指定がない場合：
・null 0

{vrf <nexthop vrf id> | global}{vrf <nexthop vrf id> | global}{vrf <nexthop vrf id> | global}{vrf <nexthop vrf id> | global}【【【【OP-NPAR】】】】
ネクストホップが属する VRF，またはネクストホップがグローバルネットワークに属することを指定
します。

<nexthop vrf id><nexthop vrf id><nexthop vrf id><nexthop vrf id>
ネクストホップが属する VRFを指定します。

globalglobalglobalglobal
ネクストホップがグローバルネットワークに属することを指定します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
ネクストホップは経路と同一の VRFに属します。

2. 値の設定範囲
vrf <nexthop vrf id>または globalを指定します。
<nexthop vrf id>には <vrf id>の設定範囲と同一の VRF IDを指定します。
<vrf id>の設定範囲については，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<Distance><Distance><Distance><Distance>
該当経路のディスタンス値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

2
2. 値の設定範囲

2～ 255（10進数）を指定します。2は最高の優先度，255は最低の優先度を示します。

weight <Weight>weight <Weight>weight <Weight>weight <Weight>
該当経路の優先度を指定します。本パラメータは，同一宛先間の優先度を決定するためのパラメータ
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ip route
です。
1. 本パラメータ省略時の初期値

0
2. 値の設定範囲

<Weight>に 0～ 255（10進数）を指定します。255は最高の優先度，0は最低の優先度を示しま
す。

tag <Tag>tag <Tag>tag <Tag>tag <Tag>
該当経路に付加するタグ値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

0
2. 値の設定範囲

<Tag>に 0～ 4294967295（10進数）を指定します。

{noinstall | reject}{noinstall | reject}{noinstall | reject}{noinstall | reject}

noinstallnoinstallnoinstallnoinstall
該当スタティック経路をフォワーディングテーブルに登録しないように指定します。ただし，
ルーティングプロトコルを使用したスタティック経路の配布は可能です。本パラメータは，スタ
ティック経路をほかのルーティングプロトコルにより外部に広告するものの，本装置のパケット
転送には使用したくない場合に指定します。

rejectrejectrejectreject
該当スタティック経路をリジェクト経路として生成する場合に指定します。本パラメータは，該
当スタティック経路と一致したパケットを廃棄したい場合に指定します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
該当スタティック経路を非リジェクト経路として生成し，フォワーディングテーブルに登録しま
す。

2. 値の設定範囲
noinstallまたは rejectを指定します。

pollpollpollpoll
ネクストホップに対して，到達監視のためのポーリングを行うことを指定します。ポーリング指定は，
ネクストホップアドレス指定時だけ設定できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
ポーリングを行いません。

2. 値の設定範囲
なし

noresolvenoresolvenoresolvenoresolve
該当スタティック経路のネクストホップの解決に，直結経路だけ使用します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
該当スタティック経路のネクストホップの解決に，直結経路を含むすべての経路※を使用します。
注※　noresolve未指定のスタティック経路は，ネクストホップの解決経路として使用できませ
ん。

2. 値の設定範囲
なし

［コマンド省略時の動作］

IPv4スタティック経路を生成しません。
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ip route
［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 異なる VRFのネクストホップ間でマルチパスは構成できません。
マルチパスを構成するネクストホップは，現在有効でかつ最も高い weight値を持つネクストホップを
基準として，それと同じ VRF上のネクストホップの中から選択されます。
例えば，次の場合，マルチパスを構成するネクストホップは，172.16.1.1と 172.16.3.1の二つです。
ip route vrf 100 10.1.1.0 255.255.255.0 172.16.1.1 vrf 200 weight 30
ip route vrf 100 10.1.1.0 255.255.255.0 172.16.2.1 vrf 100 weight 20
ip route vrf 100 10.1.1.0 255.255.255.0 172.16.3.1 vrf 200 weight 10

［関連コマンド］

ip route static poll-interval

ip route static poll-multiplier

ip route static maximum-paths
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ip route static maximum-paths
ip route static maximum-paths

スタティック経路情報に対して生成する，最大パス数（最大ネクストホップ数）を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip route static maximum-paths <Number>

情報の削除
no ip route static maximum-paths

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Number><Number><Number><Number>
最大パス数（最大ネクストホップ数）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 16（10進数）を指定します。
ただし，ip urpfを設定している場合，<Number>に 9以上を設定できません。

［コマンド省略時の動作］

初期値を 6とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip route
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ip route static poll-interval
ip route static poll-interval

ネクストホップに対するポーリング間隔時間を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip route static poll-interval <Seconds>

情報の削除 
no ip route static poll-interval

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Seconds><Seconds><Seconds><Seconds>
ポーリング間隔時間（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 180（10進数：秒）を指定します。
0を指定した場合，ポーリング処理を停止します。

［コマンド省略時の動作］

初期値を 5秒とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip route

ip route static poll-multiplier
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ip route static poll-multiplier
ip route static poll-multiplier

ネクストホップに対するポーリング回数，連続応答回数を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip route static poll-multiplier <Invalid-Count> <Restore-Count>

情報の削除
no ip route static poll-multiplier

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Invalid-Count><Invalid-Count><Invalid-Count><Invalid-Count>
ポーリング回数を指定します。指定した回数分，連続してポーリングに対する応答がない場合，ポー
リング指定のスタティック経路を無効とします。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数：回数）を指定します。

<Restore-Count><Restore-Count><Restore-Count><Restore-Count>
連続応答回数を指定します。ポーリング無応答で無効とされたスタティック経路のネクストホップか
ら，指定した回数分，連続してポーリングに対する応答があった場合，該当スタティック経路を有効
とします。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数：回数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

次の初期値で動作します。

• ポーリング回数：3回
• 連続応答回数：1回

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし
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ip route static poll-multiplier
［関連コマンド］

ip route

ip route static poll-interval
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11　RIP

address-family ipv4【OP-NPAR】

auto-summary

default-metric

disable

distance

exit-address-family【OP-NPAR】

generate-secondary-route

inherit-metric

ip rip authentication key

ip rip v2-broadcast

ip rip version

metric-offset

neighbor

network

passive-interface

router rip

timers basic

version
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address-family ipv4【OP-NPAR】
address-family ipv4【【【【OP-NPAR】】】】

VRF単位の情報を設定する config-router-afモードへ移行します。

［入力形式］

情報の設定
address-family ipv4 vrf <vrf id>

情報の削除 
no address-family ipv4 vrf <vrf id>

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>
VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
VRF IDを指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

指定 VRFで RIPが動作しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドを削除した場合，該当する config-router-afモードで設定した全コマンドは削除されます。
2. config-router-afモードで設定した全コマンドを削除した場合，本コマンドは削除されます。

［関連コマンド］

なし
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auto-summary
auto-summary

RIP広告経路自動集約を有効にします。

RIP広告経路自動集約とは，隣接装置に対して広告する複数のサブネット経路を，自動的に一つのナチュ
ラルマスク経路として集約し広告する機能です。

本機能は RIP-1，RIP-2ともに有効となります。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークに適用します。

config-router-afモードで設定した場合，指定 VRFに適用します。

［入力形式］

情報の設定
auto-summary

情報の削除
no auto-summary

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

RIP広告経路自動集約を行いません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の経路広告時に反映されます。

［注意事項］

1. RIP-1使用時に本コンフィグレーションを指定した場合は，未設定時に広告対象とならなかったサブ
ネット経路がナチュラルマスク経路として集約され，隣接装置に広告されます。

［関連コマンド］

なし
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default-metric
default-metric

ほかのプロトコルで学習した経路情報を RIPで広告する場合の，メトリック値を指定します。
redistribute，distribute-list outコマンドで設定したメトリック値が，本コマンドより優先します。本コ
マンドは，Static経路，OSPF経路，および BGP4経路に有効です。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークに適用します。

config-router-afモードで設定した場合，指定 VRFに適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
default-metric <Metric>

情報の削除
no default-metric

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

<Metric><Metric><Metric><Metric>
メトリック値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 16（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

以下の初期値で動作します。

• Static経路：メトリック 1
• OSPF経路：メトリック 16
• BGP4経路：メトリック 16

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の経路広告時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

inherit-metric

distribute-list out
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default-metric
redistribute

metric-offset
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disable
disable

RIPが動作しないことを指定します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークに適用します。

config-router-afモードで設定した場合，指定 VRFに適用します。

［入力形式］

情報の設定
disable

情報の削除
no disable

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

RIPが動作します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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distance
distance

RIPで学習した経路情報のディスタンス値を指定します。distribute-list inコマンドで指定するディスタ
ンス値が本コマンドより優先します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークに適用します。

config-router-afモードで設定した場合，指定 VRFに適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
distance <Distance>

情報の削除
no distance

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

<Distance><Distance><Distance><Distance>
RIPのディスタンス値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
2～ 255（10進数）を指定します。2は最高の優先度，255は最低の優先度を示します。

［コマンド省略時の動作］

初期値を 120とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の経路学習時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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exit-address-family【OP-NPAR】
exit-address-family【【【【OP-NPAR】】】】

config-router-afモードを終了し，config-routerモードへ復帰します。

［入力形式］

情報の設定
exit-address-family

［入力モード］
(config-router-af)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

config-router-afモードでコンフィグレーション設定時に自動的に設定されます。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

なし

［注意事項］

1. 本コマンドは設定済みのコンフィグレーションをコピー・ペーストする場合に使用します。コマンドラ
インで設定する場合は exitコマンドを使用してください。

［関連コマンド］

address-family ipv4
114



generate-secondary-route
generate-secondary-route

第 2優先経路をルーティングテーブルに登録します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークに適用します。

config-router-afモードで設定した場合，指定 VRFに適用します。

［入力形式］

情報の設定
generate-secondary-route

情報の削除 
no generate-secondary-route

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

第 2優先経路をルーティングテーブルに登録しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の経路学習時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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inherit-metric
inherit-metric

ほかのルーティングプロトコルの経路情報を RIPで広告する際，メトリック値を引き継ぐことを指定しま
す。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークに適用します。

config-router-afモードで設定した場合，指定 VRFに適用します。

［入力形式］

情報の設定
inherit-metric

情報の削除 
no inherit-metric

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

メトリック値を引き継ぎません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の経路広告時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

default-metric

distribute-list out

redistribute

metric-offset
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ip rip authentication key
ip rip authentication key

RIPバージョン 2パケットの認証方式および認証キーを指定します。本コマンドは config-ifモードで ip 
rip version 2，または config-routerおよび config-router-afモードで version 2が指定されているときに有
効になります。それ以外の場合では無効となります。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip rip authentication key <key id> {text | md5} <key>

情報の削除 
no ip rip authentication key <key id>

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<key id><key id><key id><key id>
キー識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 255（10進数）を指定します。

{text | md5}{text | md5}{text | md5}{text | md5}
認証方式を指定します。

texttexttexttext
認証方式として，平文パスワード認証方式を指定します。

md5md5md5md5
認証方式として，暗号認証方式（Keyed-MD5）を指定します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
textまたはmd5

<key><key><key><key>
認証キーを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 16文字の文字列を指定します。
ただし，次の文字は使用できません。
エクスクラメーション（!），ダブルクォート（"），シャープ（#），ドル（$），セミコロン（;），逆
シングルクォート（`），大カッコ始め（{），大カッコ終わり（}），スペース文字，山カッコ始め
（<），山カッコ終わり（>），バックスラッシュ文字（¥），シングルクォート（'），丸カッコ始め
（(），丸カッコ終わり（)），パイプ（|），アンパサンド（&）
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ip rip authentication key
［コマンド省略時の動作］

認証をしません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 認証キーは，同一ネットワーク内の全ルータで単一のものを使用してください。新しい認証キーに移行
するための設定変更中を除き，通常は，複数の認証キーの設定を残さないようにしてください。

［関連コマンド］

ip rip version

version
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ip rip v2-broadcast
ip rip v2-broadcast

送信パケットをブロードキャスト送信することを指定します。本コマンドは config-ifモードで ip rip 
version 2，または config-routerモードで version 2が指定されているときに有効になります。それ以外の
場合では無効となります。

［入力形式］

情報の設定
ip rip v2-broadcast

情報の削除
no ip rip v2-broadcast

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

config-ifモード，config-routerモードで指定したバージョン情報により送信形式を決定します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の経路広告時に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドは，RIP-2の経路広告条件に合う経路を RIP-2のメッセージ・フォーマットでブロード
キャスト広告するためのコマンドです。

［関連コマンド］

ip rip version

version
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ip rip version
ip rip version

該当インタフェースで使用する RIPのバージョンとメッセージ送信先の IPアドレスの種類を指定します。
本指定値は config-routerモードで指定したバージョンより優先されます。

本コマンドの設定値によって使用する RIPのバージョンと宛先 IPアドレスの種類を次の表に示します。

表 11-1　RIPのバージョンと宛先 IPアドレスの種類

注※
config-routerモードで指定したバージョンがある場合は，config-routerモードで指定したバージョンが適用されま
す。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip rip version { 1 | 2 }

情報の削除
no ip rip version

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

{ 1 | 2 }{ 1 | 2 }{ 1 | 2 }{ 1 | 2 }
バージョンを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1または 2

［コマンド省略時の動作］

初期値を 1とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の経路学習時または経路広告時に反映されます。

［注意事項］

なし

項番 設定値 バージョン 宛先 IPアドレスの種類

1 省略時 1※ ブロードキャスト※

2 ip rip version 1 1 ブロードキャスト

3 ip rip version 2 2 マルチキャスト
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ip rip version
［関連コマンド］

ip rip v2-broadcast

version
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metric-offset
metric-offset

該当インタフェースで RIPパケットを送受信する際に，メトリック値に加算する値を指定します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークに適用します。

config-router-afモードで設定した場合，指定 VRFに適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
metric-offset <Metric> <interface type> <interface number> { in | out }

情報の削除
no metric-offset [<Metric>] <interface type> <interface number> { in | out }

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

<Metric><Metric><Metric><Metric>
加算メトリック値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 16（10進数）を指定します。

<interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number>
メトリック値を加算するインタフェースを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<interface type> <interface number>には，次を指定できます。
・vlan <vlan id>
　<vlan id>には interface vlanコマンドで設定した VLAN IDを指定します。
・mgmt 0（グローバルネットワークの経路だけ指定できます）

{ in | out }{ in | out }{ in | out }{ in | out }

inininin
パケット受信時にメトリックを加算する場合に指定します。

outoutoutout
パケット送信時にメトリックを加算する場合に指定します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
inまたは out

［コマンド省略時の動作］
• 受信時のメトリック加算値は 1となります。
• 送信時のメトリック加算値は 0となります。
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metric-offset
［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の経路学習時または経路広告時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

default-metric

inherit-metric

distribute-list in

distribute-list out
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neighbor
neighbor

RIPパケットを送信する隣接ルータを指定します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークに適用します。

config-router-afモードで設定した場合，指定 VRFに適用します。

［入力形式］

情報の設定
neighbor <IPv4-Address>

情報の削除
no neighbor <IPv4-Address>

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

<IPv4-Address><IPv4-Address><IPv4-Address><IPv4-Address>
送信先隣接ルータを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv4アドレスを指定します。

［コマンド省略時の動作］

送信先隣接ルータを指定しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の経路広告時に反映されます。

［注意事項］

1. neighborに対するパケット送信（ブロードキャスト型インタフェース）について次の表に示します。

表 11-2　neighborに対するパケット送信条件（ブロードキャスト型インタフェース）

項
番

条件 動作

1 network設定がない，または neighbor設定が network設
定範囲外である場合。

neighborへの RIPパケットは送信されません。

2 neighbor設定が network設定範囲内にあり，
passive-interfaceコマンドでインタフェース（neighbor
のネットワークと接続するインタフェース）を明示的に抑
止していない場合。

neighbor設定の隣接ルータに対してユニキャストで，
network設定インタフェースに対してブロードキャス
ト（マルチキャスト）で RIPパケットを送信します。
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neighbor
［関連コマンド］

network

passive-interface

distribute-list out

3 neighbor設定が network設定範囲内にあり，
passive-interfaceコマンドでインタフェース（neighbor
のネットワークと接続するインタフェース）を明示的に抑
止している場合。

neighbor設定の隣接ルータに対してだけ，ユニキャス
トで RIPパケットを送信します。

項
番

条件 動作
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network
network

RIP送受信先ネットワークを指定します。指定したネットワーク範囲内のインタフェースで RIPパケット
の送受信を行います。範囲外のインタフェースでは RIPパケットの送受信を行いません。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークに適用します。

config-router-afモードで設定した場合，指定 VRFに適用します。

［入力形式］

情報の設定
network <IPv4-Prefix> [<Wildcard-Mask>]

情報の削除
no network <IPv4-Prefix> [<Wildcard-Mask>]

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

<IPv4-Prefix><IPv4-Prefix><IPv4-Prefix><IPv4-Prefix>
RIP送信先ネットワークを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv4アドレスを指定します。
注　<IPv4-Prefix>の <Wildcard-Mask>で指定したビットは 0にしてください。

<Wildcard-Mask><Wildcard-Mask><Wildcard-Mask><Wildcard-Mask>
ワイルドカードマスクを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
送信先ネットワークアドレスに基づき，ワイルドカードマスクを自動で算出します。
自動生成するワイルドカードマスクを次の表に示します。

表 11-3　自動生成するワイルドカードマスク

2. 値の設定範囲
IPv4アドレス形式で指定します。
注　ワイルドカードマスクを 2進数に変換した際，最初に 1となるビット以降はすべて 1となる
ように指定してください。

項番 送信先ネットワークアドレス ワイルドカードマスク

1 0.0.0.0 255.255.255.255

2 クラス Aアドレス 0.255.255.255

3 クラス Bアドレス 0.0.255.255

4 クラス Cアドレス 0.0.0.255
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network
［コマンド省略時の動作］

RIPパケットを送信しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の経路学習時または経路広告時に反映されます。

［注意事項］

1. ダイレクト経路の広告は，network指定範囲内ダイレクト経路だけの広告となります。network指定
範囲外のダイレクト経路は広告されませんので注意してください。

［関連コマンド］

neighbor

passive-interface

distribute-list in

distribute-list out
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passive-interface
passive-interface

該当インタフェースから RIPパケットで経路情報を送信しないことを指定します。ほかのルータに経路情
報を通知したくない場合（例えば，相手ルータがスタティックルーティングを使用しているなど）に指定
します。本コマンドは，network設定で RIPパケットが送信可能となっているインタフェースだけ制御で
きます。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークに適用します。

config-router-afモードで設定した場合，指定 VRFに適用します。

［入力形式］

情報の設定
passive-interface {default | <interface type> <interface number>}

情報の削除
no passive-interface {default | <interface type> <interface number>}

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

{default | <interface type> <interface number>}{default | <interface type> <interface number>}{default | <interface type> <interface number>}{default | <interface type> <interface number>}
RIPパケットを送信しないインタフェースを指定します。

defaultdefaultdefaultdefault
すべてのインタフェースで RIPパケットを送信しないことを指定します。

<interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number>
RIPパケットを送信しないインタフェースを指定します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
defaultまたは <interface type> <interface number>
<interface type> <interface number>には，次を指定できます。
・vlan <vlan id>
　<vlan id>には interface vlanコマンドで設定した VLAN IDを指定します。
・mgmt 0（config-routerモードでだけ指定できます）

［コマンド省略時の動作］

RIPパケットで経路情報を送信します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の経路広告時に反映されます。
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passive-interface
［注意事項］

1. RIPパケットを送信可能なすべてのインタフェースを送信抑止状態にする場合は，passive-interface 
defaultコマンドを指定します。また，この状態で no passive-interface <interface type> <interface 
number>コマンドを指定すると，指定インタフェースを送信可能状態とします。設定例を次に示しま
す。

設定例 1
(1)vlan 2だけを送信抑止にする。
　(config-router)# passive-interface vlan 2
(2)上記 (1)の状態で vlan 2を送信可能にする。
　(config-router)# no passive-interface vlan 2
　注　上記コマンドを入力することで設定が削除されます。

設定例 2
(1)すべてのインタフェースを送信抑止にする。
　(config-router)# passive-interface default
(2)上記 (1)の状態で vlan 3だけを送信可能とする。
　(config-router)# no passive-interface vlan 3
　注　上記コマンドは設定を削除するためのコマンドではありません。
(3)上記 (2)の状態ですべてのインタフェースを送信可能とする。
　(config-router)# no passive-interface default 
　注　上記コマンドを入力することで設定が削除されます。

［関連コマンド］

network

neighbor

distribute-list out
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router rip
router rip

ルーティングプロトコル RIPに関する動作情報を設定します。本コマンド入力後，config-routerモードに
移行します。

［入力形式］

情報の設定
router rip

情報の削除 
no router rip

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

RIPが動作しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドだけの指定では，RIPパケットの送受信は行いません。RIPパケットの送受信に関しては
「network」を参照してください。

［関連コマンド］

network
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timers basic
timers basic

RIPの各種タイマ値を指定します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークに適用します。

config-router-afモードで設定した場合，指定 VRFに適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
timers basic <Update> <Aging> <Garbage-Collection>

情報の削除
no timers basic

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

<Update><Update><Update><Update>
周期広告タイマ値（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 60（10進数）を指定します。

<Aging><Aging><Aging><Aging>
エージングタイマ値（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 360（10進数）を指定します。

<Garbage-Collection><Garbage-Collection><Garbage-Collection><Garbage-Collection>
経路を無効としたあと，ルーティングテーブルから削除するまでの時間（秒）を指定します。本指定
時間内は，RIP送信先に本経路をMetric16で広告します。

注
実際に運用で適用されるタイマ値は，周期広告タイマ値の倍数となります。
当設定値が周期広告タイマ値の倍数でない，かつ周期広告タイマ値より大きい場合は，当設定値
を超えない最大の周期広告タイマ値の倍数が適用されます。
当設定値が周期広告タイマ値より小さい場合は，周期広告タイマ値が適用されます。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 480（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

以下の初期値で動作します。
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timers basic
• <Update>：30秒
• <Aging>：180秒
• <Garbage-Collection>：60秒

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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version
version

RIPのバージョンとメッセージ送信先の IPアドレスの種類を指定します。インタフェース単位で指定し
たバージョンが本コマンドより優先します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークに適用します。

config-router-afモードで設定した場合，指定 VRFに適用します。

本コマンドの設定値によって使用する RIPのバージョンと宛先 IPアドレスの種類を次の表に示します。

表 11-4　RIPのバージョンと宛先 IPアドレスの種類

［入力形式］

情報の設定・変更
version { 1 | 2 }

情報の削除
no version

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

{ 1 | 2 }{ 1 | 2 }{ 1 | 2 }{ 1 | 2 }
バージョンを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1または 2

［コマンド省略時の動作］

初期値を 1とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の経路学習時または経路広告時に反映されます。

［注意事項］

なし

項番 設定値 バージョン 宛先 IPアドレスの種類

1 省略時 1 ブロードキャスト

2 version 1 1 ブロードキャスト

3 version 2 2 マルチキャスト
133



version
［関連コマンド］

ip rip version

ip rip v2-broadcast
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12　OSPF

area authentication

area default-cost

area nssa

area nssa translate

area range

area stub

area virtual-link

areaid-format

default-metric

disable

distance ospf

graceful-restart mode

graceful-restart restart-time

graceful-restart strict-lsa-checking

ip ospf area

ip ospf authentication

ip ospf authentication-key

ip ospf cost

ip ospf dead-interval

ip ospf hello-interval

ip ospf message-digest-key

ip ospf network

ip ospf priority

ip ospf retransmit-interval

ip ospf transmit-delay
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max-metric router-lsa

maximum-paths

neighbor

network

passive-interface

router-id

router ospf

suppress-fa

timers spf
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area authentication
area authentication

エリアの認証方式として，平文パスワード認証またはMD5認証を選択します。

認証方式は，インタフェース単位で個別に指定することもできます（config-ifモードの ip ospf 
authenticationコマンド）。インタフェースに設定した認証方式が，本コマンドよりも優先されます。

［入力形式］

情報の設定・変更
area <Area-ID> authentication [message-digest]

情報の削除
no area <Area-ID> authentication

エリアの削除（authentication，stub，nssa，virtual-link，rangeのすべてを削除します）
no area <Area-ID>

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

<Area-ID><Area-ID><Area-ID><Area-ID>
本装置が属するエリアを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 4294967295（10進数），または IPv4アドレスを指定します。

message-digestmessage-digestmessage-digestmessage-digest
MD5認証を選択します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
本コマンドで，平文パスワード認証を選択したことになります。

2. 値の設定範囲
なし

［コマンド省略時の動作］

エリアの認証方式は，ヌル認証（チェックサムの検証だけで，認証を行わない）になります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip ospf authentication
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area authentication
ip ospf authentication-key

ip ospf message-digest-key
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area default-cost
area default-cost

エリア境界ルータが，スタブエリアまたは NSSAに広告するデフォルトルートのコスト値を指定します。
なお，NSSAでは，デフォルトルート広告に使用される LSAは，コンフィグレーションの設定内容に
よって異なります。本コマンドは，エリア間経路情報（Type3 LSA）での広告に対して有効です。

［入力形式］

情報の設定・変更
area <Area-ID> default-cost <Cost>

情報の削除
no area <Area-ID> default-cost

エリアの削除（authentication，stub，nssa，virtual-link，rangeのすべてを削除します）
no area <Area-ID>

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

<Area-ID><Area-ID><Area-ID><Area-ID>
スタブエリアまたは NSSAのエリア IDを指定します。それ以外のエリアを指定した場合，本コマン
ドは無効です。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 4294967295（10進数），または IPv4アドレス（0.0.0.0を除く）を指定します。

<Cost><Cost><Cost><Cost>
コスト値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値を 1とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし
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area default-cost
［関連コマンド］

area nssa

area stub
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area nssa
area nssa

エリア 0でないエリアを NSSAとして動作させる場合に指定します。NSSAでは，ほかのエリアから学習
した AS外経路の広告が抑止されます。

［入力形式］

情報の設定・変更
area <Area-ID> nssa [default-information-originate [<Metric> [<Metric-type>]]] [no-summary] 
[no-redistribution]

情報の削除
no area <Area-ID> nssa

エリアの削除（authentication，stub，nssa，virtual-link，rangeのすべてを削除します）
no area <Area-ID>

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

<Area-ID><Area-ID><Area-ID><Area-ID>
本装置が属するエリアを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 4294967295（10進数），または IPv4アドレス（0.0.0.0を除く）を指定します。

default-information-originatedefault-information-originatedefault-information-originatedefault-information-originate
エリア境界ルータで，デフォルトルートを AS外経路情報（Type7 LSA）として，NSSAに広告する
ことを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

AS外経路を広告しません。ただし，no-summaryパラメータを指定した場合，デフォルトルート
をエリア間経路情報（Type3 LSA）として広告します。

2. 値の設定範囲
なし

<Metric><Metric><Metric><Metric>
デフォルトルートのメトリック値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

1
2. 値の設定範囲
１～ 65535を指定します。

<Metric-type><Metric-type><Metric-type><Metric-type>
デフォルトルートのメトリックタイプを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

2
2. 値の設定範囲

1または 2を指定します。
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area nssa
no-summaryno-summaryno-summaryno-summary
エリア境界ルータで，エリア外の経路の広告をすべて抑止し，その代わりにデフォルトルートをエリ
ア間経路情報（Type3LSA）として広告します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
エリア外の経路（エリア間経路情報）を，NSSAに広告します。

2. 値の設定範囲
なし

no-redistributionno-redistributionno-redistributionno-redistribution
エリア境界ルータで，広告経路フィルタ（redistributeコマンド）が設定されている場合でも，他プ
ロトコルで学習した経路の広告を抑止します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
他プロトコルで学習した経路（AS外経路情報）を NSSAに広告します。

2. 値の設定範囲
なし

［コマンド省略時の動作］

NSSAとして動作しません。

［通信への影響］

エリア内の隣接ルータとの隣接関係をいったん切断します。

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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area nssa translate
area nssa translate

NSSAから学習した AS外経路（Type7LSA）を NSSAでない別のエリアへと変換する際，フォワーディ
ングアドレスに 0.0.0.0を設定して広告することを指定します。本コマンドは，NSSAの設定のあるエリ
アボーダルータだけで有効です。

［入力形式］

情報の設定
area <Area-ID> nssa translate type7 suppress-fa

情報の削除
no area <Area-ID> nssa translate

エリアの削除（authentication，stub，nssa，virtual-link，rangeのすべてを削除します）
no area <Area-ID>

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

<Area-ID><Area-ID><Area-ID><Area-ID>
NSSAのエリア IDを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 4294967295（10進数），または IPv4アドレス（0.0.0.0を除く）を指定します。

type7 suppress-fatype7 suppress-fatype7 suppress-fatype7 suppress-fa
NSSAの AS外経路（Type7LSA）の転送先アドレスを引き継がないことを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
なし

［コマンド省略時の動作］

NSSAから学習した Type7LSAの転送先アドレスを引き継いで，フォワーディングアドレスを設定しま
す。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし
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area nssa translate
［関連コマンド］

area nssa
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area range
area range

エリア内のネットワークを指定します。最大 1024個のネットワークを指定できます。

エリア境界ルータで，経路集約する場合に使用します。このコマンドは，エリア間を伝搬する経路情報量
を削減するのに有効です。

［入力形式］

情報の設定・変更
area <Area-ID> range <IPv4-Prefix> <Mask> [{advertise | not-advertise}]

情報の削除
no area <Area-ID> range <IPv4-Prefix> <Mask>

エリアの削除（authentication，stub，nssa，virtual-link，rangeのすべてを削除します）
no area <Area-ID>

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

<Area-ID><Area-ID><Area-ID><Area-ID>
本装置が属するエリアを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 4294967295（10進数），または IPv4アドレスを指定します。

<IPv4-Prefix><IPv4-Prefix><IPv4-Prefix><IPv4-Prefix>
ネットワークを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPアドレスを指定します。<Mask>範囲内のビットは 0でない値とし，<Mask>範囲外のビット
は 0としてください。
注　<IPv4-Prefix>の <Mask>範囲外のビットは 0にしてください。

<Mask><Mask><Mask><Mask>
マスクを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPアドレスマスクを指定します（0は指定できません）。
注　アドレスマスクを 2進数に変換した際，最初に 0となるビット以降はすべて 0となるように
指定してください。

{advertise | not-advertise}{advertise | not-advertise}{advertise | not-advertise}{advertise | not-advertise}
エリア間経路を広告するかしないかを指定します。指定したネットワークで包含される範囲に一致す
る経路情報は，エリア間経路としてほかのエリアに広告しません。その代わりに，指定した範囲をエ
リア間経路としてほかのエリアに広告します。ただし，not-advertiseを指定した場合，何も広告しま
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area range
せん。
1. 本パラメータ省略時の初期値

advertise（エリア間経路としてほかのエリアに広告します）。
2. 値の設定範囲

advertiseまたは not-advertiseを指定します。

［コマンド省略時の動作］

エリア間で，個々のネットワークを集約しないで広告します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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area stub
area stub

エリア 0でないエリアをスタブエリアとして動作させる場合に指定します。

スタブエリアでは，AS外経路の広告が抑止されます。

［入力形式］

情報の設定・変更
area <Area-ID> stub [no-default-summary] [no-summary]

情報の削除
no area <Area-ID> stub

エリアの削除（authentication，stub，nssa，virtual-link，rangeのすべてを削除します）
no area <Area-ID>

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

<Area-ID><Area-ID><Area-ID><Area-ID>
本装置が属するエリアを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 4294967295（10進数），または IPv4アドレス（0.0.0.0を除く）を指定します。

no-default-summaryno-default-summaryno-default-summaryno-default-summary
エリア境界ルータで，デフォルトルートをスタブエリアに広告しないことを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
スタブエリアにデフォルトルートを広告します

2. 値の設定範囲
なし

no-summaryno-summaryno-summaryno-summary
エリア外の経路をスタブエリアに広告することを抑止します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
エリア外の経路（エリア間経路情報）を広告します。

2. 値の設定範囲
なし

［コマンド省略時の動作］

スタブエリアとして動作しません。

［通信への影響］

エリア内の隣接ルータとの隣接関係をいったん切断します。

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。
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area stub
［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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area virtual-link
area virtual-link

仮想リンクを指定します。仮想リンクは，エリア 0（バックボーンエリア）に直接接続していないエリア
境界ルータを，エリア 0に接続するために使用します。仮想リンクは，通過エリアと相手ルータ IDに
よって識別します。

［入力形式］

各種タイマ，平文パスワードの設定・変更 
area <Area-ID> virtual-link <Router-ID> [hello-interval <Seconds>] [retransmit-interval 
<Seconds>] [transmit-delay <Seconds>] [dead-interval <Seconds>] [authentication-key <Key>]

MD5認証キーの設定・変更（<Key-id>が異なる複数のキーを入力可）
area <Area-ID> virtual-link <Router-ID> [message-digest-key <Key-id> md5 <Key>]

仮想リンクの削除
no area <Area-ID> virtual-link <Router-ID>

エリアの削除（authentication，stub，nssa，virtual-link，rangeのすべてを削除します）
no area <Area-ID>

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

<Area-ID><Area-ID><Area-ID><Area-ID>
通過エリアを指定します。スタブエリアとNSSAは指定できません。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 4294967295（10進数），または IPv4アドレス（0.0.0.0を除く）を指定します。

<Router-ID><Router-ID><Router-ID><Router-ID>
仮想リンクの相手ルータ IDを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv4アドレスを指定します。

hello-interval <Seconds>hello-interval <Seconds>hello-interval <Seconds>hello-interval <Seconds>
Helloパケットの送信間隔を秒単位で指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

10
2. 値の設定範囲

1～ 255（10進数：秒）を指定します。

retransmit-interval <Seconds>retransmit-interval <Seconds>retransmit-interval <Seconds>retransmit-interval <Seconds>
再送間隔を秒単位で指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

5
2. 値の設定範囲
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1～ 65535（10進数：秒）を指定します。

transmit-delay <Seconds>transmit-delay <Seconds>transmit-delay <Seconds>transmit-delay <Seconds>
遅延時間を秒単位で指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

1
2. 値の設定範囲

1～ 65535（10進数：秒）を指定します。

dead-interval <Seconds>dead-interval <Seconds>dead-interval <Seconds>dead-interval <Seconds>
隣接ルータがダウンしたと判断するまでの経過時間を秒単位で指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

hello-intervalの 4倍の値です。
2. 値の設定範囲

1～ 65535（10進数：秒）を指定します。

authentication-key <Key>authentication-key <Key>authentication-key <Key>authentication-key <Key>
エリア 0に平文パスワード認証を行う設定（area authenticationコマンド）をした場合に，仮想リン
クでの認証に使用するキーを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
平文パスワード認証を行いません。

2. 値の設定範囲
1～ 8文字の文字列を指定します。
ただし，以下の文字は使用できません。
エクスクラメーション（!），ダブルクォート（”），シャープ（#），ドル（$），セミコロン（;），逆
シングルクォート（`），大カッコ始め（{），大カッコ終わり（}），スペース文字，山カッコ始め
（<），山カッコ終わり（>），バックスラッシュ文字（¥），シングルクォート（'），丸カッコ始め
（(），丸カッコ終わり（)），パイプ（|），アンパサンド（&）

message-digest-key <Key-id>message-digest-key <Key-id>message-digest-key <Key-id>message-digest-key <Key-id>
エリア 0にMD5認証を行う設定（area authenticationコマンド）をした場合，仮想リンクでメッ
セージダイジェストを使用して認証を行うことを指定します。なお，MD5の詳細は「ip ospf 
message-digest-key」を参照してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値

MD5認証を行いません。
2. 値の設定範囲

0～ 255（10進数）の識別子を指定します。

md5 <Key>md5 <Key>md5 <Key>md5 <Key>
メッセージダイジェストを生成するためのキーを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

message-digest-keyパラメータを設定する場合，省略できません。
2. 値の設定範囲

1～ 16文字の文字列を指定します。
ただし，以下の文字は使用できません。
エクスクラメーション（!），ダブルクォート（”），シャープ（#），ドル（$），セミコロン（;），逆
シングルクォート（`），大カッコ始め（{），大カッコ終わり（}），スペース文字，山カッコ始め
（<），山カッコ終わり（>），バックスラッシュ文字（¥），シングルクォート（'），丸カッコ始め
（(），丸カッコ終わり（)），パイプ（|），アンパサンド（&）
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area virtual-link
［コマンド省略時の動作］

仮想リンクが動作しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 仮想リンクの設定は，仮想リンクの両端のルータで共に設定する必要があります。それぞれのルータ
で，相手のルータ IDを設定しなければなりません。このため，あらかじめ config-routerモードの
router-idコマンドを設定するなどの方法で，ルータ IDを確定してください。

2. MD5の送信キー（message-digest-keyパラメータの指定）は，同一インタフェース内の全ルータで統
一してください。新しいキーへ移行するための設定変更中を除き，通常は複数キーの設定を残さないよ
うにしてください。

［関連コマンド］

area authentication
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areaid-format
areaid-format

運用コマンド show ip ospf（OSPFプロトコル情報表示）で表示するエリア IDの表示形式を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
areaid-format {decimal | ipv4-address}

情報の削除
no areaid-format

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

{decimal | ipv4-address}{decimal | ipv4-address}{decimal | ipv4-address}{decimal | ipv4-address}
エリア IDの表示形式を指定します。
decimal指定時は 10進数で，ipv4-address指定時は IPv4アドレスで表示します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
decimalまたは ipv4-address

［コマンド省略時の動作］

エリア IDを 10進数で表示します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
152



default-metric
default-metric

AS外経路として広告する経路のメトリック値を指定します。本コマンドは直結経路には適用されません。
なお，本コマンドより redistributeコマンドでのメトリック設定が優先されます。

［入力形式］

情報の設定・変更
default-metric <Metric>

情報の削除
no default-metric

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

<Metric><Metric><Metric><Metric>
メトリック値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 65535（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

BGP経路は 1とします。そのほかの経路は 20とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

redistribute
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disable
disable

OSPFが動作しないことを指定します。

［入力形式］

情報の設定
disable

情報の削除
no disable

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

OSPFが動作します。

［通信への影響］

OSPFの動作が停止します。

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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distance ospf

OSPFのディスタンス値を設定します。経路種別ごとに異なるディスタンス値を指定できます。

［入力形式］

情報の設定・変更
次の二つの形式があります。どちらで指定しても結果は同じです。

個別設定
distance [ospf {external | inter-area | intra-area}] <distance>
注　経路種別を省略した設定（distance <distance>）と，経路種別を指定した設定を，両方設定
することはできません（設定した場合，上書きされます）。

複数パラメータの同時設定
distance ospf [intra-area <distance>] [inter-area <distance>] [external <distance>]

情報の削除（全体の削除）
no distance

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

{external | inter-area | intra-area}{external | inter-area | intra-area}{external | inter-area | intra-area}{external | inter-area | intra-area}
<distance>パラメータを適用する経路種別を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
すべての経路に適用します。
本パラメータを省略して <distance>を設定した場合，ほかの設定（本パラメータでの設定）は削
除されます。

2. 値の設定範囲
external（AS外経路），inter-area（エリア間経路），または intra-area（エリア内経路）を指定し
ます。
なお，エリア間経路とは，直接接続していない別エリアの経路を意味します。

<distance><distance><distance><distance>
ディスタンス値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
2～ 255（10進数）を指定します。2は最高の優先度，255は最低の優先度を示します。

［コマンド省略時の動作］

初期値は，すべての OSPF経路で 110とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。
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［注意事項］

なし

［関連コマンド］

distribute-list in
156



graceful-restart mode
graceful-restart mode

OSPFで，グレースフル・リスタート機能を実行するかどうかを指定します。

グレースフル・リスタートには，リスタートルータ機能と，ヘルパールータ機能があります。リスタート
ルータ機能を実行する場合，全隣接ルータがヘルパールータ機能を実行している必要があります。

［入力形式］

情報の設定・変更
graceful-restart mode { restart | helper | both }

情報の削除
no graceful-restart mode

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

{ restart | helper | both }{ restart | helper | both }{ restart | helper | both }{ restart | helper | both }
リスタート機能，またはヘルパー機能を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
restart，helper，bothのどれかを指定します。
bothを指定した場合，リスタート機能，ヘルパー機能ともに実行します。

［コマンド省略時の動作］

リスタートルータ機能，ヘルパールータ機能ともに実行しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回のグレースフル・リスタートから適用されます。なお，ヘルパー機能が動作する契機は，隣接ルータ
がグレースフル・リスタートを実行したときです。

［注意事項］

1. リスタート機能を使用する場合，ルータ IDを固定するために router-idコマンドを設定するか，ルー
プバックインタフェースに IPv4アドレスを設定してください。これらの設定を行わない場合，グレー
スフル・リスタート開始前後で，ルータ IDが変更されるおそれがあります。ルータ IDが変更される
と，グレースフル・リスタートに失敗します。

［関連コマンド］

graceful-restart restart-time

graceful-restart strict-lsa-checking

routing options graceful-restart time-limit
157



graceful-restart restart-time
graceful-restart restart-time

OSPFでグレースフル・リスタートのリスタートルータ機能を実行する場合に，リスタート後のヘルパー
との再接続の許容時間を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
graceful-restart restart-time <Seconds>

情報の削除
no graceful-restart restart-time

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

<Seconds><Seconds><Seconds><Seconds>
グレースフル・リスタートの許容時間（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 3600（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

60秒が設定されます。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回のグレースフル・リスタートから適用されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

graceful-restart mode

graceful-restart strict-lsa-checking

routing options graceful-restart time-limit
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graceful-restart strict-lsa-checking

ヘルパールータで，リスタートルータとの間で LSAデータベースが同期していない状況になった場合，ヘ
ルパー動作を止めます。

本コマンドを設定した場合，次のどちらかの条件でヘルパー動作を止めます。

• LSA広告を行っている最中に，まだ応答が完了していない隣接ルータからグレースフル・リスタートの
開始通知を受信した場合。

• ヘルパー動作を開始したあと，周期広告ではない新しい LSAを生成または学習し，その LSAをリス
タートルータへ広告した場合。

［入力形式］

情報の設定
graceful-restart strict-lsa-checking

情報の削除
no graceful-restart strict-lsa-checking

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

LSAデータベースの同期が取れていない場合でも，グレースフル・リスタートを継続します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドの設定は，すべてのヘルパールータで統一してください。これは，グレースフル・リスター
トを止めたヘルパーが一つでも在ると，リスタートルータでは，すべてのヘルパーとのグレースフル・
リスタートを止めるためです。

［関連コマンド］

graceful-restart mode
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ip ospf area

OSPFが動作することを指定します。指定したドメイン上で OSPFが動作します。

なお，該当インタフェースでマルチホーム指定（複数の IPアドレスを設定）をしている場合，すべての
IPアドレスで OSPFが動作します。個別に指定したい場合は，config-routerモードの networkコマンド
を使用してください。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip ospf <Domain-No> area <Area-ID>

情報の削除
no ip ospf [<Domain-No>] area

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Domain-No><Domain-No><Domain-No><Domain-No>
ドメイン番号を指定します。router ospfコマンドで指定しているドメイン番号と同じ値を設定してく
ださい。異なる値を設定した場合，別ドメインとして動作します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数）を指定します。

<Area-ID><Area-ID><Area-ID><Area-ID>
所属するエリアを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 4294967295（10進数），または IPv4アドレスを指定します。

［コマンド省略時の動作］

本コマンドと，config-routerモードの networkコマンドのどちらにも指定がない場合，OSPFが動作しま
せん。

［通信への影響］

ドメイン番号またはエリア IDを変更した場合，隣接関係をいったん切断します。

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 設定可能なドメインは一つだけです。ドメイン番号を変更した場合，隣接関係をいったん切断します。
2. 本コマンドと config-routerモードの networkコマンドで，インタフェースを重複して指定している場
合，本設定は無効です（networkコマンド優先です）。
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ip ospf area
3. router-idコマンドの設定は，本コマンドの設定前に行ってください。config-routerモードで OSPF設
定を行っていない場合でも，本コマンドを設定したインタフェースで OSPFが動作します。このとき，
ルータ IDは自動選択されるので，あとで手動設定すると使用中のルータ IDが変更されます。

4. グローバルネットワークに本コマンドを設定している状態で，<Domain-No>が一致するドメインを
no router ospfコマンドに <Domain-No>を付けて削除した場合，本コマンドも削除されます。また，
VRFに本コマンドを設定している状態で，所属 VRFと <Domain-No>が一致するドメインを no 
router ospfコマンドに <Domain-No>と <vrf id>を付けて削除した場合，本コマンドも削除されます。

5. no router ospf <Domain-No>によって設定を削除した場合，本コマンドの <Domain-No>と同一であ
れば，本コマンドでの設定も同時に削除されます。

［関連コマンド］

network（router ospf）

ip address
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ip ospf authentication
ip ospf authentication

OSPFパケットの認証方式として，平文パスワード認証またはMD5認証を選択します。該当インタ
フェースで認証を行う場合，エリア単位での認証方式の設定か，本コマンドによる設定かの，どちらかが
必要です。なお，エリア単位での認証方式は，config-routerモードの area authenticationコマンドで設
定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip ospf authentication [{message-digest | null}]

情報の削除
no ip ospf authentication

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

{message-digest | null}{message-digest | null}{message-digest | null}{message-digest | null}
認証方式を指定します。ヌル認証を指定した場合，チェックサム検証を行うだけで，認証は行いませ
ん。
1. 本パラメータ省略時の初期値
本コマンドで，平文パスワード認証を選択したことになります。

2. 値の設定範囲
message-digest（MD5認証）または null（ヌル認証）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

エリアに設定した認証方式に従います。設定がない場合，ヌル認証になります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドを設定した場合，エリア単位での認証方式（config-routerモードの area authenticationコ
マンド）は，該当インタフェースには適用されません。

［関連コマンド］

area authentication

ip ospf authentication-key

ip ospf message-digest-key
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ip ospf authentication-key

認証キーを指定します。平文パスワード認証を行う設定（area authenticationまたは ip ospf 
authenticationコマンド）をした場合，このキーを使用して認証を行います。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip ospf authentication-key <Key>

情報の削除
no ip ospf authentication-key

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Key><Key><Key><Key>
このキーを使用して認証を行います。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 8文字の文字列を指定します。
ただし，以下の文字は使用できません。
エクスクラメーション（!），ダブルクォート（”），シャープ（#），ドル（$），セミコロン（;），逆
シングルクォート（`），大カッコ始め（{），大カッコ終わり（}），スペース文字，山カッコ始め
（<），山カッコ終わり（>），バックスラッシュ文字（¥），シングルクォート（'），丸カッコ始め
（(），丸カッコ終わり（)），パイプ（|），アンパサンド（&）

［コマンド省略時の動作］

該当インタフェースでは，平文パスワード認証を行いません。

［通信への影響］

同一ネットワーク上の隣接ルータが，本設定値と異なるキーを使用している場合，OSPFパケットを廃棄
します。

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip ospf authentication

area authentication
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ip ospf cost
ip ospf cost

インタフェースのコスト値を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip ospf cost <Cost>

情報の削除
no ip ospf cost

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Cost><Cost><Cost><Cost>
コスト値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値を 1とします。ただし，ループバックインタフェースでは 0です。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
164



ip ospf dead-interval
ip ospf dead-interval

隣接ルータから Helloパケットを受信できなくなったときに，隣接関係を維持する時間を指定します。最
後に Helloパケットを受信してからこの維持時間を過ぎた場合，該当ルータがダウンしたと判断します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip ospf dead-interval <Seconds>

情報の削除
no ip ospf dead-interval

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Seconds><Seconds><Seconds><Seconds>
隣接関係を維持する時間を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数：秒）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値を hello-intervalの 4倍の値とします。

［通信への影響］

なし。ただし，同一ネットワークに接続されたルータの dead-intervalの設定値が不一致であれば，
dead-interval経過後に隣接関係を切断します。

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 同一ネットワークに接続されたルータの dead-intervalの設定値は同じでなければなりません。

［関連コマンド］

ip ospf hello-interval
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ip ospf hello-interval
ip ospf hello-interval

Helloパケットの送信間隔を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip ospf hello-interval <Seconds>

情報の削除
no ip ospf hello-interval

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Seconds><Seconds><Seconds><Seconds>
送信間隔を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 255（10進数：秒）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

NBMAインタフェース（ip ospf networkコマンドで non-broadcast指定）の場合，初期値を 30秒としま
す。それ以外では，初期値を 10秒とします。

［通信への影響］

なし。ただし，同一ネットワークに接続されたルータの hello-intervalの設定値が不一致であれば，
dead-interval経過後に隣接関係を切断します。

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 同一ネットワークに接続されたルータの送信間隔は，同じ値でなければなりません。

［関連コマンド］

ip ospf dead-interval

ip ospf network
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ip ospf message-digest-key
ip ospf message-digest-key

メッセージダイジェストを生成するためのキーを指定します。MD5認証を行う設定（area 
authenticationまたは ip ospf authenticationコマンド）をした場合，メッセージダイジェストを使用し
て認証を行います。

通常，本装置が送信に使用するキーは一つだけです。キー IDが異なる複数の認証キーを設定することは
できますが，隣接関係を確立する過程での Helloパケットなどの送信には，キー IDが最大のキーだけを
使用します。

なお，次の場合に複数のキーを使用して認証を行います。

• 受信パケットの認証。
• 隣接関係を確立したあと，隣接ルータが異なるキー IDを広告した場合，各隣接が広告している最大
キーも，送信パケットのメッセージダイジェスト生成に使用します。つまり，同一内容のパケットを，
認証情報だけを変えて複数回送信します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip ospf message-digest-key <key-id> md5 <key>

情報の削除
no ip ospf message-digest-key <key-id>

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<key-id><key-id><key-id><key-id>
キー IDを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 255（10進数）の識別子（キー ID）を指定します。

md5 <Key>md5 <Key>md5 <Key>md5 <Key>
認証キーを指定します。MD5認証では，受信パケットのキー IDと設定したキー IDが一致する認証
キーを使用してメッセージダイジェストを生成し，受信パケットのメッセージダイジェストと比較す
ることで受信パケットの認証を行います。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 16文字の文字列を指定します。
ただし，以下の文字は使用できません。
エクスクラメーション（!），ダブルクォート（”），シャープ（#），ドル（$），セミコロン（;），逆
シングルクォート（`），大カッコ始め（{），大カッコ終わり（}），スペース文字，山カッコ始め
（<），山カッコ終わり（>），バックスラッシュ文字（¥），シングルクォート（'），丸カッコ始め
（(），丸カッコ終わり（)），パイプ（|），アンパサンド（&）
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ip ospf message-digest-key
［コマンド省略時の動作］

該当インタフェースでは，MD5認証を行いません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 送信に使用するキーは，同一インタフェース内の全ルータで統一してください。新しいキーに移行する
ための設定変更中を除き，通常は複数キーの設定を残さないようにしてください。

［関連コマンド］

ip ospf authentication

area authentication
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ip ospf network
ip ospf network

OSPFネットワーク種別を指定します。

OSPFネットワーク種別の内容を次に示します。

• ブロードキャスト
マルチキャストを使用してインタフェース上の複数の近隣ルータを統一的に管理します。

• 非ブロードキャストマルチアクセス（NBMA）
ブロードキャストやマルチキャストを使用しないで複数の近隣ルータを統一的に管理します。

• ポイント－ポイント
近隣ルータを IPv4インタフェースごとに 1台だけ管理します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip ospf network {broadcast | non-broadcast | point-to-point}

情報の削除
no ip ospf network

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

{broadcast | non-broadcast | point-to-point}{broadcast | non-broadcast | point-to-point}{broadcast | non-broadcast | point-to-point}{broadcast | non-broadcast | point-to-point}
OSPFインタフェースのネットワーク種別を指定します。

broadcastbroadcastbroadcastbroadcast
ブロードキャストで動作します。

non-broadcastnon-broadcastnon-broadcastnon-broadcast
NBMAで動作します。

point-to-pointpoint-to-pointpoint-to-pointpoint-to-point
ポイント－ポイントで動作します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
broadcast，non-broadcastまたは point-to-pointを指定します。

［コマンド省略時の動作］

ブロードキャストで動作します。

［通信への影響］

隣接関係をいったん切断します。

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. ネットワーク種別の設定は，隣接装置と一致させてください。
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ip ospf network
［関連コマンド］

neighbor（router ospf）
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ip ospf priority
ip ospf priority

指定ルータを決定するための優先度を指定します。同一ネットワークの中で最も大きな優先度の値を持つ
ルータが指定ルータとなり，2番目に大きな値を持つルータがバックアップ指定ルータになります。ただ
し，すでに指定ルータとバックアップ指定ルータが決まっている場合には，あとから大きな優先度の値を
持つルータが立ち上がっても，指定ルータとバックアップ指定ルータは変更されません。

なお，ネットワーク種別がポイント－ポイントの場合，近隣ルータが 1台だけであるため，指定ルータを
選択しないで動作します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip ospf priority <Priority>

情報の削除
no ip ospf priority

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Priority><Priority><Priority><Priority>
優先度を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 255（10進数）を指定します。値 0は指定ルータになる資格がないことを意味します。
優先度の最高値は 255，最低値は 1です。

［コマンド省略時の動作］

ブロードキャストおよび NBMAでは，初期値を 1とします。ポイント－ポイントでは，値の設定に関係
なく 0固定です。

［通信への影響］

なし。ただし，自ルータが指定ルータの場合，0を設定時は隣接関係をいったん切断します。

［設定値の反映契機］

0を設定した場合，設定変更後，すぐに運用に反映されます。

1以上の値を設定した場合，次回の隣接ルータとの隣接関係の確立から適用されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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ip ospf retransmit-interval
ip ospf retransmit-interval

OSPFパケットの再送間隔を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip ospf retransmit-interval <Seconds>

情報の削除
no ip ospf retransmit-interval

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Seconds><Seconds><Seconds><Seconds>
再送間隔を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数：秒）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値を 5秒とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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ip ospf transmit-delay
ip ospf transmit-delay

OSPFパケットを送信するのに必要な遅延時間を指定します。OSPFのエージングを正確に実施する場合
に設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip ospf transmit-delay <Seconds>

情報の削除
no ip ospf transmit-delay

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Seconds><Seconds><Seconds><Seconds>
遅延時間を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数：秒）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値を 1秒とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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max-metric router-lsa
max-metric router-lsa

コスト値を最大にして広告し，スタブルータとして動作することを指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
max-metric router-lsa [on-startup <Seconds>]

情報の削除 
no max-metric router-lsa

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

on-startupon-startupon-startupon-startup
起動・再起動・系切替したあと，スタブルータとして動作します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
常時動作します。

2. 値の設定範囲
なし

<Seconds><Seconds><Seconds><Seconds>
起動・再起動・系切替したあと，スタブルータとして動作する時間を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

on-startupパラメータを指定する場合，省略できません。
2. 値の設定範囲

5～ 86400（10進数：秒）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

スタブルータとして動作しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］
• 常時動作の場合，すぐに運用に反映されます。
• on-startupパラメータを指定した場合，再起動・系切替したあとに動作します。なお，スタブルータと
して常時動作しているとき，on-startupパラメータを追加するとすぐにスタブルータを終了します。

［注意事項］

1. グレースフル・リスタートのヘルパー機能が動作している状態で，スタブルータの設定を追加／削除す
るとグレースフル・リスタートが失敗します。

［関連コマンド］

なし
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maximum-paths
maximum-paths

OSPFで生成する経路がコストの等しい複数のパス（ネクストホップ）を持っている場合に，生成する経
路の最大パス数を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
maximum-paths <Number>

情報の削除
no maximum-paths

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

<Number><Number><Number><Number>
最大パス数を指定します
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 16（10進数）を指定します。
ただし，ip urpfを設定している場合，<Number>に 9以上を設定できません。

［コマンド省略時の動作］

初期値を 4とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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neighbor
neighbor

OSPFパケットを送信する相手ルータのインタフェースアドレスを指定します。

NBMAインタフェース（ip ospf networkコマンドで non-broadcastを指定しているネットワーク）で，
本コマンドが有効になります。

［入力形式］

情報の設定・変更
neighbor <IP-Address> [priority <Number>] [poll-interval <Seconds>]

情報の削除
no neighbor <IP-Address>

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

<IP-Address><IP-Address><IP-Address><IP-Address>
相手ルータを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv4アドレスを指定します。

priority <Number>priority <Number>priority <Number>priority <Number>
相手ルータの指定ルータになる優先度を指定します。
この優先度は，Helloパケットの送信先を決定するために使用します。指定ルータでもバックアップ
指定ルータでもないルータは，この優先度が 1以上の相手に Helloパケットを送信しますが，0であ
る相手は指定ルータになる資格がないため Helloを送信しません。
1. 本パラメータ省略時の初期値

0
2. 値の設定範囲

0～ 255（10進数）を指定します。
（指定ルータになる資格がある場合，1以上の任意の数字を指定します）

poll-interval <Seconds>poll-interval <Seconds>poll-interval <Seconds>poll-interval <Seconds>
ルータがダウンしたと判断したときの Helloパケットの送信間隔を秒単位で指定します。
hello-interval値以上の値を設定してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値

120
2. 値の設定範囲

1～ 255（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

NBMAインタフェースを使用する場合，省略できません。

［通信への影響］

なし
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neighbor
［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip ospf network

ip ospf hello-interval

ip ospf priority

ip address
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network
network

OSPFが動作するネットワークを指定します。指定した範囲に一致するインタフェースで，OSPFが動作
します。なお，<IPv4-Prefix>が 0.0.0.0で <Wildcard- Mask>が 255.255.255.255の場合，全ネットワー
クで OSPFが動作します。

［入力形式］

情報の設定・変更
network <IPv4-Prefix> <Wildcard-Mask> area <Area-ID>

情報の削除
no network <IPv4-Prefix> <Wildcard-Mask>

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

<IPv4-Prefix><IPv4-Prefix><IPv4-Prefix><IPv4-Prefix>
ネットワークを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv4アドレスを指定してください。
注　<IPv4-Prefix>の <Wildcard-Mask>で指定したビットは 0にしてください。

<Wildcard-Mask><Wildcard-Mask><Wildcard-Mask><Wildcard-Mask>
ワイルドカードマスクを指定します。
1. 省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv4アドレス形式で指定してください。
ワイルドカードマスク（10進数）をビットに変換した際，最初に 1を立てた部分から後の部分は
全部 1となるように指定してください。
注　ワイルドカードマスクを 2進数に変換した際，最初に 1となるビット以降はすべて 1となる
ように指定してください。

area <Area-ID>area <Area-ID>area <Area-ID>area <Area-ID>
所属するエリアを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 4294967295（10進数），または IPv4アドレスを指定します。

［コマンド省略時の動作］

config-ifモードの ip ospf areaコマンド設定が適用されます。

［通信への影響］

指定した範囲のインタフェースですでに OSPFが動作しているとき，本コマンドで所属エリアまたはドメ
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network
インが変更されると，隣接関係をいったん切断します。

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip ospf area

ip address
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passive-interface
passive-interface

OSPFネットワーク（config-routerモードの networkコマンドで指定されたインタフェース）を，スタブ
ネットワーク（OSPFパケットを送受信しないネットワーク）とすることを指定します。

［入力形式］

情報の設定
passive-interface {default | <interface type> <interface number>}

情報の削除
no passive-interface {default | <interface type> <interface number>}
　
注　defaultを指定する場合，次の順番で設定を行います。
(1)defaultを指定する（すべてのインタフェースをパッシブにする）
　(config-router)# passive-interface default
(2)パッシブにしないインタフェースを個別に設定する。
　(config-router)# no passive-interface <interface type> <interface number>

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

{default | <interface type> <interface number>}{default | <interface type> <interface number>}{default | <interface type> <interface number>}{default | <interface type> <interface number>}
すべてのインタフェースまたは指定したインタフェースをパッシブに指定します。

defaultdefaultdefaultdefault
すべての OSPFネットワークをパッシブに指定します。

<interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number>
OSPFネットワークのインタフェースを指定します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
defaultまたは <interface type> <interface number>
<interface type> <interface number>には，次を指定できます。
・vlan <vlan id>
　<vlan id>には interface vlanコマンドで設定した VLAN IDを指定します。
・mgmt 0（グローバルネットワークのドメインでだけ指定できます）

3. 本パラメータ使用時の注意事項
defaultパラメータを追加，削除した場合，ほかの passive-interface設定はすべて削除されます。

［コマンド省略時の動作］

指定のないインタフェースはパッシブ（スタブネットワーク）になりません。

［通信への影響］

なし
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passive-interface
［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

network（router ospf）

ip ospf area
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router-id
router-id

ルータの識別子（ルータ ID）を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
router-id <IP Address>

情報の削除
no router-id

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

<IP-Address><IP-Address><IP-Address><IP-Address>
ルータ IDを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0.0.0.0を除く IPv4アドレスを指定します。

［コマンド省略時の動作］

OSPFが動作を開始するとき，次の順番で OSPFが属する VRFまたはグローバルネットワークから自動
的にルータ IDを選択します。ただし，OSPFの動作開始後は，自動選択したルータ IDを変更しません。

1. ループバックインタフェースに割り当てられた IPv4アドレス
2. IPv4インタフェースの中で最も大きい IPv4アドレス

［通信への影響］

OSPF動作中に設定を変更し，使用中のルータ IDと異なる値を設定した場合は，隣接関係をいったん切
断します。

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドを省略し，ルータ IDを自動選択する場合，次に注意してください。
• コンフィグレーションの設定順序によっては，最大 IPv4アドレスが選択されない場合もあります。
例えば，ip ospf areaコマンドを設定した場合，設定と同時に OSPFが動作を開始します。それ以降
に優先度の高い IPv4アドレスが設定されても，ルータ IDを変更しません。

• OSPFの動作開始後は，本コマンドを削除した契機やループバックアドレスを変更した契機では，
ルータ IDを自動変更しません。

• 装置の再起動などの要因で，ルータ IDが変更されることがあります。

2. OSPFでは，各ルータのルータ IDとネットワークアドレスを使用してネットワーク構成を学習し経路
計算を行います。そのため，ルータ IDに不正（異なるルータに同じルータ IDを設定する）があると
ネットワーク構成を正しく学習できません。
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router-id
［関連コマンド］

ip address（interface loooback）

disable
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router ospf
router ospf

ルーティングプロトコル OSPFに関する動作情報を設定します。本コマンド入力後，config-routerモード
に移行します。

［入力形式］

情報の設定
router ospf <Domain-No> [vrf <vrf id>]

情報の削除 
no router ospf <Domain-No> [vrf <vrf id>]

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Domain-No><Domain-No><Domain-No><Domain-No>
OSPFドメイン番号を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数）を指定します。

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
OSPFが属する VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに属します。

2. 値の設定範囲
<vrf id>に VRF IDを指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

config-ifモードの ip ospf areaコマンドの指定に従った動作をします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで情報を削除した場合，ドメイン内のエリアの設定（ip ospf areaコマンド）も同時に削除
されます。

［関連コマンド］

ip ospf area
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suppress-fa
suppress-fa

AS外経路のフォワーディングアドレスに，転送先として使用するアドレスを設定しないことを指定しま
す。この際，フォワーディングアドレスに 0.0.0.0を設定します。本コマンドは，AS境界ルータでだけ有
効です。AS境界ルータでない場合，本コマンドは無効です。

［入力形式］

情報の設定
suppress-fa

情報の削除
no suppress-fa

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

導入元経路の転送先となっているネットワークで OSPFが動作している場合，フォワーディングアドレス
を設定します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

redistribute
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timers spf
timers spf

SPF計算の遅延時間と，実行間隔を指定します。遅延時間は，OSPFのトポロジ情報の変更などにより
SPF計算をスケジュールしてから，実際に SPF計算を実行するまでの時間です。

実行間隔は，SPF計算の実施後，SPF計算を抑止する時間です。

［入力形式］

情報の設定・変更
timers spf <Delay> <Interval>

情報の削除
no timers spf

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

<Delay><Delay><Delay><Delay>
SPF計算の遅延時間を指定します。なお，2回目以降の SPF計算の実行時間は，遅延時間後か，前回
の SPF計算からの実行間隔（<Interval>）後の，どちらか遅い方の時間になります。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 10（10進数：秒）を指定します。

<Interval><Interval><Interval><Interval>
SPF計算実行後，次に SPF計算を実行するまでの最小間隔を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
2～ 10（10進数：秒）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値は，<Delay>が 2秒，<Interval>が 5秒となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の SPF計算実行時から，適用されます。
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timers spf
［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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13　BGP4【【【【OP-BGP】】】】

address-family ipv4【OP-BGP】【OP-NPAR】

address-family ipv6【OP-BGP】

bgp always-compare-med【OP-BGP】

bgp bestpath compare-routerid【OP-BGP】

bgp client-to-client reflection【OP-BGP】

bgp cluster-id【OP-BGP】

bgp confederation identifier【OP-BGP】

bgp confederation peers【OP-BGP】

bgp dampening【OP-BGP】

bgp default local-preference【OP-BGP】

bgp graceful-restart mode【OP-BGP】

bgp graceful-restart restart-time【OP-BGP】

bgp graceful-restart stalepath-time【OP-BGP】

bgp nexthop【OP-BGP】

bgp router-id【OP-BGP】

default-information originate【OP-BGP】

default-metric【OP-BGP】

disable【OP-BGP】

distance bgp【OP-BGP】

exit-address-family【OP-BGP】

maximum-paths【OP-BGP】

neighbor activate【OP-BGP】

neighbor always-nexthop-self【OP-BGP】

neighbor as-override【OP-BGP】
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neighbor description【OP-BGP】

neighbor ebgp-multihop【OP-BGP】

neighbor maximum-prefix【OP-BGP】

neighbor next-hop-self【OP-BGP】

neighbor password【OP-BGP】

neighbor peer-group（assigning members）【OP-BGP】

neighbor peer-group（creating）【OP-BGP】

neighbor permit-asloop【OP-BGP】

neighbor remote-as【OP-BGP】

neighbor remove-private-as【OP-BGP】

neighbor route-reflector-client【OP-BGP】

neighbor send-community【OP-BGP】

neighbor set-nexthop-peer【OP-BGP】

neighbor shutdown【OP-BGP】

neighbor soft-reconfiguration【OP-BGP】

neighbor timers【OP-BGP】

neighbor update-source【OP-BGP】

neighbor weight【OP-BGP】

network【OP-BGP】

router bgp【OP-BGP】

timers bgp【OP-BGP】
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address-family ipv4【OP-BGP】【OP-NPAR】
address-family ipv4【【【【OP-BGP】【】【】【】【OP-NPAR】】】】

VRF単位の情報を設定する config-router-af(ipv4 vrf)モードへ移行します。

［入力形式］

情報の設定
address-family ipv4 vrf <vrf id>

情報の削除
no address-family ipv4 vrf <vrf id>

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>
VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
VRF IDを指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

指定 VRFで BGP4経路のポリシーが設定できません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドを削除した場合，該当する config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した全コマンドが削除さ
れます。

2. config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した全コマンドを削除した場合，本コマンドは削除されます。

［関連コマンド］

なし
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address-family ipv6【OP-BGP】
address-family ipv6【【【【OP-BGP】】】】

グローバルネットワークの BGP4+の情報を設定する config-router-af(ipv6)モード，または VRF単位の
情報を設定する config-router-af(ipv6 vrf)モードへ移行します。

［入力形式］

情報の設定
address-family ipv6 [vrf <vrf id>]

情報の削除 
no address-family ipv6 [vrf <vrf id>]

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークの BGP4+の情報を設定する config-router-af(ipv6)モードへ移行します。

2. 値の設定範囲
VRF IDを指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

BGP4+経路のポリシーが設定できません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドを削除した場合，該当する config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)
モードで設定した全コマンドが削除されます。

2. config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した全コマンドを削除した
場合，本コマンドは削除されます。

［関連コマンド］

なし
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bgp always-compare-med【OP-BGP】
bgp always-compare-med【【【【OP-BGP】】】】

経路選択時，異なる隣接 ASから受信した経路のMED値も比較対象とします。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定
bgp always-compare-med

情報の削除
no bgp always-compare-med

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

経路選択時，同じ隣接 ASから受信した経路のMED値は比較対象としますが，異なる隣接 ASから受信
した経路のMED値を比較対象としません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

maximum-paths
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bgp bestpath compare-routerid【OP-BGP】
bgp bestpath compare-routerid【【【【OP-BGP】】】】

外部ピアから学習した経路間の経路選択に相手 BGP識別子（ルータ ID）を使用することを指定します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4および BGP4+に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+に適用します。

［入力形式］

情報の設定
bgp bestpath compare-routerid

情報の削除
no bgp bestpath compare-routerid

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

外部ピアから学習した経路間の経路選択に相手 BGP識別子（ルータ ID）を使用しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 内部ピアから学習した経路間，またはメンバー AS間ピアから学習した経路間の経路選択は，本コマン
ドの設定に関係なく相手 BGP識別子（ルータ ID）を使用します。

2. 相手 BGP識別子（ルータ ID）よりも比較優先度が高い項目（例えば，AS_PATH属性の AS数）に
よって経路選択が決定される場合は，本コマンドの設定に関係なく相手 BGP識別子（ルータ ID）を
使用しません。

［関連コマンド］

なし
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bgp client-to-client reflection【OP-BGP】
bgp client-to-client reflection【【【【OP-BGP】】】】

ルート・リフレクタ・クライアントに指定したピア間で BGP経路をリフレクトすることを指定します。
本コマンドはデフォルトで有効となります。ルート・リフレクタ・クライアント間で BGP経路をリフレ
クトさせない場合は no形式を指定してください。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定
no bgp client-to-client reflection

情報の削除
bgp client-to-client reflection

注
bgp client-to-client reflectionを設定した場合はコンフィグレーション表示コマンドで表示しませ
ん。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

ルート・リフレクタ・クライアント間で BGP経路をリフレクトします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

bgp cluster-id

neighbor route-reflector-client
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bgp cluster-id【OP-BGP】
bgp cluster-id【【【【OP-BGP】】】】

ルート・リフレクションで使用するクラスタ IDを指定します。一つのクラスタ中に複数のルート・リフ
レクタが存在する場合に設定する必要があります。本コマンドはルート・リフレクタとして動作するルー
タで指定し，同一クラスタ内の各ルート・リフレクタは同じクラスタ IDを指定する必要があります。な
お，クライアントには本コマンドを指定しないでください。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4および BGP4+に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
bgp cluster-id <IPv4-Address>

情報の削除
no bgp cluster-id

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

<IPv4-Address><IPv4-Address><IPv4-Address><IPv4-Address>
クラスタ ID（IPv4アドレス形式）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0.0.0.0以外の IPv4アドレスを指定します。

［コマンド省略時の動作］

選択したルータ IDをクラスタ IDとして使用します。

［通信への影響］

本コマンドによるクラスタ IDの変更時に，クライアントとルート・リフレッシュ機能のネゴシエーショ
ンが成立していない場合，クライアントとの BGPセッションをいったん切断するため，経路を再学習す
るまでの間，通信が停止します。

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドによるクラスタ IDの変更時に，クライアントとルート・リフレッシュ機能のネゴシエー
ションが成立していない場合，クライアントとの BGPセッションをいったん切断します。
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bgp cluster-id【OP-BGP】
［関連コマンド］

bgp router-id

bgp client-to-client reflection

neighbor route-reflector-client
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bgp confederation identifier【OP-BGP】
bgp confederation identifier【【【【OP-BGP】】】】

コンフェデレーション構成時の自コンフェデレーションの AS番号を指定します。

本コマンドは BGP4（VRFを含む）と BGP4+（VRFを含む）で共通です。

［入力形式］

情報の設定・変更
bgp confederation identifier <As>

情報の削除
no bgp confederation identifier

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

<As><As><As><As>
自ルータが属するコンフェデレーションの AS番号を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

コンフェデレーションの AS番号が設定されません。

［通信への影響］

本コマンドによって AS番号を変更した場合，すべてのピアとの BGPセッションをいったん切断するた
め，経路を再学習するまでの間，通信が停止します。

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドによって AS番号を変更した場合，すべてのピアとの BGPセッションをいったん切断しま
す。

2. 本コマンドで AS番号を設定した場合，router bgpコマンドで設定した AS番号は自ルータのメンバー
AS番号となります。

［関連コマンド］

router bgp

bgp confederation peers

neighbor remote-as
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bgp confederation peers【【【【OP-BGP】】】】

コンフェデレーション構成時の接続先メンバー AS番号を指定します。コンフェデレーション内のメン
バー ASとの BGPセッション接続にはメンバー AS番号を使用します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4および BGP4+に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
bgp confederation peers <As> [...]

情報の削除
no bgp confederation peers [<As> [...]]

注
• このコマンドは複数行設定可能です。1コマンド当たりの <As>は 25個までで，かつグローバ
ルネットワークおよび VRFの合計で 256個まで指定できます。

• no bgp confederation peers <As> [...]を指定した場合，該当メンバー ASだけ削除します。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

<As><As><As><As>
接続先のメンバー AS番号を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

コンフェデレーション内のメンバー ASと接続しません。

［通信への影響］

本コマンドによってメンバー ASを変更した場合，該当ピアとの BGPセッションをいったん切断するた
め，経路を再学習するまでの間，通信が停止します。

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドによってメンバー ASを変更した場合，該当ピアとの BGPセッションをいったん切断しま
す。

2. 本コマンドで指定するメンバー AS番号は，router bgpコマンドで指定する自メンバー AS番号，およ
199



bgp confederation peers【OP-BGP】
び bgp confederation identifierコマンドで指定する AS番号と重複して指定できません。

［関連コマンド］

bgp confederation identifier

neighbor remote-as
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bgp dampening【【【【OP-BGP】】】】

ルート・フラップしている外部ピアまたはメンバー AS間からの学習経路について一時的に使用を抑止し，
ルート・フラップによる影響を軽減することを指定します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
bgp dampening [<Half-life> [<Reuse> <Suppress> <Max-suppress-time>]]

情報の削除
no bgp dampening

注
• no形式でパラメータ単位の削除はできません。
• パラメータを設定後，該当パラメータを省略して再設定した場合は，該当パラメータの削除として
扱います。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv6)

［パラメータ］

<Half-life><Half-life><Half-life><Half-life>
ペナルティの半減期時間を指定します。半減期時間とは，ルート・フラップに伴い累積されたペナル
ティ値が 50％に半減するために要する時間を表します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
初期値は 15（分）です。

2. 値の設定範囲
1～ 45（10進数：分）を指定します。本値は <Max-suppress-time>より小さい値を指定してく
ださい。

<Reuse><Reuse><Reuse><Reuse>
抑止していた経路の使用を再開始するペナルティの下限値を指定します。<Half-life>に基づくペナル
ティ値の減算によって，ペナルティ値が本値以下になった場合に抑止していた経路の使用を再開始し
ます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
初期値は 2です。

2. 値の設定範囲
1～ 15（10進数）を指定します。本値は <Suppress>より小さい値を指定してください。

<Suppress><Suppress><Suppress><Suppress>
経路の使用を抑制するペナルティの上限値を指定します。ペナルティ値は経路が到達可状態から到達
不可状態に変わった場合に 1加算し，本値以上になった場合に経路の使用を抑止します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
初期値は 3です。

2. 値の設定範囲
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2～ 16（10進数）を指定します。本値は <Reuse>より大きい値を指定してください。

<Max-suppress-time><Max-suppress-time><Max-suppress-time><Max-suppress-time>
経路の使用を抑止する最大時間を指定します。本値はペナルティ値が最大ペナルティ値から <Reuse>
に達するまでの経過時間です。
最大ペナルティ値は次の計算によって決定します。
• 最大ペナルティ値 = <Reuse> × 2^(<Max-suppress-time> / <Half-life>)
なお，計算結果が 240を超える場合は 240とします。

1. 本パラメータ省略時の初期値
初期値は <Half-life>の 4倍です。

2. 値の設定範囲
2～ 180（10進数：分）を指定します。本値は <Half-life>より大きい値を指定してください。

［コマンド省略時の動作］

ルート・フラップ・ダンプニング機能は動作しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. フラップが多発した場合もペナルティ値は最大ペナルティ値が上限となります。計算結果が 240を超
える場合でペナルティ値が最大ペナルティ値（240）に達したときは，実際の経路の使用抑止時間は
<Max-suppress-time>で指定した時間より短くなります。また，最大ペナルティ値が <Suppress>未
満の場合，経路の使用が抑止されないため注意してください。

2. フラップ中に <half-life>，<Reuse>，<Suppress>，<Max-suppress-time>のどれかのパラメータを変
更した場合，フラップ履歴を削除します。

3. VRFの BGP4経路および VRFの BGP4+経路には適用できません。

［関連コマンド］

なし
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bgp default local-preference【【【【OP-BGP】】】】

内部ピアに広告する LOCAL_PREF属性のデフォルト値を指定します。

neighbor route-mapコマンド，redistributeコマンドで設定した Local-Preference値が本コマンドより優
先します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
bgp default local-preference <Localpref>

情報の削除
no bgp default local-preference

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

<Localpref><Localpref><Localpref><Localpref>
local-Preference値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 65535（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

<Localpref>に 100が適用されます。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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bgp graceful-restart mode【【【【OP-BGP】】】】

グレースフル・リスタート機能を使用すること，およびグレースフル・リスタート機能の動作モードを指
定します。本コマンドの指定がある場合にピアに対してグレースフル・リスタート機能のネゴシエーショ
ンを行います。

本コマンドは BGP4（VRFを含む）と BGP4+（VRFを含む）で共通です。

［入力形式］

情報の設定・変更
bgp graceful-restart mode {restart | receive | both}

情報の削除
no bgp graceful-restart mode

注
bgp graceful-restart restart-timeコマンドおよび bgp graceful-restart stalepath-timeコマンド
は本コマンドを設定後，設定してください。また bgp graceful-restart restart-timeコマンドまた
は bgp graceful-restart stalepath-timeコマンドが設定されている場合，本コマンドだけを削除
できません。
no bgp graceful-restart指定時，本コマンドも削除します。

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

{restart | receive | both}{restart | receive | both}{restart | receive | both}{restart | receive | both}

restartrestartrestartrestart
リスタートルータ機能を有効にし，レシーブルータ機能を無効にします。

receivereceivereceivereceive
レシーブルータ機能を有効にし，リスタートルータ機能を無効にします。

bothbothbothboth
リスタートルータ機能，レシーブルータ機能ともに有効にします。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
restart，receive，bothのどれかを指定します。

［コマンド省略時の動作］

ピアに対し，グレースフル・リスタート機能のネゴシエーションを行いません。

［通信への影響］

次のどれかの場合，当該ピアとの BGPセッションをいったん切断するため，経路を再学習するまでの間，
通信が停止します。

• 本コマンドによってグレースフル・リスタート機能の有効／無効が変化した場合
• パラメータ値の変更によって，グレースフル・リスタートのモードがレシーブルータ機能だけ有効に変
化した場合，またはレシーブルータ機能だけ有効から他のモードに変化した場合
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［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 次のどれかの場合，当該ピアの BGPセッションをいったん切断します。
• 本コマンドによってグレースフル・リスタートの有効／無効が変化した場合
• パラメータ値の変更によって，グレースフル・リスタートのモードがレシーブルータ機能だけ有効に
変化した場合，またはレシーブルータ機能だけ有効から他のモードに変化した場合

［関連コマンド］

routing options graceful-restart time-limit

bgp graceful-restart restart-time

bgp graceful-restart stalepath-time
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bgp graceful-restart restart-time【【【【OP-BGP】】】】

隣接ルータがグレースフル・リスタートを開始してからピアが再接続するまでの最大時間を指定します。

本コマンドは BGP4（VRFを含む）と BGP4+（VRFを含む）で共通です。

［入力形式］

情報の設定・変更
bgp graceful-restart restart-time <Seconds>

情報の削除
no bgp graceful-restart restart-time

注
bgp graceful-restart modeコマンドを設定後，本コマンドを設定してください。
no bgp graceful-restart指定時，本コマンドも削除します。

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

<Seconds><Seconds><Seconds><Seconds>
隣接ルータがグレースフル・リスタートを開始してからピアが再接続するまでの最大時間（秒）を指
定します。最大時間内にピアと再接続できなかった場合，レシーブルータでは該当ピアから受信した
経路を削除します。
また，リスタートルータでは当該ピアからの End-of-RIBの受信監視を中止します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 3600（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値は 120（秒）です。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回のグレースフル・リスタートから自装置が使用するタイマ値に適用されます。

［注意事項］

1. 本コマンドは次回のグレースフル・リスタートから自装置が使用するタイマ値に適用されます。なお，
接続相手装置とのネゴシエーションは次回の BGPセッション確立時に実行します。本コマンドだけを
変更した場合は，自動的な BGPセッションの再接続はしませんので，接続相手装置への通知が必要な
ときは，運用コマンドで BGPセッションの再接続を実施してください。

［関連コマンド］

routing options graceful-restart time-limit
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bgp graceful-restart mode

bgp graceful-restart stalepath-time
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bgp graceful-restart stalepath-time【【【【OP-BGP】】】】

隣接ルータがグレースフル・リスタートを開始してからグレースフル・リスタート開始以前の経路を保持
する最大時間を指定します。

本コマンドは BGP4（VRFを含む）と BGP4+（VRFを含む）で共通です。

［入力形式］

情報の設定・変更
bgp graceful-restart stalepath-time <Seconds>

情報の削除
no bgp graceful-restart stalepath-time

注
bgp graceful-restart modeコマンドを設定後，本コマンドを設定してください。
no bgp graceful-restart指定時，本コマンドも削除します。

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

<Seconds><Seconds><Seconds><Seconds>
隣接ルータがグレースフル・リスタートを開始してからグレースフル・リスタート開始以前の経路を
保持する最大時間（秒）を指定します。最大時間内にピアから経路を再度受信できなかった場合，該
当経路を削除します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<Seconds>に 1～ 3600（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値は 360（秒）です。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回のグレースフル・リスタートから自装置が使用するタイマ値に適用されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

routing options graceful-restart time-limit

bgp graceful-restart mode

bgp graceful-restart restart-time
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bgp nexthop【【【【OP-BGP】】】】

BGP経路のネクストホップ解決に使用する経路を指定します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
bgp nexthop route-map <route map>

情報の削除
no bgp nexthop

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

route-map <route map>route-map <route map>route-map <route map>route-map <route map>
BGP経路のネクストホップ解決に使用する経路のフィルタを設定した route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<route map>に 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

アクティブ状態の IGP経路，スタティック経路，直結経路を BGP経路のネクストホップ解決に使用しま
す。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］
• BGP4経路については，運用コマンド clear ip bgp [vrf {<vrf id> | all}] * { in | both }の実行によって運
用に反映されます。

• BGP4+経路については，運用コマンド clear ipv6 bgp [vrf {<vrf id> | all}] * { in | both }の実行によっ
て運用に反映されます。

［注意事項］

1. <route map>で指定したフィルタが設定されていない場合，または route-mapコマンドにmatch 
protocolが設定されていない場合は，IGP経路，スタティック経路，直結経路，および BGP経路が対
象になります。
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2. 他 VRFまたはグローバルネットワークからインポートした経路は，ネクストホップ解決に使用しませ
ん。

［関連コマンド］

route-map
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bgp router-id【【【【OP-BGP】】】】

BGPが使用する本装置の識別子を設定します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4および BGP4+に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
bgp router-id <IPv4-Address>

情報の削除
no bgp router-id

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

<IPv4-Address><IPv4-Address><IPv4-Address><IPv4-Address>
ルータ識別子（IPv4アドレス）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0.0.0.0以外の IPv4アドレスを指定します。

［コマンド省略時の動作］

BGPが属する VRFまたはグローバルネットワークのループバックインタフェースに割り当てられた IPv4
アドレスを採用します。ループバックインタフェースに割り当てられた IPv4アドレスがない場合，イン
タフェースに割り当てられた最も大きい IPv4アドレスを採用します。

［通信への影響］

本コマンドでルータ識別子を変更した場合，すべての BGPセッションがいったん切断するため，経路を
再学習するまでの間，通信が停止します。

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドによる自ルータ識別子の設定がないか，またはループバックインタフェースに IPv4アドレ
スが設定されてなく，かつインタフェースの IPv4アドレスが設定されていない場合，BGPが動作しま
せん。

2. ループバックインタフェースの IPv4アドレス，またはインタフェースの IPv4アドレスを採用し，該
当 IPv4アドレスが変更された場合は，本装置の再起動，IPユニキャストルーティングプログラム再起
動，または disableコマンド削除まで自ルータの識別子を変更しません。
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3. 本コマンド設定を追加，変更，または削除した場合，全ピアとの BGPセッションをいったん切断しま
す。

［関連コマンド］

interface

bgp cluster-id
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default-information originate【【【【OP-BGP】】】】

BGP以外のルーティングプロトコルから再配布（redistribute）したデフォルト経路を BGPの全ピアへ
広告します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの IPv4デフォルト経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの IPv4デフォルト経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの IPv6デフォルト経路に適用し
ます。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの IPv6デフォルト経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定
default-information originate

情報の削除
no default-information originate

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

BGP以外のルーティングプロトコルで学習したデフォルト経路を BGPで広告しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. BGPで学習したデフォルト経路は，本コマンドの設定にかかわらず広告対象となります。

［関連コマンド］

ip route

redistribute
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default-metric【【【【OP-BGP】】】】

BGPで広告する経路情報のメトリック値（MED属性）を設定します。外部ピアへ広告する場合，または
ほかのプロトコルで学習した経路情報を BGPで広告する場合に，本コマンドを適用します。neighbor 
route-mapコマンドまたは redistributeコマンドで指定したメトリックが本コマンドで指定したメトリッ
クより優先します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
default-metric <Metric>

情報の削除
no default-metric

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

<Metric><Metric><Metric><Metric>
広告する経路のメトリック値（MED属性）を設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 4294967295（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

外部ピアに広告する場合，またはほかのプロトコルで学習した経路情報を BGPで広告する場合に，メト
リック（MED属性）を設定しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

なし
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［関連コマンド］

distribute-list

redistribute
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disable【【【【OP-BGP】】】】

BGPの設定がある場合も BGPが動作しないことを指定します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4および BGP4+に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+に適用します。

［入力形式］

情報の設定
disable

情報の削除
no disable

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

BGPが動作します。

［通信への影響］

BGP経路は生成されません。

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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distance bgp【【【【OP-BGP】】】】

外部ピア，内部ピア，およびメンバー AS間ピアから学習した経路情報についてディスタンス値を設定し
ます。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
distance bgp <External-Distance> <Internal-Distance>

情報の削除
no distance bgp

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

<External-Distance><External-Distance><External-Distance><External-Distance>
外部ピアから学習した経路のディスタンス値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
2～ 255（10進数）を指定します。2は最高の優先度，255は最低の優先度を示します。

<Internal-Distance><Internal-Distance><Internal-Distance><Internal-Distance>
内部ピアおよびメンバー AS間ピアから学習した経路のディスタンス値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
2～ 255（10進数）を指定します。2は最高の優先度，255は最低の優先度を示します。

［コマンド省略時の動作］

<External-Distance>に 20，<Internal-Distance>に 200を適用します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。
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［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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exit-address-family【【【【OP-BGP】】】】

config-router-afモードを終了し，config-routerモードへ復帰します。

［入力形式］

情報の設定
exit-address-family

［入力モード］
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

config-router-afモードでコンフィグレーション設定時に自動的に設定されます。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

なし

［注意事項］

1. 本コマンドは設定済みのコンフィグレーションをコピー・ペーストする場合に使用します。コマンドラ
インで設定する場合は exitコマンドを使用してください。

［関連コマンド］

なし
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maximum-paths【【【【OP-BGP】】】】

ある宛先に対してイコールコストの複数の経路情報がある場合に，指定値を最大マルチパス数とするマル
チパスを生成します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
maximum-paths <Number> [{ same-as | all-as }]

情報の削除
no maximum-paths

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

<Number><Number><Number><Number>
最大マルチパス数を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 16（10進数）を指定します（1はマルチパスを生成しません）。
ただし，ip urpfを設定している場合，<Number>に 9以上を設定できません。

{ same-as | all-as }{ same-as | all-as }{ same-as | all-as }{ same-as | all-as }
BGP経路のマルチパス化の対象を指定します。same-as指定時は同一の隣接 ASから受信した BGP
経路をマルチパス化の対象とします。all-as指定時は異なる ASから学習した BGP経路もマルチパス
化の対象とします。なお，all-asを指定する場合，bgp always-compare-medを合わせて指定する必
要があります。
1. 本パラメータ省略時の初期値

same-asが適用されます。
2. 値の設定範囲

same-asまたは all-as

［コマンド省略時の動作］

マルチパスを生成しません。

［通信への影響］

本コマンドで生成されたマルチパスの宛先への中継がロードバランスとなります。
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［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドが設定されている場合，BGP経路のネクストホップはイコールコストの BGP経路のネクス
トホップの中から小さいアドレスのネクストホップを優先して選択します。

［関連コマンド］

bgp always-compare-med
221



neighbor activate【OP-BGP】
neighbor activate【【【【OP-BGP】】】】

ピアと IPv6アドレスファミリの経路交換を可能にします。

本コマンドは BGP4+だけで適用可能です。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+に適用します。

［入力形式］

情報の設定
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} activate

情報の削除
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [activate]

注
no neighbor <IPv6-Address>ではピアのすべての neighborコマンド，no neighbor 
<Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連するすべての
neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}
BGP4+ピアの IPv6アドレスまたは BGP4+のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv6-Address>にはピアの IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

IPv6の経路交換ができません。

［通信への影響］

本コマンドを設定しない場合，IPv6アドレスをピアアドレスとする BGPセッションが確立しません。

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. ピアリングに IPv6アドレスを使用している場合で本コマンドを設定していないとき，該当ピアとの
BGPセッションが確立しません。

2. 本コマンドをピアに設定する場合は，先に neighbor remote-asコマンドによるピアの設定，または
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neighbor peer-group（assigning member）コマンドによるピアグループへの所属が必要です。
3. 本コマンドをピアグループに設定する場合は，先に neighbor peer-group（creating）コマンドによる
ピアグループの設定が必要です。

［関連コマンド］

neighbor remote-as

neighbor peer-group（assigning member）

neighbor peer-group（creating）
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neighbor always-nexthop-self【【【【OP-BGP】】】】

内部ピアへ広告する経路の NextHopを，強制的に内部ピアとのピアリングに使用している自側のアドレ
スに書き替えることを指定します（ルート・リフレクションや IGP経路を BGPで広告する場合を含む）。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} always-nexthop-self

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} always-nexthop-self

情報の削除

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} [always-nexthop-self]

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [always-nexthop-self]

注
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}ではピアのすべての neighborコマンド，no 
neighbor <Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連する
すべての neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}
BGP4ピアの IPv4アドレスまたは BGP4のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}
BGP4+ピアの IPv6アドレスまたは BGP4+のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
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省略できません
2. 値の設定範囲

<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

BGP経路の学習元ピアと広告先ピアが同一のネットワークインタフェースにある場合，内部ピアへ広告す
る経路情報の NextHopを書き替えません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. ルート・リフレクションではクライアントから学習した経路をクライアントへ広告（リフレクト）する
場合や，IGP経路を BGPで内部ピアへ広告する場合は，neighbor next-hop-selfコマンドが設定され
ていても NextHopを書き替えません。ルート・リフレクションや IGP経路を BGPで内部ピアへ広告
する場合を含めて NextHopをピアリングに使用している自側アドレスに書き替える場合は本コマンド
を使用してください。

2. 内部ピアだけ指定可能です。
3. 本コマンドをピアに設定する場合は，先に neighbor remote-asコマンドによるピアの設定，または

neighbor peer-group（assigning member）コマンドによるピアグループへの所属が必要です。
4. 本コマンドをピアグループに設定する場合は，先に neighbor peer-group（creating）コマンドによる
ピアグループの設定が必要です。

［関連コマンド］

neighbor route-reflector-client

neighbor remote-as

neighbor peer-group（assigning member）

neighbor peer-group（creating）
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neighbor as-override【【【【OP-BGP】】】】

ASPATH属性内のパスタイプ AS_SEQUENCEの先頭 AS番号に自 AS番号を上書きし，外部ピアに広告
することを指定します。なお，先頭 AS番号が同一 AS番号で連続する場合は，連続するすべての AS番号
を上書きします。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} as-override

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} as-override

情報の削除

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} [as-override]

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [as-override]

注
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}ではピアのすべての neighborコマンド，no 
neighbor <Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連する
すべての neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}
BGP4ピアの IPv4アドレスまたは BGP4のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}
BGP4+ピアの IPv6アドレスまたは BGP4+のピアグループの識別子を指定します。
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1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

通常の ASPATH属性として取り扱います。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

neighbor remote-as

neighbor peer-group（assigning member）

neighbor peer-group（creating）
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neighbor description【【【【OP-BGP】】】】

ピアの補足説明を指定します。指定した内容はコンフィグレーションファイル内に表示されるほか，該当
ピアに関するログに付与されます。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4または BGP4+に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更

config-routerモードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>} description <Text>

config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} description <Text>

config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} description <Text>

情報の削除

config-routerモードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>} [description]

config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} [description]

config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [description]

注
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}ではピアのすべての neighborコマンド，no 
neighbor <Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連する
すべての neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}
BGP4ピアの IPv4アドレス，BGP4+ピアの IPv6アドレス，または BGP4もしくは BGP4+のピア
グループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。
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{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}【【【【OP-NPAR】】】】
BGP4ピアの IPv4アドレスまたは BGP4のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}【【【【OP-NPAR】】】】
BGP4+ピアの IPv6アドレスまたは BGP4+のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<Text><Text><Text><Text>
補足説明を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
64文字以内の文字列をダブルクォート（"）で囲んで設定します。入力可能な文字は，英数字と特
殊文字です。入力文字列にスペースなどの特殊文字を含まない場合，文字列をダブルクォート（"）
で囲まなくても設定できます。詳細は，「パラメータに指定できる値」の「■任意の文字列」を参
照してください。

［コマンド省略時の動作］

ピアの補足説明を付与しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドをピアに設定する場合は，先に neighbor remote-asコマンドによるピアの設定，または
neighbor peer-group（assigning member）コマンドによるピアグループへの所属が必要です。

2. 本コマンドをピアグループに設定する場合は，先に neighbor peer-group（creating）コマンドによる
ピアグループの設定が必要です。

［関連コマンド］

neighbor remote-as

neighbor peer-group（assigning member）

neighbor peer-group（creating）
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neighbor ebgp-multihop【【【【OP-BGP】】】】

直接接続されていない外部ピアおよびメンバー AS間ピアとの BGP接続を許容します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4または BGP4+に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更

config-routerモードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>} ebgp-multihop [<Ttl>]

config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} ebgp-multihop [<Ttl>]

config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} ebgp-multihop [<Ttl>]

情報の削除

config-routerモードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>} [ebgp-multihop]

config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} [ebgp-multihop]

config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [ebgp-multihop]

注
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}ではピアのすべての neighborコマンド，no 
neighbor <Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連する
すべての neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}
BGP4ピアの IPv4アドレス，BGP4+ピアの IPv6アドレス，または BGP4もしくは BGP4+のピア
グループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。
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{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}【【【【OP-NPAR】】】】
BGP4ピアの IPv4アドレスまたは BGP4のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}【【【【OP-NPAR】】】】
BGP4+ピアの IPv6アドレスまたは BGP4+のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<Ttl><Ttl><Ttl><Ttl>
ホップ数を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

255
2. 値の設定範囲

1～ 255（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

外部ピアおよびメンバー AS間ピアの場合で，直接接続されていないとき，BGPコネクションが接続でき
ません。

［通信への影響］

本コマンドの設定を変更した場合，当該ピアとの BGPセッションがいったん切断するため，当該ピアか
ら経路を再学習するまでの間，通信が停止します。

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 外部ピアまたはメンバー AS間ピアだけ指定できます。内部ピアの場合，インタフェースで直接接続さ
れていなくても本コマンドは必要ありません。

2. 本コマンド設定を追加，変更，または削除した場合は，ピアとの BGPセッションをいったん切断しま
す。

3. 本コマンドをピアに設定する場合は，先に neighbor remote-asコマンドによるピアの設定，または
neighbor peer-group（assigning member）コマンドによるピアグループへの所属が必要です。

4. 本コマンドをピアグループに設定する場合は，先に neighbor peer-group（creating）コマンドによる
ピアグループの設定が必要です。

［関連コマンド］

neighbor update-source
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neighbor remote-as

neighbor peer-group（assigning member）

neighbor peer-group（creating）
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neighbor maximum-prefix【【【【OP-BGP】】】】

BGPピアから学習する経路数を制限します。学習した経路の数が上限値を超えた場合に BGPピアを切断
することで，一定数以上の経路を学習しないようにできます。

ピア切断後，運用コマンド clear ip bgp（BGP4の場合），または clear ipv6 bgp（BGP4+の場合）の入力
で BGPピアを再接続します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} maximum-prefix <Maximum> [<Threshold>] 
[{warning-only | restart <Minutes>}]

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} maximum-prefix <Maximum> [<Threshold>] 
[{warning-only | restart <Minutes>}]

情報の削除

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} [maximum-prefix]

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [maximum-prefix]

注
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}ではピアのすべての neighborコマンド，no 
neighbor <Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連する
すべての neighborコマンドが削除されます。

注
• no形式でパラメータ単位の削除はできません。
• パラメータを設定後，該当パラメータを省略して再設定した場合は，該当パラメータの削除として
扱います。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}
BGP4ピアの IPv4アドレスまたは BGP4のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
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省略できません
2. 値の設定範囲

<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}
BGP4+ピアの IPv6アドレスまたは BGP4+のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

maximum-prefix <Maximum>maximum-prefix <Maximum>maximum-prefix <Maximum>maximum-prefix <Maximum>
BGPピアから学習する経路数の上限値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 4294967295（10進数）を指定します。

<Threshold><Threshold><Threshold><Threshold>
BGPピアから学習する経路数について，警告の運用メッセージを出力する上限値に対する閾値を指定
します。なお，100％を指定した場合は運用メッセージを出力しません。
1. 本パラメータ省略時の初期値

75が適用されます。
2. 値の設定範囲

1～ 100（10進数：％）を指定します。

warning-onlywarning-onlywarning-onlywarning-only
BGPピアから学習した経路数が上限値を超えても，BGPピアを切断しないことを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

BGPピアから学習した経路数が上限値を超えた場合，BGPピアを切断します。
2. 値の設定範囲
なし

restart <Minutes>restart <Minutes>restart <Minutes>restart <Minutes>
BGPピアから学習した経路数が上限値を超えて BGPピアを切断したあとで，再接続するまでの時間
を指定します。なお，運用コマンド clear ip bgp（BGP4の場合），または clear ipv6 bgp（BGP4+の
場合）を入力することで任意に BGPピアを再接続することができます。
1. 本パラメータ省略時の初期値

BGPピアから学習した経路数が上限値を超えて BGPピアを切断したあとで，運用コマンド clear 
ip bgp（BGP4の場合），または clear ipv6 bgp（BGP4+の場合）を入力するまで BGPピアを再
接続しません。

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数：分）を指定します。
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［コマンド省略時の動作］

BGPピアから学習する経路数を制限しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドをピアに設定する場合は，先に neighbor remote-asコマンドによるピアの設定，または
neighbor peer-group（assigning member）コマンドによるピアグループへの所属が必要です。

2. 本コマンドをピアグループに設定する場合は，先に neighbor peer-group（creating）コマンドによる
ピアグループの設定が必要です。

［関連コマンド］

neighbor remote-as

neighbor peer-group（assigning member）

neighbor peer-group（creating）
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neighbor next-hop-self【【【【OP-BGP】】】】

BGPピアから学習した経路を BGPピアに広告する際に，NextHopを広告先 BGPピアとのピアリングに
使用する自アドレスに書き替えます。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} next-hop-self

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} next-hop-self

情報の削除

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} [next-hop-self]

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [next-hop-self]

注
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}ではピアのすべての neighborコマンド，no 
neighbor <Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連する
すべての neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}
BGP4ピアの IPv4アドレスまたは BGP4のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}
BGP4+ピアの IPv6アドレスまたは BGP4+のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
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省略できません
2. 値の設定範囲

<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

BGP経路の学習元ピアと広告先ピアが同一のネットワークインタフェースにある場合，内部ピアへ広告す
る経路情報の NextHopを書き替えません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. ルート・リフレクションや IGP経路を BGPで内部ピアへ広告する場合では本コマンドが設定されてい
る場合であってもクライアントへ広告する NextHopを書き替えません。ルート・リフレクションや
IGP経路を BGPで内部ピアへ広告する場合を含めて NextHopを書き替える場合は，neighbor 
always-nexthop-selfコマンドを使用してください。

2. 本コマンドをピアに設定する場合は，先に neighbor remote-asコマンドによるピアの設定，または
neighbor peer-group（assigning member）コマンドによるピアグループへの所属が必要です。

3. 本コマンドをピアグループに設定する場合は，先に neighbor peer-group（creating）コマンドによる
ピアグループの設定が必要です。

［関連コマンド］

neighbor always-nexthop-self

neighbor remote-as

neighbor peer-group（assigning member）

neighbor peer-group（creating）
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neighbor password【【【【OP-BGP】】】】

ピア間の TCP MD5認証情報（メッセージダイジェスト生成のための認証キー）を設定します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4または BGP4+に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更

config-routerモードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>} password <Key>

config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} password <Key>

config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} password <Key>

情報の削除

config-routerモードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>} [password]

config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} [password]

config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [password]

注
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}ではピアのすべての neighborコマンド，no 
neighbor <Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連する
すべての neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}
BGP4ピアの IPv4アドレス，BGP4+ピアの IPv6アドレス，または BGP4もしくは BGP4+のピア
グループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。
238



neighbor password【OP-BGP】
{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}【【【【OP-NPAR】】】】
BGP4ピアの IPv4アドレスまたは BGP4のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}【【【【OP-NPAR】】】】
BGP4+ピアの IPv6アドレスまたは BGP4+のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<Key><Key><Key><Key>
TCP MD5認証情報を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
80文字以内の文字列をダブルクォート（"）で囲んで設定します。入力可能な文字は，英数字と特
殊文字です。入力文字列にスペースなどの特殊文字を含まない場合，文字列をダブルクォート（"）
で囲まなくても設定できます。詳細は，「パラメータに指定できる値」の「■任意の文字列」を参
照してください。

［コマンド省略時の動作］

TCP MD5認証を使用しません。

［通信への影響］

本コマンドで認証キーを変更した場合，当該ピアとの BGPセッションがいったん切断するため，当該ピ
アから経路を再学習するまでの間，通信が停止します。

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで TCP MD5認証情報を追加，変更，または削除した場合，該当ピアとの BGPセッション
をいったん切断します。

2. 本コマンドをピアに設定する場合は，先に neighbor remote-asコマンドによるピアの設定，または
neighbor peer-group（assigning member）コマンドによるピアグループへの所属が必要です。

3. 本コマンドをピアグループに設定する場合は，先に neighbor peer-group（creating）コマンドによる
ピアグループの設定が必要です。

［関連コマンド］

neighbor remote-as
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neighbor peer-group（assigning member）

neighbor peer-group（creating）
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neighbor peer-group（assigning members）【【【【OP-BGP】】】】

ピアをピアグループに所属させます。ピアグループに設定した neighborコマンドは，ピアグループに所
属するすべてのピアに適用するため，同じ neighborコマンドを設定するピアを同一のピアグループに所
属させることで設定を簡略化できます。なお，ピアグループに所属するピアにも個別に neighborコマン
ドを設定でき，その場合はピアに設定した neighborコマンドを適用します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4または BGP4+に適用します。た
だし，BGP4と BGP4+のピアを同じピアグループに所属させることはできません。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更

config-routerモードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>} peer-group <Peer-Group>

config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
neighbor <IPv4-Address> peer-group <Peer-Group>

config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
neighbor <IPv6-Address> peer-group <Peer-Group>

情報の削除

config-routerモードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>} [peer-group]

config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no neighbor <IPv4-Address> [peer-group]

config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no neighbor <IPv6-Address> [peer-group]

注
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}ではピアのすべての neighborコマンドが削除
されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}
BGP4ピアの IPv4アドレスまたは BGP4+ピアの IPv6アドレスを指定します。

<IPv4-Address><IPv4-Address><IPv4-Address><IPv4-Address>
BGP4ピアの IPv4アドレスを指定します。

<IPv6-Address><IPv6-Address><IPv6-Address><IPv6-Address>
BGP4+ピアの IPv6アドレスを指定します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
241



neighbor peer-group（assigning members）【OP-BGP】
省略できません
2. 値の設定範囲

<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<IPv4-Address><IPv4-Address><IPv4-Address><IPv4-Address>【【【【OP-NPAR】】】】
BGP4ピアの IPv4アドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<IPv6-Address><IPv6-Address><IPv6-Address><IPv6-Address>【【【【OP-NPAR】】】】
BGP4+ピアの IPv6アドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<Peer-Group><Peer-Group><Peer-Group><Peer-Group>
ピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

ピアはピアグループに所属しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンド設定前に neighbor peer-group（creating）コマンドによるピアグループの設定が必要です。
2. 本コマンド設定前に neighbor remote-asコマンドによるピアの設定，または所属するピアグループに

neighbor remote-asコマンドによる AS番号の設定が必要です。
3. 本コマンドを削除した場合，該当ピアに neighbor remote-asコマンドが設定されていないときは，ピ
アに関する情報をすべて削除します。

4. 外部ピアおよびメンバー AS間ピアは，内部ピアと同じグループに所属させることはできません。
5. グローバルネットワークの BGP4と BGP4+のピアは，同じピアグループに所属させることはできませ
ん。VRFでは，BGP4と BGP4+で同一のピアグループ識別子を設定できます。その場合，BGP4と
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BGP4+で別々のピアグループとして扱います。
6. グローバルネットワークと VRFのピア，または異なる VRFのピアはそれぞれ同じピアグループに所
属させることはできません。グローバルネットワークと VRFのピア，または異なる VRFのピアはそ
れぞれ同一のピアグループ識別子を設定できます。その場合，グローバルネットワークと VRFのピ
ア，または異なる VRFのピアで別々のピアグループとして扱います。

7. 所属させるピアグループを変更した場合，BGP4のときは運用コマンド clear ip bgp [vrf {<vrf id> | 
all}] * {both| in | out}を，BGP4+のときは運用コマンド clear ipv6 bgp [vrf {<vrf id> | all}] * {both| 
in | out}を入力するまで新しいピアグループの経路フィルタリングはピアに適用されません。

［関連コマンド］

neighbor peer-group（creating）

neighbor remote-as
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neighbor peer-group（creating）【【【【OP-BGP】】】】

コンフィグレーションの設定を共有するピアのグループを設定します。ピアグループに設定した neighbor
コマンドは，ピアグループに所属するすべてのピアに適用します。ピアグループに所属するピアにも個別
に neighborコマンドを設定でき，その場合はピアに設定した neighborコマンドを適用します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4または BGP4+に適用します。た
だし，BGP4と BGP4+のピアを同じピアグループに所属させることはできません。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+に適用します。

［入力形式］

情報の設定
neighbor <Peer-Group> peer-group

情報の削除
no neighbor <Peer-Group> [peer-group]

注
no neighbor <Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連す
るすべての neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

<Peer-Group><Peer-Group><Peer-Group><Peer-Group>
ピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

コンフィグレーションの設定を共有するピアのグループを設定しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドが設定されていない場合，ピアグループにほかの neighborコマンドを設定できません。
2. 本コマンドを削除した場合，該当ピアグループに関する neighborコマンドをすべて削除します。該当
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ピアグループに所属するピアに neighbor remote-asコマンドが設定されていないときは，ピアに関す
る情報もすべて削除します。neighbor remote-asコマンドが設定されているときは，ピアに関する情
報は削除しません。

3. 外部ピアおよびメンバー AS間ピアは，内部ピアと同じグループに所属させることはできません。
4. グローバルネットワークの BGP4と BGP4+のピアは，同じピアグループに所属させることはできませ
ん。VRFでは，BGP4と BGP4+で同一のピアグループ識別子を設定できます。その場合，BGP4と
BGP4+で別々のピアグループとして扱います。

5. グローバルネットワークと VRFのピア，または異なる VRFのピアはそれぞれ同じピアグループに所
属させることはできません。グローバルネットワークと VRFのピア，または異なる VRFのピアはそ
れぞれ同一のピアグループ識別子を設定できます。その場合，グローバルネットワークと VRFのピ
ア，または異なる VRFのピアで別々のピアグループとして扱います。

［関連コマンド］

neighbor peer-group（assigning members）
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neighbor permit-asloop【【【【OP-BGP】】】】

受信した経路の ASPATH属性が ASループである場合も正常な経路として受け入れることを指定します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} permit-asloop

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} permit-asloop

情報の削除

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} [permit-asloop]

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [permit-asloop]

注
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}ではピアのすべての neighborコマンド，no 
neighbor <Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連する
すべての neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}
BGP4ピアの IPv4アドレスまたは BGP4のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}
BGP4+ピアの IPv6アドレスまたは BGP4+のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません
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2. 値の設定範囲
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

ASループである経路は受け入れません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

neighbor remote-as

neighbor peer-group（assigning member）

neighbor peer-group（creating）
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neighbor remote-as【【【【OP-BGP】】】】

BGPピアまたはピアグループの AS番号を設定します。本コマンドは，BGPピアを設定するための必須
コマンドです。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4または BGP4+に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更

config-routerモードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>} remote-as <As>

config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} remote-as <As>

config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} remote-as <As>

情報の削除

config-routerモードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>} [remote-as]

config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} [remote-as]

config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [remote-as]

注
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}ではピアのすべての neighborコマンド，no 
neighbor <Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連する
すべての neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}
BGP4ピアの IPv4アドレス，BGP4+ピアの IPv6アドレス，または BGP4もしくは BGP4+のピア
グループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。
248



neighbor remote-as【OP-BGP】
{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}【【【【OP-NPAR】】】】
BGP4ピアの IPv4アドレスまたは BGP4のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}【【【【OP-NPAR】】】】
BGP4+ピアの IPv6アドレスまたは BGP4+のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<As><As><As><As>
BGPピアの AS番号を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

BGPピアが設定されません。

［通信への影響］

本コマンドでピアの AS番号を変更した場合，当該ピアとの BGPセッションがいったん切断するため，当
該ピアから経路を再学習するまでの間，通信が停止します。

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンド入力前に bgp router-idコマンドで自ルータの識別子を設定するか，またはループバックイ
ンタフェースに IPv4アドレスを設定してください。
どちらも設定されていない場合，本コマンドを設定できません。

2. 情報の設定時の注意事項
• 本コマンドをピアグループに設定する場合は，先に neighbor peer-group（creating）コマンドによ
るピアグループの設定が必要です。

• 本コマンドをピアグループに設定した場合，ピアグループに所属するピアには本コマンドを設定でき
ません。

• 本コマンドをピアグループに所属しているピアに設定した場合，ピアグループには本コマンドを設定
できません。

• 本コマンドが設定されていないピアは，ほかの neighborコマンドを設定できません。ピアグループ
に所属するピアは，該当ピアまたはピアグループに本コマンドの設定が必要です。
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neighbor remote-as【OP-BGP】
3. 情報の削除時の注意事項
• ピアに設定している本コマンドを削除した場合，該当ピアに関する neighborコマンドをすべて削除
します。

• ピアグループに設定している本コマンドを削除した場合，所属しているピアの neighborコマンドを
すべて削除します。

4. IPv6-Addressにリンクローカルアドレスを使用する場合，neighbor update-sourceコマンドによる自
側ピアアドレス（リンクローカルアドレス）を示すインタフェースの指定が必要です。

［関連コマンド］

当該ピアまたはピアグループに関するほかの neighborコマンド

bgp confederation identifier

bgp confederation peers
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neighbor remove-private-as【OP-BGP】
neighbor remove-private-as【【【【OP-BGP】】】】

プライベート AS番号（64512～ 65535）だけで構成された AS_PATH属性を持つ経路情報を，外部ピア
またはメンバー AS間ピアに広告時，プライベート AS番号を取り除いて広告することを指定します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} remove-private-as

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} remove-private-as

情報の削除

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} remove-private-as

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} remove-private-as

注
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}はピアのすべての neighborコマンドを，no 
neighbor <Peer-Group>はピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連するす
べての neighborコマンドを削除します。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}
BGP4ピアの IPv4アドレスまたは BGP4のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}
BGP4+ピアの IPv6アドレスまたは BGP4+のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
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neighbor remove-private-as【OP-BGP】
省略できません
2. 値の設定範囲

<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

プライベート AS番号をそのまま広告します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

運用コマンド clear ip bgp [vrf {<vrf id> | all}] * { out | both }（BGP4の場合），または clear ipv6 bgp [vrf 
{<vrf id> | all}] * { out | both }（BGP4+の場合）の実行によって運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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neighbor route-reflector-client【OP-BGP】
neighbor route-reflector-client【【【【OP-BGP】】】】

ルート・リフレクタ・クライアントを指定します。また，自ルータがルート・リフレクタとして動作する
ことを指定します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} route-reflector-client

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} route-reflector-client

情報の削除

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} [route-reflector-client]

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [route-reflector-client]

注
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}ではピアのすべての neighborコマンド，no 
neighbor <Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連する
すべての neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}
BGP4ピアの IPv4アドレスまたは BGP4のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}
BGP4+ピアの IPv6アドレスまたは BGP4+のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
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neighbor route-reflector-client【OP-BGP】
省略できません
2. 値の設定範囲

<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

ルート・リフレクタ・クライアントではありません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 内部ピアだけ指定できます。
2. 本コマンドをピアに設定する場合は，先に neighbor remote-asコマンドによるピアの設定，または

neighbor peer-group（assigning member）コマンドによるピアグループへの所属が必要です。
3. 本コマンドをピアグループに設定する場合は，先に neighbor peer-group（creating）コマンドによる
ピアグループの設定が必要です。

［関連コマンド］

bgp cluster-id

bgp client-to-client reflection

neighbor always-nexthop-self

neighbor set-nexthop-peer

neighbor remote-as

neighbor peer-group（assigning member）

neighbor peer-group（creating）
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neighbor send-community【OP-BGP】
neighbor send-community【【【【OP-BGP】】】】

広告対象の BGP経路情報に COMMUNITIES属性が付加されている場合に COMMUNITIES属性を送信
することを指定します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} send-community

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} send-community

情報の削除

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} [send-community]

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [send-community]

注
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}ではピアのすべての neighborコマンド，no 
neighbor <Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連する
すべての neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}
BGP4ピアの IPv4アドレスまたは BGP4のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}
BGP4+ピアの IPv6アドレスまたは BGP4+のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
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neighbor send-community【OP-BGP】
省略できません
2. 値の設定範囲

<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

広告対象の BGP経路情報に COMMUNITIES属性が付加されていても COMMUNITIES属性を送信しま
せん。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドをピアに設定する場合は，先に neighbor remote-asコマンドによるピアの設定，または
neighbor peer-group（assigning member）コマンドによるピアグループへの所属が必要です。

2. 本コマンドをピアグループに設定する場合は，先に neighbor peer-group（creating）コマンドによる
ピアグループの設定が必要です。

［関連コマンド］

neighbor remote-as

neighbor peer-group（assigning member）

neighbor peer-group（creating）
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neighbor set-nexthop-peer【OP-BGP】
neighbor set-nexthop-peer【【【【OP-BGP】】】】

受信した経路情報の NextHopをピアリングに使用している相手側の IPアドレスに書き替えることを指定
します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} set-nexthop-peer

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} set-nexthop-peer

情報の削除

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} [set-nexthop-peer]

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [set-nexthop-peer]

注
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}ではピアのすべての neighborコマンド，no 
neighbor <Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連する
すべての neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}
BGP4ピアの IPv4アドレスまたは BGP4のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}
BGP4+ピアの IPv6アドレスまたは BGP4+のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
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neighbor set-nexthop-peer【OP-BGP】
省略できません
2. 値の設定範囲

<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

受信した経路情報の NextHopを書き替えません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドをピアに設定する場合は，先に neighbor remote-asコマンドによるピアの設定，または
neighbor peer-group（assigning member）コマンドによるピアグループへの所属が必要です。

2. 本コマンドをピアグループに設定する場合は，先に neighbor peer-group（creating）コマンドによる
ピアグループの設定が必要です。

［関連コマンド］

neighbor remote-as

neighbor peer-group（assigning member）

neighbor peer-group（creating）
258



neighbor shutdown【OP-BGP】
neighbor shutdown【【【【OP-BGP】】】】

ピアとの接続を抑止します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4または BGP4+に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+に適用します。

［入力形式］

情報の設定

config-routerモードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>} shutdown

config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} shutdown

config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} shutdown

情報の削除

config-routerモードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>} [shutdown]

config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} [shutdown]

config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [shutdown]

注
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}ではピアのすべての neighborコマンド，no 
neighbor <Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連する
すべての neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}
BGP4ピアの IPv4アドレス，BGP4+ピアの IPv6アドレス，または BGP4もしくは BGP4+のピア
グループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。
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{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}【【【【OP-NPAR】】】】
BGP4ピアの IPv4アドレスまたは BGP4のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}【【【【OP-NPAR】】】】
BGP4+ピアの IPv6アドレスまたは BGP4+のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

ピアとの接続を抑止しません。

［通信への影響］

本コマンドで当該ピアとの BGPセッションを切断するため，当該ピアから学習した経路を宛先とする通
信が停止します。

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドをピアに設定する場合は，先に neighbor remote-asコマンドによるピアの設定，または
neighbor peer-group（assigning member）コマンドによるピアグループへの所属が必要です。

2. 本コマンドをピアグループに設定する場合は，先に neighbor peer-group（creating）コマンドによる
ピアグループの設定が必要です。

［関連コマンド］

neighbor remote-as

neighbor peer-group（assigning member）

neighbor peer-group（creating）
260



neighbor soft-reconfiguration【OP-BGP】
neighbor soft-reconfiguration【【【【OP-BGP】】】】

入力ポリシーで抑止した経路も保持します。本コマンドを設定した場合，入力ポリシー変更時も BGP
セッションを切断しないで，変更後の入力ポリシーを反映させることができます。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} soft-reconfiguration inbound

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} soft-reconfiguration inbound

情報の削除

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} [soft-reconfiguration inbound]

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [soft-reconfiguration inbound]

注
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}ではピアのすべての neighborコマンド，no 
neighbor <Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連する
すべての neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}
BGP4ピアの IPv4アドレスまたは BGP4のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}
BGP4+ピアの IPv6アドレスまたは BGP4+のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
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省略できません
2. 値の設定範囲

<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

inboundinboundinboundinbound
入力ポリシーを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
inbound

［コマンド省略時の動作］

入力ポリシーで抑止された経路を保持しません。

［通信への影響］

本コマンド削除時にピアとのルート・リフレッシュ機能のネゴシエーションが成立していない場合，BGP
セッションをいったん切断するため，経路を再学習するまでの間，通信が停止します。

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンド削除時にピアとルート・リフレッシュ機能のネゴシエーションが成立していない場合，
BGPセッションをいったん切断します。

2. 本コマンドをピアに設定する場合は，先に neighbor remote-asコマンドによるピアの設定，または
neighbor peer-group（assigning member）コマンドによるピアグループへの所属が必要です。

3. 本コマンドをピアグループに設定する場合は，先に neighbor peer-group（creating）コマンドによる
ピアグループの設定が必要です。

［関連コマンド］

neighbor remote-as

neighbor peer-group（assigning member）

neighbor peer-group（creating）
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neighbor timers【【【【OP-BGP】】】】

BGPピアについて KEEPALIVEメッセージの送信間隔とホールドタイマ値を設定します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4または BGP4+に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更

config-routerモードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>} timers <Keepalive> <Holdtime>

config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} timers <Keepalive> <Holdtime>

config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} timers <Keepalive> <Holdtime>

情報の削除

config-routerモードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>} [timers]

config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} [timers]

config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [timers]

注
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}ではピアのすべての neighborコマンド，no 
neighbor <Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連する
すべての neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}
BGP4ピアの IPv4アドレス，BGP4+ピアの IPv6アドレス，または BGP4もしくは BGP4+のピア
グループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。
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{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}【【【【OP-NPAR】】】】
BGP4ピアの IPv4アドレスまたは BGP4のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}【【【【OP-NPAR】】】】
BGP4+ピアの IPv6アドレスまたは BGP4+のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<Keepalive><Keepalive><Keepalive><Keepalive>
BGPの KEEPALIVEメッセージの送信間隔（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 65534（10進数：秒）を指定します。
0を指定した場合，BGPセッション確立中の KEEPALIVEメッセージを送信しません。
<Holdtime>に 0を指定した場合，本パラメータに 0以外を指定できません。また，<Holdtime>
が 0以外の場合，<Holdtime>より小さい値でなくてはなりません。
なお，BGP4/BGP4+セッション確立時のホールドタイマ値のネゴシエーション結果によって採用
する KEEPALIVEメッセージ送信間隔は次のようになります。
・ホールドタイマ値のネゴシエーションで自側のホールドタイマ値を選択した場合，本パラメータ
を採用します。
・ホールドタイマ値のネゴシエーションで相手側のホールドタイマ値を選択した場合で，かつネゴ
シエーション結果のホールドタイマ値の 1/3が本パラメータより小さいときは，ネゴシエーション
結果のホールドタイマ値の 1/3を採用します。ネゴシエーション結果のホールドタイマ値の 1/3が
本パラメータ以上の場合は本パラメータを採用します。

<Holdtime><Holdtime><Holdtime><Holdtime>
Holdtimeタイマ値（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0，3～ 65535（10進数：秒）を指定します。
0を指定した場合，ピアとのホールドタイムを監視しません。
<Keepalive>に 0を指定した場合，本パラメータに 0以外は指定できません。

［コマンド省略時の動作］

KEEPALIVEメッセージの送信間隔とホールドタイマ値が，timers bgpコマンドで設定されている場合
は，timers bgpコマンドで指定した値が適用されます。timers bgpコマンドで設定されていない場合は，
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<Keepalive>に 60，<Holdtime>に 180が適用されます。

［通信への影響］

本コマンドでホールドタイマ値を変更した場合，当該ピアとの BGPセッションをいったん切断するため，
当該ピアから経路を再学習するまでの間，通信が停止します。

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで <Holdtime>または <Keepalive>を変更した場合，該当ピアとの BGPセッションをいっ
たん切断します。

2. 本コマンドをピアに設定する場合は，先に neighbor remote-asコマンドによるピアの設定，または
neighbor peer-group（assigning member）コマンドによるピアグループへの所属が必要です。

3. 本コマンドをピアグループに設定する場合は，先に neighbor peer-group（creating）コマンドによる
ピアグループの設定が必要です。

［関連コマンド］

neighbor remote-as

neighbor peer-group（assigning member）

neighbor peer-group（creating）
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neighbor update-source【【【【OP-BGP】】】】

ピアとの BGPセッションで自側 IPv4アドレス（または IPv6アドレス）として使用するインタフェース
を指定します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4または BGP4+に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更

config-routerモードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>} update-source <interface type> 
<interface number>

config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} update-source <interface type> <interface 
number>

config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} update-source <interface type> <interface 
number>

情報の削除

config-routerモードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>} [update-source]

config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} [update-source]

config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [update-source]

注
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}ではピアのすべての neighborコマンド，no 
neighbor <Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連する
すべての neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <IPv6-Address> | <Peer-Group>}
BGP4ピアの IPv4アドレス，BGP4+ピアの IPv6アドレス，または BGP4もしくは BGP4+のピア
グループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
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<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}【【【【OP-NPAR】】】】
BGP4ピアの IPv4アドレスまたは BGP4のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}【【【【OP-NPAR】】】】
BGP4+ピアの IPv6アドレスまたは BGP4+のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number>
自側 IPv4アドレス（または IPv6アドレス）として使用するインタフェースを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<interface type> <interface number>には，次を指定できます。
・vlan <vlan id>
　<vlan id>には interface vlanコマンドで設定した VLAN IDを指定します。
・loopback 0（config-routerモードの場合）
・loopback <loopback id>（config-router-af(ipv4 vrf)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モー
ドの場合）【【【【OP-NPAR】】】】
　<loopback id>には interface loopbackコマンドで設定したループバックインタフェース IDを
指定します。
・mgmt 0（グローバルネットワークのピアだけ指定できます）

［コマンド省略時の動作］

送信元 IPv4アドレスに，BGPコネクションが設定された自側の IPv4アドレスを設定します。同様に，
送信元 IPv6アドレスに，BGPコネクションが設定された自側の IPv6アドレスを設定します。

［通信への影響］

本コマンドで自ピアアドレスを変更した場合，当該ピアとの BGPセッションをいったん切断するため，
当該ピアから経路を再学習するまでの間，通信が停止します。

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。
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［注意事項］

1. 指定したインタフェースに複数のアドレスが設定されている場合，最も大きなアドレスを選択します。
2. 本コマンドで自側ピアアドレスが変更される場合，該当ピアとの BGPセッションをいったん切断しま
す。

3. 本コマンドをピアに設定する場合は，先に neighbor remote-asコマンドによるピアの設定，または
neighbor peer-group（assigning member）コマンドによるピアグループへの所属が必要です。

4. 本コマンドをピアグループに設定する場合は，先に neighbor peer-group（creating）コマンドによる
ピアグループの設定が必要です。

［関連コマンド］

neighbor ebgp-multihop

neighbor remote-as

neighbor peer-group（assigning member）

neighbor peer-group（creating）
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neighbor weight【【【【OP-BGP】】】】

ピアから受信した経路の重み付けを指定します。同一宛先の経路を複数のピアから学習した場合，値の大
きい方を優先経路として扱います。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} weight <Number>

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} weight <Number>

情報の削除

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} [weight]

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [weight]

注
no neighbor {<IPv4-Address> | <IPv6-Address>}ではピアのすべての neighborコマンド，no 
neighbor <Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連する
すべての neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}
BGP4ピアの IPv4アドレスまたは BGP4のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}
BGP4+ピアの IPv6アドレスまたは BGP4+のピアグループの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
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省略できません
2. 値の設定範囲

<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<Number><Number><Number><Number>
weight値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 255（10進数）を指定します。0が最低の優先度，255が最高の優先度を示します。

［コマンド省略時の動作］

重み付けを 0（最低優先度）として扱います。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドをピアに設定する場合は，先に neighbor remote-asコマンドによるピアの設定，または
neighbor peer-group（assigning member）コマンドによるピアグループへの所属が必要です。

2. 本コマンドをピアグループに設定する場合は，先に neighbor peer-group（creating）コマンドによる
ピアグループの設定が必要です。

［関連コマンド］

neighbor remote-as

neighbor peer-group（assigning member）

neighbor peer-group（creating）
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network【【【【OP-BGP】】】】

BGPで生成し，広告する経路情報のネットワークアドレスを指定します。指定したネットワークアドレス
と一致する任意のプロトコルのアクティブな経路が存在するとき，BGPの広告用経路を生成し，広告しま
す。広告用経路は非アクティブな経路で，フォワーディングテーブルには登録しません。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4経路に適用します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

本コマンドは複数指定できます。

［入力形式］

情報の設定

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
network <IPv4-Prefix>/<Mask-Len> [ge <Mask-Len>] [le <Mask-Len>]
（複数行の入力可）

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
network <IPv6-Prefix>/<Prefix-Len> [ge <Prefix-Len>] [le <Prefix -Len>]
（複数行の入力可）

情報の削除

config-routerモードまたは config-router-af(ipv4 vrf)モードの場合
no network <IPv4-Prefix>/<Mask-Len> [ge <Mask-Len>] [le <Mask-Len>]

config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードの場合
no network <IPv6-Prefix>/<Prefix-Len> [ge <Prefix -Len>] [le <Prefix -Len>]

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

<IPv4-Prefix><IPv4-Prefix><IPv4-Prefix><IPv4-Prefix>
IPv4アドレスのプレフィックスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv4アドレスのプレフィックスを指定します。
注　<IPv4-Prefix>の <Mask-Len>で指定した以降のビットは 0にしてください。

<Mask-Len><Mask-Len><Mask-Len><Mask-Len>
IPv4アドレスのマスク長を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません
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2. 値の設定範囲
0～ 32（10進数）を指定します。

<IPv6-Prefix><IPv6-Prefix><IPv6-Prefix><IPv6-Prefix>
IPv6アドレスのプレフィックスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv6アドレスのプレフィックスを指定します。
注　<IPv6-Prefix>の <Prefix-Len>で指定した以降のビットは 0にしてください。

<Prefix-Len><Prefix-Len><Prefix-Len><Prefix-Len>
IPv6アドレスのマスク長を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 128（10進数）を指定します。

ge <Mask-Len>ge <Mask-Len>ge <Mask-Len>ge <Mask-Len>
プレフィックスのマスク長が <Mask-Len>以上であることを条件とします。
1. 本パラメータ省略時の初期値

<IPv4-Prefix>/<Mask-Len>で指定した <Mask-Len>以上のマスク長であることを条件とします。
2. 値の設定範囲

0～ 32（10進数）を指定します。

le <Mask-Len>le <Mask-Len>le <Mask-Len>le <Mask-Len>
プレフィックスのマスク長が <Mask-Len>以下であることを条件とします。
ge <Mask-Len> ≦ le <Mask-Len>の条件を満たしてください。
1. 本パラメータ省略時の初期値

<IPv4-Prefix>/<Mask-Len>で指定した <Mask-Len>以下のマスク長であることを条件とします。
2. 値の設定範囲

0～ 32（10進数）を指定します。

ge <Prefix-Len>ge <Prefix-Len>ge <Prefix-Len>ge <Prefix-Len>
プレフィックス長が <Prefix-Len>以上であることを条件とします。
1. 本パラメータ省略時の初期値

<IPv6-Prefix>/<Prefix-Len>で指定した <Prefix-Len>以上のマスク長であることを条件としま
す。

2. 値の設定範囲
0～ 128（10進数）を指定します。

le <Prefix-Len>le <Prefix-Len>le <Prefix-Len>le <Prefix-Len>
プレフィックス長が <Prefix-Len>以下であることを条件とします。
ge <Prefix-Len> ≦ le <Prefix-Len>の条件を満たしてください。
1. 本パラメータ省略時の初期値

<IPv6-Prefix>/<Prefix-Len>で指定した <Prefix-Len>以下のマスク長であることを条件としま
す。

2. 値の設定範囲
0～ 128（10進数）を指定します。
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［コマンド省略時の動作］

広告用経路の生成および広告を行いません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. 広告用経路は明示的に経路フィルタリングを設定しないかぎり，すべてのピアに広告します。BGP経
路から生成された同じ宛先の広告用経路を BGP経路の学習元に広告した場合，経路ループが発生する
おそれがあるため経路フィルタリングで広告を抑止してください。

［関連コマンド］

route-map
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router bgp【【【【OP-BGP】】】】

ルーティングプロトコル BGP（BGP4および BGP4+）に関する動作情報を設定します。

本コマンド入力後，config-routerモードに移行します。

config-routerモードから config-router-af(ipv4 vrf)モードへの移行は address-family ipv4コマンドを使
用します。

config-routerモードから config-router-af(ipv6)モードまたは config-router-af(ipv6 vrf)モードへの移行は
address-family ipv6コマンドを使用します。

本コマンドは BGP4（VRFを含む）と BGP4+（VRFを含む）で共通です。

［入力形式］

情報の設定
router bgp <As>

情報の削除
no router bgp <As>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<As><As><As><As>
本装置が属する自律システムの AS番号を指定します。bgp confederation identifierコマンドでコン
フェデレーションの AS番号設定時は，自ルータが属するメンバー AS番号を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

BGPは動作しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. BGP4+経路情報は IPv6アドレスでピアリングした BGPセッションでだけ，学習および広告が可能で
す。

2. グローバルネットワークの BGP4ポリシーは config-routerモードで設定します。VRFの BGP4ポリ
シーは address-family ipv4コマンドで config-router-af(ipv4)モードに移行後，設定します。グローバ
ルネットワークの BGP4+ポリシーは address-family ipv6コマンドで config-router-af(ipv6)モードに
移行後，設定します。VRFの BGP4+ポリシーは address-family ipv6コマンドで
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config-router-af(ipv6 vrf)モードに移行後，設定します。
3. 本コマンドを削除した場合，config-routerモードおよび config-router-afモードで設定したすべてのコ
マンドが削除されます。

［関連コマンド］

interface

snmp

bgp confederation identifier
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timers bgp【【【【OP-BGP】】】】

すべての BGPピアについて，KEEPALIVEメッセージの送信間隔とホールドタイマ値を設定します。

ただし，neighbor timersが設定されている場合は，neighbor timersで設定されている KEEPALIVE
メッセージの送信間隔とホールドタイマ値が優先されます。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4または BGP4+に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
timers bgp <Keepalive> <Holdtime>

情報の削除
no timers bgp

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)(ipv4 vrf)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

<Keepalive><Keepalive><Keepalive><Keepalive>
BGPの KEEPALIVEメッセージの送信間隔（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 65534（10進数：秒）を指定します。
0を指定した場合，BGPセッション確立中の KEEPALIVEメッセージを送信しません。
<Holdtime>に 0を指定した場合，本パラメータに 0以外を指定できません。また，<Holdtime>
が 0以外の場合，<Holdtime>より小さい値でなくてはなりません。
なお，BGP4/BGP4+セッション確立時のホールドタイマ値のネゴシエーション結果によって採用
する KEEPALIVEメッセージ送信間隔は次のようになります。
・ホールドタイマ値のネゴシエーションで自側のホールドタイマ値を選択した場合，本パラメータ
を採用します。
・ホールドタイマ値のネゴシエーションで相手側のホールドタイマ値を選択した場合で，かつネゴ
シエーション結果のホールドタイマ値の 1/3が本パラメータより小さいときは，ネゴシエーション
結果のホールドタイマ値の 1/3を採用します。ネゴシエーション結果のホールドタイマ値の 1/3が
本パラメータ以上の場合は本パラメータを採用します。

<Holdtime><Holdtime><Holdtime><Holdtime>
Holdtimeタイマ値（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0，3～ 65535（10進数：秒）を指定します。
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0を指定した場合，ピアとのホールドタイムを監視しません。
<Keepalive>に 0を指定した場合，本パラメータに 0以外を指定できません。

［コマンド省略時の動作］

<Keepalive>に 60，<Holdtime>に 180が適用されます。

［通信への影響］

本コマンドでホールドタイマ値を変更した場合，すべてのピアとの BGPセッションをいったん切断する
ため，経路を再学習するまでの間，通信が停止します。

［設定値の反映契機］

本コマンドの設定時に反映されます。

［注意事項］

1. ピアと BGPセッション確立時のホールドタイムのネゴシエーション結果が 0以外の場合で
<Keepalive>に 0が設定されているとき，該当ピアでホールドタイムのタイムアウトが発生し，該当
ピアとの BGPセッションが切断されます。

2. 本コマンドによって <Holdtime>または <Keepalive>を変更した場合，全ピアとの BGPセッションを
いったん切断します。

［関連コマンド］

neighbor timers
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14　経路フィルタリング（IPv4／ IPv6
共通）

distribute-list in（BGP4）【OP-BGP】

distribute-list in（BGP4+）【OP-BGP】

distribute-list in（OSPF）

distribute-list in（OSPFv3）

distribute-list in（RIP）

distribute-list in（RIPng）

distribute-list out（BGP4）【OP-BGP】

distribute-list out（BGP4+）【OP-BGP】

distribute-list out（OSPF）

distribute-list out（OSPFv3）

distribute-list out（RIP）

distribute-list out（RIPng）

ip as-path access-list【OP-BGP】

ip community-list【OP-BGP】

ip prefix-list

ipv6 prefix-list

match as-path【OP-BGP】

match community【OP-BGP】

match interface

match ip address

match ip route-source

match ipv6 address

match ipv6 route-source
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match origin【OP-BGP】

match protocol

match route-type

match tag

match vrf【OP-NPAR】

neighbor in（BGP4）【OP-BGP】

neighbor in（BGP4+）【OP-BGP】

neighbor out（BGP4）【OP-BGP】

neighbor out（BGP4+）【OP-BGP】

redistribute（BGP4）【OP-BGP】

redistribute（BGP4+）【OP-BGP】

redistribute（OSPF）

redistribute（OSPFv3）

redistribute（RIP）

redistribute（RIPng）

route-map

set as-path prepend count【OP-BGP】

set community【OP-BGP】

set community-delete【OP-BGP】

set distance

set local-preference【OP-BGP】

set metric

set metric-type

set origin【OP-BGP】

set tag
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distribute-list in（BGP4）【【【【OP-BGP】】】】

BGP4で学習した経路をルーティングテーブルに取り込むかどうかをフィルタに従い制御します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
distribute-list {<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>} in

情報の削除
no distribute-list [{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}] in

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}
フィルタする access-list，prefix-listまたは route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<access list>には 1～ 199または 1300～ 2699（10進数），または 31文字以内の名前を指定しま
す。
<prefix list>には 31文字以内の名前を指定します。
<route map>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

BGP4で学習した経路の制御をしません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

運用コマンド clear ip bgp [vrf {<vrf id> | all}] * { in | both }の実行によって運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

access-list

ip access-list

ip prefix-list
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route-map
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distribute-list in（BGP4+）【【【【OP-BGP】】】】

BGP4+で学習した経路をルーティングテーブルに取り込むかどうかをフィルタに従い制御します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
distribute-list {prefix-list <prefix list> | route-map <route map>} in

情報の削除
no distribute-list [{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}] in

［入力モード］
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}
フィルタする prefix-listまたは route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<prefix list>には 31文字以内の名前を指定します。
<route map>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

BGP4+で学習した経路の制御をしません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

運用コマンド clear ipv6 bgp [vrf {<vrf id> | all}] * { in | both }の実行によって運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 prefix-list

route-map
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distribute-list in（OSPF）

OSPFで学習した経路をルーティングテーブルに取り込むかどうかをフィルタに従い制御します。

［入力形式］

情報の設定・変更
distribute-list {<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>} in

情報の削除
no distribute-list [{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}] in

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}
フィルタする access-list，prefix-listまたは route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<access list>には 1～ 199または 1300～ 2699（10進数），または 31文字以内の名前を指定しま
す。
<prefix list>には 31文字以内の名前を指定します。
<route map>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

OSPFで学習した経路の制御をしません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

route-map
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distribute-list in（OSPFv3）

OSPFv3で学習した経路をルーティングテーブルに取り込むかどうかをフィルタに従い制御します。

［入力形式］

情報の設定・変更
distribute-list {prefix-list <prefix list> | route-map <route map>} in

情報の削除
no distribute-list [{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}] in

［入力モード］
(config-rtr)

［パラメータ］

{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}
フィルタ条件を適用する prefix-listまたは route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<prefix list>には 31文字以内の名前を指定します。
<route map>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

OSPFv3で学習した経路の制御をしません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 prefix-list

route-map
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distribute-list in（RIP）

RIPで学習した経路をルーティングテーブルに取り込むかどうかをフィルタに従い制御します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークに適用します。

config-router-afモードで設定した場合，指定 VRFに適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
distribute-list {<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>} in [<interface type> 
<interface number>]
distribute-list {<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>} gateway 
<IPv4-Address> in

情報の削除
no distribute-list [{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}] in [<interface 
type> <interface number>]
no distribute-list [{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}] gateway 
<IPv4-Address> in

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}
フィルタする access-list，prefix-listまたは route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<access list>には 1～ 199または 1300～ 2699（10進数），または 31文字以内の名前を指定しま
す。
<prefix list>には 31文字以内の名前を指定します。
<route map>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

gateway <IPv4-Address>gateway <IPv4-Address>gateway <IPv4-Address>gateway <IPv4-Address>
ゲートウェイを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv4アドレスを指定します。

<interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number>
経路学習元のインタフェースを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
インタフェース専用のフィルタがありません。

2. 値の設定範囲
<interface type> <interface number>の形式で，次のように指定します。
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・vlan <vlan id>
　<vlan id>には interface vlanコマンドで設定した VLAN IDを指定します。
・mgmt 0（config-routerモードでだけ指定できます）

［コマンド省略時の動作］

RIPで学習した経路の制御をしません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

access-list

ip access-list

ip prefix-list

route-map
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distribute-list in（RIPng）

RIPngで学習した経路をルーティングテーブルに取り込むかどうかをフィルタに従い制御します。

［入力形式］

情報の設定・変更
distribute-list {prefix-list <prefix list> | route-map <route map>} in [<interface type> <interface 
number>]

情報の削除
no distribute-list [{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}] in [<interface type> <interface 
number>]

［入力モード］
(config-rtr-rip)

［パラメータ］

{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}
フィルタする prefix-listまたは route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<prefix list>には 31文字以内の名前を指定します。
<route map>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number>
経路学習元のインタフェースを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
インタフェースでフィルタしません。

2. 値の設定範囲
<interface type> <interface number>の形式で，次のように指定します。
・vlan <vlan id>
　<vlan id>には interface vlanコマンドで設定した VLAN IDを指定します。
・mgmt 0（グローバルネットワークの config-rtr-ripモードでだけ指定できます）

［コマンド省略時の動作］

RIPngで学習した経路の制御をしません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし
288



distribute-list in（RIPng）
［関連コマンド］

ipv6 prefix-list

route-map
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distribute-list out（BGP4）【OP-BGP】
distribute-list out（BGP4）【【【【OP-BGP】】】】

BGP4で広告する経路をフィルタに従い制御します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
distribute-list {<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>} out [<Protocol>]

情報の削除
no distribute-list [{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}] out [<Protocol>]

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}
フィルタする access-list，prefix-listまたは route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<access list>には 1～ 199または 1300～ 2699（10進数），または 31文字以内の名前を指定しま
す。
<prefix list>には 31文字以内の名前を指定します。
<route map>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<Protocol><Protocol><Protocol><Protocol>
経路学習元のプロトコルを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
プロトコルでフィルタしません。

2. 値の設定範囲
<Protocol> :={ connected | static | summary | rip | ospf <Domain-No> | bgp | extra-vrf }
　<Domain-No>：1～ 65535（10進数）

［コマンド省略時の動作］

BGPで広告する経路を制御しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

運用コマンド clear ip bgp [vrf {<vrf id> | all}] * { out | both }の実行によって運用に反映されます。
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［注意事項］

なし

［関連コマンド］

access-list

ip access-list

ip prefix-list

route-map
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distribute-list out（BGP4+）【【【【OP-BGP】】】】

BGP4+で広告する経路をフィルタに従い制御します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
distribute-list {prefix-list <prefix list> | route-map <route map>} out [<Protocol>]

情報の削除
no distribute-list [{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}] out [<Protocol>]

［入力モード］
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}
フィルタする prefix-list，または route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<prefix list>には 31文字以内の名前を指定します。
<route map>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<Protocol><Protocol><Protocol><Protocol>
経路学習元のプロトコルを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
プロトコルでフィルタしません。

2. 値の設定範囲
<Protocol> :={ connected | static | summary | rip | ospf <Domain-No> | bgp | extra-vrf }
　<Domain-No>：1～ 65535（10進数）

［コマンド省略時の動作］

BGP4+で広告する経路を制御しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

運用コマンド clear ipv6 bgp [vrf {<vrf id> | all}] * { out | both }の実行によって運用に反映されます。

［注意事項］

なし
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［関連コマンド］

ipv6 prefix-list

route-map
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distribute-list out（OSPF）
distribute-list out（OSPF）

OSPFで広告する経路をフィルタに従い制御します。

［入力形式］

情報の設定・変更
distribute-list {<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>} out [<Protocol>]

情報の削除
no distribute-list [{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}] out [<Protocol>]

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}
フィルタする access-list，prefix-listまたは route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<access list>には 1～ 199または 1300～ 2699（10進数），または 31文字以内の名前を指定しま
す。
<prefix list>には 31文字以内の名前を指定します。
<route map>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<Protocol><Protocol><Protocol><Protocol>
経路学習元のプロトコルを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
プロトコルでフィルタしません。

2. 値の設定範囲
<Protocol> :={ connected | static | summary | rip | ospf <Domain-No> | bgp | extra-vrf }
　<Domain-No>：1～ 65535（10進数）

［コマンド省略時の動作］

OSPFで広告する経路を制御しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし
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［関連コマンド］

access-list

ip access-list

ip prefix-list

route-map
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distribute-list out（OSPFv3）

OSPFv3で広告する経路をフィルタに従い制御します。

［入力形式］

情報の設定・変更
distribute-list {prefix-list <prefix list> | route-map <route map>} out [<Protocol>]

情報の削除
no distribute-list [{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}] out [<Protocol>]

［入力モード］
(config-rtr)

［パラメータ］

{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}
フィルタ条件を適用する prefix-listまたは route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<prefix list>には 31文字以内の名前を指定します。
<route map>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<Protocol><Protocol><Protocol><Protocol>
経路学習元のプロトコルを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
プロトコルでフィルタしません。

2. 値の設定範囲
<Protocol> :={ connected | static | summary | rip | ospf <Domain-No> | bgp | extra-vrf }
　<Domain-No>：1～ 65535（10進数）

［コマンド省略時の動作］

OSPFv3で広告する経路を制御しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 prefix-list

route-map
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distribute-list out（RIP）

RIPで広告する経路をフィルタに従い制御します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークに適用します。

config-router-afモードで設定した場合，指定 VRFに適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
distribute-list {<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>} out [{<interface type> 
<interface number> | <Protocol>}]
distribute-list {<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>} gateway 
<IPv4-Address> out [<Protocol>]

情報の削除
no distribute-list [{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}] out [{<interface 
type> <interface number> | <Protocol>}]
no distribute-list [{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}] gateway 
<IPv4-Address> out [<Protocol>]

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}{<access list> | prefix <prefix list> | route-map <route map>}
フィルタする access-list，prefix-listまたは route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<access list>には 1～ 199または 1300～ 2699（10進数），または 31文字以内の名前を指定しま
す。
<prefix list>には 31文字以内の名前を指定します。
<route map>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number>
経路学習元のインタフェースを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
インタフェースでフィルタしません。

2. 値の設定範囲
<interface type> <interface number>の形式で，次のように指定します。
・vlan <vlan id>
　<vlan id>には interface vlanコマンドで設定した VLAN IDを指定します。
・mgmt 0（config-routerモードでだけ指定できます）

<Protocol><Protocol><Protocol><Protocol>
経路学習元のプロトコルを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
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プロトコルでフィルタしません。
2. 値の設定範囲

<Protocol> := {connected | static | summary | rip | ospf <Domain-No> | bgp | extra-vrf }
　<Domain-No>：1～ 65535（10進数）

gateway <IPv4-Address>gateway <IPv4-Address>gateway <IPv4-Address>gateway <IPv4-Address>
ゲートウェイを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv4アドレスを指定します。

［コマンド省略時の動作］

RIPで広告する経路を制御しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

access-list

ip access-list

ip prefix-list

route-map
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distribute-list out（RIPng）

RIPngで広告する経路をフィルタに従い制御します。

［入力形式］

情報の設定・変更
distribute-list {prefix-list <prefix list> | route-map <route map>} out [{<interface type> <interface 
number> | <Protocol>}]

情報の削除
no distribute-list [{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}] out [{<interface type> 
<interface number> | <Protocol>}]

［入力モード］
(config-rtr-rip)

［パラメータ］

{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}
フィルタする prefix-listまたは route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<prefix list>には 31文字以内の名前を指定します。
<route map>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number>
経路学習元のインタフェースを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
インタフェースでフィルタしません。

2. 値の設定範囲
<interface type> <interface number>の形式で，次のように指定します。
・vlan <vlan id>
　<vlan id>には interface vlanコマンドで設定した VLAN IDを指定します。
・mgmt 0（グローバルネットワークの config-rtr-ripモードでだけ指定できます）

<Protocol><Protocol><Protocol><Protocol>
経路学習元のプロトコルを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
プロトコルでフィルタしません。

2. 値の設定範囲
<Protocol> :={ connected | static | summary | rip | ospf <Domain-No> | bgp | extra-vrf }
　<Domain-No>：1～ 65535（10進数）

［コマンド省略時の動作］

RIPngで広告する経路を制御しません。
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［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 prefix-list

route-map
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ip as-path access-list【【【【OP-BGP】】】】

BGP4，BGP4+の AS_PATHフィルタとして動作する access-listを設定します。AS_PATHフィルタとし
て動作する access-listでは，正規表現で指定された AS_PATH属性に基づいてフィルタします。

［入力形式］

情報の設定（変更はできません）
ip as-path access-list <Id> {permit | deny} <Regexp>

情報の削除
no ip as-path access-list <Id>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Id><Id><Id><Id>
AS_PATHフィルタの access-listを識別するための識別子を指定します。本識別子は access-listを参
照するために使います。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 500（10進数）を指定します。

{permit | deny}{permit | deny}{permit | deny}{permit | deny}
フィルタ条件に一致した場合のアクセスの許可，拒否を指定します。permitを指定した場合アクセス
を許可します。denyを指定した場合アクセスを拒否します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
permitまたは denyを指定します。

<Regexp><Regexp><Regexp><Regexp>
正規表現で AS_PATH属性を指定します。<Regexp>の前後をダブルクォート（"）で囲んで指定して
ください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
正規表現を指定します。正規表現については，「コンフィグレーションガイド Vol.3　13.1.2(3)(d) 
正規表現」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

access-listを使用しません。

［通信への影響］

なし
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［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. フィルタ条件に一致しない場合は，すべて denyになります。
存在しない as-path access-listも，フィルタとして使用できます。その場合，すべて permitになりま
す。

2. 正規表現に疑問符（?）を使用した場合，showコマンドによるコンフィグレーションの表示結果を入力
に使用しないでください。

［関連コマンド］

match as-path
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ip community-list【【【【OP-BGP】】】】

BGP4，BGP4+の Communityフィルタとして動作する community-listを設定します。Communityフィ
ルタとして動作する community-listでは，Communities属性に基づいてフィルタします。

［入力形式］

情報の設定（変更はできません）
ip community-list {<Standard> | standard <Id>} {permit | deny} [{<Community> | <AA>:<NN> | 
local-AS | no-advertise | no-export}] [...]
ip community-list {<Expanded> | expanded <Id>} {permit | deny} <Regexp>

情報の削除
no ip community-list {<Standard> | <Expanded> | standard <Id> | expanded <Id>}

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

{<Standard> | standard <Id>}{<Standard> | standard <Id>}{<Standard> | standard <Id>}{<Standard> | standard <Id>}
community-listを識別するための識別子を指定します。本識別子は community-listを参照するため
に使います。このパラメータを指定した場合，フィルタ条件として Communities属性の集合を指定
します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<Standard>は 1～ 99（10進数）を指定します。
<Id>は 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<Expanded> | expanded <Id>}{<Expanded> | expanded <Id>}{<Expanded> | expanded <Id>}{<Expanded> | expanded <Id>}
community-listを識別するための識別子を指定します。本識別子は community-listを参照するため
に使います。このパラメータを指定した場合，フィルタ条件として Communities属性を正規表現で
指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<Expanded>は 100～ 500（10進数）を指定します。
<Id>は 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{permit | deny}{permit | deny}{permit | deny}{permit | deny}
フィルタ条件に一致した場合のアクセスの許可，拒否を指定します。permitを指定した場合アクセス
を許可します。denyを指定した場合アクセスを拒否します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
permitまたは denyを指定します。

{<Community> | <AA>:<NN> | local-AS | no-advertise | no-export}{<Community> | <AA>:<NN> | local-AS | no-advertise | no-export}{<Community> | <AA>:<NN> | local-AS | no-advertise | no-export}{<Community> | <AA>:<NN> | local-AS | no-advertise | no-export}
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フィルタ条件として，Communities属性を指定します。このパラメータは 25個まで指定できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
どの Communities属性でも一致するフィルタ条件となります。

2. 値の設定範囲
<Community>，<AA>:<NN>，local-AS，no-advertiseまたは no-exportを指定します。
<Community>は 0～ 4294967295（10進数）を指定します。
<AA>:<NN>は，0～ 65535（10進数）: 0～ 65535（10進数）を指定します。

<Regexp><Regexp><Regexp><Regexp>
正規表現で Communities属性を指定します。<Regexp>の前後をダブルクォート（"）で囲んで指定
してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
正規表現を指定します。正規表現については，「コンフィグレーションガイド Vol.3　13.1.2(3)(d) 
正規表現」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

community-listを使用しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. フィルタ条件に一致しない場合は，すべて denyになります。
存在しない community-listも，フィルタとして使用できます。その場合，すべて permitになります。

2. 正規表現に疑問符（?）を使用した場合，showコマンドによるコンフィグレーションの表示結果を入力
に使用しないでください。

［関連コマンド］

match community
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ip prefix-list

IPv4 prefix-listを設定します。IPv4 prefix-listを使うと，IPv4アドレスまたは IPv4プレフィックスを
フィルタすることができます。

［入力形式］

情報の設定
ip prefix-list <Id> description <Text>
ip prefix-list <Id> [seq <Seq>] {permit | deny} <IPv4-Prefix>/<Mask-Len> [ge <Min-Len>] [le 
<Max-Len>]

情報の変更
ip prefix-list <Id> description <Text>

情報の削除
no ip prefix-list <Id>
no ip prefix-list <Id> description
no ip prefix-list <Id> seq <Seq>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Id><Id><Id><Id>
設定する IPv4 prefix-listの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

description <Text>description <Text>description <Text>description <Text>
IPv4 prefix-listの補足説明を設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
64文字以内の文字列をダブルクォート（"）で囲んで設定します。入力可能な文字は，英数字と特
殊文字です。入力文字列にスペースなどの特殊文字を含まない場合，文字列をダブルクォート（"）
で囲まなくても設定できます。詳細は，「パラメータに指定できる値」の「■任意の文字列」を参
照してください。

seq <Seq>seq <Seq>seq <Seq>seq <Seq>
フィルタ条件の適用順序を設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

prefix-list中に条件を設定したことがない場合，初期値は 10です。条件を設定したことがある場
合，今まで設定した条件の最大値 +10です。

2. 値の設定範囲
1～ 4294967295（10進数）を指定します。すでに 4294967285より大きい条件を設定したことが
ある場合，<Seq>を省略するとエラーになります。
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{permit | deny}{permit | deny}{permit | deny}{permit | deny}
フィルタ条件に一致した場合のアクセスの許可，拒否を指定します。permitを指定した場合アクセス
を許可します。denyを指定した場合アクセスを拒否します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
permitまたは denyを指定します。

<IPv4-Prefix>/<Mask-Len><IPv4-Prefix>/<Mask-Len><IPv4-Prefix>/<Mask-Len><IPv4-Prefix>/<Mask-Len>
フィルタ条件として IPv4プレフィックスのアドレス条件を指定します。アドレス <IPv4-Prefix>と，
一致を確認する範囲 <Mask-Len>を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Prefix>には IPv4プレフィックスを指定します。<Mask-Len>には 0～ 32（10進数）を
指定します。
注　<IPv4-Prefix>の <Mask-Len>で指定した以降のビットは 0にしてください。

[ge <Min-Len>] [le <Max-Len>][ge <Min-Len>] [le <Max-Len>][ge <Min-Len>] [le <Max-Len>][ge <Min-Len>] [le <Max-Len>]
フィルタ条件として使用するマスク長の最小値と最大値を指定します。ge <Min-Len>はマスク長の
最小値を指定します。le <Max-Len>はマスク長の最大値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

ge，le両方を省略した場合，<Mask-Len>と同じであることを条件とします。
leだけを省略した場合，<Min-Len>以上，32以下を条件とします。
geだけを省略した場合，<Mask-Len>以上，<Max-Len>以下を条件とします。

2. 値の設定範囲
<Min-Len>には 0～ 32（10進数）を指定します。
<Max-Len>には 0～ 32（10進数）を指定します。
geを省略する場合，<Mask-Len> ≦ <Max-Len>の条件を満たしてください。
geを省略しない場合，<Min-Len> ≦ <Max-Len>の条件を満たしてください。

［コマンド省略時の動作］

prefix-listを使用しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. フィルタ条件に一致しない場合は，すべて denyになります。
permit，denyを設定していない prefix-listも，フィルタとして使用できます。その場合，すべて
permitになります。

2. 本コマンドでは，description以外の設定値を変更できません。また，一つの識別子（<Id>）に対して，
設定済みの prefix-listとプレフィックス（<IPv4-Prefix>/<Mask-Len>および [ge <Min-Len>] [le 
<Max-Len>]の設定値）が重複するエントリを指定できません。
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［関連コマンド］

distribute-list in（RIP）（OSPF）（BGP4）

distribute-list out（RIP）（OSPF）（BGP4）

neighbor in（BGP4）

neighbor out（BGP4）
307



ipv6 prefix-list
ipv6 prefix-list

IPv6 prefix-listを設定します。IPv6 prefix-listを使うと，IPv6アドレスまたは IPv6プレフィックスを
フィルタすることができます。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 prefix-list <Id> description <Text>
ipv6 prefix-list <Id> [seq <Seq>] {permit | deny} <IPv6-Prefix>/<Prefix-Len> [ge <Min-Len>] [le 
<Max-Len>]

情報の変更
ipv6 prefix-list <Id> description <Text>

情報の削除
no ipv6 prefix-list <Id>
no ipv6 prefix-list <Id> description
no ipv6 prefix-list <Id> seq <Seq>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Id><Id><Id><Id>
設定する IPv6 prefix-listの識別子を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

description <Text>description <Text>description <Text>description <Text>
IPv6 prefix-listの補足説明を設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
64文字以内の文字列をダブルクォート（"）で囲んで設定します。入力可能な文字は，英数字と特
殊文字です。入力文字列にスペースなどの特殊文字を含まない場合，文字列をダブルクォート（"）
で囲まなくても設定できます。詳細は，「パラメータに指定できる値」の「■任意の文字列」を参
照してください。

seq <Seq>seq <Seq>seq <Seq>seq <Seq>
フィルタ条件の適用順序を設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

prefix-list中に条件を指定したことがない場合，初期値は 10です。条件を設定したことがある場
合，今まで設定した条件の最大値 +10です。

2. 値の設定範囲
1～ 4294967295（10進数）を指定します。すでに 4294967285より大きい条件を設定したことが
ある場合，<Seq>を省略するとエラーになります。
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{permit | deny}{permit | deny}{permit | deny}{permit | deny}
フィルタ条件に一致した場合のアクセスの許可，拒否を指定します。permitを指定した場合アクセス
を許可します。denyを指定した場合アクセスを拒否します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
permitまたは denyを指定します。

<IPv6-Prefix>/<Prefix-Len><IPv6-Prefix>/<Prefix-Len><IPv6-Prefix>/<Prefix-Len><IPv6-Prefix>/<Prefix-Len>
フィルタ条件として IPv6プレフィックスのアドレス条件を指定します。アドレス <IPv6-Prefix>と，
一致を確認する範囲 <Prefix-Len>を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv6-Prefix>には IPv6プレフィックスを指定します。
<Prefix-Len>には 0～ 128（10進数）を指定します。
注　<IPv6-Prefix>の <Prefix-Len>で指定した以降のビットは 0にしてください。

[ge <Min-Len>] [le <Max-Len>][ge <Min-Len>] [le <Max-Len>][ge <Min-Len>] [le <Max-Len>][ge <Min-Len>] [le <Max-Len>]
フィルタ条件として使用するプレフィックス長の最小値と最大値を指定します。ge <Min-Len>はプ
レフィックス長の最小値を指定します。le <Max-Len>はプレフィックス長の最大値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

ge，le両方を省略した場合，<Mask-Len>と同じであることを条件とします。
leだけを省略した場合，<Min-Len>以上，128以下を条件とします。
geだけを省略した場合，<Mask-Len>以上，<Max-Len>以下を条件とします。

2. 値の設定範囲
<Min-Len>には 0～ 128（10進数）を指定します。
<Max-Len>には 0～ 128（10進数）を指定します。
geを省略する場合，<Mask-Len> ≦ <Max-Len>の条件を満たしてください。
geを省略しない場合，<Min-Len> ≦ <Max-Len>の条件を満たしてください。

［コマンド省略時の動作］

prefix-listを使用しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. フィルタ条件に一致しない場合は，すべて denyになります。
permit，denyを設定していない prefix-listも，フィルタとして使用できます。その場合，すべて
permitになります。

2. 本コマンドでは，description以外の設定値を変更できません。また，一つの識別子（<Id>）に対して，
設定済みの prefix-listとプレフィックス（<IPv6-Prefix>/<Prefix-Len>および [ge <Min-Len>] [le 
<Max-Len>]の設定値）が重複するエントリを指定できません。
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［関連コマンド］

distribute-list in（RIPng）（OSPFv3）（BGP4+）

distribute-list out（RIPng）（OSPFv3）（BGP4+）

neighbor in（BGP4+）

neighbor out（BGP4+）
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match as-path【【【【OP-BGP】】】】

route-mapに AS_PATH属性によるフィルタ条件を設定します。

［入力形式］

情報の設定・追加（変更はできません）
match as-path <Aspath-List> [...]

情報の削除
no match as-path [<Aspath-List> [...]]

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

<Aspath-List><Aspath-List><Aspath-List><Aspath-List>
条件となる AS_PATHフィルタの access-listを指定します。match as-pathエントリがすでに存在し
ている場合，既存のエントリへ追加します。ただし，入力した AS_PATHフィルタの access-listがす
でに存在する場合は追加しません。このパラメータは 16個まで指定できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 500（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

AS_PATH属性をフィルタ条件としません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip as-path access-list
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match community【【【【OP-BGP】】】】

route-mapに Communities属性によるフィルタ条件を設定します。

［入力形式］

情報の設定・追加（変更はできません）
match community <Community-List> [...]

情報の削除
no match community [<Community-List> [...]]

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

<Community-List><Community-List><Community-List><Community-List>
条件となる community-listを指定します。match communityエントリがすでに存在している場合，
既存のエントリへ追加します。ただし，入力した community-listがすでに存在する場合は追加しませ
ん。このパラメータは 16個まで指定できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 500（10進数）または 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

Communities属性をフィルタ条件としません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip community-list
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match interface

route-mapにインタフェースによるフィルタ条件を設定します。

［入力形式］

情報の設定・追加（変更はできません）
match interface <interface type> <interface number> [...]

情報の削除
no match interface [<interface type> <interface number> [...]]

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

<interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number>
条件となるインタフェースを指定します。match interfaceエントリがすでに存在している場合，既存
のエントリへ追加します。ただし，入力したインタフェースがすでに存在する場合は追加しません。
このパラメータは 16個まで指定できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<interface type> <interface number>の形式で，次のように指定します。
・vlan <vlan id>
　<vlan id>には interface vlanコマンドで設定した VLAN IDを指定します。
・loopback 0
・loopback <loopback id>【【【【OP-NPAR】】】】
　<loopback id>には interface loopbackコマンドで設定したループバックインタフェース IDを
指定します。
・mgmt 0
・null 0

［コマンド省略時の動作］

インタフェースをフィルタ条件としません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. BGP4・BGP4+の学習経路フィルタリングでは，経路はどのインタフェースともマッチしません。

［関連コマンド］

なし
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match ip address
match ip address

route-mapに IPv4宛先プレフィックスによるフィルタ条件を設定します。

［入力形式］

情報の設定・追加（変更はできません )
match ip address {<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}

情報の削除
no match ip address [{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}]

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}
条件となる IPv4宛先プレフィックスを，access-listまたは prefix-listで指定します。match ip 
addressエントリがすでに存在している場合，既存のエントリへ追加します。ただし，入力したリス
トがすでに存在する場合は追加しません。また，同一エントリに access-listと prefix-listを同時に指
定することはできません。このパラメータは 16個まで指定できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<access list>は 1～ 199または 1300～ 2699（10進数），または 31文字以内の名前を指定しま
す。
<prefix list>は 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

IPv4宛先プレフィックスをフィルタ条件としません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドでは IPv6宛先プレフィックスは，すべて permitになります。

［関連コマンド］

access-list

ip access-list

prefix-list
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match ip route-source
match ip route-source

route-mapに送信元 IPv4アドレスによるフィルタ条件を設定します。

［入力形式］

情報の設定・追加（変更はできません）
match ip route-source {<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}

情報の削除
no match ip route-source [{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}]

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}
条件となる送信元 IPv4アドレスを，access-listまたは prefix-listで指定します。match ip 
route-sourceエントリがすでに存在している場合，既存のエントリへ追加します。ただし，入力した
リストがすでに存在する場合は追加しません。また，同一エントリに access-listと prefix-listを同時
に指定することはできません。このパラメータは 16個まで指定できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<access list>は 1～ 199または 1300～ 2699（10進数），または 31文字以内の名前を指定しま
す。
<prefix list>は 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

送信元 IPv4アドレスをフィルタ条件としません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドでは送信元 IPv6アドレスは，すべて permitになります。

［関連コマンド］

access-list

ip access-list

ip prefix-list
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match ipv6 address
match ipv6 address

route-mapに IPv6宛先プレフィックスによるフィルタ条件を設定します。

［入力形式］

情報の設定・追加（変更はできません）
match ipv6 address {<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}

情報の削除
no match ipv6 address [{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}]

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}
条件となる IPv6宛先プレフィックスを，access-listまたは prefix-listで指定します。match ipv6 
addressエントリがすでに存在している場合，既存のエントリへ追加します。ただし，入力したリス
トがすでに存在する場合は追加しません。また，同一エントリに access-listと prefix-listを同時に指
定することはできません。このパラメータは 16個まで指定できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<access list>は 31文字以内の名前を指定します。
<prefix list>は 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

IPv6宛先プレフィックスをフィルタ条件としません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドでは IPv4宛先プレフィックスは，すべて permitになります。

［関連コマンド］

ipv6 access-list

ipv6 prefix-list
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match ipv6 route-source
match ipv6 route-source

route-mapに送信元 IPv6アドレスによるフィルタ条件を設定します。

［入力形式］

情報の設定・追加（変更はできません）
match ipv6 route-source {<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}

情報の削除
no match ipv6 route-source [{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}]

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}{<access list> [...] | prefix-list <prefix list> [...]}
条件となる送信元 IPv6アドレスを，access-listまたは prefix-listで指定します。match ipv6 
route-sourceエントリがすでに存在している場合，既存のエントリへ追加します。ただし，入力した
リストがすでに存在する場合は追加しません。また，同一エントリに access-listと prefix-listを同時
に指定することはできません。このパラメータは 16個まで指定できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<access list>は 31文字以内の名前を指定します。
<prefix list>は 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

送信元 IPv6アドレスをフィルタ条件としません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドでは送信元 IPv4アドレスは，すべて permitになります。

［関連コマンド］

ipv6 access-list

ipv6 prefix-list
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match origin【OP-BGP】
match origin【【【【OP-BGP】】】】

route-mapに ORIGIN属性によるフィルタ条件を設定します。

［入力形式］

情報の設定・追加（変更はできません）
match origin [igp] [egp] [incomplete]

情報の削除
no match origin [igp] [egp] [incomplete]

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

[igp] [egp] [incomplete][igp] [egp] [incomplete][igp] [egp] [incomplete][igp] [egp] [incomplete]
条件となる ORIGIN属性を指定します。match originエントリがすでに存在している場合，既存のエ
ントリへ追加します。ただし，入力した ORIGIN属性がすでに存在する場合は追加しません。
1. 本パラメータ省略時の初期値
なし。match originエントリが存在しない場合，作成されません。

2. 値の設定範囲
igp，egpまたは incompleteを指定します。

［コマンド省略時の動作］

ORIGIN属性をフィルタ条件としません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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match protocol
match protocol

route-mapにルーティングプロトコルによるフィルタ条件を設定します。

［入力形式］

情報の設定・追加（変更はできません）
match protocol <Protocol> [...]

情報の削除
no match protocol [<Protocol> [...]]

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

<Protocol><Protocol><Protocol><Protocol>
条件となるプロトコルを指定します。match protocolエントリがすでに存在している場合，既存のエ
ントリへ追加します。ただし，入力したプロトコルがすでに存在する場合は追加しません。このパラ
メータは 16個まで指定できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<Protocol> :={ connected | static | summary | rip | ospf <Domain-No> | bgp | extra-vrf }
　<Domain-No>：1～ 65535（10進数）

［コマンド省略時の動作］

プロトコルをフィルタ条件としません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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match route-type
match route-type

route-mapに経路種別によるフィルタ条件を設定します。

［入力形式］

情報の設定・追加（変更はできません）
match route-type [local] [internal] [external] [external type-1] [external type-2] [nssa-external] 
[nssa-external type-1] [nssa-external type-2]

情報の削除
no match route-type [local] [internal] [external] [external type-1] [external type-2] [nssa-external] 
[nssa-external type-1] [nssa-external type-2]

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

[local] [internal] [external] [external type-1] [external type-2] [nssa-external] [nssa-external type-1] [local] [internal] [external] [external type-1] [external type-2] [nssa-external] [nssa-external type-1] [local] [internal] [external] [external type-1] [external type-2] [nssa-external] [nssa-external type-1] [local] [internal] [external] [external type-1] [external type-2] [nssa-external] [nssa-external type-1] 
[nssa-external type-2][nssa-external type-2][nssa-external type-2][nssa-external type-2]

条件となる経路種別を指定します。match route-typeエントリがすでに存在している場合，既存のエ
ントリへ追加します。ただし，入力したパラメータがすでに存在する場合は追加しません。
1. 本パラメータ省略時の初期値
なし。match route-typeエントリが存在しない場合，作成されません。

2. 値の設定範囲
local，internal，external，external type-1，external type-2，nssa-external，nssa-external 
type-1，または nssa-external type-2を指定します。
localは BGP4/BGP4+経路広告用経路生成によって生成した経路を学習元とする場合に指定しま
す。
internalは OSPF/OSPFv3のエリア内経路とエリア間経路です。
externalは OSPF/OSPFv3の AS外経路です。type-1，type-2は AS外経路のメトリック種別で
す。externalを指定した場合，external type-1，external type-2両方を指定した場合と同じです。
nssa-externalは OSPFの NSSAから学習した AS外経路です。type-1，type-2は AS外経路のメ
トリック種別です。nssa-externalを指定した場合，nssa-external type-1と nssa-external type-2
の両方を指定したときと同じになります。

［コマンド省略時の動作］

経路種別をフィルタ条件としません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし
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match route-type
［関連コマンド］

なし
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match tag
match tag

route-mapにタグによるフィルタ条件を設定します。

［入力形式］

情報の設定・追加（変更はできません）
match tag <Tag> [...]

情報の削除
no match tag [<Tag> [...]]

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

<Tag><Tag><Tag><Tag>
条件となるタグを指定します。match tagエントリがすでに存在している場合，既存のエントリへ追
加します。ただし，入力したタグがすでに存在する場合は追加しません。このパラメータは 16個ま
で指定できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 4294967295（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

タグをフィルタ条件としません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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match vrf【OP-NPAR】
match vrf【【【【OP-NPAR】】】】

route-mapに VRFによるフィルタ条件を設定します。

［入力形式］

情報の設定・追加（変更はできません）
match vrf {<vrf id> | global } [<vrf id> ...]

情報の削除
no match vrf [{<vrf id> | global } [<vrf id> ...]]

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

{<vrf id> | global } [<vrf id> ...]{<vrf id> | global } [<vrf id> ...]{<vrf id> | global } [<vrf id> ...]{<vrf id> | global } [<vrf id> ...]
条件となる VRFを指定します。match vrfエントリがすでに存在している場合，既存のエントリへ追
加します。ただし，入力したパラメータがすでに存在する場合は追加しません。本コマンドは，パラ
メータを 16個まで指定できます。

<vrf id><vrf id><vrf id><vrf id>
VRF経路をフィルタ条件とします。

globalglobalglobalglobal
グローバル経路をフィルタ条件とします。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
globalまたは <vrf id>
<vrf id>には VRF IDを指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

VRFをフィルタ条件としません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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neighbor in（BGP4）【OP-BGP】
neighbor in（BGP4）【【【【OP-BGP】】】】

BGP4で学習した経路をルーティングテーブルに取り込むかどうかをフィルタに従い制御します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} {distribute-list <access list> | prefix-list <prefix list> | 
route-map <route map>} in

情報の削除
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} [{distribute-list [<access list>] | prefix-list [<prefix 
list>] | route-map [<route map>]} in]

注
no neighbor <IPv4-Address>ではピアのすべての neighborコマンド，no neighbor 
<Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連するすべての
neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}
フィルタする neighborの IPv4アドレスまたはフィルタする BGP4のピアグループの識別子を指定し
ます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{distribute-list <access list> | prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{distribute-list <access list> | prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{distribute-list <access list> | prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{distribute-list <access list> | prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}
フィルタする access-list，prefix-listまたは route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<access list>には 1～ 199または 1300～ 2699（10進数），または 31文字以内の名前を指定しま
す。
<prefix list>には 31文字以内の名前を指定します。
<route map>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

BGP4で学習した経路の制御をしません。
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neighbor in（BGP4）【OP-BGP】
［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

運用コマンド clear ip bgp [vrf {<vrf id> | all}] * { in | both }の実行によって運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

access-list

ip access-list

ip prefix-list

route-map
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neighbor in（BGP4+）【OP-BGP】
neighbor in（BGP4+）【【【【OP-BGP】】】】

BGP4+で学習した経路をルーティングテーブルに取り込むかどうかをフィルタに従い制御します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} {prefix-list <prefix list> | route-map <route map> } in

情報の削除
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [{prefix-list [<prefix list>] | route-map [<route 
map>] } in]

注
no neighbor <IPv6-Address>ではピアのすべての neighborコマンド，no neighbor 
<Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連するすべての
neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}
フィルタする neighborの IPv6アドレスまたはフィルタする BGP4+のピアグループの識別子を指定
します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}
フィルタ条件を適用する prefix-listまたは route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<prefix list>には 31文字以内の名前を指定します。
<route map>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

BGP4+で学習した経路の制御をしません。

［通信への影響］

なし
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neighbor in（BGP4+）【OP-BGP】
［設定値の反映契機］

運用コマンド clear ipv6 bgp [vrf {<vrf id> | all}] * { in | both }の実行によって運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 prefix-list

route-map
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neighbor out（BGP4）【OP-BGP】
neighbor out（BGP4）【【【【OP-BGP】】】】

BGP4で広告する経路をフィルタに従い制御します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} {distribute-list <access list> | prefix-list <prefix list> | 
route-map <route map>} out [<Protocol>]

情報の削除
no neighbor {<IPv4-Address> | <Peer-Group>} [{distribute-list [<access list>] | prefix-list [<prefix 
list>] | route-map [<route map>]} out [<Protocol>]]

注
no neighbor <IPv4-Address>ではピアのすべての neighborコマンド，no neighbor 
<Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連するすべての
neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}{<IPv4-Address> | <Peer-Group>}
フィルタする neighborの IPv4アドレスまたはフィルタする BGP4のピアグループの識別子を指定し
ます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv4-Address>には IPv4アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{distribute-list <access list> | prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{distribute-list <access list> | prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{distribute-list <access list> | prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{distribute-list <access list> | prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}
フィルタする access-list，prefix-listまたは route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<access list>には 1～ 199または 1300～ 2699（10進数），または 31文字以内の名前を指定しま
す。
<prefix list>には 31文字以内の名前を指定します。
<route map>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<Protocol><Protocol><Protocol><Protocol>
経路学習元のプロトコルを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
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プロトコルでフィルタしません。
2. 値の設定範囲

<Protocol> := {connected | static | summary | rip | ospf <Domain-No> | bgp | extra-vrf}
　<Domain-No>：1～ 65535（10進数）

［コマンド省略時の動作］

BGP4で広告する経路を制御しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

運用コマンド clear ip bgp [vrf {<vrf id> | all}] * { out | both }の実行によって運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

access-list

ip access-list

ip prefix-list

route-map
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neighbor out（BGP4+）【【【【OP-BGP】】】】

BGP4+で広告する経路をフィルタに従い制御します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更
neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} {prefix-list <prefix list> | route-map <route map> } out 
[<Protocol>]

情報の削除
no neighbor {<IPv6-Address> | <Peer-Group>} [{prefix-list [<prefix list>] | route-map [<route 
map>] } out [<Protocol>]]

注
no neighbor <IPv6-Address>ではピアのすべての neighborコマンド，no neighbor 
<Peer-Group>ではピアグループに所属するピアの設定を含むピアグループに関連するすべての
neighborコマンドが削除されます。

［入力モード］
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}{<IPv6-Address> | <Peer-Group>}
フィルタする neighborの IPv6アドレスまたはフィルタする BGP4+のピアグループの識別子を指定
します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv6-Address>には IPv6アドレスを指定します。
<Peer-Group>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}{prefix-list <prefix list> | route-map <route map>}
フィルタ条件を適用する prefix-listまたは route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<prefix list>には 31文字以内の名前を指定します。
<route map>には 31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<Protocol><Protocol><Protocol><Protocol>
経路学習元のプロトコルを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
プロトコルでフィルタしません。

2. 値の設定範囲
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<Protocol> := {connected | static | summary | rip | ospf <Domain-No> | bgp | extra-vrf }
　<Domain-No>：1～ 65535（10進数）

［コマンド省略時の動作］

BGP4+で広告する経路を制御しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

運用コマンド clear ipv6 bgp [vrf {<vrf id> | all}] * { out | both }の実行によって運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 prefix-list

route-map
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redistribute（BGP4）【【【【OP-BGP】】】】

BGP4に他プロトコルで学習した経路を広告するかどうかをフィルタに従い制御します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4に適用します。

config-router-af(ipv4 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更・追加
redistribute <Protocol> [<Protocol-Options>] [metric <Metric>] [route-map <route map>]

情報の削除
no redistribute <Protocol>

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

<Protocol> <Protocol> <Protocol> <Protocol> 
経路学習元のプロトコルを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<Protocol> := {connected | static | summary | rip | ospf <Domain-No> | bgp | extra-vrf}
　<Domain-No>：1～ 65535（10進数）

<Protocol-Options><Protocol-Options><Protocol-Options><Protocol-Options>
経路種別を指定します。<Protocol>が ospfの場合だけ指定できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
すべての経路がフィルタ対象になります。

2. 値の設定範囲
<Protocol-Options> := match {[internal] [external] [external 1] [external 2] [nssa-external] 
[nssa-external 1] [nssa-external 2]}

metric <Metric>metric <Metric>metric <Metric>metric <Metric>
経路広告時のメトリック値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

BGP4のデフォルト値に従います。
2. 値の設定範囲

0～ 4294967295（10進数）を指定します。

route-map <route map>route-map <route map>route-map <route map>route-map <route map>
フィルタ条件を適用する route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

route-mapでフィルタしません。
2. 値の設定範囲

31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。
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［コマンド省略時の動作］

他プロトコルで学習した経路を広告しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

運用コマンド clear ip bgp [vrf {<vrf id> | all}] * { out | both }の実行によって運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

route-map
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redistribute（BGP4+）【【【【OP-BGP】】】】

BGP4+に他プロトコルで学習した経路を広告するかどうかをフィルタに従い制御します。

config-router-af(ipv6)モードで設定した場合，グローバルネットワークの BGP4+経路に適用します。

config-router-af(ipv6 vrf)モードで設定した場合，指定 VRFの BGP4+経路に適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更・追加
redistribute <Protocol> [<Protocol-Options>] [metric <Metric>] [route-map <route map>]

情報の削除
no redistribute <Protocol>

［入力モード］
(config-router-af)(ipv6)
(config-router-af)(ipv6 vrf)

［パラメータ］

<Protocol> <Protocol> <Protocol> <Protocol> 
経路学習元のプロトコルを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<Protocol> :={ connected | static | summary | rip | ospf <Domain-No> | bgp | extra-vrf }
　<Domain-No>：1～ 65535（10進数）

<Protocol-Options><Protocol-Options><Protocol-Options><Protocol-Options>
経路種別を指定します。<Protocol>が ospfの場合だけ指定できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
すべての経路がフィルタ対象になります。

2. 値の設定範囲
<Protocol-Options> := match {[internal] [external] [external 1] [external 2] [nssa-external] 
[nssa-external 1] [nssa-external 2]}

metric <Metric>metric <Metric>metric <Metric>metric <Metric>
経路広告時のメトリック値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

BGP4+のデフォルト値に従います。
2. 値の設定範囲

0～ 4294967295（10進数）を指定します。

route-map <route map>route-map <route map>route-map <route map>route-map <route map>
フィルタ条件を適用する route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

route-mapでフィルタしません。
2. 値の設定範囲

31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。
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［コマンド省略時の動作］

他プロトコルで学習した経路を広告しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

運用コマンド clear ipv6 bgp [vrf {<vrf id> | all}] * { out | both }の実行によって運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

route-map
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redistribute（OSPF）

OSPFに他プロトコルで学習した経路を導入するかどうかをフィルタに従い制御します。

［入力形式］

情報の設定・変更・追加
redistribute <Protocol> [<Protocol-Options>] [metric <Metric>] [metric-type [{1 | 2}]] [tag <Tag>] 
[route-map <route map>]

情報の削除
no redistribute <Protocol>

［入力モード］
(config-router)

［パラメータ］

<Protocol><Protocol><Protocol><Protocol>
経路学習元のプロトコルを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<Protocol> :={ connected | static | summary | rip | ospf <Domain-No> | bgp | extra-vrf }
　<Domain-No>：1～ 65535（10進数）

<Protocol-Options><Protocol-Options><Protocol-Options><Protocol-Options>
経路種別を指定します。<Protocol>が ospfの場合だけ指定できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
すべての経路がフィルタ対象になります。

2. 値の設定範囲
<Protocol-Options> := match {[internal] [external] [external 1] [external 2] [nssa-external] 
[nssa-external 1] [nssa-external 2]}

metric <Metric>metric <Metric>metric <Metric>metric <Metric>
経路広告時のメトリック値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

default-metricコマンドに従います。default-metricコマンドを設定していない場合，0または学
習元プロトコルのメトリック値になります。

2. 値の設定範囲
0～ 16777214（10進数）を指定します。

metric-type [{1 | 2}]metric-type [{1 | 2}]metric-type [{1 | 2}]metric-type [{1 | 2}]
経路広告時のメトリック種別を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

type 2です。
2. 値の設定範囲

1または 2を指定します。

tag <Tag>tag <Tag>tag <Tag>tag <Tag>
経路広告時のタグ値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
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0です。
2. 値の設定範囲

0～ 4294967295（10進数）を指定します。

route-map <route map>route-map <route map>route-map <route map>route-map <route map>
フィルタ条件を適用する route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

route-mapでフィルタしません。
2. 値の設定範囲

31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

他プロトコルで学習した経路を導入しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

route-map
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redistribute（OSPFv3）

OSPFv3に他プロトコルで学習した経路を広告するかどうかをフィルタに従い制御します。

［入力形式］

情報の設定・変更・追加
redistribute <Protocol> [<Protocol-Options>] [metric <Metric>] [metric-type [{1 | 2}]] [tag <Tag>] 
[route-map <route map>]

情報の削除
no redistribute <Protocol>

［入力モード］
(config-rtr)

［パラメータ］

<Protocol><Protocol><Protocol><Protocol>
経路学習元のプロトコルを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<Protocol> :={ connected | static | summary | rip | ospf <Domain-No> | bgp | extra-vrf }
　<Domain-No>：1～ 65535（10進数）

<Protocol-Options><Protocol-Options><Protocol-Options><Protocol-Options>
経路種別を指定します。<Protocol>が ospfの場合だけ指定できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
すべての経路がフィルタ対象になります。

2. 値の設定範囲
<Protocol-Options> := match {[internal] [external] [external 1] [external 2] [nssa-external] 
[nssa-external 1] [nssa-external 2]}

metric <Metric>metric <Metric>metric <Metric>metric <Metric>
経路広告時のメトリック値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

default-metricコマンドに従います。default-metricコマンドを設定していない場合，0または学
習元プロトコルのメトリック値になります。

2. 値の設定範囲
0～ 16777214（10進数）を指定します。

metric-type [{1 | 2}]metric-type [{1 | 2}]metric-type [{1 | 2}]metric-type [{1 | 2}]
経路広告時のメトリック種別を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
メトリック種別を広告しません。

2. 値の設定範囲
1または 2を指定します。

tag <Tag>tag <Tag>tag <Tag>tag <Tag>
経路広告時のタグ値を指定します。OSPFv3では値 0のタグを広告しません。
1. 本パラメータ省略時の初期値
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タグ値は 0になります。
2. 値の設定範囲

0～ 4294967295（10進数）を指定します。

route-map <route map>route-map <route map>route-map <route map>route-map <route map>
フィルタ条件を適用する route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

route-mapでフィルタしません。
2. 値の設定範囲

31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

他プロトコルで学習した経路を広告しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

route-map
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redistribute（RIP）

RIPに他プロトコルで学習した経路を広告するかどうかをフィルタに従い制御します。

config-routerモードで設定した場合，グローバルネットワークに適用します。

config-router-afモードで設定した場合，指定 VRFに適用します。

［入力形式］

情報の設定・変更・追加
redistribute <Protocol> [<Protocol-Options>] [metric <Metric>] [route-map <route map>]

情報の削除
no redistribute <Protocol>

［入力モード］
(config-router)
(config-router-af)

［パラメータ］

<Protocol> <Protocol> <Protocol> <Protocol> 
経路学習元のプロトコルを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<Protocol> :={ connected | static | summary | rip | ospf <Domain-No> | bgp | extra-vrf}
　<Domain-No>：1～ 65535（10進数）

<Protocol-Options><Protocol-Options><Protocol-Options><Protocol-Options>
経路種別を指定します。<Protocol>が ospfの場合だけ指定できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
すべての経路種別がフィルタ対象になります。

2. 値の設定範囲
<Protocol-Options> := match {[internal] [external] [external 1] [external 2] [nssa-external] 
[nssa-external 1] [nssa-external 2]}

metric <Metric>metric <Metric>metric <Metric>metric <Metric>
経路広告時のメトリック値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

RIPのデフォルト値に従います。
2. 値の設定範囲

1～ 16（10進数）を指定します。

route-map <route map>route-map <route map>route-map <route map>route-map <route map>
フィルタするルートマップを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
ルートマップでフィルタしません。

2. 値の設定範囲
31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。
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［コマンド省略時の動作］

他プロトコルで学習した経路を広告しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

route-map
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redistribute（RIPng）

RIPngに他プロトコルで学習した経路を広告するかどうかをフィルタに従い制御します。

［入力形式］

情報の設定・変更・追加
redistribute <Protocol> [<Protocol-Options>] [metric <Metric>] [route-map <route map>]

情報の削除
no redistribute <Protocol>

［入力モード］
(config-rtr-rip)

［パラメータ］

<Protocol><Protocol><Protocol><Protocol>
経路学習元のプロトコルを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<Protocol> :={ connected | static | summary | rip | ospf <Domain-No> | bgp | extra-vrf }
　<Domain-No>：1～ 65535（10進数）

<Protocol-Options><Protocol-Options><Protocol-Options><Protocol-Options>
経路種別を指定します。<Protocol>が ospfの場合だけ指定できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
すべての経路種別がフィルタ対象になります。

2. 値の設定範囲
<Protocol-Options> := match {[internal] [external] [external 1] [external 2] [nssa-external] 
[nssa-external 1] [nssa-external 2]}

metric <Metric>metric <Metric>metric <Metric>metric <Metric>
経路広告時のメトリック値を設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

RIPngのデフォルト値に従います。
2. 値の設定範囲

1～ 16（10進数）を指定します。

route-map <route map>route-map <route map>route-map <route map>route-map <route map>
フィルタする route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

route-mapでフィルタしません。
2. 値の設定範囲

31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

他プロトコルで学習した経路を広告しません。
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redistribute（RIPng）
［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

route-map
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route-map
route-map

route-mapを設定します。route-mapを使用すると，ルーティングプロトコルを使用し送受信される経路
に対し，経路情報に基づくフィルタリングをしたり，経路情報を変更したりできます。本コマンド入力後，
config-route-mapモードに移行します。

［入力形式］

情報の設定・変更（変更は permit，denyの変更だけ可能）
route-map <Id> {permit | deny} [<Seq>]

情報の削除
no route-map <Id>
no route-map <Id> {permit | deny} <Seq>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Id><Id><Id><Id>
route-mapを識別するための識別子を指定します。本識別子は route-mapを参照するために使いま
す。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{permit | deny}{permit | deny}{permit | deny}{permit | deny}
フィルタ条件に一致した場合のアクセスの許可，拒否を指定します。permitを指定した場合アクセス
を許可します。denyを指定した場合アクセスを拒否します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
permitまたは denyを指定します。入力した <Id>のエントリがすでに存在している場合，パラ
メータの変更になります。

<Seq><Seq><Seq><Seq>
同一 <Id>の route-mapの適用順序を設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
指定した <Id>のエントリがない場合，10です。
指定した <Id>のエントリが 1行だけある場合，そのエントリの <Seq>を変更せずに，
config-route-mapモードへ移行します。
指定した <Id>のエントリが複数行ある場合，省略するとエラーになります。

2. 値の設定範囲
1～ 4294967295（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

route-mapを使用しません。
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route-map
［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

distribute-list in（RIP）（OSPF）（BGP4）（RIPng）（OSPFv3）（BGP4+）

distribute-list out（RIP）（OSPF）（BGP4）（RIPng）（OSPFv3）（BGP4+）

redistribute（RIP）（OSPF）（BGP4）（RIPng）（OSPFv3）（BGP4+）

neighbor in（BGP4）（BGP4+）

neighbor out（BGP4）（BGP4+）
345



set as-path prepend count【OP-BGP】
set as-path prepend count【【【【OP-BGP】】】】

経路情報に追加する AS_PATH番号の数を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
set as-path prepend count <Count>

情報の削除
no set as-path prepend count

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

<Count><Count><Count><Count>
追加する AS_PATH番号の数を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 25（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

AS_PATH番号の数を増やします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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set community【OP-BGP】
set community【【【【OP-BGP】】】】

経路属性の Communities属性を置き換えます。

［入力形式］

情報の設定・変更
set community {<Community> [...] [additive] | none}

情報の削除
no set community

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

{<Community> [...] [additive] | none}{<Community> [...] [additive] | none}{<Community> [...] [additive] | none}{<Community> [...] [additive] | none}
Communities属性の置き換え，追加，削除を指定します。

<Community> [...] [additive]<Community> [...] [additive]<Community> [...] [additive]<Community> [...] [additive]
Communities属性を指定します。<Community>は 25個まで指定できます。
additiveを指定した場合，<Community>で指定した Communities属性を既存の経路情報に追
加します。
additiveを指定しない場合，<Community>で指定した Communities属性を既存の経路情報に
置き換えます。

nonenonenonenone
既存の Communities属性を削除します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<Community> [...] [additive]または noneを指定します。
<Community> := {0～ 4294967295（10進数）| <0-65535>:<0-65535>（10進数）| no-export | 
no-advertise | local-AS}

［コマンド省略時の動作］

Communities属性を変更しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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set community-delete【OP-BGP】
set community-delete【【【【OP-BGP】】】】

経路属性の Communities属性の削除を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
set community-delete <Glob> [...]

情報の削除
no set community-delete

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

<Glob><Glob><Glob><Glob>
経路情報から削除する Communityを指定します。本パラメータは 8個まで指定できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<Glob> := {* | 0-4294967295 | {<0-65535>|*}:{<0-65535>|*} | no-export | no-advertise | 
local-AS }
*は任意の値を示します。

［コマンド省略時の動作］

Communities属性を変更しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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set distance
set distance

経路情報の優先度を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
set distance <Distance>

情報の削除
no set distance

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

<Distance><Distance><Distance><Distance>
設定する優先度を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
2～ 255（10進数）を指定します。2は最高の優先度，255は最低の優先度を示します。

［コマンド省略時の動作］

優先度を変更しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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set local-preference【OP-BGP】
set local-preference【【【【OP-BGP】】】】

経路情報の LOCAL_PREF属性を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
set local-preference [{+ | -}]<Preference>

情報の削除
no set local-preference

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

[{+ | -}]<Preference>[{+ | -}]<Preference>[{+ | -}]<Preference>[{+ | -}]<Preference>
{+ | -}を指定しない場合は，経路情報に設定する LOCAL_PREF属性値を指定します。
{+ | -}を指定した場合は，経路情報に加減算する LOCAL_PREF属性値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<Preference>は 0～ 65535（10進数）を指定します。
+を指定した場合，LOCAL_PREF属性値に <Preference>を加算します。
-を指定した場合，LOCAL_PREF属性値から <Preference>を減算します。

［コマンド省略時の動作］

LOCAL_PREF属性を変更しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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set metric
set metric

経路情報のメトリックを設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
set metric [{+ | -}]<Metric>

情報の削除
no set metric

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

[{+ | -}]<Metric>[{+ | -}]<Metric>[{+ | -}]<Metric>[{+ | -}]<Metric>
{+ | -}を指定しない場合は，経路情報に設定するメトリック値を指定します。
{+ | -}を指定した場合は，経路情報に加減算するメトリック値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<Metric>は 0～ 4294967295（10進数）を指定します。
+を指定した場合，学習元プロトコルのメトリック値に <Metric>を加算します。
-を指定した場合，学習元プロトコルのメトリック値から <Metric>を減算します。

［コマンド省略時の動作］

メトリック値を変更しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. すべてフィルタした最終結果のメトリック値は，各プロトコルによって上下限値に切り詰めます。

［関連コマンド］

なし
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set metric-type
set metric-type

経路情報のメトリック種別，またはメトリック値を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
set metric-type {internal | type-1 | type-2}

情報の削除
no set metric-type

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

{ internal | type-1 | type-2 }{ internal | type-1 | type-2 }{ internal | type-1 | type-2 }{ internal | type-1 | type-2 }
設定するメトリック種別を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
internal，type-1，または type-2のどれかを指定します。
internalは BGP4/BGP4+で，Nexthop解決に使用している IGP経路のメトリック値をメトリッ
ク値として使用する場合に指定します。
type-1および type-2は OSPF/OSPFv3の AS外経路のメトリック種別を指定します。

［コマンド省略時の動作］

メトリック種別，およびメトリック値を変更しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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set origin【OP-BGP】
set origin【【【【OP-BGP】】】】

経路情報の ORIGIN属性を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
set origin {igp | egp | incomplete}

情報の削除
no set origin

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

{ igp | egp | incomplete }{ igp | egp | incomplete }{ igp | egp | incomplete }{ igp | egp | incomplete }
経路情報に設定する ORIGIN属性を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
igp，egpまたは incompleteのどれかを指定します。

［コマンド省略時の動作］

ORIGIN属性を変更しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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set tag
set tag

経路情報のタグを設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
set tag <Tag>

情報の削除
no set tag

［入力モード］
(config-route-map)

［パラメータ］

<Tag><Tag><Tag><Tag>
経路情報に設定するタグ値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 4294967295（10進数）を指定してください。

［コマンド省略時の動作］

タグを変更しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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第 4編　IPv4マルチキャストルーティングプロトコル

15　IPv4マルチキャストルーティング
プロトコル情報

ip igmp group-limit（global）

ip igmp group-limit（interface）

ip igmp router

ip igmp source-limit（global）

ip igmp source-limit（interface）

ip igmp ssm-map enable

ip igmp ssm-map static

ip igmp static-group

ip igmp version

ip multicast-routing

ip multicast protocol

ip pim accept-bootstrap【OP-MBSE】

ip pim bsr-candidate

ip pim deletion-delay-time

ip pim dense-mode

ip pim keep-alive-time

ip pim max-interface

ip pim mcache-limit

ip pim message-interval（global）

ip pim message-interval（interface）

ip pim mroute-limit

ip pim negative-cache-time
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ip pim nonstop-forwarding

ip pim query-interval（global）

ip pim query-interval（interface）

ip pim rate-limit cache-misshit

ip pim rate-limit register-receive

ip pim rate-limit register-request

ip pim rate-limit wrong-incoming-interface

ip pim register-checksum

ip pim register-probe-time

ip pim rp-address

ip pim rp-candidate

ip pim rp-mapping-algorithm

ip pim sparse-mode

ip pim ssm

ip pim vrf-gateway【OP-NPAR】
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ip igmp group-limit（global）
ip igmp group-limit（global）

インタフェース単位で動作できる最大グループ数を指定します。

ip igmp group-limit（interface）の指定があるインタフェースはそちらを優先します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip igmp [vrf <vrf id>] group-limit <number>

情報の削除
no ip igmp [vrf <vrf id>] group-limit

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
本コマンドは，指定した VRFのインタフェースに対してだけ有効となります。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<number><number><number><number>
インタフェース単位で動作できる最大グループ数を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 256

［コマンド省略時の動作］

グループ参加に対し，インタフェース単位で動作できる最大グループ数を制限しません。ただし，収容条
件に記述している範囲内で運用してください。

収容条件については，「コンフィグレーションガイド Vol.1　3. 収容条件」を参照してください。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで指定した値は，インタフェースごとに参加できるグループ数の制限を設定するものであ
り，指定値まで動作保証するものではありません。

2. コンフィグレーション変更によって，現管理グループ数が本コマンドの設定値を超えた場合，参加済み
のグループは，グループ離脱するまでは維持されます。この状態で一度グループ離脱すると，該当する
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ip igmp group-limit（global）
インタフェースの管理するグループ数が本コマンド値以下になるまで，再度参加できません。
3. 本機能は，コンフィグレーション変更（静的グループ追加）によるグループ参加に対しては制限しませ
ん。ただし，静的グループ数もグループ数としてカウントするため，静的グループ追加によって制限値
を超えた場合，ホストからの新規グループ参加は制限されます。

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode
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ip igmp group-limit（interface）
ip igmp group-limit（interface）

該当するインタフェースで動作できる最大グループ数を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip igmp group-limit <number>

情報の削除
no ip igmp group-limit

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<number><number><number><number>
該当するインタフェースで動作できる最大グループ数を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 256

［コマンド省略時の動作］

当該インタフェースで動作できる最大グループ数は，ip igmp group-limit（global）で指定した値となり
ます。指定していない場合，グループ参加に対し，制限しません。ただし，収容条件に記述している範囲
内で運用してください。

収容条件については，「コンフィグレーションガイド Vol.1　3. 収容条件」を参照してください。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで指定した値は，インタフェースごとに参加できるグループ数の制限を設定するものであ
り，指定値まで動作保証するものではありません。

2. コンフィグレーション変更によって，現管理グループ数が本コマンドの設定値を超えた場合，参加済み
のグループはグループ離脱するまでは維持されます。この状態で一度グループ離脱すると，該当するイ
ンタフェースの管理するグループ数が本コマンドの設定値以下になるまで，再度参加できません。

3. 本機能は，コンフィグレーション変更（静的グループ追加）によるグループ参加に対しては制限しませ
ん。ただし，静的グループ数もグループ数としてカウントするため，静的グループ追加によって制限値
を超えた場合，ホストからの新規グループ参加は制限されます。

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode
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ip igmp router
ip igmp router

該当するインタフェースで IGMPを動作させます。

本コマンドは，PIM-SM/SSM時に有効です。

［入力形式］

情報の設定
ip igmp router

情報の削除
no ip igmp router

［入力モード］

(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. ip pim sparse-modeコマンドを設定したインタフェースでは，本設定がなくても IGMPは動作します。

［関連コマンド］

ip pim max-interface

ip pim sparse-mode
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ip igmp source-limit（global）
ip igmp source-limit（global）

インタフェース単位で動作できる全グループに対し，属しているソース数の合計の最大数を指定します。

ip igmp source-limit（interface）の指定があるインタフェースはそちらを優先します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip igmp [vrf <vrf id>] source-limit <number>

情報の削除
no ip igmp [vrf <vrf id>] source-limit

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
本コマンドは，指定した VRFのインタフェースに対してだけ有効となります。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<number><number><number><number>
インタフェース単位で動作できる全グループに対し，属しているソース数の合計の最大数を指定しま
す。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 256

［コマンド省略時の動作］

グループ参加時のソース参加に対し，制限しません。ただし，収容条件に記述している範囲内で運用して
ください。

収容条件については，「コンフィグレーションガイド Vol.1　3. 収容条件」を参照してください。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで指定した値は，インタフェースごとに参加できるグループに属するソース数の制限を設定
するものであり，指定値まで動作保証するものではありません。

2. コンフィグレーション変更によって，現管理グループに属するソース数が本コマンドの設定値を超えた
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ip igmp source-limit（global）
場合，参加済みのグループに属するソースはソース離脱するまでは維持されます。この状態で一度ソー
ス離脱すると，該当するインタフェースの管理するグループに属するソース数が本コマンドの設定値以
下になるまで，再度参加できません。

3. 本機能は，コンフィグレーション変更（静的グループ追加および PIM-SSM連携動作設定の追加）によ
るソース参加に対しては制限しません。ただし，これらのソース参加もソース数としてカウントするた
め，コンフィグレーション変更によって制限値を超えた場合，ホストからのグループ参加時の新規ソー
ス参加は制限されます。

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode
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ip igmp source-limit（interface）
ip igmp source-limit（interface）

該当インタフェースで動作できる全グループに対し，属しているソース数の合計の最大数を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip igmp source-limit <number>

情報の削除
no ip igmp source-limit

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<number><number><number><number>
該当インタフェースで動作できる全グループに対し，属しているソース数の合計の最大数を指定しま
す。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 256

［コマンド省略時の動作］

ip igmp source-limit（global）で指定した値となります。指定していない場合，グループ参加時のソース
参加に対し，制限しません。ただし，収容条件に記述している範囲内で運用してください。

収容条件については，「コンフィグレーションガイド Vol.1　3. 収容条件」を参照してください。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで指定した値は，インタフェースごとに参加できるグループに属するソース数の制限を設定
するものであり，指定値まで動作保証するものではありません。

2. コンフィグレーション変更によって，現管理グループに属するソース数が本コマンドの設定値を超えた
場合，参加済みのグループに属するソースはソース離脱するまでは維持されます。この状態で一度ソー
ス離脱すると，該当するインタフェースの管理するグループに属するソース数が本コマンドの設定値以
下になるまで，再度参加できません。

3. 本機能は，コンフィグレーション変更（静的グループ追加および PIM-SSM連携動作設定の追加）によ
るソース参加に対しては制限しません。ただし，これらのソース参加もソース数としてカウントするた
め，コンフィグレーション変更によって制限値を超えた場合，ホストからのグループ参加時の新規ソー
ス参加は制限されます。
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ip igmp source-limit（interface）
［関連コマンド］

ip pim sparse-mode
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ip igmp ssm-map enable
ip igmp ssm-map enable

IGMPv1/IGMPv2で PIM-SSMを使用できるようにします。

［入力形式］

情報の設定
ip igmp [vrf <vrf id>] ssm-map enable

情報の削除
no ip igmp [vrf <vrf id>] ssm-map enable

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip pim ssm

ip igmp ssm-map static
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ip igmp ssm-map static
ip igmp ssm-map static

IGMPv1/IGMPv2で PIM-SSMを動作させるグループアドレスに対する送信元アドレスの設定をします。

［入力形式］

情報の設定
ip igmp ssm-map [vrf <vrf id>] static <access list> <source address>

情報の削除
no ip igmp ssm-map [vrf <vrf id>] static <access list> <source address>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<access list><access list><access list><access list>
PIM-SSMとして使用するマルチキャストグループアドレス（クラス Dの IPアドレス）のアクセス
リストを指定します。
本パラメータに指定できるアクセスリスト識別子は，<access list number>または <access list 
name>です。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<access list number>の場合は，1～ 99，1300～ 1999（10進数）を指定します。
<access list name>の場合は，31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<source address><source address><source address><source address>
PIM-SSMとして使用するマルチキャストの送信元アドレス（クラス A～ Cの IPアドレス）を指定
します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
送信元アドレス（クラス A～ Cの IPアドレス）です。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし
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ip igmp ssm-map static
［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドは ip igmp ssm-map enable指定で有効となります。
2. <access list>に指定するアドレスは ip pim ssmで指定したマルチキャストグループアドレスの範囲内
で指定してください。

3. <access list>は次のコマンドで設定したアクセスリストを指定してください。これ以外のコマンドで設
定したアクセスリストは指定できません。
• ip access-list standardコマンド
• ip access-list standardコマンドと同じアクセスリストで指定した access-listコマンド

4. 未設定のアクセスリストを指定した場合，本コマンドは無効となります。
5. <access list name>に指定するワイルドカードマスクは，最上位ビットから連続するビット列となる値
にしてください。

［関連コマンド］

ip pim ssm

ip igmp ssm-map enable

ip access-list standard
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ip igmp static-group
ip igmp static-group

igmpグループへの静的な加入を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip igmp static-group <group address>

情報の削除
no ip igmp static-group <group address>

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<group address><group address><group address><group address>
IPv4マルチキャストアドレスで示される静的グループアドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv4マルチキャストアドレスで示される静的グループアドレスをドット記法で指定します。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode
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ip igmp version
ip igmp version

該当するインタフェースで使用する IGMPのバージョンを指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip igmp version {2 | 3 [only]}

情報の削除
no ip igmp version

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

{2 | 3 [only]}{2 | 3 [only]}{2 | 3 [only]}{2 | 3 [only]}
本パラメータの指定値と動作する IGMPインタフェースのバージョンの関係を次の表に示します。

表 15-1　IGMPインタフェースのバージョンの種類一覧

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
2または 3です。3を指定した場合，onlyが指定できます。

［コマンド省略時の動作］

当該インタフェースで使用する IGMPのバージョンは，version1,2,3混在モードとなります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode

本パラメータの指定値 IGMPのバージョン IGMP動作モード

version 2 2 version 1,2混在

version 3 3 version 1,2,3混在

version 3 only version 3固定
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ip multicast-routing
ip multicast-routing

IPマルチキャスト機能（PIM）を使用することを指定します。

［入力形式］

情報の設定
ip multicast-routing [vrf <vrf id>]

情報の削除
no ip multicast-routing [vrf <vrf id>]

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本装置で IPマルチキャスト機能を使用する場合，本設定は必須です。
2. 本装置で IPv4マルチキャストの PIM-SM/SSM機能を使用する場合，本設定のほかに，グローバル
ネットワークまたは VRFごとに一つ以上のインタフェースで PIM-SM/SSM（ip pim sparse-modeコ
マンド）の設定が必要です。

3. 本装置で IPv4マルチキャストの PIM-DM機能を使用する場合，本設定のほかに，グローバルネット
ワークに一つ以上のインタフェースで PIM-DM（ip pim dense-modeコマンド）の設定が必要です。

［関連コマンド］

ip multicast protocol
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ip multicast protocol
ip multicast protocol

IPv4マルチキャストで使用するプロトコルを指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip multicast protocol {pim-sm | pim-dm}

情報の削除
no ip multicast protocol

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

{pim-sm | pim-dm}{pim-sm | pim-dm}{pim-sm | pim-dm}{pim-sm | pim-dm}
IPv4マルチキャストで使用するプロトコルを指定します。
pim-smを指定した場合，本装置のグローバルネットワークおよび全 VRFで PIM-SM/SSMプロトコ
ルを使用できます。
pim-dmを指定した場合，本装置のグローバルネットワークだけで PIM-DMプロトコルを使用できま
す。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
pim-smまたは pim-dm

［コマンド省略時の動作］

IPv4マルチキャストで，PIM-SM/SSMプロトコルをグローバルネットワークおよび全 VRFで使用でき
ます。

［通信への影響］

PIM-SM/SSMプロトコルと PIM-DMプロトコルを切り替えるときに，マルチキャスト通信が一時的に停
止します。

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで PIM-SM/SSMプロトコルと PIM-DMプロトコルを切り替えると，IGMPプロトコル情
報も初期化され，再度学習し直します。

［関連コマンド］

ip multicast-routing

ip pim dense-mode

ip pim sparse-mode
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ip pim accept-bootstrap【OP-MBSE】
ip pim accept-bootstrap【【【【OP-MBSE】】】】

該当するインタフェースから受信したブートストラップメッセージを廃棄し，自ネットワークへの中継を
抑止します。

本コマンドは，PIM-SM/SSM時に有効です。

［入力形式］

情報の設定・変更 
no ip pim accept-bootstrap

情報の削除 
ip pim accept-bootstrap

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

インタフェースから受信したブートストラップメッセージを自ネットワーク内に中継します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode
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ip pim bsr-candidate
ip pim bsr-candidate

本装置を BSR候補として設定します。

本コマンドは，PIM-SM/SSM時に有効です。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim [vrf <vrf id>] bsr-candidate loopback <interface number> [priority <value>]

情報の削除
no ip pim [vrf <vrf id>] bsr-candidate loopback <interface number> [priority <value>]

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<interface number><interface number><interface number><interface number>
ループバックインタフェースの番号を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 250

priority <value>priority <value>priority <value>priority <value>
BSRを決定するための優先度を指定します。
BSRでの指定時は優先度の値が最も大きいルータが BSRとなります。
1. 本パラメータ省略時の初期値

0
2. 値の設定範囲

0～ 255

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。
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ip pim bsr-candidate
［注意事項］

1. 本機能を VRFで使用する場合は，次の条件を満たす設定をしてください。
• VRF IDには，動作対象のループバックインタフェースが属している VRF IDと同一の値を設定して
ください。

• ループバックインタフェースの番号は，動作対象のループバックインタフェースに指定されている
ループバックインタフェース IDと同一の値を設定してください。

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode

interface loopback
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ip pim deletion-delay-time
ip pim deletion-delay-time

PIM join/pruneメッセージによる prune受信で経路情報を削除するまでの残時間を設定します。

本コマンドは，PIM-SM/SSM時に有効です。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim [vrf <vrf id>] deletion-delay-time <seconds>

情報の削除
no ip pim [vrf <vrf id>] deletion-delay-time

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<seconds><seconds><seconds><seconds>
PIM join/pruneメッセージによる prune受信で経路情報を削除するまでの残時間（秒）を設定しま
す。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 300（秒）

［コマンド省略時の動作］

受信した PIM join/pruneメッセージに含まれる情報から経路情報を削除するまでの残時間を算出します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 同一リンク上に複数のルータがあるとき，下流ルータが PIM join/pruneメッセージの送信周期よりも
短くすると一時的にデータ中継が途切れることがあります。これは prune受信後にほかの下流ルータ
からの join受信を待たずに中継を停止するためです。その後，join受信で中継が再開します。

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode
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ip pim dense-mode
ip pim dense-mode

IPv4 PIM-DMとして動作することを指定します。

［入力形式］

情報の設定
ip pim dense-mode

情報の削除
no ip pim dense-mode

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 該当インタフェースで PIM-DMプロトコルを使用する場合は，ip multicast protocolコマンドで
pim-dmパラメータを設定する必要があります。

2. 本コマンドを設定したインタフェースでは，IGMPも動作します。
3. ip pim sparse-modeコマンドが設定されたインタフェースに本コマンドを設定すると，設定内容は更
新されます。

4. 本コマンドはグローバルネットワークに対してだけ有効です。

［関連コマンド］

ip multicast-routing

ip multicast protocol
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ip pim keep-alive-time
ip pim keep-alive-time

PIM-SMおよび PIM-DMでの無通信時の保持期間を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim [vrf <vrf id>] keep-alive-time <seconds>

情報の削除
no ip pim [vrf <vrf id>] keep-alive-time

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<seconds><seconds><seconds><seconds>
PIM-SMおよび PIM-DMでの無通信時の保持期間（秒）を設定します。保持期間中に一度もデータ
パケットを中継しない場合，該当する中継エントリを削除します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0，60～ 43200（0の場合は無期限）

［コマンド省略時の動作］

PIM-SMおよび PIM-DMでの無通信時の保持期間は 210秒となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 保持期間内（無期限を含む）であってもプロトコル動作によって中継エントリを削除する場合がありま
す。例えば，マルチキャスト経路情報が削除された場合は，対応する中継エントリも同時に削除しま
す。

2. 無通信による中継エントリの削除は，本設定値より最大 90秒遅れる場合があります。
3. PIM-SSMでの無通信時の保持期間は無期限です。

［関連コマンド］

ip pim dense-mode
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ip pim max-interface
ip pim max-interface

IPv4の PIMおよび IGMPを動作させるインタフェースの最大数を指定し，メモリ効率を調整します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim max-interface <number>

情報の削除
no ip pim max-interface

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<number><number><number><number>
本コマンドで指定した数のインタフェースに IPマルチキャストを動作させることができます。ただ
し，プロトコルで 1インタフェース予約するため，設定できる数は指定値 -1となります。
本コマンドの値を変更した場合，IPマルチキャストルーティングプログラムが自動的にリスタートし
ます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
AX6700Sの場合
装置当たり，IPv4の PIM，および IGMPを動作させるインタフェースの最大数の設定範囲は
BSU種別によって異なります。
BSU種別での IPv4の PIM，および IGMPを動作させるインタフェースの最大数の設定範囲を次
の表に示します。

表 15-2　BSU種別での IPv4 PIM/IGMP動作可能インタフェースの最大数の設定範囲

AX6600Sの場合
装置当たり，IPv4の PIM，および IGMPを動作させるインタフェースの最大数の設定範囲は
CSU種別によって異なります。
CSU種別での IPv4の PIM，および IGMPを動作させるインタフェースの最大数の設定範囲を次
の表に示します。

表 15-3　CSU種別での IPv4 PIM/IGMP動作可能インタフェースの最大数の設定範囲

AX6300Sの場合

BSU種別 値の設定範囲

BSU-LA 32，64，128

BSU-LB 32，64，128，256

CSU種別 値の設定範囲

CSU-1A 32，64，128

CSU-1B 32，64，128，256
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装置当たり，IPv4の PIM，および IGMPを動作させるインタフェースの最大数の設定範囲は
MSU種別によって異なります。
MSU種別での IPv4の PIM，および IGMPを動作させるインタフェースの最大数の設定範囲を次
の表に示します。

表 15-4　MSU種別での IPv4 PIM/IGMP動作可能インタフェースの最大数の設定範囲

［コマンド省略時の動作］

AX6700Sの場合
IPマルチキャストを動作させるインタフェースの最大数は，BSU種別が BSU-LAの場合は 128，
BSU-LBの場合は 256となります。

AX6600Sの場合
IPマルチキャストを動作させるインタフェースの最大数は，CSU種別が CSU-1Aの場合は 128，
CSU-1Bの場合は 256となります。

AX6300Sの場合
IPマルチキャストを動作させるインタフェースの最大数は，MSU種別がMSU-1A，MSU-1A1の場
合は 128，MSU-1B，MSU-1B1の場合は 256となります。

［通信への影響］

本コマンドの値を変更した場合，IPv4マルチキャストルーティングプログラムが自動的に再起動します。
そのため一時的に IPv4マルチキャストルーティングが停止します。

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip igmp router

ip pim dense-mode

ip pim sparse-mode

MSU種別 値の設定範囲

MSU-1A，MSU-1A1 32，64，128

MSU-1B，MSU-1B1 32，64，128，256
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ip pim mcache-limit
ip pim mcache-limit

IPv4 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュエントリを合計した最大数を設
定します。

本コマンドは，PIM-SM/SSM時に有効です。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim [vrf <vrf id>] mcache-limit <number>

情報の削除
no ip pim [vrf <vrf id>] mcache-limit

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<number><number><number><number>
IPv4 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュエントリを合計した最大数
を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
AX6700Sの場合
装置当たり，IPv4 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュエントリを
合計した最大数の設定範囲は，BSU種別によって異なります。
BSU種別での IPv4 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュエントリ
を合計した最大数の設定範囲を次の表に示します。

表 15-5　BSU種別での IPv4 PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲

AX6600Sの場合
装置当たり，IPv4 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュエントリを
合計した最大数の設定範囲は，CSU種別によって異なります。
CSU種別での IPv4 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュエントリ
を合計した最大数の設定範囲を次の表に示します。

BSU種別 値の設定範囲

BSU-LA 0～ 4000

BSU-LB 0～ 8000
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表 15-6　CSU種別での IPv4 PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲

AX6300Sの場合
装置当たり，IPv4 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュエントリを
合計した最大数の設定範囲は，MSU種別によって異なります。
MSU種別での IPv4 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュエントリ
を合計した最大数の設定範囲を次の表に示します。

表 15-7　MSU種別での IPv4 PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲

［コマンド省略時の動作］

IPv4 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュエントリを合計した最大数を制
限しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで指定した値は，IPv4 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュ
エントリを合計した最大数の制限を設定するものであり，指定値まで動作保証するものではありませ
ん。

2. コンフィグレーション変更によって，IPv4 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブ
キャッシュエントリを合計した最大数が本コマンド値を超えた場合，作成済みのエントリは，エントリ
が削除されるまでは維持されます。この状態で一度エントリが削除されると，エントリ数が本コマンド
値以下になるまで，そのエントリは再度作成できません。

3. IPv4 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュエントリの合計が最大値を超
えた場合，次の動作をします。
• PIM-SMの場合，IPv4マルチキャスト中継エントリが生成できません。
• PIM-SSMの場合，IPv4マルチキャスト (S.G)経路情報エントリが生成できません。

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode

CSU種別 値の設定範囲

CSU-1A 0～ 4000

CSU-1B 0～ 8000

MSU種別 値の設定範囲

MSU-1A，MSU-1A1 0～ 4000

MSU-1B，MSU-1B1 0～ 8000
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ip pim message-interval（global）
ip pim message-interval（global）

本装置の PIMが定期的に送信する join/pruneメッセージの送信間隔を設定します。

ip pim message-interval（interface）の指定があるインタフェースは，そちらの設定値が優先されます。

本コマンドは，PIM-SM/SSM時に有効です。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim [vrf <vrf id>] message-interval <seconds>

情報の削除
no ip pim [vrf <vrf id>] message-interval

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
本コマンドは，指定した VRFのインタフェースに対してだけ有効となります。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<seconds><seconds><seconds><seconds>
本装置の PIMが定期的に送信する join/pruneメッセージの送信間隔（秒）を設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
30～ 3600（秒）

［コマンド省略時の動作］

本装置の PIMが定期的に送信する join/pruneメッセージの送信間隔は 60秒となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode
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ip pim message-interval（interface）
ip pim message-interval（interface）

該当インタフェースの PIMが定期的に送信する join/pruneメッセージの送信間隔を設定します。

本コマンドは，PIM-SM/SSM時に有効です。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim message-interval <seconds>

情報の削除
no ip pim message-interval

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<seconds><seconds><seconds><seconds>
該当インタフェースの PIMが定期的に送信する join/pruneメッセージの送信間隔（秒）を設定しま
す。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
30～ 3600（秒）

［コマンド省略時の動作］

ip pim message-interval（global）で指定した値となります。指定していない場合，60秒となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode
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ip pim mroute-limit

PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングのエントリ（(S,G)，(*,G)エントリ合計）の最大数を指定しま
す。

本コマンドは，PIM-SM/SSM時に有効です。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim [vrf <vrf id>] mroute-limit <number>

情報の削除
no ip pim [vrf <vrf id>] mroute-limit

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<number><number><number><number>
PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングのエントリ（(S,G)，(*,G)エントリ合計）の最大数を指定
します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
AX6700Sの場合
装置当たり，PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲は BSU種
別によって異なります。
BSU種別での PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲を次の表
に示します。

表 15-8　BSU種別での PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲

AX6600Sの場合
装置当たり，PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲は CSU種
別によって異なります。
CSU種別での PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲を次の表
に示します。

BSU種別 値の設定範囲

BSU-LA 0～ 4000

BSU-LB 0～ 8000
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表 15-9　CSU種別での PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲

AX6300Sの場合
装置当たり，PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲はMSU種
別によって異なります。
MSU種別での PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲を次の表
に示します。

表 15-10　MSU種別での PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲

［コマンド省略時の動作］

PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングのエントリ（(S,G)，(*,G)エントリ合計）の最大数を制限しま
せん。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで指定した値は，PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングのエントリの制限を設定する
ものであり，指定値まで動作保証するものではありません。

2. コンフィグレーション変更によって，PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングのエントリが本コマ
ンド値を超えた場合，エントリ作成済みのエントリは，エントリが削除されるまでは維持されます。こ
の状態で一度エントリが削除されると，エントリ数が本コマンド値以下になるまで，そのエントリは再
度作成できません。

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode

CSU種別 値の設定範囲

CSU-1A 0～ 4000

CSU-1B 0～ 8000

MSU種別 値の設定範囲

MSU-1A，MSU-1A1 0～ 4000

MSU-1B，MSU-1B1 0～ 8000
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ip pim negative-cache-time

PIM-SMでのネガティブキャッシュの保持期間を設定します。

本コマンドは，PIM-SM/SSM時に有効です。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim [vrf <vrf id>] negative-cache-time <seconds>

情報の削除
no ip pim [vrf <vrf id>] negative-cache-time

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<seconds><seconds><seconds><seconds>
PIM-SMでのネガティブキャッシュの保持期間（秒）を設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
10～ 3600（秒）

［コマンド省略時の動作］

IPv4 PIM-SMでのネガティブキャッシュの保持期間は 210秒となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. PIM-SSMでのネガティブキャッシュの保持期間は 3600秒固定です。

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode
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ip pim nonstop-forwarding

系切替時に，IPv4 PIM-SMのマルチキャスト中継を一時的に停止しないように指定します。IPv4 
PIM-SSMのマルチキャスト中継は一時的に停止します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim nonstop-forwarding

情報の削除
no ip pim nonstop-forwarding

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

系切替時に IPv4 PIM-SMのマルチキャストの中継が一時的に停止します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. VRFのインタフェースで IPv4マルチキャストを動作させた場合，本コマンドは無効となります。
2. IPv4マルチキャストプロトコルを PIM-DMに設定した場合，本コマンドは無効となります。

［関連コマンド］

ip multicast-routing

ip pim sparse-mode
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ip pim query-interval（global）

本装置の PIMが定期的に送信する Helloメッセージの送信間隔を設定します。

ip pim query-interval（interface）の指定があるインタフェースは，そちらの設定値が優先されます。

本コマンドは，PIM-SM/SSM時に有効です。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim [vrf <vrf id>] query-interval <seconds>

情報の削除
no ip pim [vrf <vrf id>] query-interval

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
本コマンドは，指定した VRFのインタフェースに対してだけ有効となります。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<seconds><seconds><seconds><seconds>
PIMが定期的に送信する Helloメッセージの送信間隔（秒）を設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
5～ 3600（秒）

［コマンド省略時の動作］

本装置の PIMが定期的に送信する Helloメッセージの送信間隔は 30秒となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode
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ip pim query-interval（interface）
ip pim query-interval（interface）

該当インタフェースの PIMが定期的に送信する Helloメッセージの送信間隔を設定します。

本コマンドは，PIM-SM/SSM時に有効です。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim query-interval <seconds>

情報の削除
no ip pim query-interval

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<seconds><seconds><seconds><seconds>
該当インタフェースの PIMが定期的に送信するHelloメッセージの送信間隔（秒）を設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
5～ 3600（秒）

［コマンド省略時の動作］

ip pim query-interval（global）で指定した値となります。指定していない場合，30秒となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode
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ip pim rate-limit cache-misshit
ip pim rate-limit cache-misshit

マルチキャストエントリに存在しないマルチキャストパケットを受信した要因による受信パケット数の上
限を指定します。

上限値を超えた場合，受信したマルチキャストパケットを廃棄します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim rate-limit cache-misshit {<num> | unlimit}

情報の削除
no ip pim rate-limit cache-misshit

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}
装置当たり 1秒間に発生する上限値を指定します。
制限をしない場合は，unlimitを指定してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
10～ 3000，または unlimit

［コマンド省略時の動作］

マルチキャストエントリに存在しないマルチキャストパケットを受信したときに発生する数の上限は，
1000となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで指定した値は，受信パケット数の上限値を設定するものであり，指定値まで動作保証する
ものではありません。

2. 本コマンドで設定値が性能限界を上回る指定，および制限しない指定の場合，転送レートは性能限界ま
でとなります。

［関連コマンド］

ip multicast-routing

ip pim sparse-mode
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ip pim rate-limit register-receive
ip pim rate-limit register-receive

ランデブーポイントで，受信できる PIM-Registerパケット数の上限を指定します。

上限値を超えた場合，受信した PIM-Registerパケットを廃棄します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim rate-limit register-receive {<num> | unlimit}

情報の削除
no ip pim rate-limit register-receive

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}
装置当たり 1秒間に発生する上限値を指定します。
制限をしない場合は，unlimitを指定してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
10～ 3000，または unlimit

［コマンド省略時の動作］

ランデブーポイントで受信できる PIM-Registerパケット数の上限は，1000となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで指定した値は，受信パケット数の上限値を設定するものであり，指定値まで動作保証する
ものではありません。

2. 本コマンドで設定値が性能限界を上回る指定，および制限しない指定の場合，転送レートは性能限界ま
でとなります。

3. アクセスリストロギングおよび DHCP snoopingを使用した場合，本コマンド対象のパケット受信要因
（register-receive）は，本コマンドではなく ip pim rate-limit register-requestコマンドの設定で制御
されます。

［関連コマンド］

ip multicast-routing

ip pim sparse-mode
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ip pim rate-limit register-request
ip pim rate-limit register-request

first-hop-routerで，受信したマルチキャストパケットを PIM-Registerパケットとしてランデブーポイン
トに送信する場合のパケット数の受信上限を指定します。

上限値を超えた場合，受信したマルチキャストパケットを廃棄します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim rate-limit register-request {<num> | unlimit}

情報の削除
no ip pim rate-limit register-request

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}
マルチキャストパケットを受信した装置当たり 1秒間に発生する上限値を指定します。
制限をしない場合は，unlimitを指定してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
10～ 3000，または unlimit

［コマンド省略時の動作］

first-hop-routerで受信したマルチキャストパケットを，PIM-Registerパケットとしてランデブーポイン
トに送信する場合のパケット数の上限は，1000となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで指定した値は，受信パケット数の上限値を設定するものであり，指定値まで動作保証する
ものではありません。

2. 本コマンドで設定値が性能限界を上回る指定，および制限しない指定の場合，転送レートは性能限界ま
でとなります。

3. アクセスリストロギングおよび DHCP snoopingを使用した場合，受信要因を register-receiveで制御
する PIM-Registerパケットは，ip pim rate-limit register-receiveコマンドの設定ではなく，本コマン
ドの設定で同時に制御されます。

［関連コマンド］

ip multicast-routing
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ip pim rate-limit register-request
ip pim sparse-mode
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ip pim rate-limit wrong-incoming-interface
ip pim rate-limit wrong-incoming-interface

マルチキャストエントリの入力インタフェース以外から受信できるマルチキャストパケット数の上限を指
定します。

上限値を超えた場合，受信したマルチキャストパケットを廃棄します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim rate-limit wrong-incoming-interface {<num> | unlimit}

情報の削除
no ip pim rate-limit wrong-incoming-interface

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}
装置当たり 1秒間に発生する上限値を指定します。
制限をしない場合は，unlimitを指定してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
10～ 3000，または unlimit

［コマンド省略時の動作］

マルチキャストエントリの入力インタフェース以外から受信できるマルチキャストパケット数の上限は，
100となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで指定した値は，受信パケット数の上限値を設定するものであり，指定値まで動作保証する
ものではありません。

2. 本コマンドで設定値が性能限界を上回る指定，および制限しない指定の場合，転送レートは性能限界ま
でとなります。

［関連コマンド］

ip multicast-routing

ip pim sparse-mode
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ip pim register-checksum
ip pim register-checksum

PIM-Registerメッセージ（カプセル化パケット）送信時の PIMチェックサムを計算する範囲を設定しま
す。

本コマンドは，PIM-SM/SSM時に有効です。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim [vrf <vrf id>] register-checksum {header | all}

情報の削除
no ip pim [vrf <vrf id>] register-checksum

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{header | all}{header | all}{header | all}{header | all}
headerを指定した場合，PIM-Registerメッセージ（カプセル化パケット）送信時に PIMメッセージ
（8バイト）部分だけチェックサムを計算します。allを指定した場合，PIM-Registerメッセージ（カ
プセル化パケット）送信時に PIMメッセージ（8バイト）部分とカプセル化したデータ全体でチェッ
クサムを計算します。
ランデブーポイントが本装置以外の構成でチェックサムエラーによりマルチキャスト通信ができない
場合は allを指定してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
headerまたは all

［コマンド省略時の動作］

headerパラメータ指定時の動作をします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし
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ip pim register-checksum
［関連コマンド］

ip pim sparse-mode
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ip pim register-probe-time
ip pim register-probe-time

Register送信抑止時間を基に null-Registerの送信開始時間を指定します。

本コマンドは，PIM-SM/SSM時に有効です。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim [vrf <vrf id>] register-probe-time <seconds>

情報の削除
no ip pim [vrf <vrf id>] register-probe-time

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<seconds><seconds><seconds><seconds>
register送信抑止時間を基に null-Registerの送信開始時間（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
5～ 60（秒）

［コマンド省略時の動作］

Register送信抑止時間を基に null-Registerの送信開始時間は 5秒となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. Register-Suppression-Timerの残時間が本パラメータで指定した値以下になると，null-Registerメッ
セージを 5秒間隔で送信します。

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode
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ip pim rp-address
ip pim rp-address

静的ランデブーポイント情報を設定します。

本コマンドは，PIM-SM/SSM時に有効です。

［入力形式］

情報の設定
ip pim [vrf <vrf id>] rp-address <rp address> [<access list>]

情報の削除
no ip pim [vrf <vrf id>] rp-address <rp address> [<access list>]

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<rp address><rp address><rp address><rp address>
ランデブーポイントの IPアドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

<access list><access list><access list><access list>
当該ランデブーポイントが管理する IPマルチキャストグループアドレスのアクセスリストを指定し
ます。
本パラメータに指定できるアクセスリスト識別子は，<access list number>または <access list 
name>です。
1. 本パラメータ省略時の初期値

224.0.0.0/4（グループアドレスが 224.0.0.0でマスク長が 4）
2. 値の設定範囲

<access list number>の場合は，1～ 99，1300～ 1999（10進数）を指定します。
<access list name>の場合は，31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。
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ip pim rp-address
［注意事項］

1. <access list>は次のコマンドで設定したアクセスリストを指定してください。これ以外のコマンドで設
定したアクセスリストは指定できません。
• ip access-list standardコマンド
• ip access-list standardコマンドと同じアクセスリストで指定した access-listコマンド

2. 未設定のアクセスリストを指定した場合，本コマンドはアクセスリスト省略時の動作となります。
3. 本装置をランデブーポイントに設定する場合は，ループバックインタフェースの IPv4アドレスを指定
してください。

4. <access list name>に指定するワイルドカードマスクは，最上位ビットから連続するビット列となる値
にしてください。

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode

ip access-list standard
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ip pim rp-candidate
ip pim rp-candidate

本装置をランデブーポイント候補として設定します。

本コマンドは，PIM-SM/SSM時に有効です。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim [vrf <vrf id>] rp-candidate loopback <interface number> [priority <value>] [group-list 
<access list>]

情報の削除
no ip pim [vrf <vrf id>] rp-candidate loopback <interface number> [priority <value>] [group-list 
<access list>]

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<interface number><interface number><interface number><interface number>
ループバックインタフェースの番号を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 250

priority <value>priority <value>priority <value>priority <value>
ランデブーポイントを決定するための優先度を指定します。優先度の値が最も小さいルータがランデ
ブーポイントとなります。
1. 本パラメータ省略時の初期値

255
2. 値の設定範囲

0～ 255

group-list <access list>group-list <access list>group-list <access list>group-list <access list>
当該ランデブーポイントが管理するマルチキャストグループアドレス（クラス Dの IPアドレス）の
アクセスリストを指定します。
本パラメータに指定できるアクセスリスト識別子は，<access list number>または <access list 
name>です。
1. 本パラメータ省略時の初期値

224.0.0.0/4（グループアドレスが 224.0.0.0でマスク長が 4）
2. 値の設定範囲

<access list number>の場合は，1～ 99，1300～ 1999（10進数）を指定します。
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ip pim rp-candidate
<access list name>の場合は，31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. <access list>は次のコマンドで設定したアクセスリストを指定してください。これ以外のコマンドで設
定したアクセスリストは指定できません。
• ip access-list standardコマンド
• ip access-list standardコマンドと同じアクセスリストで指定した access-listコマンド

2. 未設定のアクセスリストを指定した場合，本コマンドはアクセスリスト省略時の動作となります。
3. 本コマンドを使用する場合は，ループバックインタフェースに IPv4アドレスを設定してください。
4. 本機能を VRFで使用する場合は，次の条件を満たす設定をしてください。

• VRF IDには，動作対象のループバックインタフェースが属している VRF IDと同一の値を設定して
ください。

• ループバックインタフェースの番号は，動作対象のループバックインタフェースに指定されている
ループバックインタフェース IDと同一の値を設定してください。

5. <access list name>に指定するワイルドカードマスクは，最上位ビットから連続するビット列となる値
にしてください。

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode

interface loopback

ip access-list standard
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ip pim rp-mapping-algorithm
ip pim rp-mapping-algorithm

IPv4 PIMで使用するランデブーポイント選出アルゴリズムを指定します。

本コマンドは，PIM-SM/SSM時に有効です。

［入力形式］

情報の設定・変更
ip pim [vrf <vrf id>] rp-mapping-algorithm {method1 | method2}

情報の削除
no ip pim [vrf <vrf id>] rp-mapping-algorithm

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
本コマンドは，指定した VRFのインタフェースに対してだけ有効となります。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{method1 | method2}{method1 | method2}{method1 | method2}{method1 | method2}
IPv4 PIMで使用するランデブーポイント選出アルゴリズムを指定します。

method1method1method1method1
RFC2362に記載されているアルゴリズムを使用します。

method2method2method2method2
RFC4601に記載されているアルゴリズムを使用します。
method1の選出条件に，ランデブーポイントが管理するマルチキャストグループアドレスに対す
る最長一致を追加します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
method1またはmethod2

［コマンド省略時の動作］

IPv4 PIMで使用するランデブーポイント選出アルゴリズムは，RFC2362に記載されているアルゴリズム
となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。
403



ip pim rp-mapping-algorithm
［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode
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ip pim sparse-mode
ip pim sparse-mode

IPv4 PIM-SMとして動作することを指定します。

［入力形式］

情報の設定
ip pim sparse-mode

情報の削除
no ip pim sparse-mode

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. ip pim dense-modeコマンドが設定されたインタフェースに本コマンドを設定すると，設定内容は更新
されます。

［関連コマンド］

ip igmp router

ip multicast-routing

ip multicast protocol
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ip pim ssm
ip pim ssm

ip pim sparse-modeを指定したインタフェースで PIM-SSMを使用します。

本コマンドは，PIM-SM/SSM時に有効です。

［入力形式］

情報の設定
ip pim [vrf <vrf id>] ssm {default | range <access list>}

情報の削除
no ip pim [vrf <vrf id>] ssm {default | range <access list>}

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

defaultdefaultdefaultdefault
PIM-SSMとして使用するマルチキャストグループアドレスは 232.0.0.0/8（グループアドレスが
232.0.0.0でマスク長が 8）となります。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

range <access list>range <access list>range <access list>range <access list>
PIM-SSMとして使用するマルチキャストグループアドレスのアクセスリストを指定します。
本パラメータに指定できるアクセスリスト識別子は，<access list number>または <access list 
name>です。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<access list number>の場合は，1～ 99，1300～ 1999（10進数）を指定します。
<access list name>の場合は，31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。
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ip pim ssm
［注意事項］

1. アクセスリストには一つのアドレスだけを指定してください。複数のアドレスが指定されている場合，
どのアドレスが使用されるか不定となります。

2. <access list>は次のコマンドで設定したアクセスリストを指定してください。これ以外のコマンドで設
定したアクセスリストは指定できません。
• ip access-list standardコマンド
• ip access-list standardコマンドと同じアクセスリストで指定した access-listコマンド

3. 未設定のアクセスリストを指定した場合，本コマンドは無効となります。
4. <access list name>に指定するワイルドカードマスクは，最上位ビットから連続するビット列となる値
にしてください。

［関連コマンド］

ip pim sparse-mode

ip access-list standard
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ip pim vrf-gateway【OP-NPAR】
ip pim vrf-gateway【【【【OP-NPAR】】】】

PIM-SMを使用する場合，異なる VRFまたはグローバルネットワーク間で PIM-SMプロトコル中継がで
きるようになります。

本コマンドは，PIM-SM/SSM時に有効です。

［入力形式］

情報の設定
ip pim [vrf <vrf id>] vrf-gateway

情報の削除
no ip pim [vrf <vrf id>] vrf-gateway

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
送信元が存在するネットワーク上の対象 VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

異なる VRFまたはグローバルネットワーク間で PIM-SMプロトコル中継ができません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

import multicast inter-vrf

ip pim sparse-mode
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第 5編　IPv6パケット中継

16　IPv6・NDP・ICMPv6

ipv6 address

ipv6 enable

ipv6 icmp error-interval

ipv6 icmp nodeinfo-query

ipv6 neighbor

ipv6 redirects

ipv6 source-route

nd-limit【OP-NPAR】

vrf forwarding【OP-NPAR】
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ipv6 address
ipv6 address

自 IPv6アドレスを指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 address { <ipv6 address>[/<prefixlen>] | <ipv6 prefix>[/<prefixlen>] }
ipv6 address <ipv6 address> link-local

情報の削除
no ipv6 address { <ipv6 address>[/<prefixlen>] | <ipv6 prefix>[/<prefixlen>] }
no ipv6 address <ipv6 address>

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<ipv6 address><ipv6 address><ipv6 address><ipv6 address>
自 IPv6アドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv6グローバルアドレス，IPv6リンクローカルアドレスをコロン記法で指定します。

<ipv6 prefix><ipv6 prefix><ipv6 prefix><ipv6 prefix>
IPv6プレフィックスを指定します。インタフェース -ID部を自動設定とする場合に指定します。自動
設定する場合は，必ずプレフィックス長に 64を設定してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv6アドレスのインタフェース－ ID部がすべて 0の IPv6プレフィックス形式で指定します。た
だし，fe80::0は指定不可です。

/<prefixlen>/<prefixlen>/<prefixlen>/<prefixlen>
プレフィックス長を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

64
2. 値の設定範囲

1～ 128

link-locallink-locallink-locallink-local
ipv6 enableで生成される自動生成リンクローカルを上書きします。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

［コマンド省略時の動作］

なし
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ipv6 address
［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. ルータ広告を使用する設定をしているインタフェースの IPv6アドレスが変更された場合，当該インタ
フェースから RAパケットが再送出されます。

［関連コマンド］

interface vlan

interface mgmt
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ipv6 enable
ipv6 enable

IPv6アドレスを使用する場合に指定します。

本コマンドを指定すると自動生成リンクアドレスが生成されます。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 enable

情報の削除
no ipv6 enable

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

IPv6アドレスを使用できません。

IPv6アドレスを使用する場合に，ipv6 enableを指定してください。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

interface vlan

interface mgmt

ipv6 address
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ipv6 icmp error-interval
ipv6 icmp error-interval

ICMPv6エラーの送信間隔を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 icmp error-interval <milli seconds>

情報の削除
no ipv6 icmp error-interval

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<milli seconds><milli seconds><milli seconds><milli seconds>
ICMPエラーメッセージ間の最小時間を設定します。0を指定すると送信間隔による ICMPエラーパ
ケット送信の制限を行いません。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 2147483647（ミリ秒）

［コマンド省略時の動作］

ICMPv6エラーの送信間隔は 100ミリ秒となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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ipv6 icmp nodeinfo-query
ipv6 icmp nodeinfo-query

端末の問い合わせ情報に対して応答します。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 icmp nodeinfo-query

情報の削除
no ipv6 icmp nodeinfo-query

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

端末の問い合わせ情報に対して応答しません。

端末の問い合わせ情報に対して応答する場合に，ipv6 icmp nodeinfo-queryを指定してください。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
414



ipv6 neighbor
ipv6 neighbor

スタティック NDPテーブルを作成します。NDPをサポートしていない製品が接続されている場合，IPv6
アドレスと物理アドレスの変換ができないため，あらかじめスタティック NDPテーブルを作成しておく
必要があります。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 neighbor <ipv6 address> interface vlan <vlan id> <mac address> [proxy]

情報の削除
no ipv6 neighbor <ipv6 address>
no ipv6 neighbor <ipv6 address> [interface vlan <vlan id>]

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<ipv6 address><ipv6 address><ipv6 address><ipv6 address>
ネクストホップ IPv6アドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

interface vlan <vlan id>interface vlan <vlan id>interface vlan <vlan id>interface vlan <vlan id>
VLAN IDを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
情報の設定・変更時
　省略できません。
情報の削除時
　同じネクストホップ IPv6アドレスのスタティック NDPが複数ある場合は省略できません。

2. 値の設定範囲
<vlan id>には interface vlanコマンドで設定した VLAN IDを指定します。

<mac address><mac address><mac address><mac address>
接続先MACアドレス（キャノニカル・フォーマット）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0000.0000.0000～ feff.ffff.ffff
ただし，マルチキャストMACアドレス（先頭バイトの最下位ビットが 1のアドレス）は設定でき
ません。

proxyproxyproxyproxy
指定されたネクストホップ IPv6アドレスを ProxyNDPとします。
1. 本パラメータ省略時の初期値
指定されたネクストホップ IPv6アドレスを ProxyNDPとしません。

2. 値の設定範囲
なし
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ipv6 neighbor
［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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ipv6 redirects
ipv6 redirects

ICMPv6リダイレクトメッセージの送信可否を指定します。

同一インタフェースに VRRPによる仮想インタフェースの設定を行っており，かつMaster状態の場合に
は，本指定によらず送信を行いません。

［入力形式］

情報の設定
no ipv6 redirects

情報の削除
ipv6 redirects

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

ICMPv6リダイレクトメッセージの送信を行います。

ICMPv6リダイレクトメッセージの送信を抑止する場合に，no ipv6 redirectsを指定してください。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

interface vlan
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ipv6 source-route
ipv6 source-route

IPv6のルーティングヘッダタイプ 0パケット処理を有効にします。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 source-route

情報の削除
no ipv6 source-route

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

本装置宛の IPv6のルーティングヘッダタイプ 0パケットを廃棄します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドは本装置宛の IPv6パケットに対してだけ有効です。中継対象の IPv6パケットにルーティ
ングヘッダが添付されている場合，本コマンドの設定有無にかかわらず中継します。

［関連コマンド］

なし
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nd-limit【OP-NPAR】
nd-limit【【【【OP-NPAR】】】】

VRFごとのNDP上限数を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
nd-limit <count>

情報の削除
no nd-limit

［入力モード］
(config-vrf)

［パラメータ］

<count><count><count><count>
VRFごとの NDPエントリの上限数を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 24576

［コマンド省略時の動作］

VRFごとのNDPエントリを制限しません。装置全体の収容条件に従います。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドによる上限数を超えた場合，次に NDPエントリを登録する際に警告のログメッセージが出
力され，VRF内の古いNDPエントリが削除されてから新規登録されます。

2. 本コマンドによる上限数に達していなくても，装置全体の収容上限数を超えた場合，同様に警告のログ
メッセージが出力され，古い NDPエントリが削除されてから新規登録されます。

3. スタティック NDPエントリは，動的に学習したNDPエントリより優先され，本コマンドで指定した
上限値を超えて登録できます。本コマンドで指定した上限値以上のスタティック NDPエントリを登録
すると，該当 VRFは，動的に学習した NDPエントリを登録できません。また，警告のログメッセー
ジが残るため，運用上お勧めできません。

4. 本コマンドで現在設定されている上限値より低い値を再設定しても，前回の上限値に基づいて登録済み
の NDPエントリは削除されません。例えば，VRFに NDPエントリが 50個ある状態から本コマンド
で上限値を 30に設定しても，差分の 20エントリは削除されません。低い値に設定し直した場合は，
運用コマンド clear ipv6 neighborでNDPエントリを削除することをお勧めします。

［関連コマンド］

ipv6 neighbor
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vrf forwarding【OP-NPAR】
vrf forwarding【【【【OP-NPAR】】】】

「2　IPv4・ARP・ICMP　vrf forwarding【OP-NPAR】」を参照してください。
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17　ループバックインタフェース
（IPv6）

interface loopback

ipv6 address（loopback）

vrf forwarding（loopback）【OP-NPAR】
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interface loopback
interface loopback

「3　ループバックインタフェース（IPv4）　interface loopback」を参照してください。
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ipv6 address（loopback）
ipv6 address（loopback）

ループバックインタフェースの IPv6アドレスを指定します。

本コマンドは ipv6 enableコマンドの設定にかかわらず指定できます。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 address <ipv6 address>

情報の削除
no ipv6 address

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<ipv6 address><ipv6 address><ipv6 address><ipv6 address>
ループバックインタフェースの IPv6アドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv6グローバルアドレスをコロン記法で指定します。指定できる IPv6アドレスは一つだけです。
複数指定しても最後に指定したものが有効になります。IPv6リンクローカルアドレスは指定でき
ません。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. interface loopbackコマンドで 0以外を指定した場合，本コマンドで IPv6アドレスを設定するには，
vrf forwardingコマンドで VRF IDを指定する必要があります。

［関連コマンド］

interface loopback

vrf forwarding
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vrf forwarding（loopback）【OP-NPAR】
vrf forwarding（loopback）【【【【OP-NPAR】】】】

「3　ループバックインタフェース（IPv4）　vrf forwarding（loopback）【OP-NPAR】」を参照してくださ
い。
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18　Nullインタフェース（IPv6）

interface null
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interface null
interface null

「4　Nullインタフェース（IPv4）」を参照してください。
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19　RA

ipv6 hop-limit

ipv6 nd link-mtu

ipv6 nd managed-config-flag

ipv6 nd no-advertise-link-address

ipv6 nd ns-interval

ipv6 nd other-config-flag

ipv6 nd prefix

ipv6 nd ra-interval

ipv6 nd ra-lifetime

ipv6 nd reachable-time

ipv6 nd router-preference

ipv6 nd suppress-ra
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ipv6 hop-limit
ipv6 hop-limit

ルータ広告を受信した端末が，送信時に用いるホップリミットの初期値を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 hop-limit <Hop-Limit>

情報の削除
no ipv6 hop-limit

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Hop Limit><Hop Limit><Hop Limit><Hop Limit>
ホップリミットを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 255（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値を 64とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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ipv6 nd link-mtu
ipv6 nd link-mtu

ルータ広告で送信する link-mtu情報のMTU値を指定します。該当インタフェースのMTU長を超える値
を指定した場合は，ルータ広告は出力されません。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 nd link-mtu <MTU>

情報の削除
no ipv6 nd link-mtu

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<MTU><MTU><MTU><MTU>
MTU値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0または 1280～ 65535（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

該当インタフェースのMTU長になります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

mtu
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ipv6 nd managed-config-flag
ipv6 nd managed-config-flag

ルータ広告によるアドレス自動設定とは別に，DHCPv6などの RA以外の手段による自動アドレス設定を
端末に行わせるフラグを設定します。このフラグの設定にかかわらず，ルータ広告によるアドレス自動設
定は行われます。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 nd managed-config-flag

情報の削除 
no ipv6 nd managed-config-flag

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

ルータ広告に，DHCPv6などの RA以外の手段による自動アドレス設定を端末に行わせるフラグを設定し
ません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 nd other-config-flag
430



ipv6 nd no-advertise-link-address
ipv6 nd no-advertise-link-address

ルータの IPアドレスに対応するリンク層アドレスを，ルータ広告に含ませないことを指定します。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 nd no-advertise-link-address

情報の削除
no ipv6 nd no-advertise-link-address

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

ルータの IPアドレスに対応するリンク層アドレスが，ルータ広告に含まれます。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

mac-address
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ipv6 nd ns-interval
ipv6 nd ns-interval

ルータ広告を受けた端末が，通信時に相手の到達可能性を確認するための，制御パケットの送出間隔を設
定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 nd ns-interval <Milli-Seconds>

情報の削除 
no ipv6 nd ns-interval

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Milli-Seconds><Milli-Seconds><Milli-Seconds><Milli-Seconds>
到達可能性を確認するための制御パケットの送出間隔時間（ミリ秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0または 1000～ 4294967295（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値を 0とします（制御パケットを送信しません）。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 nd ra-interval

ipv6 nd ra-lifetime

ipv6 nd reachable-time
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ipv6 nd other-config-flag
ipv6 nd other-config-flag

ルータ広告以外の手段によって IPv6アドレス以外の情報を端末に自動的に取得させるフラグを設定しま
す。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 nd other-config-flag

情報の削除
no ipv6 nd other-config-flag

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

ルータ広告に，ルータ広告以外の手段によって IPv6アドレス以外の情報を端末に自動的に取得させるフ
ラグを設定しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 nd managed-config-flag
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ipv6 nd prefix
ipv6 nd prefix

ルータ広告で送信する IPv6プレフィックス情報，またプレフィックスに関連する情報を指定します。

インタフェース当たり 7個まで設定できます。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 nd prefix <IPv6-Prefix>/<Prefix-Len> [{<Valid-Lifetime> | infinite} {<Preferred-Lifetime> | 
infinite}] [off-link] [no-autoconfig] 
ipv6 nd prefix <IPv6-Prefix>/<Prefix-Len> no-advertise

情報の削除
no ipv6 nd prefix <IPv6-Prefix>/<Prefix-Len>

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<IPv6-Prefix><IPv6-Prefix><IPv6-Prefix><IPv6-Prefix>
ルータ広告で送信する IPv6プレフィックス情報を設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv6グローバルプレフィックスを指定します。
注　<IPv6-Prefix>の <Prefix-Len>で指定した以降のビットは 0にしてください。

<Prefix-Len><Prefix-Len><Prefix-Len><Prefix-Len>
プレフィックス長を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 128（10進数）を指定します。通常は 64を指定してください。

no-advertiseno-advertiseno-advertiseno-advertise
プレフィックス情報を送信しないことを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
プレフィックス情報を送信します。

2. 値の設定範囲
なし

{ <Valid-Lifetime> | infinite }{ <Valid-Lifetime> | infinite }{ <Valid-Lifetime> | infinite }{ <Valid-Lifetime> | infinite }
ルータ広告で送信するアドレス有効生存期間情報（広告したプレフィックス情報の消滅時間）の値
（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

2592000（30日）
2. 値の設定範囲

<Valid-Lifetime>に，0または最大広告間隔時間～ 4294967295（10進数）を指定するか，
infiniteを指定します。
infiniteを指定すると <Valid-Lifetime>に 4294967295（10進数）が指定されたことと同じ意味
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ipv6 nd prefix
となります。
注　最大広告間隔時間は ipv6 nd ra-intervalコマンドで指定します。

{ <Preferred-Lifetime> | infinite }{ <Preferred-Lifetime> | infinite }{ <Preferred-Lifetime> | infinite }{ <Preferred-Lifetime> | infinite }
ルータ広告で送信するアドレス推奨生存期間情報（広告したプレフィックス情報を通信に使用しなく
なるまで）の値（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

604800（7日）
2. 値の設定範囲

<Preferred-Lifetime>に，0または最大広告間隔時間～ 4294967295（10進数）を指定するか，
infiniteを指定します。
infiniteを指定すると <Preferred-Lifetime>に 4294967295（10進数）が指定されたことと同じ
意味となります。
<Preferred-Lifetime>には <Valid-Lifetime>以下の値を指定してください。
<Preferred-Lifetime>に <Valid-Lifetime>より大きい値が設定された場合，ルータ広告で送信す
るアドレス推奨生存期間情報の値は，<Valid-Lifetime>と同じ値になります。
注　最大広告間隔時間は ipv6 nd ra-intervalコマンドで指定します。

off-linkoff-linkoff-linkoff-link
ルータ広告で送信するプレフィックスが同一リンクに存在しないことを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
リンク上に存在することを指定します。

2. 値の設定範囲
なし

no-autoconfigno-autoconfigno-autoconfigno-autoconfig
ルータ広告で送信するプレフィックス情報を使用するフラグを設定しません。このフラグが設定され
ない場合，ルータ広告を受信した端末はプレフィックス情報を使用しません。通常は本パラメータを
設定しないでください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
プレフィックス情報を使用するフラグが設定されます。

2. 値の設定範囲
なし

［コマンド省略時の動作］

以下の初期値で動作します。

• IPv6プレフィックス = 該当インタフェースプレフィックス

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし
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ipv6 nd prefix
［関連コマンド］

ipv6 nd ra-interval
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ipv6 nd ra-interval
ipv6 nd ra-interval

ルータ広告を送信する最小間隔時間と最大間隔時間を指定します。

実際のルータ広告を送信する時間は，指定した最小間隔時間と最大間隔時間の間のランダムな時間となり
ます。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 nd ra-interval <Min-Interval> <Max-Interval>

情報の削除
no ipv6 nd ra-interval

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Min-Interval><Min-Interval><Min-Interval><Min-Interval>
ルータ広告を送信する最小間隔時間（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
3～ 1350（10進数）を指定します。
注　<Min-Interval>には（<Max-Interval>× 0.75）の値以下を指定してください。
（<Max-Interval>× 0.75）より大きい値を指定した場合はエラーとなります。

<Max-Interval><Max-Interval><Max-Interval><Max-Interval>
ルータ広告を送信する最大間隔時間（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
4～ 1800（10進数）で指定します。

［コマンド省略時の動作］

以下の初期値で動作します。

• 最小間隔時間：200秒
• 最大間隔時間：600秒

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 最小間隔時間と最大間隔時間の指定時間の目安は「コンフィグレーションガイド Vol.3　21. RA」を参
照してください。
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ipv6 nd ra-interval
［関連コマンド］

ipv6 nd ra-lifetime

ipv6 nd reachable-time

ipv6 nd ns-interval
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ipv6 nd ra-lifetime
ipv6 nd ra-lifetime

ルータ広告によって設定される端末のデフォルトルートの有効期間を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 nd ra-lifetime <Seconds>

情報の削除
no ipv6 nd ra-lifetime

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Seconds><Seconds><Seconds><Seconds>
ルータ広告によって設定される端末のデフォルトルートの有効時間（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0または最大広告間隔時間～ 9000（10進数）を指定します。
注　最大広告間隔時間は ipv6 nd ra-intervalコマンドで指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値を 1800秒とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 nd ra-interval

ipv6 nd reachable-time

ipv6 nd ns-interval
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ipv6 nd reachable-time
ipv6 nd reachable-time

ルータ広告を受信した端末が，送信時に確認できた隣接ノードの到達性についての情報の有効期間を指定
します。

この値が大きいと隣接ノードの到達性の問い合わせ回数が減少しますが，端末の所有する到達性情報と実
際の到達性が異なる可能性が高くなります。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 nd reachable-time <Milli-Seconds>

情報の削除
no ipv6 nd reachable-time

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Milli-Seconds><Milli-Seconds><Milli-Seconds><Milli-Seconds>
隣接ノードの到達性についての情報の有効時間（ミリ秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 4294967295（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値を 0とします（隣接ノードの到達性を確認しません）。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 nd ra-interval

ipv6 nd ra-lifetime

ipv6 nd ns-interval
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ipv6 nd router-preference
ipv6 nd router-preference

複数のルータ広告を受けた端末が，どのルータ広告の情報を優先して使用するかを指定します。端末が複
数のルータより同じ優先度のルータ広告を受信した場合，より早く受信したルータ広告が使用されます。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 nd router-preference { high | medium | low }

情報の削除
no ipv6 nd router-preference

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

{ high | medium | low }{ high | medium | low }{ high | medium | low }{ high | medium | low }
ルータ広告の優先度を指定します。

high：medium，lowより高い優先度を指定します。

medium：lowより高く，highより低い優先度を指定します。

low：high，mediumより低い優先度を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
high，medium，または lowを指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値をmediumとします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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ipv6 nd suppress-ra
ipv6 nd suppress-ra

該当インタフェースでのルータ広告を抑止します。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 nd suppress-ra

情報の削除
no ipv6 nd suppress-ra

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

ルータ広告を行います。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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20　IPv6 DHCPリレー【【【【OP-DH6R】】】】

ipv6 dhcp relay destination【OP-DH6R】

ipv6 dhcp relay hop-limit【OP-DH6R】

ipv6 dhcp relay static-route-setting【OP-DH6R】

service ipv6 dhcp relay【OP-DH6R】
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ipv6 dhcp relay destination【OP-DH6R】
ipv6 dhcp relay destination【【【【OP-DH6R】】】】

IPv6 DHCPパケットの転送先を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 dhcp relay destination {<ipv6 address> [<ipv6 address>...] | all-servers vlan <vlan id>}

情報の削除
no ipv6 dhcp relay destination

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

{<ipv6 address> [<ipv6 address>...] | all-servers vlan <vlan id>}{<ipv6 address> [<ipv6 address>...] | all-servers vlan <vlan id>}{<ipv6 address> [<ipv6 address>...] | all-servers vlan <vlan id>}{<ipv6 address> [<ipv6 address>...] | all-servers vlan <vlan id>}
IPv6 DHCPパケットの転送先を，IPv6アドレスまたは VLAN IDで指定します。

<ipv6 address> [<ipv6 address>...]<ipv6 address> [<ipv6 address>...]<ipv6 address> [<ipv6 address>...]<ipv6 address> [<ipv6 address>...]
IPv6 DHCPサーバの IPv6アドレスを指定します。本パラメータを指定した場合，指定した
IPv6 DHCPサーバ宛てのユニキャストとして転送されます。

all-servers vlan <vlan id>all-servers vlan <vlan id>all-servers vlan <vlan id>all-servers vlan <vlan id>
IPv6 DHCPパケットの転送先として使用する，グローバル IPv6アドレスの設定された VLAN
の VLAN IDを指定します。本パラメータを指定した場合，全 IPv6 DHCPサーバ宛てのマルチ
キャストとして転送されます。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<ipv6 address>には本装置と通信可能なグローバルユニキャストアドレスを指定します。また，
一つの ipv6 dhcp relay destination設定内に最大 4個が設定できます。<ipv6 address>設定の詳
細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。
<vlan id>には interface vlanコマンドで指定した VLAN IDを指定します。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. all-servers vlan <vlan id>に設定されていない <vlan id>を指定した場合，コンフィグレーションには
設定されますが，IPv6 DHCPリレープログラムでは無視されます。
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ipv6 dhcp relay destination【OP-DH6R】
［関連コマンド］

なし
445



ipv6 dhcp relay hop-limit【OP-DH6R】
ipv6 dhcp relay hop-limit【【【【OP-DH6R】】】】

IPv6 DHCP転送パケットの最大ホップカウント数を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 dhcp relay hop-limit <hop limit>

情報の削除
no ipv6 dhcp relay hop-limit

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<hop limit><hop limit><hop limit><hop limit>
IPv6 DHCP転送パケットの最大ホップカウント数を指定します。本パラメータで指定したホップカ
ウント以上の値を持つ IPv6 DHCPリレーパケットは転送しません。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 32（10進数）

［コマンド省略時の動作］

IPv6 DHCP転送パケットの最大ホップカウント数を 4とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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ipv6 dhcp relay static-route-setting【OP-DH6R】
ipv6 dhcp relay static-route-setting【【【【OP-DH6R】】】】

IPv6 DHCPリレーの経路情報オプションを指定することで，配布済みのプレフィックスを自動で本装置
の経路情報テーブルに追加します。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 dhcp relay static-route-setting

情報の削除
no ipv6 dhcp relay static-route-setting

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

経路情報テーブルに登録しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 経路情報オプション未設定の状態でプレフィックスを配布したあとに，経路情報オプションを設定する
と，配布済みのプレフィックスが経路情報に登録されます。

2. 経路情報オプションの削除を実施した場合，配布済みのプレフィックスに対する経路情報はすべて削除
されます。

3. 本機能で経路情報を追加できるのは IPv6 DHCP-PDクライアントを直接収容した場合だけです。

［関連コマンド］

なし
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service ipv6 dhcp relay【OP-DH6R】
service ipv6 dhcp relay【【【【OP-DH6R】】】】

IPv6 DHCPリレーの使用／未使用を設定します。

［入力形式］

情報の設定
service ipv6 dhcp relay

情報の削除
no service ipv6 dhcp relay

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

IPv6 DHCPリレーは使用できません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. IPv6 DHCPリレーは IPv6 DHCPサーバ機能と同時に動作できません。no service ipv6 dhcpコマンド
を設定し，IPv6 DHCPサーバ機能を未使用状態にしてから使用してください。

［関連コマンド］

なし
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21　IPv6 DHCPサーバ機能

dns-server

domain-name

ipv6 dhcp pool

ipv6 dhcp server

ipv6 dhcp static-route-setting

ipv6 local pool

prefix-delegation

prefix-delegation pool

service ipv6 dhcp

sip-domain-name

sip-server

sntp-server
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dns-server
dns-server

IPv6 DHCPサーバの DNSサーバアドレス情報を設定します。IPv6 DHCPクライアントからの要求に応
じて DNSサーバアドレス情報を配布することができます。

［入力形式］

情報の設定
dns-server <IPv6 Address>

情報の削除
no dns-server <IPv6 Address>

［入力モード］
(config-dhcp)

［パラメータ］

<IPv6 Address><IPv6 Address><IPv6 Address><IPv6 Address>
クライアントに利用可能な DNSサーバの IPv6アドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
なし

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドは複数設定できます。
2. 設定可能なサーバのアドレスは 1プール当たり最大 16個です。
3. 装置当たりに設定可能な DNSサーバアドレス情報は最大 4096個です。

［関連コマンド］

なし
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domain-name

IPv6 DHCPサーバのドメインネーム情報を設定します。IPv6 DHCPクライアントからの要求に応じてド
メインネーム情報を配布することができます。

［入力形式］

情報の設定
domain-name <Domain Name>

情報の削除
no domain-name <Domain Name>

［入力モード］
(config-dhcp)

［パラメータ］

<Domain Name><Domain Name><Domain Name><Domain Name>
クライアントに利用可能なドメインネームを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
最大 63文字のドメイン名

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドは複数設定できます。
2. 設定可能なドメインネーム数は 1プール当たり最大 16個です。
3. 装置当たりに設定可能なドメインネーム情報は最大 4096個です。

［関連コマンド］

なし
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ipv6 dhcp pool

IPv6 DHCPアドレスプールの情報を設定します。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 dhcp pool <Pool Name>

情報の削除
no ipv6 dhcp pool <Pool Name>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Pool Name><Pool Name><Pool Name><Pool Name>
IPv6 DHCPサーバのプール設定用の名称を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
最大 14文字の名前を入力します。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 最大プール設定数は 1024です。
2. ipv6 dhcp serverコマンドで <Pool Name>を設定している場合は，該当の ipv6 dhcp poolの設定は削
除できません。先に ipv6 dhcp serverの設定を削除後，該当の ipv6 dhcp poolの設定を削除してくださ
い。

［関連コマンド］

なし
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ipv6 dhcp server

プレフィックスを配布するための設定をします。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 dhcp server <Pool Name> [rapid-commit] [preference <Number>]

情報の削除
no ipv6 dhcp server <Pool Name>

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Pool Name><Pool Name><Pool Name><Pool Name>
プール設定で設定されたプール名称を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
最大 14文字の名前を入力します。

rapid-commitrapid-commitrapid-commitrapid-commit
クライアントからの Solicitメッセージ受信時に Rapid Commit Optionを受け付ける場合に設定しま
す。
1. 本パラメータ省略時の初期値
なし

2. 値の設定範囲
なし

preference <Number>preference <Number>preference <Number>preference <Number>
クライアントのサーバの優先順位を通知する場合に設定します。値が大きくなるほど優先順位が高く
なります。
1. 本パラメータ省略時の初期値
なし

2. 値の設定範囲
1～ 255

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 最大 1024インタフェースに設定できます。
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ipv6 dhcp server
2. 1インタフェースに複数設定することはできません。

［関連コマンド］

ip dhcp pool
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ipv6 dhcp static-route-setting
ipv6 dhcp static-route-setting

IPv6 DHCPサーバによってプレフィックスを配布したクライアントへの経路情報を，本装置の経路情報
テーブル上に自動で追加します。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 dhcp static-route-setting

情報の削除
no ipv6 dhcp static-route-setting

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドを設定した場合，プレフィックスを配布したときに，自動でプレフィックスに対する経路を
設定しますが，オンラインで本コマンドを削除した場合，直ちに配布プレフィックスに対する経路情報
がすべて削除されます。また，本コマンドを設定してない状態でプレフィックスを配布したあとで，本
コマンドを設定すると，配布済みプレフィックスに対する経路情報がすべて登録されます。

2. 配布プレフィックスの経路情報を本設定で Staticに登録する場合，またはルーティングプロトコルで
交換する場合のどちらも，当該装置の収容経路エントリ数に注意してください。

［関連コマンド］

なし
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ipv6 local pool

動的に割り当てるプレフィックスを設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 local pool <Local Pool Name> <IPv6 Address>/<Prefixlen> <Assigned Length>

情報の削除
no ipv6 local pool <Local Pool Name>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Local Pool Name><Local Pool Name><Local Pool Name><Local Pool Name>
ローカルプール名称を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
最大 14文字の名前を入力します。

<IPv6 Address>/<Prefixlen><IPv6 Address>/<Prefixlen><IPv6 Address>/<Prefixlen><IPv6 Address>/<Prefixlen>
割り当てに使用するプレフィックスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv6 Address>はコロン記法で，<Prefixlen>はプレフィックス長（1～ 64：10進数）で指定し
ます。

<Assigned Length><Assigned Length><Assigned Length><Assigned Length>
実際に割り当てるプレフィックス長を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 64

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 配布設定可能なプレフィックス数は装置最大 1024です。
2. 同一プール設定内で固定 IPv6プレフィックス設定と同時に設定することはできません。
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3. Assigned Lengthよりも後ろに 0以外の数字が含まれている場合はその数字は無視されます。
4. prefix-delegation poolコマンドで <Local Pool Name>を設定している場合は，該当の ipv6 local pool
の設定を削除できません。先に prefix-delegation poolの設定を削除後，該当の ipv6 local poolの設定
を削除してください。

［関連コマンド］

なし
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prefix-delegation

指定プール設定内で使用する，固定 IPv6プレフィックス，IAID，および lifetimeを設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
prefix-delegation <IPv6 Address>/<Prefixlen> <Client DUID> [iaid <IAID>] [lifetime {<Valid 
Lifetime> | infinite} {<Preferred Lifetime> | infinite}]

情報の削除
no prefix-delegation <IPv6 Address>

［入力モード］
(config-dhcp)

［パラメータ］

<IPv6 Address>/<Prefixlen><IPv6 Address>/<Prefixlen><IPv6 Address>/<Prefixlen><IPv6 Address>/<Prefixlen>
指定プール設定内で使用する固定 IPv6プレフィックスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv6 Address>はコロン記法で，<Prefixlen>はプレフィックス長（1～ 64：10進数）で指定し
ます。

<Client DUID><Client DUID><Client DUID><Client DUID>
クライアントの DUIDを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
2桁ごとに「：」で区切られた 16進数で表記します。
2桁ごとの数値は最大 128個まで設定します。
（入力例）00:01:00:01:aa:bb

iaid <IAID>iaid <IAID>iaid <IAID>iaid <IAID>
指定 IPv6プレフィックス設定で割り当てる IAIDを指定します。本パラメータを指定した場合は，ク
ライアントが IA_PDに設定した IAIDと一致したプレフィックスが配布対象になります。また，省略
した場合は，IAIDが一致しなかった IA_PDに順番に割り当てられます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
なし

2. 値の設定範囲
0～ 4294967295

lifetime {<Valid Lifetime> | infinite} {<Preferred Lifetime> | infinite}lifetime {<Valid Lifetime> | infinite} {<Preferred Lifetime> | infinite}lifetime {<Valid Lifetime> | infinite} {<Preferred Lifetime> | infinite}lifetime {<Valid Lifetime> | infinite} {<Preferred Lifetime> | infinite}

<Valid Lifetime><Valid Lifetime><Valid Lifetime><Valid Lifetime>
指定 IPv6プレフィックス設定で使用する有効生存期間を秒単位で指定します。本パラメータは，
推奨生存期間以上の値を指定してください。

<Preferred Lifetime><Preferred Lifetime><Preferred Lifetime><Preferred Lifetime>
指定 IPv6プレフィックス設定で使用する推奨生存期間を秒単位で指定します。本パラメータは，
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prefix-delegation
有効生存期間よりも大きい値の指定はできません。

infiniteinfiniteinfiniteinfinite
指定 IPv6プレフィックス設定で使用する有効生存期間／推奨生存期間を無制限に設定します。
なお，有効生存期間に infiniteを指定した場合だけ，推奨生存期間に infiniteを指定できます。

1. 本パラメータ省略時の初期値
有効生存期間は，2592000（30日）。推奨生存期間は，604800（7日）。

2. 値の設定範囲
lifetime <Valid Lifetime> <Preferred Lifetime>，lifetime infinite <Preferred Lifetime>または
lifetime infinite infinite
<Valid Lifetime>および <Preferred Lifetime>は，それぞれ 60～ 31536000の範囲から指定しま
す。この際，<Valid Lifetime>には <Preferred Lifetime>以上の値を指定してください。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 配布設定可能なプレフィックス数は装置最大 1024です。
2. 同一プール設定内でローカルプール設定と同時に設定することはできません。

［関連コマンド］

なし
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prefix-delegation pool

ローカルプール設定で指定された IPv6プレフィックス範囲設定に対して IAIDおよび lifetimeを設定しま
す。

［入力形式］

情報の設定・変更
prefix-delegation pool <Local Pool Name> [iaid <IAID>] [lifetime {<Valid Lifetime> | infinite} 
{<Preferred Lifetime> | infinite}]

情報の削除
no prefix-delegation pool <Local Pool Name>

［入力モード］
(config-dhcp)

［パラメータ］

<Local Pool Name><Local Pool Name><Local Pool Name><Local Pool Name>
ローカルプール設定で設定したローカルプール名称を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
最大 14文字の名前を入力します。

iaid <IAID>iaid <IAID>iaid <IAID>iaid <IAID>
IPv6プレフィックス範囲設定で割り当てる IAIDを指定します。本パラメータを指定した場合，クラ
イアントが IA_PDに設定した IAIDと一致したプレフィックスが配布対象になります。また，省略し
た場合は，IAIDが一致しなかった IA_PDに順番に割り当てられます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
なし

2. 値の設定範囲
0～ 4294967295

lifetime {<Valid Lifetime> | infinite} {<Preferred Lifetime> | infinite}lifetime {<Valid Lifetime> | infinite} {<Preferred Lifetime> | infinite}lifetime {<Valid Lifetime> | infinite} {<Preferred Lifetime> | infinite}lifetime {<Valid Lifetime> | infinite} {<Preferred Lifetime> | infinite}

<Valid Lifetime><Valid Lifetime><Valid Lifetime><Valid Lifetime>
IPv6プレフィックス範囲設定で使用する有効生存期間を秒単位で指定します。本パラメータは，
推奨生存期間以上の値を指定してください。

<Preferred Lifetime><Preferred Lifetime><Preferred Lifetime><Preferred Lifetime>
IPv6プレフィックス範囲設定で使用する推奨生存期間を秒単位で指定します。本パラメータは，
有効生存期間よりも大きい値を指定できません。

infiniteinfiniteinfiniteinfinite
IPv6プレフィックス範囲設定で使用する有効生存期間／推奨生存期間を無制限に設定します。な
お，有効生存期間に infiniteを指定した場合だけ，推奨生存期間に infiniteを指定できます。

1. 本パラメータ省略時の初期値
有効生存期間は，2592000（30日）。推奨生存期間は，604800（7日）。

2. 値の設定範囲
lifetime <Valid Lifetime> <Preferred Lifetime>，lifetime infinite <Preferred Lifetime>または
lifetime infinite infinite
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prefix-delegation pool
<Valid Lifetime>および <Preferred Lifetime>は，それぞれ 60～ 31536000の範囲から指定しま
す。この際，<Valid Lifetime>には <Preferred Lifetime>以上の値を指定してください。

［コマンド省略時の動作］

ローカルプール設定で指定された IPv6プレフィックス範囲設定は設定されません。また，lifetimeパラ
メータを省略した場合は次のとおりとなります。

• 有効生存期間（Valid Lifetime）：30日
• 推奨生存期間（Preferred Lifetime）：7日

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. ほかの ipv6 dhcp pool内に設定されたローカルプール名称は使用できません。

［関連コマンド］

ipv6 local pool
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service ipv6 dhcp

IPv6 DHCPサーバの使用／未使用を設定します。

［入力形式］

情報の設定
no service ipv6 dhcp

情報の削除
service ipv6 dhcp

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

IPv6 DHCPサーバを使用できます。

［通信への影響］

通信ができなくなります。

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
462



sip-domain-name
sip-domain-name

IPv6 DHCPサーバの SIPドメインネーム情報を設定します。IPv6 DHCPクライアントからの要求に応じ
て SIPドメインネーム情報を配布することができます。

［入力形式］

情報の設定
sip-domain-name <Domain Name>

情報の削除
no sip-domain-name <Domain Name>

［入力モード］
(config-dhcp)

［パラメータ］

<Domain Name><Domain Name><Domain Name><Domain Name>
クライアントに利用可能な SIPドメインネームを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
最大 63文字のドメイン名

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドは複数設定できます。
2. 設定可能なドメインネーム数は 1プール当たり最大 16個です。
3. 装置当たりに設定可能な SIPドメインネーム情報は最大 4096個です。

［関連コマンド］

なし
463



sip-server
sip-server

IPv6 DHCPサーバの SIPサーバ IPv6アドレス情報を設定します。IPv6 DHCPクライアントからの要求
に応じて SIPサーバ IPv6アドレス情報を配布することができます。

［入力形式］

情報の設定
sip-server <IPv6 Address>

情報の削除
no sip-server <IPv6 Address>

［入力モード］
(config-dhcp)

［パラメータ］

<IPv6 Address><IPv6 Address><IPv6 Address><IPv6 Address>
クライアントに利用可能な SIPサーバの IPv6アドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
なし

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドは複数設定できます。
2. 設定可能なサーバのアドレスは 1プール当たり最大 16個です。
3. 装置当たりに設定可能な SIPサーバ IPv6アドレス情報は最大 4096個です。

［関連コマンド］

なし
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sntp-server

IPv6 DHCPサーバの SNTPサーバアドレス情報を設定します。IPv6 DHCPクライアントからの要求に
応じて SNTPサーバアドレス情報を配布することができます。

［入力形式］

情報の設定
sntp-server <IPv6 Address>

情報の削除
no sntp-server <IPv6 Address>

［入力モード］
(config-dhcp)

［パラメータ］

<IPv6 Address><IPv6 Address><IPv6 Address><IPv6 Address>
クライアントに利用可能な SNTPサーバの IPv6アドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
なし

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドは複数設定できます。
2. 設定可能なサーバのアドレスは 1プール当たり最大 16個です。
3. 装置当たりに設定可能な SNTPサーバアドレス情報は最大 4096個です。

［関連コマンド］

なし
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22　ルーティングオプション（IPv6）

ルーティングオプション（IPv6）
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ルーティングオプション（IPv6）

「8　ルーティングオプション（IPv4）」を参照してください。
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23　経路集約（IPv6）

ipv6 summary-address
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ipv6 summary-address

IPv6集約経路を生成します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 summary-address [vrf <vrf id>] <IPv6-Prefix>/<Prefix-Len> [<Distance>] [as-set] [noinstall] 
[summary-only]

情報の削除
no ipv6 summary-address [vrf <vrf id>] <IPv6-Prefix>/<Prefix-Len>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
経路が属する VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
経路はグローバルネットワークに属します。

2. 値の設定範囲
<vrf id>に VRF IDを指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<IPv6-Prefix><IPv6-Prefix><IPv6-Prefix><IPv6-Prefix>
IPv6集約アドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv6プレフィックスを指定します。
注　<IPv6-Prefix>の <Prefix-Len>で指定した以降のビットは 0にしてください。

<Prefix-Len><Prefix-Len><Prefix-Len><Prefix-Len>
プレフィックス長を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 128（10進数）で指定します。

<Distance><Distance><Distance><Distance>
該当集約経路のディスタンス値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

130
2. 値の設定範囲

2～ 255（10進数）を指定します。2は最高の優先度，255は最低の優先度を示します。

as-setas-setas-setas-set
集約経路の AS_PATH属性を生成時，AS_SETを生成することを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
集約経路の AS_PATH属性を生成時，AS_SETを生成しません。
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ipv6 summary-address
2. 値の設定範囲
なし

noinstallnoinstallnoinstallnoinstall
集約経路をフォワーディングテーブルに登録しないように指定します。ただし，ルーティングプロト
コルを使用した集約経路の配布は可能です。本パラメータは，集約経路をほかのルーティングプロト
コルにより外部に広告するものの，集約経路に従ってパケットを廃棄したくない場合に指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
フォワーディングテーブルに登録します。

2. 値の設定範囲
なし

summary-onlysummary-onlysummary-onlysummary-only
集約した経路を広告する際，集約元経路の広告を抑止します。summary-onlyは経路を集約した際，
集約経路だけを広告し，集約元経路の広告を抑止したい場合に使用します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
集約元経路の広告を抑止しません。

2. 値の設定範囲
なし

［コマンド省略時の動作］

集約経路を生成しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. ループバックインタフェースまたは Nullインタフェースをネクストホップに持つ経路は，集約元経路
の対象外となります。

［関連コマンド］

distribute-list out（RIPng）（OSPFv4）（BGP4+）

redistribute（RIPng）（OSPFv4）（BGP4+）

neighbor out（BGP4+）
471





24　スタティックルーティング（IPv6）

ipv6 route

ipv6 route static maximum-paths

ipv6 route static poll-interval

ipv6 route static poll-multiplier
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ipv6 route
ipv6 route

IPv6スタティック経路を生成します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 route [vrf <vrf id>] <IPv6-Prefix>/<Prefix-Len> <Nexthop-Address> [<Distance>] [weight 
<Weight>] [tag <Tag>] [{noinstall | reject}] [poll] [noresolve]
ipv6 route [vrf <vrf id>] <IPv6-Prefix>/<Prefix-Len> <Nexthop-Address> <interface type> 
<interface number> [<Distance>] [weight <Weight> ] [tag <Tag>] [{noinstall | reject}] [poll] 
[noresolve]
ipv6 route [vrf <vrf id>] <IPv6-Prefix>/<Prefix-Len> <Nexthop-Address> {vrf <nexthop vrf id> | 
global} [<Distance>] [weight <Weight>] [tag <Tag>] [{noinstall | reject}] [poll] [noresolve]
ipv6 route [vrf <vrf id>] <IPv6-Prefix>/<Prefix-Len> <interface type> <interface number> 
[<Distance>] [weight <Weight> ] [tag <Tag>]

情報の削除
no ipv6 route [vrf <vrf id>] <IPv6-Prefix>/<Prefix-Len> <Nexthop-Address>
no ipv6 route [vrf <vrf id>] <IPv6-Prefix>/<Prefix-Len> <Nexthop-Address> <interface type> 
<interface number>
no ipv6 route [vrf <vrf id>] <IPv6-Prefix>/<Prefix-Len> <Nexthop-Address> {vrf <nexthop vrf id> | 
global}
no ipv6 route [vrf <vrf id>] <IPv6-Prefix>/<Prefix-Len> <interface type> <interface number>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
経路が属する VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
経路はグローバルネットワークに属します。

2. 値の設定範囲
<vrf id>に VRF IDを指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<IPv6-Prefix><IPv6-Prefix><IPv6-Prefix><IPv6-Prefix>
宛先 IPv6プレフィックスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<IPv6-Prefix>は IPv6プレフィックスを指定します。
注　<IPv6-Prefix>の <Prefix-Len>で指定した以降のビットは 0にしてください。

<Prefix-Len><Prefix-Len><Prefix-Len><Prefix-Len>
プレフィックス長を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
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ipv6 route
0～ 128（10進数）で指定します。

<Nexthop-Address><Nexthop-Address><Nexthop-Address><Nexthop-Address>
IPv6ネクストホップアドレスを指定します。IPv6リンクローカルアドレス指定時は，本パラメータ
のあとにインタフェースを指定してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
ネクストホップを特定しません。

2. 値の設定範囲
IPv6グローバルアドレス，IPv6サイトローカルアドレス，または IPv6リンクローカルアドレス
を指定します。

<interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number>
ネクストホップを解決するためのインタフェースを指定します。ネクストホップを解決する経路が指
定インタフェースと異なる場合，本経路は有効となりません。
<Nexthop-Address>に IPv6リンクローカルアドレスを指定した場合，本パラメータでインタフェー
スを指定してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値

<Nexthop-Address>の指定がある場合：
　ネクストホップを解決するためのインタフェースを特定しません。
<Nexthop-Address>の指定がない場合：
　省略できません。

2. 値の設定範囲
<interface type> <interface number>には，次を指定できます。
<Nexthop-Address>の指定がある場合：
・vlan <vlan id>
　<vlan id>には interface vlanコマンドで設定した VLAN IDを指定します。
・mgmt 0（グローバルネットワークの経路だけ指定できます）
<Nexthop-Address>の指定がない場合：
・null 0

{vrf <nexthop vrf id> | global}{vrf <nexthop vrf id> | global}{vrf <nexthop vrf id> | global}{vrf <nexthop vrf id> | global}【【【【OP-NPAR】】】】
ネクストホップが属する VRF，またはネクストホップがグローバルネットワークに属することを指定
します。

<nexthop vrf id><nexthop vrf id><nexthop vrf id><nexthop vrf id>
ネクストホップが属する VRFを指定します。

globalglobalglobalglobal
ネクストホップがグローバルネットワークに属することを指定します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
ネクストホップは経路と同一の VRFに属します。

2. 値の設定範囲
vrf <nexthop vrf id>または globalを指定します。
<nexthop vrf id>には <vrf id>の設定範囲と同一の VRF IDを指定します。
<vrf id>の設定範囲については，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<Distance><Distance><Distance><Distance>
該当経路のディスタンス値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

2
2. 値の設定範囲
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ipv6 route
2～ 255（10進数）を指定します。2は最高の優先度，255は最低の優先度を示します。

weight <Weight>weight <Weight>weight <Weight>weight <Weight>
該当経路の優先度を指定します。本パラメータは，同一宛先間の優先度を決定するためのパラメータ
です。
1. 本パラメータ省略時の初期値

0
2. 値の設定範囲

<Weight>に 0～ 255（10進数）を指定します。255は最高の優先度，0は最低の優先度を示しま
す。

tag <Tag>tag <Tag>tag <Tag>tag <Tag>
該当経路に付加するタグ値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

0
2. 値の設定範囲

<Tag>に 0～ 4294967295（10進数）を指定します。

{noinstall | reject}{noinstall | reject}{noinstall | reject}{noinstall | reject}

noinstallnoinstallnoinstallnoinstall
該当スタティック経路をフォワーディングテーブルに登録しないように指定します。ただし，
ルーティングプロトコルを使用したスタティック経路の配布は可能です。本パラメータは，スタ
ティック経路をほかのルーティングプロトコルにより外部に広告するものの，本装置のパケット
転送には使用したくない場合に指定します。

rejectrejectrejectreject
該当スタティック経路をリジェクト経路として生成する場合に指定します。本パラメータは，該
当スタティック経路と一致したパケットを廃棄したい場合に指定します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
該当スタティック経路を非リジェクト経路として生成し，フォワーディングテーブルに登録しま
す。

2. 値の設定範囲
noinstallまたは rejectを指定します。

pollpollpollpoll
ネクストホップに対して，到達監視のためのポーリングを行うことを指定します。ポーリング指定は，
ネクストホップアドレス指定時だけ設定できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値
ポーリングを行いません。

2. 値の設定範囲
なし

noresolvenoresolvenoresolvenoresolve
該当スタティック経路のネクストホップの解決に，直結経路だけ使用します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
該当スタティック経路のネクストホップの解決に，直結経路を含むすべての経路※を使用します。
注※　noresolve未指定のスタティック経路は，ネクストホップの解決経路として使用できませ
ん。

2. 値の設定範囲
なし
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ipv6 route
［コマンド省略時の動作］

IPv6スタティック経路を生成しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 異なる VRFのネクストホップ間でマルチパスは構成できません。
マルチパスを構成するネクストホップは，現在有効でかつ最も高い weight値を持つネクストホップを
基準として，それと同じ VRF上のネクストホップの中から選択されます。
例えば，次の場合，マルチパスを構成するネクストホップは，2001:db8:1:1::1と 2001:db8:1:3::1の二
つです。
ipv6 route vrf 100 2001:db8:ffff:1::/64 2001:db8:1:1::1 vrf 200 weight 30
ipv6 route vrf 100 2001:db8:ffff:1::/64 2001:db8:1:2::1 vrf 100 weight 20
ipv6 route vrf 100 2001:db8:ffff:1::/64 2001:db8:1:3::1 vrf 200 weight 10

［関連コマンド］

ipv6 route static poll-interval

ipv6 route static poll-multiplier

ipv6 route static maximum-paths
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ipv6 route static maximum-paths
ipv6 route static maximum-paths

スタティック経路情報に対して生成する，最大パス数（最大ネクストホップ数）を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 route static maximum-paths <Number>

情報の削除
no ipv6 route static maximum-paths

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Number><Number><Number><Number>
最大パス数（最大ネクストホップ数）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 16（10進数）を指定します。
ただし，ip urpfを設定している場合，<Number>に 9以上を設定できません。

［コマンド省略時の動作］

初期値を 6とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ip route
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ipv6 route static poll-interval
ipv6 route static poll-interval

ネクストホップに対するポーリング間隔を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 route static poll-interval <Seconds>

情報の削除 
no ipv6 route static poll-interval

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Seconds><Seconds><Seconds><Seconds>
ポーリング間隔時間（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 180（10進数：秒）を指定します。
0を指定した場合，ポーリング処理を停止します。

［コマンド省略時の動作］

初期値を 5秒とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 route

ipv6 route static poll-multiplier
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ipv6 route static poll-multiplier
ipv6 route static poll-multiplier

ネクストホップに対するポーリング回数，連続応答回数を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 route static poll-multiplier <Invalid-Count> <Restore-Count>

情報の削除
no ipv6 route static poll-multiplier

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Invalid-Count><Invalid-Count><Invalid-Count><Invalid-Count>
ポーリング回数を指定します。指定した回数分，連続してポーリングに対する応答がない場合，ポー
リング指定のスタティック経路を無効とします。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数：回数）を指定します。

<Restore-Count><Restore-Count><Restore-Count><Restore-Count>
連続応答回数を指定します。ポーリング無応答で無効とされたスタティック経路のネクストホップか
ら，指定した回数分，連続してポーリングに対する応答があった場合，該当スタティック経路を有効
とします。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数：回数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

次の初期値で動作します。

• ポーリング回数：3回
• 連続応答回数：1回

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし
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ipv6 route static poll-multiplier
［関連コマンド］

ipv6 route

ipv6 route static poll-interval
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25　RIPng

default-metric

disable

distance

generate-secondary-route

inherit-metric

ipv6 rip enable

ipv6 rip metric-offset

ipv6 router rip

passive-interface

timers basic
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default-metric
default-metric

ほかのプロトコルで学習した経路情報を RIPngで広告する場合のメトリック値を指定します。
redistribute，distribute-list outコマンドで設定したメトリック値が，本コマンドより優先します。本コ
マンドは，Static経路，OSPFv3経路，および BGP4+経路に有効です。

［入力形式］

情報の設定・変更
default-metric <Metric>

情報の削除
no default-metric

［入力モード］
(config-rtr-rip)

［パラメータ］

<Metric><Metric><Metric><Metric>
メトリック値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 16（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

次の初期値で動作します。

• Static経路：メトリック 1
• OSPFv3経路：メトリック 16
• BGP4+経路：メトリック 16

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の経路広告時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

inherit-metric

distribute-list out

redistribute

ipv6 rip metric-offset
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disable
disable

RIPngが動作しないことを指定します。

［入力形式］

情報の設定
disable

情報の削除
no disable

［入力モード］
(config-rtr-rip)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

RIPngが動作します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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distance
distance

RIPngで学習した経路情報のディスタンス値を指定します。distribute-list inコマンドで指定するディス
タンス値が本コマンドより優先します。

［入力形式］

情報の設定・変更
distance <Distance>

情報の削除
no distance

［入力モード］
(config-rtr-rip)

［パラメータ］

<Distance><Distance><Distance><Distance>
RIPngのディスタンス値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
2～ 255（10進数）を指定します。2は最高の優先度，255は最低の優先度を示します。

［コマンド省略時の動作］

初期値は 120とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の経路学習時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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generate-secondary-route
generate-secondary-route

第 2優先経路をルーティングテーブルに登録します。

［入力形式］

情報の設定
generate-secondary-route

情報の削除
no generate-secondary-route

［入力モード］
(config-rtr-rip)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

第 2優先経路をルーティングテーブルに登録しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の経路学習時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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inherit-metric
inherit-metric

ほかのルーティングプロトコルの経路情報を RIPngで広告する際，メトリック値を引き継ぐことを指定し
ます。

［入力形式］

情報の設定
inherit-metric

情報の削除 
no inherit-metric

［入力モード］
(config-rtr-rip)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

メトリック値を引き継ぎません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の経路広告時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

default-metric

distribute-list out

redistribute

ipv6 rip metric-offset
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ipv6 rip enable
ipv6 rip enable

該当インタフェースで RIPngを動作するよう指定します。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 rip enable

情報の削除
no ipv6 rip enable

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

該当インタフェースで RIPngが動作しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 router rip
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ipv6 rip metric-offset
ipv6 rip metric-offset

該当インタフェースで RIPngパケットを送受信する際に，メトリック値に加算する値を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 rip metric-offset <Metric> { in | out }

情報の削除
no ipv6 rip metric-offset [<Metric>] { in | out }

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Metric><Metric><Metric><Metric>
メトリック値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 16（10進数）を指定します。

{ in | out }{ in | out }{ in | out }{ in | out }

inininin
パケット受信時にメトリックを加算する場合に指定します。

outoutoutout
パケット送信時にメトリックを加算する場合に指定します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
inまたは outを指定します。

［コマンド省略時の動作］
• 受信時のメトリック加算値は 1となります。
• 送信時のメトリック加算値は 0となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の経路学習時または経路広告時に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

default-metric
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ipv6 rip metric-offset
inherit-metric

distribute-list in

distribute-list out
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ipv6 router rip
ipv6 router rip

ルーティングプロトコル RIPngに関する動作情報を設定します。

本コマンド入力後，config-rtr-ripモードに移行します。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 router rip [vrf <vrf id>]

情報の削除
no ipv6 router rip [vrf <vrf id>]

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
RIPngが属する VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに属します。

2. 値の設定範囲
<vrf id>に VRF IDを指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

RIPngが動作しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 rip enable
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passive-interface
passive-interface

該当インタフェースから RIPngパケットで経路情報を送信しないことを指定します。ほかのルータに経路
情報を通知したくない場合（例えば，相手ルータがスタティックルーティングを使用しているなど）に指
定します。本コマンドは，RIPngパケットが送信可能となっているインタフェースだけ制御できます。

［入力形式］

情報の設定
passive-interface {default | <interface type> <interface number>}

情報の削除
no passive-interface {default | <interface type> <interface number>}

［入力モード］
(config-rtr-rip)

［パラメータ］

{default | <interface type> <interface number>}{default | <interface type> <interface number>}{default | <interface type> <interface number>}{default | <interface type> <interface number>}
RIPngパケットを送信しないインタフェースを指定します。

defaultdefaultdefaultdefault
すべてのインタフェースで RIPngパケットを送信しないことを指定します。

<interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number>
RIPngパケットを送信しないインタフェースを指定します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
defaultまたは <interface type> <interface number>
<interface type> <interface number>には，次を指定できます。
・vlan <vlan id>
　<vlan id>には interface vlanコマンドで設定した VLAN IDを指定します。
・mgmt 0（グローバルネットワークの設定でだけ指定できます）

［コマンド省略時の動作］

RIPngパケットで経路情報を送信します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の経路広告時に反映されます。

［注意事項］

1. RIPngパケットを送信可能なすべてのインタフェースを送信抑止状態にする場合は，passive-interface 
defaultコマンドを指定します。また，この状態で no passive-interface <interface type> <interface 
number>コマンドを指定すると，指定インタフェースを送信可能状態とします。設定例を次に示しま
す。
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passive-interface
設定例 1
(1)vlan 2だけを送信抑止にする。
　(config-rtr-rip)# passive-interface vlan 2
(2)上記 (1)の状態で vlan 2を送信可能にする。
　(config-rtr-rip)# no passive-interface vlan 2
　注　上記コマンドを入力することで設定が削除されます。

設定例 2
(1)すべてのインタフェースを送信抑止にする。
　(config-rtr-rip)# passive-interface default
(2)上記 (1)の状態で vlan 3だけを送信可能とする。
　(config-rtr-rip)# no passive-interface vlan 3
　注　上記コマンドは設定を削除するためのコマンドではありません。
(3)上記 (2)の状態ですべてのインタフェースを送信可能とする。
　(config-rtr-rip)# no passive-interface default 
　注　上記コマンドを入力することで設定が削除されます。

［関連コマンド］

distribute-list out
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timers basic
timers basic

RIPngの各種タイマ値を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
timers basic <Update> <Aging> <Garbage-Collection>

情報の削除 
no timers basic

［入力モード］
(config-rtr-rip)

［パラメータ］

<Update><Update><Update><Update>
周期広告タイマ値（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 60（10進数）を指定します。

<Aging><Aging><Aging><Aging>
エージングタイマ値（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 360（10進数）を指定します。

<Garbage-Collection><Garbage-Collection><Garbage-Collection><Garbage-Collection>
経路を無効としたあと，ルーティングテーブルから削除するまでの時間（秒）を指定します。本指定
時間内は，RIPng送信先に本経路をMetric16で広告します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 480（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

次の初期値で動作します。

• <Update>：30秒
• <Aging>：180秒
• <Garbage-Collection>：120秒

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。
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timers basic
［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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26　OSPFv3
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timers spf
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area default-cost
area default-cost

エリア境界ルータが，スタブエリアに広告するデフォルトルートのコスト値を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
area <Area-ID> default-cost <Cost>

情報の削除
no area <Area-ID> default-cost

エリアの削除（stub，virtual-link，rangeのすべてを削除します）
no area <Area-ID>

［入力モード］
(config-rtr)

［パラメータ］

<Area-ID><Area-ID><Area-ID><Area-ID>
スタブエリアのエリア IDを指定します。スタブエリアでないエリアを指定した場合，本コマンドは
無効になります。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 4294967295（10進数），または IPv4アドレス（0.0.0.0を除く）を指定します。

<Cost><Cost><Cost><Cost>
コスト値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値を 1とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

area stub
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area range
area range

エリア内のネットワークを指定します。最大 1024個のネットワークを指定できます。

エリア境界ルータで，経路集約する場合に使用します。このコマンドは，エリア間を伝搬する経路情報量
を削減するのに有効です。

［入力形式］

情報の設定・変更
area <Area-ID> range <IPv6-prefix>/<PrefixLen> [{advertise | not-advertise}]

情報の削除
no area <Area-ID> range <IPv6-prefix>/<PrefixLen>

エリアの削除（stub，virtual-link，rangeのすべてを削除します）
no area <Area-ID>

［入力モード］
(config-rtr)

［パラメータ］

<Area-ID><Area-ID><Area-ID><Area-ID>
本装置が属するエリアを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 4294967295（10進数），または IPv4アドレスを指定します。

<IPv6-prefix><IPv6-prefix><IPv6-prefix><IPv6-prefix>
IPv6プレフィックスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv6プレフィックスを指定します。
注　<IPv6-Prefix>の <PrefixLen>で指定した以降のビットは 0にしてください。

<PrefixLen><PrefixLen><PrefixLen><PrefixLen>
プレフィックス長を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 128を指定します。

{advertise | not-advertise}{advertise | not-advertise}{advertise | not-advertise}{advertise | not-advertise}
エリア間経路を広告するかしないかを指定します。指定した IPv6プレフィックスとプレフィックス
長で示されるネットワークで包含される範囲に一致する経路情報は，エリア間経路としてほかのエリ
アに広告しません。その代わりに，指定した範囲をエリア間経路としてほかのエリアに広告します。
ただし，not-advertiseを指定した場合，何も広告しません。
1. 本パラメータ省略時の初期値

advertise（エリア間経路としてほかのエリアに広告します）。
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area range
2. 値の設定範囲
advertiseまたは not-advertiseを指定します。

［コマンド省略時の動作］

エリア間で，個々のネットワークを集約しないで広告します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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area stub
area stub

エリア 0でないエリアをスタブエリアとして動作させる場合に指定します。

スタブエリアでは，AS外経路の広告が抑止されます。

［入力形式］

情報の設定・変更
area <Area-ID> stub [no-default-summary] [no-summary]

情報の削除
no area <Area-ID> stub

エリアの削除（stub，virtual-link，rangeのすべてを削除します）
no area <Area-ID>

［入力モード］
(config-rtr)

［パラメータ］

<Area-ID><Area-ID><Area-ID><Area-ID>
本装置が属するエリアを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 4294967295（10進数），または IPv4アドレス（0.0.0.0を除く）を指定します。

no-default-summaryno-default-summaryno-default-summaryno-default-summary
エリア境界ルータで，デフォルトルートをスタブエリアに広告しないことを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
スタブエリアにデフォルトルートを広告します

2. 値の設定範囲
なし

no-summaryno-summaryno-summaryno-summary
エリア外の経路をスタブエリアに広告することを抑止します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
エリア外の経路（エリア間経路情報）を広告します。

2. 値の設定範囲
なし

［コマンド省略時の動作］

スタブエリアとして動作しません。

［通信への影響］

エリア内の隣接ルータとの隣接関係をいったん切断します。

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。
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area stub
［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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area virtual-link
area virtual-link

仮想リンクを指定します。仮想リンクは，エリア 0（バックボーンエリア）に直接接続していないエリア
境界ルータを，エリア 0に接続するために使用します。仮想リンクは，通過エリアと相手ルータ IDに
よって識別します。

［入力形式］

情報の設定・変更 
area <Area-ID> virtual-link <Router-ID> [hello-interval <Seconds>] [retransmit-interval 
<Seconds>] [transmit-delay <Seconds>] [dead-interval <Seconds>]

仮想リンクの削除
no area <Area-ID> virtual-link <Router-ID>

エリアの削除（stub，virtual-link，rangeのすべてを削除します）
no area <Area-ID>

［入力モード］
(config-rtr)

［パラメータ］

<Area-ID><Area-ID><Area-ID><Area-ID>
通過エリアを指定します。スタブエリアは指定できません。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 4294967295（10進数），または IPv4アドレス（0.0.0.0を除く）を指定します。

<Router-ID><Router-ID><Router-ID><Router-ID>
仮想リンクの相手ルータ IDを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
IPv4アドレスを指定します。

hello-interval <Seconds>hello-interval <Seconds>hello-interval <Seconds>hello-interval <Seconds>
Helloパケットの送信間隔を秒単位で指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

10
2. 値の設定範囲

1～ 255（10進数：秒）を指定します。

retransmit-interval <Seconds>retransmit-interval <Seconds>retransmit-interval <Seconds>retransmit-interval <Seconds>
再送間隔を秒単位で指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

5
2. 値の設定範囲

1～ 65535（10進数：秒）を指定します。

transmit-delay <Seconds>transmit-delay <Seconds>transmit-delay <Seconds>transmit-delay <Seconds>
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area virtual-link
遅延時間を秒単位で指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

1
2. 値の設定範囲

1～ 65535（10進数：秒）を指定します。

dead-interval <Seconds>dead-interval <Seconds>dead-interval <Seconds>dead-interval <Seconds>
隣接ルータがダウンしたと判断するまでの経過時間を秒単位で指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

hello-intervalの 4倍の値です。
2. 値の設定範囲

1～ 65535（10進数：秒）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

仮想リンクが動作しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 仮想リンクの設定は，仮想リンクの両端のルータで共に設定する必要があります。それぞれのルータ
で，相手のルータ IDを設定しなければなりません。このため，あらかじめ config-rtrモードの
router-idコマンドを設定するなどの方法で，ルータ IDを確定してください。

［関連コマンド］

なし
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areaid-format
areaid-format

運用コマンド show ipv6 ospf（OSPFv3プロトコル情報表示）で表示するエリア IDの表示形式を指定し
ます。

［入力形式］

情報の設定・変更
areaid-format {decimal | ipv4-address}

情報の削除
no areaid-format

［入力モード］
(config-rtr)

［パラメータ］

{decimal | ipv4-address}{decimal | ipv4-address}{decimal | ipv4-address}{decimal | ipv4-address}
エリア IDの表示形式を指定します。
decimal指定時は 10進数で，ipv4-address指定時は IPv4アドレスで表示します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
decimalまたは ipv4-address

［コマンド省略時の動作］

エリア IDを 10進数で表示します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
506



default-metric
default-metric

AS外経路として広告する経路のメトリック値を指定します。本コマンドは直結経路には適用されません。
なお，本コマンドより redistributeコマンドでのメトリック設定が優先されます。

［入力形式］

情報の設定・変更 
default-metric <Metric>

情報の削除
no default-metric

［入力モード］
(config-rtr)

［パラメータ］

<Metric><Metric><Metric><Metric>
メトリック値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 65535（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

BGP経路は 1とします。そのほかの経路は 20とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

redistribute
507



disable
disable

OSPFv3が動作しないことを指定します。

［入力形式］

情報の設定
disable

情報の削除
no disable

［入力モード］
(config-rtr)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

OSPFv3が動作します。

［通信への影響］

OSPFv3の動作が停止します。

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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distance ospf
distance ospf

OSPFv3のディスタンス値を設定します。経路種別ごとに異なるディスタンス値を指定できます。

［入力形式］

情報の設定・変更
次の二つの形式があります。どちらで指定しても結果は同じです。

個別設定
distance [ospf {external | inter-area | intra-area}] <distance>
注　経路種別を省略した設定（distance <distance>）と，経路種別を指定した設定を，両方設定
することはできません（設定した場合，上書きされます）。

複数パラメータの同時設定
distance ospf [intra-area <distance>] [inter-area <distance>] [external <distance>]

情報の削除（全体の削除）
no distance

［入力モード］
(config-rtr)

［パラメータ］

{external | inter-area | intra-area}{external | inter-area | intra-area}{external | inter-area | intra-area}{external | inter-area | intra-area}
<distance>パラメータを適用する経路種別を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
すべての経路に適用します。
本パラメータを省略して <distance>を設定した場合，ほかの設定（本パラメータでの設定）は削
除されます。

2. 値の設定範囲
externl（AS外経路），inter-area（エリア間経路），または intra-area（エリア内経路）を指定し
ます。
なお，エリア間経路とは，直接接続していない別エリアの経路を意味します。

<distance><distance><distance><distance>
ディスタンス値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
2～ 255（10進数）を指定します。2は最高の優先度，255は最低の優先度を示します。

［コマンド省略時の動作］

初期値は，すべての OSPFv3経路で 110とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。
509



distance ospf
［注意事項］

なし

［関連コマンド］

distribute-list in
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graceful-restart mode
graceful-restart mode

OSPFv3で，グレースフル・リスタート機能を実行するかどうかを指定します。

グレースフル・リスタートには，リスタートルータ機能と，ヘルパールータ機能があります。リスタート
ルータ機能を実行する場合，全隣接ルータがヘルパールータ機能を実行している必要があります。

［入力形式］

情報の設定・変更
graceful-restart mode { restart | helper | both }

情報の削除
no graceful-restart mode

［入力モード］
(config-rtr)

［パラメータ］

{ restart | helper | both }{ restart | helper | both }{ restart | helper | both }{ restart | helper | both }
リスタート機能，またはヘルパー機能を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
restart，helper，bothのどれかを指定します。
bothを指定した場合，リスタート機能，ヘルパー機能ともに実行します。

［コマンド省略時の動作］

リスタートルータ機能，ヘルパールータ機能ともに実行しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回のグレースフル・リスタートから適用されます。なお，ヘルパー機能が動作する契機は，隣接ルータ
がグレースフル・リスタートを実行したときです。

［注意事項］

1. リスタート機能を使用する場合，ルータ IDを固定するために router-idコマンドを設定するか，ルー
プバックインタフェースに IPv4アドレスを設定してください。これらの設定を行わない場合，グレー
スフル・リスタート開始前後で，ルータ IDが変更されるおそれがあります。ルータ IDが変更される
と，グレースフル・リスタートに失敗します。

［関連コマンド］

graceful-restart restart-time

graceful-restart strict-lsa-checking

routing options graceful-restart time-limit
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graceful-restart restart-time
graceful-restart restart-time

OSPFv3でグレースフル・リスタートのリスタートルータ機能を実行する場合に，リスタート後のヘル
パーとの再接続の許容時間を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
graceful-restart restart-time <Seconds>

情報の削除
no graceful-restart restart-time

［入力モード］
(config-rtr)

［パラメータ］

<Seconds><Seconds><Seconds><Seconds>
グレースフル・リスタートの許容時間（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 3600（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

60秒が設定されます。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回のグレースフル・リスタートから適用されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

graceful-restart mode

graceful-restart strict-lsa-checking

routing options graceful-restart time-limit
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graceful-restart strict-lsa-checking
graceful-restart strict-lsa-checking

ヘルパールータで，リスタートルータとの間で LSAデータベースが同期していない状況になった場合，ヘ
ルパー動作を止めます。

本コマンドを設定した場合，次のどちらかの条件でヘルパー動作を止めます。

• LSA広告を行っている最中に，まだ応答が完了していない隣接ルータからグレースフル・リスタートの
開始通知を受信した場合。

• ヘルパー動作を開始したあと，周期広告ではない新しい LSAを生成または学習し，その LSAをリス
タートルータへ広告した場合。

［入力形式］

情報の設定
graceful-restart strict-lsa-checking

情報の削除
no graceful-restart strict-lsa-checking

［入力モード］
(config-rtr)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

LSAデータベースの同期が取れていない場合でも，グレースフル・リスタートを継続します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドの設定は，すべてのヘルパールータで統一してください。これは，グレースフル・リスター
トを止めたヘルパーが一つでも在ると，リスタートルータでは，すべてのヘルパーとのグレースフル・
リスタートを止めるためです。

［関連コマンド］

graceful-restart mode
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ipv6 ospf area
ipv6 ospf area

OSPFv3が動作することを指定します。指定したドメイン上で OSPFv3が動作します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 ospf <Domain-No> area <Area-ID> [instance <Instance-id>]

情報の削除
no ipv6 ospf [<Domain-No>] area

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Domain-No><Domain-No><Domain-No><Domain-No>
ドメイン番号を指定します。ipv6 router ospfコマンドで指定しているドメイン番号と同じ値を設定し
てください。異なる値を設定した場合，別ドメインとして動作します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数）を指定します。

<Area-ID><Area-ID><Area-ID><Area-ID>
所属するエリアを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 4294967295（10進数），または IPv4アドレスを指定します。

instance <Instance-id>instance <Instance-id>instance <Instance-id>instance <Instance-id>
該当インタフェースでルータが属するグループの識別子を指定します。この識別子が同一であるルー
タ間だけ，隣接関係を確立できます。
1. 本パラメータ省略時の初期値

0
2. 値の設定範囲

0～ 255（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

OSPFv3が動作しません。

［通信への影響］

ドメイン番号またはエリア IDを変更した場合，隣接関係をいったん切断します。

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。
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ipv6 ospf area
［注意事項］

1. 設定可能なドメインは一つだけです。ドメイン番号を変更した場合，隣接関係をいったん切断します。
2. router-idコマンドの設定は，本コマンドの設定前に行ってください。config-rtrモードで OSPFv3設
定を行っていない場合でも，本コマンドを設定したインタフェースで OSPFv3が動作します。このと
き，ルータ IDは自動選択されるので，あとで手動設定すると使用中のルータ IDが変更されます。

3. no ipv6 router ospf <Domain-No>によって設定を削除した場合，本コマンドの <Domain-No>と同一
であれば，本コマンドでの設定も同時に削除されます。

［関連コマンド］

ipv6 address
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ipv6 ospf cost
ipv6 ospf cost

インタフェースのコスト値を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 ospf cost <Cost>

情報の削除
no ipv6 ospf cost

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Cost><Cost><Cost><Cost>
コスト値を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値を 1とします。ただし，ループバックインタフェースでは 0です。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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ipv6 ospf dead-interval
ipv6 ospf dead-interval

隣接ルータから Helloパケットを受信できなくなったときに，隣接関係を維持する時間を指定します。最
後に Helloパケットを受信してからこの維持時間を過ぎた場合，該当ルータがダウンしたと判断します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 ospf dead-interval <Seconds>

情報の削除
no ipv6 ospf dead-interval

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Seconds><Seconds><Seconds><Seconds>
隣接関係を維持する時間を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数：秒）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値を hello-intervalの 4倍の値とします。

［通信への影響］

なし。ただし，同一ネットワークに接続されたルータの dead-intervalの設定値が不一致であれば，
dead-interval経過後に隣接関係を切断します。

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 同一ネットワークに接続されたルータの dead-intervalの設定値は同じでなければなりません。

［関連コマンド］

ipv6 ospf hello-interval
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ipv6 ospf hello-interval
ipv6 ospf hello-interval

Helloパケットの送信間隔を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 ospf hello-interval <Seconds>

情報の削除
no ipv6 ospf hello-interval

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Seconds><Seconds><Seconds><Seconds>
送信間隔を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 255（10進数：秒）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値は 10秒です。

［通信への影響］

なし。ただし，同一ネットワークに接続されたルータの hello-intervalの設定値が不一致であれば，
dead-interval経過後に隣接関係を切断します。

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 同一ネットワークに接続されたルータの Helloパケット送信間隔は，同じ値でなければなりません。一
致しない隣接ルータとは接続できません。

［関連コマンド］

ipv6 ospf dead-interval
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ipv6 ospf network
ipv6 ospf network

OSPFv3ネットワーク種別を指定します。

OSPFv3ネットワーク種別の内容を次に示します。

• ブロードキャスト
マルチキャストを使用してインタフェース上の複数の近隣ルータを統一的に管理します。

• ポイント－ポイント
近隣ルータを IPv6インタフェースごとに 1台だけ管理します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 ospf network {broadcast | point-to-point}

情報の削除
no ipv6 ospf network

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

{broadcast | point-to-point}{broadcast | point-to-point}{broadcast | point-to-point}{broadcast | point-to-point}
OSPFv3インタフェースのネットワーク種別を指定します。

broadcastbroadcastbroadcastbroadcast
ブロードキャストで動作します。

point-to-pointpoint-to-pointpoint-to-pointpoint-to-point
ポイント－ポイントで動作します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
broadcastまたは point-to-pointを指定します。

［コマンド省略時の動作］

ブロードキャストで動作します。

［通信への影響］

隣接関係をいったん切断します。

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. ネットワーク種別の設定は，隣接装置と一致させてください。

［関連コマンド］

なし
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ipv6 ospf priority
ipv6 ospf priority

指定ルータを決定するための優先度を指定します。同一ネットワークの中で最も大きな優先度の値を持つ
ルータが指定ルータとなり，2番目に大きな値を持つルータがバックアップ指定ルータになります。ただ
し，すでに指定ルータとバックアップ指定ルータが決まっている場合には，あとから大きな優先度の値を
持つルータが立ち上がっても，指定ルータとバックアップ指定ルータは変更されません。

なお，ネットワーク種別がポイント－ポイントの場合，近隣ルータが 1台だけであるため，指定ルータを
選択しないで動作します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 ospf priority <Priority>

情報の削除
no ipv6 ospf priority

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Priority><Priority><Priority><Priority>
優先度を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 255（10進数）を指定します。値 0は指定ルータになる資格がないことを意味します。
優先度の最高値は 255，最低値は 1です。

［コマンド省略時の動作］

ブロードキャストでは，初期値を 1とします。ポイント－ポイントでは，値の設定に関係なく 0固定で
す。

［通信への影響］

なし。ただし，自ルータが指定ルータの場合，0を設定時は隣接関係をいったん切断します。

［設定値の反映契機］

0を設定した場合，設定変更後，すぐに運用に反映されます。

1以上の値を設定した場合，次回の隣接ルータとの隣接関係の確立から適用されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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ipv6 ospf retransmit-interval
ipv6 ospf retransmit-interval

OSPFv3パケットの再送間隔を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 ospf retransmit-interval <Seconds>

情報の削除
no ipv6 ospf retransmit-interval

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Seconds><Seconds><Seconds><Seconds>
再送間隔を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数：秒）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値を 5秒とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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ipv6 ospf transmit-delay
ipv6 ospf transmit-delay

OSPFv3パケットを送信するのに必要な遅延時間を指定します。OSPFv3のエージングを正確に実施する
場合に設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 ospf transmit-delay <Seconds>

情報の削除
no ipv6 ospf transmit-delay

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<Seconds><Seconds><Seconds><Seconds>
遅延時間を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数：秒）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値を 1秒とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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ipv6 router ospf
ipv6 router ospf

ルーティングプロトコル OSPFv3に関する動作情報を設定します。

本コマンド入力後，config-rtrモードに移行します。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 router ospf <Domain-No> [vrf <vrf id>]

情報の削除 
no ipv6 router ospf <Domain-No> [vrf <vrf id>]

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<Domain-No><Domain-No><Domain-No><Domain-No>
OSPFv3ドメイン番号を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 65535（10進数）を指定します。

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
OSPFv3が属する VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに属します。

2. 値の設定範囲
<vrf id>に VRF IDを指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

config-ifモードの ipv6 ospf areaコマンドの指定に従った動作をします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで情報を削除した場合，ドメイン内のエリアの設定（ipv6 ospf areaコマンド）も同時に削
除されます。

［関連コマンド］

ipv6 ospf area
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max-metric router-lsa
max-metric router-lsa

コスト値を最大にして広告し，スタブルータとして動作することを指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
max-metric router-lsa [on-startup <Seconds>]

情報の削除
no max-metric router-lsa

［入力モード］
(config-rtr)

［パラメータ］

on-startupon-startupon-startupon-startup
起動・再起動・系切替したあと，スタブルータとして動作します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
常時動作します。

2. 値の設定範囲
なし

<Seconds><Seconds><Seconds><Seconds>
起動・再起動・系切替したあと，スタブルータとして動作する時間を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値

on-startupパラメータを指定する場合，省略できません。
2. 値の設定範囲

5～ 86400（10進数：秒）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

スタブルータとして動作しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］
• 常時動作の場合，すぐに運用に反映されます。
• on-startupパラメータを指定した場合，再起動・系切替したあとに動作します。なお，スタブルータと
して常時動作しているとき，on-startupパラメータを追加するとすぐにスタブルータを終了します。

［注意事項］

1. グレースフル・リスタートのヘルパー機能が動作している状態で，スタブルータの設定を追加／削除す
るとグレースフル・リスタートが失敗します。

［関連コマンド］

なし
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maximum-paths
maximum-paths

OSPFv3で生成する経路がコストの等しい複数のパス（ネクストホップ）を持っている場合に，生成する
経路の最大パス数を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
maximum-paths <Number>

情報の削除
no maximum-paths

［入力モード］
(config-rtr)

［パラメータ］

<Number><Number><Number><Number>
最大パス数を指定します
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 16（10進数）を指定します。
ただし，ip urpfを設定している場合，<Number>に 9以上を設定できません。

［コマンド省略時の動作］

初期値を 4とします。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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passive-interface
passive-interface

OSPFv3ネットワーク（config-ifモードで，ipv6 ospf areaを指定したインタフェース）を，スタブネッ
トワーク（OSPFv3パケットを送受信しないネットワーク）とすることを指定します。

［入力形式］

情報の設定
passive-interface {default | <interface type> <interface number>}

情報の削除
no passive-interface {default | <interface type> <interface number>}
　
注　defaultを指定する場合，次の順番で設定を行います。
(1)defaultを指定する（すべてのインタフェースをパッシブにする）
　(config-rtr)# passive-interface default
(2)パッシブにしないインタフェースを個別に設定する。
　(config-rtr)# no passive-interface <interface type> <interface number>

［入力モード］
(config-rtr)

［パラメータ］

{default | <interface type> <interface number>}{default | <interface type> <interface number>}{default | <interface type> <interface number>}{default | <interface type> <interface number>}
すべてのインタフェースまたは指定したインタフェースをパッシブに指定します。

defaultdefaultdefaultdefault
すべての OSPFv3ネットワークをパッシブに指定します。

<interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number><interface type> <interface number>
OSPFv3ネットワークのインタフェースを指定します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
defaultまたは <interface type> <interface number>
<interface type> <interface number>には，次を指定できます。
・vlan <vlan id>
　<vlan id>には interface vlanコマンドで設定した VLAN IDを指定します。
・mgmt 0（グローバルネットワークのドメインでだけ指定できます）

3. 本パラメータ使用時の注意事項
defaultパラメータを追加，削除した場合，ほかの passive-interface設定はすべて削除されます。

［コマンド省略時の動作］

指定のないインタフェースはパッシブ（スタブネットワーク）になりません。

［通信への影響］

なし
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passive-interface
［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 ospf area
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router-id
router-id

ルータの識別子（ルータ ID）を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
router-id <IP Address>

情報の削除
no router-id

［入力モード］
(config-rtr)

［パラメータ］

<IP Address><IP Address><IP Address><IP Address>
ルータ IDを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0.0.0.0を除く IPv4アドレスを指定します。

［コマンド省略時の動作］

OSPFv3が動作を開始するとき，次の順番で，OSPFv3が属する VRFまたはグローバルネットワークか
ら自動的にルータ IDを選択します。ただし，OSPFv3の動作開始後は，自動選択したルータ IDを変更し
ません。

1. ループバックインタフェースに割り当てられた IPv4アドレス
2. IPv4インタフェースの中で最も大きい IPv4アドレス

［通信への影響］

OSPFv3動作中に設定を変更し，使用中のルータ IDと異なる値を設定した場合は，隣接関係をいったん
切断します。

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドを省略し，OSPFv3が属する VRFまたはグローバルネットワークに IPv4アドレスが設定
されたインタフェースが存在しない場合，OSPFv3が動作しません。

2. 本コマンドを省略し，ルータ IDを自動選択する場合，次に注意してください。
• コンフィグレーションの設定順序によっては，最大 IPv4アドレスが選択されない場合もあります。
例えば，ipv6 ospf areaコマンドを設定した場合，設定と同時に OSPFv3が動作を開始します。それ
以降に優先度の高い IPv4アドレスが設定されても，ルータ IDを変更しません。

• OSPFv3の動作開始後は，本コマンドを削除した契機やループバックアドレスを変更した契機では，
ルータ IDを自動変更しません。

• 装置の再起動などの要因で，ルータ IDが変更されることがあります。
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router-id
3. OSPFv3では，各ルータのルータ IDとネットワークアドレスを使用してネットワーク構成を学習し経
路計算を行います。そのため，ルータ IDに不正（異なるルータに同じルータ IDを設定する）がある
とネットワーク構成を正しく学習できません。

［関連コマンド］

ip address（interface loooback）

disable
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timers spf
timers spf

SPF計算の遅延時間と，実行間隔を指定します。遅延時間は，OSPFv3のトポロジ情報の変更などにより
SPF計算をスケジュールしてから，実際に SPF計算を実行するまでの時間です。

実行間隔は，SPF計算の実施後，SPF計算を抑止する時間です。

［入力形式］

情報の設定・変更
timers spf <Delay> <Interval> 

情報の削除
no timers spf

［入力モード］
(config-rtr)

［パラメータ］

<Delay><Delay><Delay><Delay>
SPF計算の遅延時間を指定します。なお，2回目以降の SPF計算の実行時間は，遅延時間後か，前回
の SPF計算からの実行間隔（<Interval>）後の，どちらか遅い方の時間になります。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 10（10進数：秒）を指定します。

<Interval><Interval><Interval><Interval>
SPF計算実行後，次に SPF計算を実行するまでの最小間隔を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
2～ 10（10進数：秒）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

初期値は，<Delay>が 2秒，<Interval>が 5秒となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

次回の SPF計算実行時から，適用されます。
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［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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27　BGP4+【【【【OP-BGP】】】】

BGP4+【OP-BGP】
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BGP4+【OP-BGP】
BGP4+【【【【OP-BGP】】】】

「13　BGP4【OP-BGP】」を参照してください。
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28　経路フィルタリング（IPv6）

経路フィルタリング（IPv6）
535



経路フィルタリング（IPv6）
経路フィルタリング（IPv6）

「14　経路フィルタリング（IPv4／ IPv6共通）」を参照してください。
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第 7編　IPv6マルチキャストルーティングプロトコル

29　IPv6マルチキャストルーティング
プロトコル情報

ipv6 mld fast-leave

ipv6 mld group-limit（global）

ipv6 mld group-limit（interface）

ipv6 mld query-interval（global）

ipv6 mld query-interval（interface）

ipv6 mld router

ipv6 mld source-limit（global）

ipv6 mld source-limit（interface）

ipv6 mld ssm-map enable

ipv6 mld ssm-map static

ipv6 mld static-group

ipv6 mld version

ipv6 multicast-routing

ipv6 pim

ipv6 pim assert-metric

ipv6 pim assert-preference

ipv6 pim bsr candidate bsr

ipv6 pim bsr candidate rp

ipv6 pim deletion-delay-time

ipv6 pim direct

ipv6 pim hello-interval（global）

ipv6 pim hello-interval（interface）
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ipv6 pim join-prune-interval（global）

ipv6 pim join-prune-interval（interface）

ipv6 pim keep-alive-time

ipv6 pim max-interface

ipv6 pim mcache-limit

ipv6 pim mroute-limit

ipv6 pim negative-cache-time

ipv6 pim nonstop-forwarding

ipv6 pim rate-limit cache-misshit

ipv6 pim rate-limit register-receive

ipv6 pim rate-limit register-request

ipv6 pim rate-limit wrong-incoming-interface

ipv6 pim register-probe-time

ipv6 pim rp-address

ipv6 pim rp-mapping-algorithm

ipv6 pim ssm

ipv6 pim vrf-gateway【OP-NPAR】
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ipv6 mld fast-leave
ipv6 mld fast-leave

グループ，またはソース離脱時（MLDv1ではMLD Listener Done，MLDv2では State Change Report
受信時）に該当インタフェースで他ユーザのチェックを行わないでグループまたはソースを削除します。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 mld fast-leave

情報の削除
no ipv6 mld fast-leave

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

グループまたはソース離脱時（MLDv1ではMLD Listener Done，MLDv2では State Change Report受
信時）に当該インタフェースで他ユーザのチェックを行い，グループまたはソースを削除します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. インタフェース上に 1台の運用端末が接続されているときに使用できます。複数台が接続されている場
合は使用しないでください。

［関連コマンド］

ipv6 mld router
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ipv6 mld group-limit（global）
ipv6 mld group-limit（global）

インタフェース単位で動作できる最大グループ数を指定します。

ipv6 mld group-limit（interface）の指定があるインタフェースはそちらを優先します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 mld [vrf <vrf id>] group-limit <number>

情報の削除
no ipv6 mld [vrf <vrf id>] group-limit

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
本コマンドは，指定した VRFのインタフェースに対してだけ有効となります。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<number><number><number><number>
インタフェース単位で動作できる最大グループ数を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 256

［コマンド省略時の動作］

グループ参加に対し，インタフェース単位で動作できる最大グループ数を制限しません。ただし，収容条
件に記述している範囲内で運用してください。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで指定した値は，インタフェースごとに参加できるグループ数の制限を設定するものであ
り，指定値まで動作保証するものではありません。
コンフィグレーション変更によって，現管理グループ数が本コマンドの設定値を超えた場合，参加済み
のグループはグループ離脱するまでは維持されます。この状態で，一度グループ離脱すると該当するイ
ンタフェースの管理するグループ数が本コマンド値以下になるまで再度，参加できません。

2. 本機能はコンフィグレーション変更（静的グループ追加）によるグループ参加に対しては制限しませ
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ipv6 mld group-limit（global）
ん。ただし，静的グループ数もグループ数としてカウントするため，静的グループ追加によって制限値
を超えた場合，ホストからの新規グループ参加は制限されます。

［関連コマンド］

ipv6 mld router
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ipv6 mld group-limit（interface）
ipv6 mld group-limit（interface）

該当するインタフェースで動作できる最大グループ数を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 mld group-limit <number>

情報の削除
no ipv6 mld group-limit

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<number><number><number><number>
該当するインタフェースで動作できる最大グループ数を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 256

［コマンド省略時の動作］

当該インタフェースで動作できる最大グループ数は ipv6 mld group-limit（global）で指定した値となりま
す。指定していない場合，グループ参加に対し，制限しません。ただし，収容条件に記述している範囲内
で運用してください。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで指定した値は，インタフェースごとに参加できるグループ数の制限を設定するものであ
り，指定値まで動作保証するものではありません。
コンフィグレーション変更によって，現管理グループ数が本コマンドの設定値を超えた場合，参加済み
のグループはグループ離脱するまでは維持されます。この状態で，一度グループ離脱すると，該当する
インタフェースの管理するグループ数が本コマンドの設定値以下になるまで再度，参加できません。

2. 本機能はコンフィグレーション変更（静的グループ追加）によるグループ参加に対しては制限しませ
ん。ただし，静的グループ数もグループ数としてカウントするため，静的グループ追加により制限値を
超えた場合，ホストからの新規グループ参加は制限されます。

［関連コマンド］

ipv6 mld router
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ipv6 mld query-interval（global）
ipv6 mld query-interval（global）

本装置の IPv6 MLDが定期的に送信する queryメッセージの送信間隔を設定します。

ipv6 mld query-interval（interface）の指定があるインタフェースはそちらの設定値が優先されます。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 mld [vrf <vrf id>] query-interval <seconds>

情報の削除
no ipv6 mld [vrf <vrf id>] query-interval

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
本コマンドは，指定した VRFのインタフェースに対してだけ有効となります。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<seconds><seconds><seconds><seconds>
MLDが定期的に送信する queryメッセージの送信間隔（秒）を設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
60～ 3600

［コマンド省略時の動作］

本装置の IPv6 MLDが定期的に送信する queryメッセージの送信間隔は 125秒となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 mld router
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ipv6 mld query-interval（interface）
ipv6 mld query-interval（interface）

該当インタフェースの IPv6 MLDが定期的に送信する queryメッセージの送信間隔を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 mld query-interval <seconds>

情報の削除
no ipv6 mld query-interval

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<seconds><seconds><seconds><seconds>
MLDが定期的に送信する queryメッセージの送信間隔（秒）を設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
60～ 3600（秒）

［コマンド省略時の動作］

ipv6 mld query-interval（global）で指定した値となります。指定していない場合，125秒となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 mld router
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ipv6 mld router
ipv6 mld router

該当するインタフェースでMLDを動作させます。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 mld router

情報の削除
no ipv6 mld router

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 該当するインタフェースでMLDを使用する場合，本設定は必須です。

［関連コマンド］

ipv6 multicast-routing

ipv6 pim
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ipv6 mld source-limit（global）
ipv6 mld source-limit（global）

インタフェース単位で動作できる全グループに対し，属しているソース数の合計の最大数を指定します。

ipv6 mld source-limit（interface）の指定があるインタフェースはそちらを優先します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 mld [vrf <vrf id>] source-limit <number>

情報の削除
no ipv6 mld [vrf <vrf id>] source-limit

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<number><number><number><number>
インタフェース単位で動作できる全グループに対し属しているソース数の合計の最大数を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 256

［コマンド省略時の動作］

グループ参加時のソース参加に対し，制限しません。ただし，収容条件に記述している範囲内で運用して
ください。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本機能はコンフィグレーション変更（静的グループ追加および ssm-join設定の追加）によるソース参
加に対しては制限しません。ただし，これらのソース参加もソース数としてカウントするため，コン
フィグレーション変更によって制限値を超えた場合，ホストからのグループ参加時の新規ソース参加は
制限されます。
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ipv6 mld source-limit（global）
［関連コマンド］

ipv6 mld router
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ipv6 mld source-limit（interface）
ipv6 mld source-limit（interface）

該当インタフェースで動作できる全グループに対し属しているソース数の合計の最大数を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 mld source-limit <number>

情報の削除
no ipv6 mld source-limit

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<number><number><number><number>
該当インタフェースで動作できる全グループに対し属しているソース数の合計の最大数を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 256

［コマンド省略時の動作］

ipv6 mld source-limit（global）で指定した値となります。指定していない場合，グループ参加時のソース
参加に対し，制限しません。ただし，収容条件に記述している範囲内で運用してください。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本機能はコンフィグレーション変更（静的グループ追加および ssm-join設定の追加）によるソース参
加に対しては制限しません。ただし，これらのソース参加もソース数としてカウントするため，コン
フィグレーション変更によって制限値を超えた場合，ホストからのグループ参加時の新規ソース参加は
制限されます。

［関連コマンド］

ipv6 mld router
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ipv6 mld ssm-map enable
ipv6 mld ssm-map enable

MLDv1/MLDv2 EXCLUDEモードで PIM-SSMを連係動作させる設定をします。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 mld [vrf <vrf id>] ssm-map enable

情報の削除
no ipv6 mld [vrf <vrf id>] ssm-map enable

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 mld router

ipv6 mld ssm-map static
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ipv6 mld ssm-map static
ipv6 mld ssm-map static

MLDv1/MLDv2 EXCLUDEモードで PIM-SSMを動作させるグループアドレスに対する送信元アドレス
を指定します。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 mld ssm-map [vrf <vrf id>] static <access list name> <source address>

情報の削除
no ipv6 mld ssm-map [vrf <vrf id>] static <access list name> <source address>

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<access list name><access list name><access list name><access list name>
PIM-SSM対象グループアドレスのアクセスリストを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<source address><source address><source address><source address>
PIM-SSMとして使用するマルチキャストの送信元アドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドは ipv6 mld ssm-map enable指定で有効となります。
2. <access list name>に指定するアドレスは ipv6 pim ssmで指定したマルチキャストグループアドレス
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ipv6 mld ssm-map static
の範囲内で指定してください。
3. <access list name>は ipv6 access-listコマンドで設定したアクセスリストを指定してください。これ
以外のコマンドで設定したアクセスリストは指定できません。

4. 未設定のアクセスリストを指定した場合，本コマンドは無効となります。
5. <access list name>に指定するアドレスは，該当アクセスリストの宛先 IPv6アドレスに指定してくだ
さい。

［関連コマンド］

ipv6 mld router

ipv6 mld ssm-map enable

ipv6 access-list
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ipv6 mld static-group
ipv6 mld static-group

mldグループへの静的な加入を設定します。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 mld static-group <access list name>

情報の削除
no ipv6 mld static-group <access list name>

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<access list name><access list name><access list name><access list name>
静的グループのアクセスリストを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. アクセスリストはマスク長 128固定です。アクセスリストにはマスク長を 127以下で指定しないでく
ださい。マスク長を 127以下で指定した場合，そのアドレスは無視します。

2. アクセスリストに指定するアドレスについては，「コンフィグレーションガイド Vol.3　31.3.1 中継対象
アドレス」を参照してください。

3. <access list name>は ipv6 access-listコマンドで設定したアクセスリストを指定してください。これ
以外のコマンドで設定したアクセスリストは指定できません。

4. 未設定のアクセスリストを指定した場合，本コマンドは無効となります。
5. <access list name>に指定するアドレスは，該当アクセスリストの宛先 IPv6アドレスに指定してくだ
さい。

［関連コマンド］

ipv6 mld router

ipv6 access-list
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ipv6 mld version
ipv6 mld version

該当するインタフェースで使用するMLDのバージョンを指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 mld version { 1 | 2 [ only ] }

情報の削除
no ipv6 mld version

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

{1 | 2 [ only ]}{1 | 2 [ only ]}{1 | 2 [ only ]}{1 | 2 [ only ]}
本パラメータの指定値によって動作するMLDインタフェースのバージョンの種類を次の表に示しま
す。

表 29-1　MLDインタフェースのバージョンの種類一覧

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
１または 2。2を指定した場合，onlyの指定ができます。

［コマンド省略時の動作］

当該インタフェースで使用するMLDのバージョンは version1,2混在モードとなります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 mld router

設定値 バージョン MLD動作モード

version 1 1 version 1固定

version 2 2 version 1,2混在

version 2 only version 2固定
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ipv6 multicast-routing
ipv6 multicast-routing

IPv6マルチキャスト機能を動作させる設定をします。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 multicast-routing [vrf <vrf id>]

情報の削除
no ipv6 multicast-routing [vrf <vrf id>]

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本装置で IPv6マルチキャスト機能を使用する場合，本設定は必須です。
2. 本装置で IPv6マルチキャスト機能を使用する場合，グローバルネットワークまたは該当する VRFに
対応するループバックアドレスの設定が必須です。

3. 本装置で IPv6マルチキャスト機能を使用する場合，本設定のほかに，グローバルネットワークまたは
VRFごとに一つ以上のインタフェースで IPv6 PIM（ipv6 pimコマンド）の設定が必要です。

［関連コマンド］

interface loopback
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ipv6 pim
ipv6 pim

該当インタフェースで IPv6 PIMを動作させます。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 pim

情報の削除
no ipv6 pim

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 該当インタフェースで IPv6 PIMを使用する場合，本設定は必須です。

［関連コマンド］

ipv6 mld router

ipv6 multicast-routing
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ipv6 pim assert-metric
ipv6 pim assert-metric

IPv6 PIMの assertメッセージで使用するメトリック情報を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 pim [vrf <vrf id>] assert-metric {<metric> | unicast-routing}

情報の削除
no ipv6 pim [vrf <vrf id>] assert-metric

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<metric> | unicast-routing}{<metric> | unicast-routing}{<metric> | unicast-routing}{<metric> | unicast-routing}
assertメッセージで使用するメトリック情報を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 65535，または unicast-routing

本パラメータの指定時または本コマンド省略時の assertメッセージで使用するメトリック値を次の表
に示します。

表 29-2　コンフィグレーションによる assertメッセージで使用するメトリック値

注※　ユニキャストの第 1メトリックを使用します。

［コマンド省略時の動作］

assertメッセージで使用するメトリック値は，ソースアドレスが直接接続の場合は 0，間接接続の場合は
1024となります。

［通信への影響］

なし

項番 コンフィグレーションで設
定する値

assertメッセージで使用するメトリック値

ソースアドレスが直接接続の場合 ソースアドレスが間接接続の場合

1 本コマンド省略時 0 1024

2 <metric> <metric>

3 unicast-routing ユニキャストルーティングプロトコルから取得※
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ipv6 pim assert-metric
［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 pim
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ipv6 pim assert-preference
ipv6 pim assert-preference

IPv6 PIMの assertメッセージで使用するプリファレンス情報を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 pim [vrf <vrf id>] assert-preference {<preference> | unicast-routing}

情報の削除
no ipv6 pim [vrf <vrf id>] assert-preference

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{<preference> | unicast-routing}{<preference> | unicast-routing}{<preference> | unicast-routing}{<preference> | unicast-routing}
assertメッセージで使用するプリファレンス情報を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 255，または unicast-routing

本パラメータの指定時または本コマンド省略時の assertメッセージで使用するプリファレンス値を次
の表に示します。

表 29-3　コンフィグレーションによる assertメッセージで使用するプリファレンス値

注※　ユニキャストの第 1ディスタンス値を使用します。

［コマンド省略時の動作］

assertメッセージで使用するプリファレンス値は，ソースアドレスが直接接続の場合は 0，間接接続の場
合は 101となります。

［通信への影響］

なし

項番 コンフィグレーションで設
定する値

assertメッセージで使用するプリファレンス値

ソースアドレスが直接接続の場合 ソースアドレスが間接接続の場合

1 本コマンド省略時 0 101

2 <preference> <preference>

3 unicast-routing ユニキャストルーティングプロトコルから取得※
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ipv6 pim assert-preference
［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 pim
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ipv6 pim bsr candidate bsr
ipv6 pim bsr candidate bsr

本装置を BSR候補として設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 pim [vrf <vrf id>] bsr candidate bsr <ipv6 address> [priority <value>]

情報の削除
no ipv6 pim [vrf <vrf id>] bsr candidate bsr <ipv6 address> [priority <value>]

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<ipv6 address><ipv6 address><ipv6 address><ipv6 address>
本装置のループバックアドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

priority <value>priority <value>priority <value>priority <value>
BSRを決定するための優先度を指定します。優先度の値が最も大きいルータが BSRとなります。
1. 本パラメータ省略時の初期値

0
2. 値の設定範囲

0～ 255

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. ipv6 pim bsr candidate bsr/ipv6 pim bsr candidate rpで指定する本装置のループバックアドレスはす
べて同じアドレスにしてください。

2. 本機能を VRFで使用する場合は，次の条件を満たす設定をしてください。
• VRF IDには，動作対象のループバックインタフェースが属している VRF IDと同一の値を設定して
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ipv6 pim bsr candidate bsr
ください。
• ループバックアドレスには，動作対象のループバックインタフェースに指定しているループバックア
ドレスと同一の値を設定してください。

［関連コマンド］

ipv6 pim

interface loopback
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ipv6 pim bsr candidate rp
ipv6 pim bsr candidate rp

本装置をランデブーポイント候補として設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 pim [vrf <vrf id>] bsr candidate rp <ipv6 address> [priority <value>] [group-list <access list 
name>]

情報の削除
no ipv6 pim [vrf <vrf id>] bsr candidate rp <ipv6 address> [priority <value>] [group-list <access list 
name>]

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<ipv6 address><ipv6 address><ipv6 address><ipv6 address>
本装置のループバックアドレスを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

priority <value>priority <value>priority <value>priority <value>
ランデブーポイントを決定するための優先度を指定します。優先度の値が最も小さいルータがランデ
ブーポイントとなります。
1. 本パラメータ省略時の初期値

255
2. 値の設定範囲

0～ 255（10進数）

group-list <access list name>group-list <access list name>group-list <access list name>group-list <access list name>
ランデブーポイントが管理する IPv6マルチキャストグループアドレスのアクセスリストを指定しま
す。
1. 本パラメータ省略時の初期値

ff00::/8（全マルチキャストアドレス）
2. 値の設定範囲

31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

なし
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ipv6 pim bsr candidate rp
［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. ipv6 pim bsr candidate bsr/ipv6 pim bsr candidate rpで指定する本装置のループバックアドレスはす
べて同じアドレスにしてください。

2. アクセスリストに指定するアドレスについては，「コンフィグレーションガイド Vol.3　31.3.1 中継対象
アドレス」を参照してください。

3. <access list name>は ipv6 access-listコマンドで設定したアクセスリストを指定してください。これ
以外のコマンドで設定したアクセスリストは指定できません。

4. 未設定のアクセスリストを指定した場合，本コマンドはアクセスリスト省略時の動作となります。
5. <access list name>に指定するアドレスは，該当アクセスリストの宛先 IPv6アドレスに指定してくだ
さい。

6. 本コマンドを使用する場合は，ループバックインタフェースに IPv6アドレスを設定してください。
7. 本コマンドにアクセスリストを指定した場合，別のアクセスリストを指定してコマンドを変更できませ
ん。

8. 本機能を VRFで使用する場合は，次の条件を満たす設定をしてください。
• VRF IDには，動作対象のループバックインタフェースが属している VRF IDと同一の値を設定して
ください。

• ループバックアドレスには，動作対象のループバックインタフェースに指定しているループバックア
ドレスと同一の値を設定してください。

［関連コマンド］

ipv6 pim

interface loopback

ipv6 access-list
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ipv6 pim deletion-delay-time
ipv6 pim deletion-delay-time

IPv6 PIM join/pruneメッセージによる prune受信で経路情報を削除するまでの残時間を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 pim [vrf <vrf id>] deletion-delay-time <seconds>

情報の削除
no ipv6 pim [vrf <vrf id>] deletion-delay-time

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<seconds><seconds><seconds><seconds>
IPv6 PIM join/pruneメッセージによる prune受信で経路情報を削除するまでの残時間（秒）を設定
します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0～ 300（秒）

［コマンド省略時の動作］

受信した IPv6 PIM join/pruneメッセージに含まれる情報から経路情報を削除するまでの残時間を算出し
ます。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 同一リンク上に複数のルータがあるとき，下流ルータが IPv6 PIM join/pruneメッセージの送信周期よ
りも短くすると一時的にデータ中継が途切れることがあります。これは prune受信後にほかの下流
ルータからの join受信を待たずに中継を停止するためです。その後，join受信で中継が再開します。

［関連コマンド］

ipv6 pim
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ipv6 pim direct

遠隔のマルチキャストサーバアドレスを直接接続サーバとして扱い，動作します。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 pim direct <access list name>

情報の削除
no ipv6 pim direct <access list name>

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<access list name><access list name><access list name><access list name>
本装置に直接接続として動作させたいマルチキャストデータの送信元アドレスのアクセスリストを指
定します。有効となる送信元アドレスは最大 16個です。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. <access list name>は ipv6 access-listコマンドで設定したアクセスリストを指定してください。これ
以外のコマンドで設定したアクセスリストは指定できません。

2. 未設定のアクセスリストを指定した場合，本コマンドは無効となります。
3. <access list name>に指定するアドレスは，該当アクセスリストの送信元 IPv6アドレスに指定してく
ださい。

4. 本コマンドで，複数のインタフェースに同一の IPv6送信元アドレスを設定できません。
5. グローバルネットワークまたは VRF内で複数のインタフェースに本コマンドを設定する場合，同一の

IPv6送信元アドレスを含む設定にしないでください。同一の IPv6送信元アドレスを含む設定にした場
合，一部の設定が無効となります。

［関連コマンド］

ipv6 pim

ipv6 access-list
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ipv6 pim hello-interval（global）

本装置の IPv6 PIMが定期的に送信する Helloメッセージの送信間隔を設定します。

ipv6 pim hello-interval（interface）の指定があるインタフェースは，そちらの設定値が優先されます。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 pim [vrf <vrf id>] hello-interval <seconds>

情報の削除
no ipv6 pim [vrf <vrf id>] hello-interval

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
本コマンドは，指定した VRFのインタフェースに対してだけ有効となります。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<seconds><seconds><seconds><seconds>
IPv6 PIMが定期的に送信する Helloメッセージの送信間隔（秒）を設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
5～ 3600（秒）

［コマンド省略時の動作］

IPv6 PIMが定期的に送信する Helloメッセージの送信間隔は 30秒となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 pim
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ipv6 pim hello-interval（interface）

該当するインタフェースの IPv6 PIMが定期的に送信するHelloメッセージの送信間隔を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 pim hello-interval <seconds>

情報の削除
no ipv6 pim hello-interval

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<seconds><seconds><seconds><seconds>
IPv6 PIMが定期的に送信するHelloメッセージの送信間隔（秒）を設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
5～ 3600（秒）

［コマンド省略時の動作］

ipv6 pim hello-interval（global）で指定した値となります。指定していない場合，30秒となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 pim
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ipv6 pim join-prune-interval（global）

本装置の IPv6 PIMが定期的に送信する join/pruneメッセージの送信間隔を設定します。

ipv6 pim join-prune-interval（interface）の指定があるインタフェースは，そちらの設定値が優先されま
す。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 pim [vrf <vrf id>] join-prune-interval <seconds>

情報の削除
no ipv6 pim [vrf <vrf id>] join-prune-interval

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<seconds><seconds><seconds><seconds>
本装置の IPv6 PIMが定期的に送信する join/pruneメッセージの送信間隔（秒）を設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
30～ 3600（秒）

［コマンド省略時の動作］

IPv6 PIMが定期的に送信する join/pruneメッセージの送信間隔は 60秒となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 pim
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ipv6 pim join-prune-interval（interface）

該当するインタフェースの IPv6 PIMが定期的に送信する join/pruneメッセージの送信間隔を設定しま
す。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 pim join-prune-interval <seconds>

情報の削除
no ipv6 pim join-prune-interval

［入力モード］
(config-if)

［パラメータ］

<seconds><seconds><seconds><seconds>
該当するインタフェースの IPv6 PIMが定期的に送信する join/pruneメッセージの送信間隔（秒）を
設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
30～ 3600（秒）

［コマンド省略時の動作］

ipv6 pim join-prune-interval（global）で指定した値となります。指定していない場合，60秒となりま
す。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 pim
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ipv6 pim keep-alive-time

IPv6 PIM-SMでの無通信時の保持期間を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 pim [vrf <vrf id>] keep-alive-time <seconds>

情報の削除
no ipv6 pim [vrf <vrf id>] keep-alive-time

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<seconds><seconds><seconds><seconds>
IPv6 PIM-SMでの無通信時の保持期間（秒）を設定します。保持期間中に一度もデータパケットを
中継しない場合，該当する中継エントリを削除します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
0，60～ 43200（単位は秒，0の場合は無期限）

［コマンド省略時の動作］

IPv6 PIM-SMでの無通信時の中継エントリの保持期間は 210秒となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 保持期間内（無期限を含む）であってもプロトコル動作によって中継エントリを削除する場合がありま
す。例えば，マルチキャスト経路情報が削除された場合は，対応する中継エントリも同時に削除しま
す。

2. 無通信による中継エントリの削除は，本設定値より最大 90秒遅れる場合があります。
3. PIM-SSMでの無通信時の保持期間は無限大です。

［関連コマンド］

ipv6 pim
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ipv6 pim max-interface

IPv6の PIMまたはMLDを動作させるインタフェースの最大数を指定し，メモリ効率を調整します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 pim max-interface <number>

情報の削除
no ipv6 pim max-interface

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

<number><number><number><number>
本コマンドで指定した数のインタフェースに IPv6の PIMまたはMLDを動作させることができま
す。ただし，プロトコルで 1インタフェース予約するため，設定できる数は指定値 -1となります。
本コマンドの値を変更した場合，IPv6マルチキャストルーティングプログラムが自動的にリスタート
します。

表 29-4　IPv6 PIM/MLD定義可能最大インタフェース数

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
AX6700Sの場合
装置当たり，IPv6の PIMまたはMLDを動作させるインタフェースの最大数の設定範囲は BSU
種別によって異なります。
BSU種別での IPv6の PIMまたはMLDを動作させるインタフェースの最大数の設定範囲を次の
表に示します。

表 29-5　BSU種別での IPv6 PIM/MLD動作可能インタフェースの最大数の設定範囲

AX6600Sの場合
装置当たり，IPv6の PIMまたはMLDを動作させるインタフェースの最大数の設定範囲は CSU
種別によって異なります。

項番 max-interface値 定義可能最大インタフェース数

IPv6 PIM IPv6 MLD

1 32 31 31

2 64 63 63

3 128 127 127

4 256 255 255

BSU種別 値の設定範囲

BSU-LA 32，64，128

BSU-LB 32，64，128，256
571



ipv6 pim max-interface
CSU種別での IPv6の PIMまたはMLDを動作させるインタフェースの最大数の設定範囲を次の
表に示します。

表 29-6　CSU種別での IPv6 PIM/MLD動作可能インタフェースの最大数の設定範囲

AX6300Sの場合
装置当たり，IPv6の PIMまたはMLDを動作させるインタフェースの最大数の設定範囲はMSU
種別によって異なります。
MSU種別での IPv6の PIMまたはMLDを動作させるインタフェースの最大数の設定範囲を次の
表に示します。

表 29-7　MSU種別での IPv6 PIM/MLD動作可能インタフェースの最大数の設定範囲

［コマンド省略時の動作］

AX6700Sの場合
IPv6の PIMまたはMLDを動作させるインタフェースの最大数は，BSU種別が BSU-LAの場合は
128，BSU-LBの場合は 256となります。

AX6600Sの場合
IPv6の PIMまたはMLDを動作させるインタフェースの最大数は，CSU種別が CSU-1Aの場合は
128，CSU-1Bの場合は 256となります。

AX6300Sの場合
IPv6の PIMまたはMLDを動作させるインタフェースの最大数は，MSU種別がMSU-1A，
MSU-1A1の場合は 128，MSU-1B，MSU-1B1の場合は 256となります。

［通信への影響］

本コマンドの値を変更した場合，IPv6マルチキャストルーティングプログラムが自動的に再起動します。
そのため一時的に IPv6マルチキャストルーティングが停止します。

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 mld router

ipv6 pim

CSU種別 値の設定範囲

CSU-1A 32，64，128

CSU-1B 32，64，128，256

MSU種別 値の設定範囲

MSU-1A，MSU-1A1 32，64，128

MSU-1B，MSU-1B1 32，64，128，256
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ipv6 pim mcache-limit

IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュエントリを合計した最大数を設
定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 pim [vrf <vrf id>] mcache-limit <number>

情報の削除
no ipv6 pim [vrf <vrf id>] mcache-limit

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<number><number><number><number>
IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュエントリを合計した最大数
を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
AX6700Sの場合
装置当たり，IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュエントリを
合計した最大数の設定範囲は，BSU種別によって異なります。
BSU種別での IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュエントリ
を合計した最大数の設定範囲を次の表に示します。

表 29-8　BSU種別での IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲

AX6600Sの場合
装置当たり，IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュエントリを
合計した最大数の設定範囲は，CSU種別によって異なります。
CSU種別での IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュエントリ
を合計した最大数の設定範囲を次の表に示します。

BSU種別 値の設定範囲

BSU-LA 0～ 1000

BSU-LB 0～ 8000
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表 29-9　CSU種別での IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲

AX6300Sの場合
装置当たり，IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュエントリを
合計した最大数の設定範囲は，MSU種別によって異なります。
MSU種別での IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュエントリ
を合計した最大数の設定範囲を次の表に示します。

表 29-10　MSU種別での IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲

［コマンド省略時の動作］

IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュエントリを合計した最大数を制
限しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで指定した値は，IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブキャッシュ
エントリを合計した最大数の制限を設定するものであり，指定値まで動作保証するものではありませ
ん。

2. コンフィグレーション変更によって，IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャスト中継エントリとネガティブ
キャッシュエントリを合計した最大数が本コマンド値を超えた場合，作成済みのエントリは，エントリ
が削除されるまでは維持されます。この状態で一度エントリが削除されると，エントリ数が本コマンド
値以下になるまで，そのエントリは再度作成できません。

［関連コマンド］

ipv6 pim

CSU種別 値の設定範囲

CSU-1A 0～ 1000

CSU-1B 0～ 8000

MSU種別 値の設定範囲

MSU-1A，MSU-1A1 0～ 1000

MSU-1B，MSU-1B1 0～ 8000
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ipv6 pim mroute-limit

IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングのエントリ ((S,G)，(*,G)エントリ合計 )の最大数を指定
します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 pim [vrf <vrf id>] mroute-limit <number>

情報の削除
no ipv6 pim [vrf <vrf id>] mroute-limit

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<number><number><number><number>
IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングのエントリ ((S,G)，(*,G)エントリ合計 )の最大数を
指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
AX6700Sの場合
装置当たり，IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲は
BSU種別によって異なります。
BSU種別での IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲を次
の表に示します。

表 29-11　BSU種別での IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲

AX6600Sの場合
装置当たり，IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲は
CSU種別によって異なります。
CSU種別での IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲を次
の表に示します。

BSU種別 値の設定範囲

BSU-LA 0～ 1000

BSU-LB 0～ 8000
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表 29-12　CSU種別での IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲

AX6300Sの場合
装置当たり，IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲は
MSU種別によって異なります。
MSU種別での IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲を次
の表に示します。

表 29-13　MSU種別での IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングエントリの最大数の設定範囲

［コマンド省略時の動作］

IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングのエントリ ((S,G)，(*,G)エントリ合計 )の最大数を制限
しません。ただし，収容条件に記述している範囲内で運用してください。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで指定した値は，インタフェースごとに作成できる IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャスト
ルーティングのエントリの制限を設定するものであり，指定値まで動作保証するものではありません。
コンフィグレーション変更によって，IPv6 PIM-SM/SSMマルチキャストルーティングのエントリが本
パラメータ値を超えた場合，エントリ作成済みのエントリはエントリが消滅するまでは維持されます。
この状態で，一度エントリが削除されると，該当するインタフェースの管理するエントリ数が本パラ
メータ値以下になるまでそのエントリは再度，作成できません。

［関連コマンド］

ipv6 pim

CSU種別 値の設定範囲

CSU-1A 0～ 1000

CSU-1B 0～ 8000

MSU種別 値の設定範囲

MSU-1A，MSU-1A1 0～ 1000

MSU-1B，MSU-1B1 0～ 8000
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ipv6 pim negative-cache-time
ipv6 pim negative-cache-time

IPv6 PIM-SMでのネガティブキャッシュの保持期間を設定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 pim [vrf <vrf id>] negative-cache-time <seconds>

情報の削除
no ipv6 pim [vrf <vrf id>] negative-cache-time

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<seconds><seconds><seconds><seconds>
IPv6 PIM-SMでのネガティブキャッシュの保持期間（秒）を設定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
10～ 3600（秒）

［コマンド省略時の動作］

IPv6 PIM-SMでのネガティブキャッシュの保持期間は 210秒となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. IPv6 PIM-SSMでのネガティブキャッシュの保持期間は 3600秒固定です。

［関連コマンド］

ipv6 pim
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ipv6 pim nonstop-forwarding
ipv6 pim nonstop-forwarding

系切替時に，IPv6 PIM-SSMのマルチキャスト中継を一時的に停止しないように指定します。

IPv6 PIM-SMのマルチキャスト中継は一時的に停止します。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 pim nonstop-forwarding

情報の削除
no ipv6 pim nonstop-forwarding

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

なし

［コマンド省略時の動作］

系切替時に IPv6 PIM-SM/SSMのマルチキャストの中継が一時的に停止します。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. VRFのインタフェースで IPv6マルチキャストを動作させた場合，本コマンドは無効となります。

［関連コマンド］

ipv6 multicast-routing

ipv6 pim
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ipv6 pim rate-limit cache-misshit
ipv6 pim rate-limit cache-misshit

マルチキャストエントリに存在しないマルチキャストパケットを受信した要因による受信パケット数の上
限を指定します。

上限値を超えた場合，受信したマルチキャストパケットを廃棄します。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 pim rate-limit cache-misshit {<num> | unlimit}

情報の削除
no ipv6 pim rate-limit cache-misshit

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}
装置当たり 1秒間に発生する上限値を指定します。
制限をしない場合は，unlimitを指定してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
10～ 3000，または unlimit

［コマンド省略時の動作］

マルチキャストエントリに存在しないマルチキャストパケットを受信したときに発生する数の上限は，
1000となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで指定した値は，受信パケット数の上限値を設定するものであり，指定値まで動作保証する
ものではありません。

2. 本コマンドで設定値が性能限界を上回る指定，および制限しない指定の場合，転送レートは性能限界ま
でとなります。

［関連コマンド］

ipv6 multicast-routing

ipv6 pim
579



ipv6 pim rate-limit register-receive
ipv6 pim rate-limit register-receive

ランデブーポイントで，受信できる PIM-Registerパケット数の上限を指定します。

上限値を超えた場合，受信した PIM-Registerパケットを廃棄します。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 pim rate-limit register-receive {<num> | unlimit}

情報の削除
no ipv6 pim rate-limit register-receive

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}
装置当たり 1秒間に発生する上限値を指定します。
制限をしない場合は，unlimitを指定してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
10～ 3000，または unlimit

［コマンド省略時の動作］

ランデブーポイントで受信できる PIM-Registerパケット数の上限は，1000となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで指定した値は，受信パケット数の上限値を設定するものであり，指定値まで動作保証する
ものではありません。

2. 本コマンドで設定値が性能限界を上回る指定，および制限しない指定の場合，転送レートは性能限界ま
でとなります。

3. アクセスリストロギングおよび DHCP snoopingを使用した場合，本コマンド対象のパケット受信要因
（register-receive）は，本コマンドではなく ipv6 pim rate-limit register-requestコマンドの設定で制
御されます。

［関連コマンド］

ipv6 multicast-routing

ipv6 pim
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ipv6 pim rate-limit register-request
ipv6 pim rate-limit register-request

first-hop-routerで，受信したマルチキャストパケットを PIM-Registerパケットとしてランデブーポイン
トに送信する場合のパケット数の上限を指定します。

上限値を超えた場合，受信したマルチキャストパケットを廃棄します。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 pim rate-limit register-request {<num> | unlimit}

情報の削除
no ipv6 pim rate-limit register-request

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}
マルチキャストパケットを受信した装置当たり 1秒間に発生する上限値を指定します。
制限をしない場合は，unlimitを指定してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
10～ 3000，または unlimit

［コマンド省略時の動作］

first-hop-routerで受信したマルチキャストパケットを，PIM-Registerパケットとしてランデブーポイン
トに送信する場合のパケット数の上限は，1000となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで指定した値は，受信パケット数の上限値を設定するものであり，指定値まで動作保証する
ものではありません。

2. 本コマンドで設定値が性能限界を上回る指定，および制限しない指定の場合，転送レートは性能限界ま
でとなります。

3. アクセスリストロギングおよび DHCP snoopingを使用した場合，受信要因を register-receiveで制御
する PIM-Registerパケットは，ipv6 pim rate-limit register-receiveコマンドの設定ではなく，本コマ
ンドの設定で同時に制御されます。

［関連コマンド］

ipv6 multicast-routing
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ipv6 pim rate-limit register-request
ipv6 pim
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ipv6 pim rate-limit wrong-incoming-interface
ipv6 pim rate-limit wrong-incoming-interface

マルチキャストエントリの入力インタフェース以外から受信できるマルチキャストパケット数の上限を指
定します。

上限値を超えた場合，受信したマルチキャストパケットを廃棄します。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 pim rate-limit wrong-incoming-interface {<num> | unlimit}

情報の削除
no ipv6 pim rate-limit wrong-incoming-interface

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}{<num> | unlimit}
装置当たり 1秒間に発生する上限値を指定します。
制限をしない場合は，unlimitを指定してください。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
10～ 3000，または unlimit

［コマンド省略時の動作］

マルチキャストエントリの入力インタフェース以外から受信できるマルチキャストパケット数の上限は，
100となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. 本コマンドで指定した値は，受信パケット数の上限値を設定するものであり，指定値まで動作保証する
ものではありません。

2. 本コマンドで設定値が性能限界を上回る指定，および制限しない指定の場合，転送レートは性能限界ま
でとなります。

［関連コマンド］

ipv6 multicast-routing

ipv6 pim
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ipv6 pim register-probe-time
ipv6 pim register-probe-time

Register送信抑止時間を基に null-Registerの送信開始時間を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 pim [vrf <vrf id>] register-probe-time <seconds>

情報の削除
no ipv6 pim [vrf <vrf id>] register-probe-time

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<seconds><seconds><seconds><seconds>
register送信抑止時間を基に null-Registerの送信開始時間（秒）を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
5～ 60（秒）

［コマンド省略時の動作］

Register送信抑止時間を基にした null-Registerの送信開始時間は 5秒となります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. Register-Suppression-Timerの残時間が本パラメータで指定した値以下になると，null-Registerメッ
セージを 5秒間隔で送信します。

［関連コマンド］

ipv6 pim
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ipv6 pim rp-address
ipv6 pim rp-address

静的ランデブーポイントへの設定をします。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 pim [vrf <vrf id>] rp-address <ipv6 address> [<access list name>]

情報の削除
no ipv6 pim [vrf <vrf id>] rp-address <ipv6 address> [<access list name>]

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

<ipv6 address><ipv6 address><ipv6 address><ipv6 address>
ランデブーポイントの IPv6 Addressを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

<access list name><access list name><access list name><access list name>
ランデブーポイントが管理する IPv6マルチキャストグループアドレスのアクセスリストを指定しま
す。
1. 本パラメータ省略時の初期値

ff00::/8（全マルチキャストアドレス）
2. 値の設定範囲

31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. アクセスリストに指定するアドレスについては，「コンフィグレーションガイド Vol.3　31.3.1 中継対象
アドレス」を参照してください。
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ipv6 pim rp-address
2. <access list name>は ipv6 access-listコマンドで設定したアクセスリストを指定してください。これ
以外のコマンドで設定したアクセスリストは指定できません。

3. 未設定のアクセスリストを指定した場合，本コマンドはアクセスリスト省略時の動作となります。
4. <access list name>に指定するアドレスは，該当アクセスリストの宛先 IPv6アドレスに指定してくだ
さい。

5. 本装置をランデブーポイントに設定する場合は，ループバックインタフェースの IPv6アドレスを指定
してください。

［関連コマンド］

ipv6 pim

ipv6 access-list
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ipv6 pim rp-mapping-algorithm
ipv6 pim rp-mapping-algorithm

IPv6 PIMで使用するランデブーポイント選出アルゴリズムを指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 pim [vrf <vrf id>] rp-mapping-algorithm { method1 | method2 }

情報の削除
no ipv6 pim [vrf <vrf id>] rp-mapping-algorithm

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

{ method1 | method2 }{ method1 | method2 }{ method1 | method2 }{ method1 | method2 }
IPv6 PIMで使用するランデブーポイント選出アルゴリズムを指定します。

method1method1method1method1
RFC2362に記載されているアルゴリズムを使用します。

method2method2method2method2
RFC4601に記載されているアルゴリズムを使用します。
method1の選出条件に，ランデブーポイントが管理するマルチキャストグループアドレスに対す
る最長一致を追加します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
method1またはmethod2

［コマンド省略時の動作］

IPv6 PIMで使用するランデブーポイント選出アルゴリズムは RFC4601に記載されているアルゴリズムと
なります。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし
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ipv6 pim rp-mapping-algorithm
［関連コマンド］

ipv6 pim
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ipv6 pim ssm
ipv6 pim ssm

IPv6 PIM-SSMの設定を行います。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 pim [vrf <vrf id>] ssm { default | range <access list name> }

情報の削除
no ipv6 pim [vrf <vrf id>] ssm { default | range <access list name> }

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>【【【【OP-NPAR】】】】
対象の VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

defaultdefaultdefaultdefault
PIM-SSM対象グループアドレスを ff30::/12（グループアドレスが ff30::でマスク長が 12）とします。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

range <access list name>range <access list name>range <access list name>range <access list name>
PIM-SSM対象グループアドレスをアクセスリストによって指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

1. アクセスリストには一つのアドレスだけを指定してください。複数のアドレスが指定されている場合，
どのアドレスが使用されるか不定となります。

2. アクセスリストに指定するアドレスについては，「コンフィグレーションガイド Vol.3　31.3.1 中継対象
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ipv6 pim ssm
アドレス」を参照してください。
3. <access list name>は ipv6 access-listコマンドで設定したアクセスリストを指定してください。これ
以外のコマンドで設定したアクセスリストは指定できません。

4. 未設定のアクセスリストを指定した場合，本コマンドは無効となります。
5. <access list name>に指定するアドレスは，該当アクセスリストの宛先 IPv6アドレスに指定してくだ
さい。

［関連コマンド］

ipv6 pim

ipv6 access-list
590



ipv6 pim vrf-gateway【OP-NPAR】
ipv6 pim vrf-gateway【【【【OP-NPAR】】】】

PIM-SMを使用する場合，異なる VRFまたはグローバルネットワーク間で PIM-SMプロトコル中継がで
きるようになります。

［入力形式］

情報の設定
ipv6 pim [vrf <vrf id>] vrf-gateway

情報の削除
no ipv6 pim [vrf <vrf id>] vrf-gateway

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>vrf <vrf id>
本パラメータに送信元が存在するネットワーク上の対象 VRFを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
グローバルネットワークに対して指定します。

2. 値の設定範囲
「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

異なる VRFまたはグローバルネットワーク間で PIM-SMプロトコル中継はできません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定値変更後，すぐに反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

ipv6 import multicast inter-vrf

ipv6 pim
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30　VRF【【【【OP-NPAR】】】】

import inter-vrf【OP-NPAR】

import multicast inter-vrf【OP-NPAR】

ipv6 import inter-vrf【OP-NPAR】

ipv6 import multicast inter-vrf【OP-NPAR】

ipv6 maximum routes【OP-NPAR】

maximum routes【OP-NPAR】

vrf definition【OP-NPAR】

vrf mode【OP-NPAR】
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import inter-vrf【【【【OP-NPAR】】】】

他 VRFまたはグローバルネットワークからの IPv4経路のインポートをフィルタに従い制御します。

［入力形式］

情報の設定・変更
import inter-vrf <route map>

情報の削除
no import inter-vrf

［入力モード］
(config-vrf)

［パラメータ］

<route map><route map><route map><route map>
フィルタ条件を適用する route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

他 VRFまたはグローバルネットワークから IPv4経路をインポートしません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

route-map
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import multicast inter-vrf【【【【OP-NPAR】】】】

他 VRFまたはグローバルネットワークからのマルチキャスト経路のインポートをフィルタに従い制御し
ます。

［入力形式］

情報の設定・変更
import multicast inter-vrf <route map>

情報の削除
no import multicast inter-vrf

［入力モード］
(config-vrf)

［パラメータ］

<route map><route map><route map><route map>
フィルタ条件を適用する route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

他 VRFまたはグローバルネットワークからマルチキャスト経路をインポートしません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 指定する route-mapは，permitだけ使用できます。
2. 指定する route-mapは，match ip addressコマンドの access-list指定，match vrfコマンドだけ使用
できます。

3. 本コマンドから参照する route-mapが未設定の場合，他 VRFまたはグローバルネットワークからの中
継要求を許可します。
意図しない VRFまたはグローバルネットワークにマルチキャスト中継をしないためには，必ず
route-map，import multicast inter-vrfの順に設定してください。

4. match ip addressコマンドで指定する access-listは，次のコマンドで設定したアクセスリストだけ使
用できます。
• ip access-list standardコマンド
• ip access-list standardコマンドで指定した <access list number>と同じ内容が指定された

access-listコマンド
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詳細は，「コンフィグレーションコマンドレファレンス Vol.2　access-list」を参照してください。
5. match ip addressコマンドで指定する access-listの <access list name>で設定するアクセスリストが
未設定の場合，デフォルト値（224.0.0.0/4）で動作します。

6. アクセスリストでワイルドカードマスクを指定する場合，最上位ビットから連続するビット列となる値
にしてください。

［関連コマンド］

access-list

match ip address

match vrf

route-map
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ipv6 import inter-vrf【【【【OP-NPAR】】】】

他 VRFまたはグローバルネットワークからの IPv6経路のインポートをフィルタに従い制御します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 import inter-vrf <route map>

情報の削除
no ipv6 import inter-vrf

［入力モード］
(config-vrf)

［パラメータ］

<route map><route map><route map><route map>
フィルタ条件を適用する route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

他 VRFまたはグローバルネットワークから IPv6経路をインポートしません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

route-map
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ipv6 import multicast inter-vrf【【【【OP-NPAR】】】】

他 VRFまたはグローバルネットワークからのマルチキャスト経路インポートをフィルタに従い制御しま
す。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 import multicast inter-vrf <route map>

情報の削除
no ipv6 import multicast inter-vrf

［入力モード］
(config-vrf)

［パラメータ］

<route map><route map><route map><route map>
フィルタ条件を適用する route-mapを指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
31文字以内の名前を指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

他 VRFまたはグローバルネットワークからマルチキャスト経路をインポートしません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

1. 指定する route-mapは，permitだけ使用できます。
2. 指定する route-mapは，match ipv6 addressコマンドの access-list指定，match vrfコマンドだけ使
用できます。

3. 本コマンドから参照される route-mapが未設定の場合，他 VRFまたはグローバルネットワークからの
中継要求を許可します。
意図しない VRFまたはグローバルネットワークにマルチキャスト中継をしないためには，必ず
route-map，ipv6 import multicast inter-vrfの順に設定してください。

4. match ipv6 addressコマンドで指定する access-listは，次のコマンドで設定したアクセスリストだけ
使用できます。
• ipv6 access-listコマンド

詳細は，「コンフィグレーションコマンドレファレンス Vol.2　access-list」を参照してください。
5. match ipv6 addressコマンドで指定する access-listの <access list name>で設定するアドレスは，該
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当アクセスリストの送信元 IPv6アドレスに指定してください。
6. match ipv6 addressコマンドで指定する access-listの <access list name>で設定するアクセスリスト
が未設定の場合，デフォルト値（ff00::/8）で動作します。

［関連コマンド］

ipv6 access-list

match ipv6 address

match vrf

route-map
599



ipv6 maximum routes【OP-NPAR】
ipv6 maximum routes【【【【OP-NPAR】】】】

該当 VRFで収容する IPv6の最大経路数を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
ipv6 maximum routes <limit> {<warn threshold> | warn-only}

情報の削除
no ipv6 maximum routes

［入力モード］
(config-vrf)

［パラメータ］

<limit><limit><limit><limit>
IPv6の最大経路数を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 4294967295（10進数）

{<warn threshold> | warn-only}{<warn threshold> | warn-only}{<warn threshold> | warn-only}{<warn threshold> | warn-only}

<warn threshold><warn threshold><warn threshold><warn threshold>
警告の運用メッセージを出力する閾値（％）を指定します。
該当 VRFで学習した経路数の最大経路数に対する割合が，本閾値を超えた場合，警告メッセー
ジを出力します。警告メッセージは，IPルーティング・プログラムのイベント・ログとして出力
します。
また，本パラメータ指定時に該当 VRFで学習した経路数が <limit>で指定した最大経路数を超
えた場合，新たに学習した経路の追加を抑止します。

warn-onlywarn-onlywarn-onlywarn-only
該当 VRFで学習した経路数が指定した最大経路数を超えた際に，警告メッセージだけを出力し
て，経路の追加は抑止しません。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
<warn threshold>または warn-only
<warn threshold>には 1～ 100（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

該当 VRFで IPv6の最大経路数を制限しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。
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ただし，<warn threshold>指定のあとに <limit>値を小さく変更したとき，その時点の学習経路数がすで
に変更後の最大経路数を超えている場合は，経路数を <limit>値まですぐに減らすことはありません。

経路数を強制的に <limit>値まで減らす場合は，運用コマンド clear ipv6 route [vrf <vrf id>] *を実行して
ください。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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maximum routes【【【【OP-NPAR】】】】

該当 VRFで収容する IPv4の最大経路数を指定します。

［入力形式］

情報の設定・変更
maximum routes <limit> {<warn threshold> | warn-only}

情報の削除
no maximum routes

［入力モード］
(config-vrf)

［パラメータ］

<limit><limit><limit><limit>
IPv4の最大経路数を指定します。
1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
1～ 4294967295（10進数）

{<warn threshold> | warn-only}{<warn threshold> | warn-only}{<warn threshold> | warn-only}{<warn threshold> | warn-only}

<warn threshold><warn threshold><warn threshold><warn threshold>
警告の運用メッセージを出力する閾値（％）を指定します。
該当 VRFで学習した経路数の最大経路数に対する割合が，本閾値を超えた場合，警告メッセー
ジを出力します。警告メッセージは，IPルーティング・プログラムのイベント・ログとして出力
します。
また，本パラメータ指定時に該当 VRFで学習した経路数が <limit>で指定した最大経路数を超
えた場合，新たに学習した経路の追加を抑止します。

warn-onlywarn-onlywarn-onlywarn-only
該当 VRFで学習した経路数が指定した最大経路数を超えた際に，警告メッセージだけを出力し
て，経路の追加は抑止しません。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません。

2. 値の設定範囲
<warn threshold>または warn-only
<warn threshold>には 1～ 100（10進数）を指定します。

［コマンド省略時の動作］

該当 VRFで IPv4の最大経路数を制限しません。

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。
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ただし，<warn threshold>指定のあとに <limit>値を小さく変更したとき，その時点の学習経路数がすで
に変更後の最大経路数を超過している場合は，経路数を <limit>値まですぐに減らすことはありません。

経路数を強制的に <limit>値まで減らす場合は，運用コマンド clear ip route [vrf <vrf id>] *を実行してく
ださい。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

なし
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vrf definition【【【【OP-NPAR】】】】

VRFに関する動作情報を設定します。

本コマンド入力後，config-vrfモードに移行します。

［入力形式］

情報の設定
vrf definition {<vrf id> | global}

情報の削除
no vrf definition {<vrf id> | global}

［入力モード］
(config)

［パラメータ］

{<vrf id> | global}{<vrf id> | global}{<vrf id> | global}{<vrf id> | global}
VRFまたはグローバルネットワークの動作情報を設定します。

<vrf id><vrf id><vrf id><vrf id>
指定 VRFの動作情報を設定します。

globalglobalglobalglobal
グローバルネットワークの動作情報を設定します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
<vrf id>または globalを指定します。
<vrf id>には VRF IDを指定します。
詳細は，「パラメータに指定できる値」を参照してください。

［コマンド省略時の動作］

なし

［通信への影響］

なし

［設定値の反映契機］

設定変更後，すぐに運用に反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

vrf mode

vrf forwarding
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vrf mode【【【【OP-NPAR】】】】

VRFと Ring Protocolの同時動作や排他動作などのモードを設定します。

本コマンドは，VRFをサポートしつつ Ring Protocolによるレイヤ 2制御を可能とするモードと，レイヤ
2制御機能をすべて未サポートとして最大限の VRF数をサポートするモードを選択できます。これによっ
て，運用形態に応じた VRF数や，レイヤ 2制御機能との同時動作による運用ができます。

本コマンドは，本装置の基本的な動作条件を設定するもので，必ず実運用を開始する最初の段階で設定し
てください。運用中の変更はお勧めしません。

［入力形式］

情報の設定・変更
vrf mode {axrp-enable | l2protocol-disable | axrp-enable-ipv4-ipv6 | l2protocol-disable-ipv4-ipv6 | 
gsrp-enable-ipv4-ipv6}

情報の削除
no vrf mode

［入力モード］
（config）

［パラメータ］

{axrp-enable | l2protocol-disable | axrp-enable-ipv4-ipv6 | l2protocol-disable-ipv4-ipv6 | {axrp-enable | l2protocol-disable | axrp-enable-ipv4-ipv6 | l2protocol-disable-ipv4-ipv6 | {axrp-enable | l2protocol-disable | axrp-enable-ipv4-ipv6 | l2protocol-disable-ipv4-ipv6 | {axrp-enable | l2protocol-disable | axrp-enable-ipv4-ipv6 | l2protocol-disable-ipv4-ipv6 | 
gsrp-enable-ipv4-ipv6}gsrp-enable-ipv4-ipv6}gsrp-enable-ipv4-ipv6}gsrp-enable-ipv4-ipv6}

VRF動作モードを指定します。

axrp-enableaxrp-enableaxrp-enableaxrp-enable
Ring Protocolが動作し，IPv4パケットだけをルーティング対象とする VRFが動作します。

l2protocol-disablel2protocol-disablel2protocol-disablel2protocol-disable
レイヤ 2プロトコルが動作しないで，IPv4パケットだけをルーティング対象とする VRFが動作
します。

axrp-enable-ipv4-ipv6axrp-enable-ipv4-ipv6axrp-enable-ipv4-ipv6axrp-enable-ipv4-ipv6
Ring Protocolが動作し，IPv4および IPv6で VRFが動作します。

l2protocol-disable-ipv4-ipv6l2protocol-disable-ipv4-ipv6l2protocol-disable-ipv4-ipv6l2protocol-disable-ipv4-ipv6
レイヤ 2プロトコルが動作しないで，IPv4および IPv6で VRFが動作します。

gsrp-enable-ipv4-ipv6gsrp-enable-ipv4-ipv6gsrp-enable-ipv4-ipv6gsrp-enable-ipv4-ipv6
GSRPが動作し，IPv4および IPv6で VRFが動作します。

1. 本パラメータ省略時の初期値
省略できません

2. 値の設定範囲
axrp-enable，l2protocol-disable，axrp-enable-ipv4-ipv6，l2protocol-disable-ipv4-ipv6または
gsrp-enable-ipv4-ipv6

［コマンド省略時の動作］

VRF機能が動作しません。
605



vrf mode【OP-NPAR】
［通信への影響］

AX6700Sの場合
BSUを再起動するため，それらが起動を完了するまでの間，本装置を経由する通信を停止します。

AX6600S，AX6300Sの場合
PSPを再起動するため，それらが起動を完了するまでの間，本装置を経由する通信を停止します。

［設定値の反映契機］

AX6700Sの場合
設定値変更後，(y/n)確認で yを指定し，BSUが自動的に再起動することで反映されます。

AX6600S，AX6300Sの場合
設定値変更後，(y/n)確認で yを指定し，PSPが自動的に再起動することで反映されます。

［注意事項］

なし

［関連コマンド］

vrf definition
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31　コンフィグレーション編集時のエ
ラーメッセージ

31.1　コンフィグレーション編集時のエラーメッセージ
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31.　コンフィグレーション編集時のエラーメッセージ
31.1　コンフィグレーション編集時のエラーメッセージ

31.1.1　共通
「コンフィグレーションコマンドレファレンス Vol.1　21.1.1 共通」を参照してください。

31.1.2　IPv4・ARP・ICMP情報

表 31-1　IPv4・ARP・ICMPのエラーメッセージ

メッセージ 内容

Can not change IP subnetmask 
configuration when NTP broadcast 
configuration has existed.

NTP broadcastの情報が存在しています。
NTP broadcast情報を削除したあと，IPサブネット情報を変更してくださ
い。

Can not delete a primary IP address when a 
secondary IP address is existing.

セカンダリ IPアドレスが存在しています。
セカンダリ IPアドレスを削除したあと，プライマリ IPアドレスを削除し
てください。

Can not delete IP configuration referred by 
Virtual Router configuration.

仮想ルータの情報が存在しています。
仮想ルータ情報を削除したあと，IP情報を削除してください。

Can not delete IP configuration when NTP 
broadcast configuration has existed.

NTP broadcastの情報が存在しています。
NTP broadcast情報を削除したあと，IP情報を削除してください。

Can not delete IP configuration with ARP 
configuration.

ARPの情報が存在しています。
ARP情報を削除したあと，IP情報を削除してください。

Can not set a secondary IP address on an 
interface which does not have a primary IP 
address.

プライマリ IPアドレスの設定のないインタフェースに，セカンダリ IPア
ドレスを設定しようとしています。
先にプライマリ IPアドレスを設定してください。

Cannot add, change or delete VRF ID in 
interface which is assigned IP address.

IPアドレスを設定してあるインタフェースの VRF IDは，追加・変更・削
除できません。
インタフェースの IPアドレスを削除してください。

Cannot assign IP address to loopback 
interface which does not set VRF ID.

VRF IDを指定していないループバックインタフェースに IPアドレスは設
定できません。
ループバックインタフェースに VRF IDを指定してください。

Cannot change IP address because there is 
an inconsistency between IP address and 
policy based routing configuration.

次の理由のため，IPアドレスの変更ができません。
• IPアドレスの変更によって，IPアドレスと，アクセスリストのポリシー
ベースルーティング指定パラメータで設定しているネクストホップ IPv4
アドレスが同一ネットワークとならない。

• IPアドレスの変更によって，アクセスリストのポリシーベースルーティ
ング指定パラメータで設定しているネクストホップ IPv4アドレスが，指
定した送信先インタフェースに接続するネットワークへのダイレクトブ
ロードキャストアドレスとなる。

ポリシーベースルーティングの設定を削除したあと，IPアドレスを変更し
てください。

Cannot change or delete VRF ID in loopback 
interface which is assigned IP address.

IPアドレスを設定してあるループバックインタフェースの VRF IDは，変
更および削除できません。
ループバックインタフェースの IPアドレスを削除してください。

Cannot delete IP address. IPアドレスの削除はできません。
該当するインタフェースに ownおよび own-addressを指定している IPv4
アクセスリスト，Advanceアクセスリスト，IPv4QoSフローリスト，
Advance QoSフローリストが適用されています。
IPv4アクセスリスト，Advanceアクセスリスト，IPv4QoSフローリスト，
Advance QoSフローリストの適用を削除したあと，IPアドレスを削除して
ください。
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31.　コンフィグレーション編集時のエラーメッセージ
31.1.3　ポリシーベースルーティング情報
表 31-2　ポリシーベースルーティングのエラーメッセージ

Cannot delete IP address because policy 
based routing is set.

IPアドレスは削除できません。
該当するインタフェースを，ポリシーベースルーティングの設定で送信先
インタフェースに指定しています。
ポリシーベースルーティングの設定を削除したあと，IPアドレスを削除し
てください。

Cannot delete static ARP because entry 
assigned same IP address exists.

同じ IPアドレスのスタティック ARPエントリが存在するため，削除でき
ません。
同じ IPアドレスのスタティック ARPが存在する場合は，削除指定でイン
タフェースまで指定してください。

Duplicate IP address. 同じ IPアドレスが設定されています。
すべての IPアドレスがユニークになるように設定してください。

Duplicate network address. 同じネットワークアドレスの IPアドレスが設定されています。
すべてのネットワークアドレスがユニークになるように IPアドレスを設定
してください。

Duplicate VRF ID to other loopback 
interface.

ほかのループバックインタフェースの VRF IDと重複しています。
ほかのループバックインタフェースと異なる VRF IDを指定してください。

Inconsistency has occurred in a setting of IP 
address and ARP.

IP情報で設定したアドレスと ARP情報で設定したアドレスのネットワー
クアドレスに矛盾が生じています。
ネットワークアドレスを正しく指定してください。

IP address is duplicate between interface 
and static ARP entry.

IP情報で設定したアドレスと ARP情報で設定したアドレスが重複してい
ます。
アドレスが重複しないように指定してください。

Maximum number of IP address are already 
defined.

これ以上，IPアドレスを設定できません。
ネットワーク構成を再確認してください。

Maximum number of primary IP address 
are already defined.

これ以上，プライマリ IPアドレスを設定できません。
ネットワーク構成を再確認してください。

Relations between ip address and local 
address are inconsistent.

IPアドレスとローカルアドレスの関係が不一致です。
IPアドレスはローカルアドレスと異なるアドレスを設定してください。

Relations between IP address and target 
address in VirtualRouter configuration are 
inconsistent.

IPアドレスと仮想ルータの仮想 IPアドレスの関係が不一致です。
設定されているアドレスを再確認してください。

Relations between peer default IP address 
and IP address are inconsistent.

IPアドレスと宛先 IPアドレスの関係が不一致です。
設定されているアドレスを再確認してください。

uRPF cannot be enabled because the 
maximum number for multipaths exceeds 
the limit of 8.

最大パス数が 8個を超えているため，uRPF機能を使用可能にすることが
できません。
uRPF機能を使用する場合は，最大パス数を 8以下としてください。

uRPF mode of IPv4 and IPv6 are 
inconsistent.

IPv4と IPv6の uRPF動作モードが不一致です。
同じ uRPF動作モードを設定してください。

メッセージ 内容

Cannot set policy based routing entry 
because specified interface is invalid.

次の理由のため，ポリシーベースルーティングが設定できません。
• 指定した送信先インタフェースが存在しない
• 指定した送信先インタフェースに IPアドレスを設定していない
• 指定した送信先インタフェースの IPv6機能を有効にしていない

上記の理由に対応する設定をしたあとに，ポリシーベースルーティングを
設定してください。

メッセージ 内容
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31.　コンフィグレーション編集時のエラーメッセージ
31.1.4　DHCPリレー機能

表 31-3　DHCPリレーのエラーメッセージ

31.1.5　DHCPサーバ機能

表 31-4　DHCPサーバのエラーメッセージ

Cannot set policy based routing entry 
because specified next-hop address is 
invalid.

指定したネクストホップアドレスが，ポリシーベースルーティングでサ
ポートしていないため，エントリが設定できません。
IPv4ポリシーベースルーティング指定の場合，ネクストホップアドレスに
は，次の条件を満たす IPアドレスを指定してください。
• 指定した送信先インタフェースに接続するネットワークのアドレス
• 指定した送信先インタフェースに接続するネットワークへのダイレクト
ブロードキャストアドレス以外のアドレス

• 指定した送信先インタフェースに設定しているアドレス以外のアドレス

IPv6ポリシーベースルーティング指定の場合，ネクストホップアドレスに
は，指定した送信先インタフェースに接続するネットワークのアドレスで
あり，かつ指定した送信先インタフェースに設定しているアドレス以外の
IPv6アドレスを指定してください。

Can't execute command it because data is 
not corresponding.

policy-list resequenceコマンドで指定したリスト番号がありません。

The list number specified by resequence of 
policy base routing does not have the target 
route.

policy-list resequenceコマンドで指定したリスト番号に対象の経路があり
ません。

The maximum number of entries are 
exceeded.

ポリシーベースルーティンググループ内の経路数が収容条件を超えていま
す。

Trial count should be more than failure 
count.

DOWN検証中のポーリング試行回数は，DOWNと認定するポーリング失
敗回数以上でなければなりません。

Trial count should be more than success 
count.

UP検証中のポーリング試行回数は，UPと認定するポーリング成功回数以
上でなければなりません。

メッセージ 内容

Duplicate helper address. 同一内容のヘルパーアドレスが設定されています。
異なるヘルパーアドレスを設定してください。

IP interface is not defined. IPルーティングが存在しないインタフェースにヘルパーアドレスを設定し
ようとしています。
IPアドレスを設定したあと，ヘルパーアドレスを設定してください。

Relations between relay agent address and 
IP address are inconsistent.

リレーエージェントアドレスと当該インタフェースの IPアドレスの関係が
不一致です。
IPアドレスとリレーエージェントアドレスは同じになるよう設定してくだ
さい。

The total count of IP addresses assigned to a 
helper address exceeds maximum capacity.

最大数以上のヘルパーアドレスの IPアドレスを追加しようとしています。
不要なヘルパーアドレスの IPアドレスを削除して，追加してください。

メッセージ 内容

'<Interface Name>' is already used by other 
definitions.

指定インタフェース名称はすでにほかの競合する機能によって使用されて
います。
ほかのインタフェース名称を指定してください。

<The unique key> overlaps with other 
entries.

同一 pool内で networkと host／ hardware-addressを同時に設定するこ
とはできません。
どちらか一方を削除後，設定してください。

メッセージ 内容
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31.　コンフィグレーション編集時のエラーメッセージ
31.1.6　経路集約（IPv4）情報

表 31-5　経路集約（IPv4）のエラーメッセージ

31.1.7　スタティックルーティング（IPv4）情報

表 31-6　スタティックルーティング（IPv4）のエラーメッセージ

31.1.8　RIP情報

表 31-7　RIPのエラーメッセージ一覧

Cannot delete the definition because 
referred to by <value 1>.

このコンフィグレーションは <value 1>に参照されているため削除できま
せん。
参照しているコンフィグレーションを削除したあとで再度実施してくださ
い。

Exceeded the number of maximums that it 
was managed with IP dhcp pool.

最大管理サブネット数を超えました。
networkと host設定を見直してください。

Host is already used. 同一 IPアドレスの hostがすでに使用されています。
異なる IPアドレスを指定してください。

Interface not found at '<Interface Name>'. 指定インタフェース名称のインタフェースが見つかりません。
設定されたインタフェース名称で指定してください。

Invalid time value. 無効な時間指定です。
正しい時間を指定してください。

It exceeded maximum number of IP-address 
pool.

IPアドレスプールの最大値を超えました。
networkと excluded-address設定の見直しを行ってください。

network conflicts. ネットワークは矛盾しています。
ほかのネットワーク設定と host設定を確認して正しいネットワークを入力
してください。

The key name of the zone isn't found. ゾーン情報内で指定されたキー情報名が見つかりません。
キー情報を確認してください。

メッセージ 内容

Inconsistent ipv4-prefix and mask. 
Non-masked bits should be zero.

指定プレフィックスの非マスク・ビットに 1が指定されています。
非マスク・ビットは 0としてください。

メッセージ 内容

Inconsistent ipv4-prefix and mask. 
Non-masked bits should be zero.

指定プレフィックスの非マスク・ビットに 1が指定されています。
非マスク・ビットは 0としてください。

The maximum number of multipaths for 
IPv4 static routes cannot be specified 
exceeding the limit of 8 because uRPF is 
used.

uRPF機能が指定されているため，最大パス数は 8個を超えて指定できま
せん。
uRPF機能を使用する場合は，最大パス数を 8以下としてください。

メッセージ 内容

Inconsistent ipv4-prefix and wildcard. 
Masked bits should be zero.

指定プレフィックスのワイルドカードマスク・ビットに 1が指定されてい
ます。
ワイルドカードマスク・ビットは 0としてください。

メッセージ 内容
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31.　コンフィグレーション編集時のエラーメッセージ
31.1.9　OSPF情報

表 31-8　OSPFのエラーメッセージ

31.1.10　BGP4情報【【【【OP-BGP】】】】
表 31-9　BGP4のエラーメッセージ

メッセージ 内容

area is configured as NSSA already. エリアは NSSAとして設定されています。
スタブエリアの設定は，no area nssaコマンドで NSSAを削除後に実施し
てください。

area is configured as stub area already. エリアはスタブエリアとして設定されています。
NSSAの設定は，no area stubコマンドでスタブを削除後に実施してくだ
さい。

Domain entries configured shall not exceed 
4.

グローバルネットワークに，ドメインのエントリは四つを超えて指定でき
ません。
router ospfコマンドには，既存のドメイン番号を指定してください。

Domain entries of VRF <value> configured 
shall not exceed 4.

VRF IDが <value>であるドメインのエントリは，四つを超えて指定でき
ません。
router ospfコマンドには，既存のドメイン番号を指定してください。

<value>：VRF ID

Inconsistent ipv4-prefix and mask. 
Non-masked bits should be zero.

指定プレフィックスの非マスク・ビットに 1が指定されています。
非マスク・ビットは 0としてください。

Inconsistent ipv4-prefix and wildcard. 
Masked bits should be zero.

指定プレフィックスのワイルドカードマスク・ビットに 1が指定されてい
ます。
ワイルドカードマスク・ビットは 0としてください。

invalid range <IPv4-Prefix>/<Mask>. エリアのネットワーク範囲に不正（0.0.0.0）な値が指定されました。
<IPv4-Prefix>の <Mask>範囲内が 0.0.0.0にならないように設定してくだ
さい。

<IPv4-Prefix>：指定ネットワーク
<Mask>：指定マスク

The maximum number of multipaths for 
OSPF routes cannot be specified exceeding 
the limit of 8 because uRPF is used.

uRPF機能が指定されているため，最大パス数は 8個を超えて指定できま
せん。
uRPF機能を使用する場合は，最大パス数を 8以下としてください。

The source router ID and the neighbor 
router ID belonging to a virtual link must be 
different.

自ルータ IDと仮想リンクの隣接ルータ IDは異なっていなければなりませ
ん。
自ルータ IDと異なる値を設定してください。

Virtual links can not be assigned to the 
NSSA.

NSSAが設定されているため，仮想リンクの通過エリアとして指定できま
せん。
仮想リンクの通過エリアとして指定しないでください。

Virtual links can not be assigned to the stub 
area.

スタブエリアが設定されているため，仮想リンクの通過エリアとして指定
できません。
仮想リンクの通過エリアとして指定しないでください。

メッセージ 内容

Inconsistent ipv4-prefix and prefix-len. 
Non-masked bits should be zero.

指定プレフィックスの非マスク・ビットに 1が指定されています。
非マスク・ビットは 0としてください。

Invalid KeepAlive timer. Set KeepAlive 
smaller than HoldTime.

KEEPALIVEメッセージ送信間隔がホールドタイマより大きくなっていま
す。
KEEPALIVEメッセージ送信間隔はホールドタイマより小さな値を指定し
てください。
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31.　コンフィグレーション編集時のエラーメッセージ
Invalid mask length. The mask length 
specified with "le" must be equal to or longer 
than that of a specified prefix. The mask 
length specified with "ge" must not be longer 
than that specified with "le".

networkコマンドのマスク長範囲指定が不正です。
• leで指定するマスク長が指定プレフィックスのマスク長以上になるよう
に指定してください。

• geで指定するマスク長が leで指定するマスク長以下になるように指定し
てください。

Invalid Max-suppress-time. Set the 
Max-suppress-time greater than the 
Half-life.

Max-suppress-timeが Half-life以下になっています。
Max-suppress-timeを Half-lifeより大きい値で指定してください。

Invalid Suppress value. Set the Suppress 
value greater than the Reuse value.

Suppress値が Reuse値以下になっています。
Suppress値を Reuse値より大きい値で指定してください。

Members of a peer group must be all BGP4 
or BGP4+.

BGP4と BGP4+は同じピアグループに設定できません。
BGP4と BGP4+は別のピアグループに設定してください。

Members of a peer group must be all 
internal peer or all external peer.

内部ピアと外部ピアは同じグループに設定できません。
内部ピアと外部ピアは別のピアグループに設定してください。

Only one side of KeepAlive or HoldTime is 
being specified to 0. Set both of KeepAlive 
and HoldTime to 0.

KEEPALIVEメッセージの送信間隔またはホールドタイム値の一方だけに
0が指定されています。
0を指定する場合は両方の値に 0を指定してください。

Specified member AS number is the same as 
the AS number of confederation.

指定したメンバー AS番号はコンフェデレーションの AS番号と同じです。
メンバー AS番号にコンフェデレーションの AS番号を指定しないでくださ
い。

Specified member AS number is the same as 
the self member AS number.

指定したメンバー AS番号は自メンバー AS番号と同じです。
メンバー AS番号に自メンバー AS番号を指定しないでください。

The always-nexthop-self is being specified 
to external peer or peer group. The 
always-nexthop-self can be specified to only 
internal peer or peer group.

neighbor always-nexthop-selfコマンドが外部ピアまたはメンバー AS間ピ
ア，外部ピアおよびメンバー AS間ピアのピアグループに指定されていま
す。
neighbor always-nexthop-selfコマンドは内部ピアまたは内部ピアのピアグ
ループで指定してください。

The as-override is not supported for this 
peer or peer group type.

neighbor as-overrideコマンドが，内部ピアまたは内部ピアのピアグループ
に指定されています。
neighbor as-overrideコマンドは，外部ピアまたはメンバー AS間ピア，お
よび外部ピアのピアグループまたはメンバー AS間のピアグループに指定し
てください。

The ebgp-multihop is not supported for this 
peer or peer group type.

内部ピアまたは内部ピアのピアグループに neighbor ebgp-multihopコマン
ドが指定されています。
neighbor ebgp-multihopコマンドは外部ピアまたはメンバー AS間ピア，
外部ピアおよびメンバー AS間のピアグループで指定してください。

The graceful-restart is not set. Specify the 
restart-time after set the graceful-restart.

bgp graceful-restart modeコマンドが設定されていません。
bgp graceful-restart modeコマンド設定後に bgp graceful-restart 
restart-timeコマンドを設定してください。

The graceful-restart is not set. Specify the 
stalepath-time after set the 
graceful-restart.

bgp graceful-restart modeコマンドが設定されていません。
bgp graceful-restart modeコマンド設定後に bgp graceful-restart 
stalepath-timeコマンドを設定してください。

The maximum number of multipaths for 
BGP4 routes cannot be specified exceeding 
the limit of 8 because uRPF is used.

uRPF機能が指定されているため，最大パス数は 8個を超えて指定できま
せん。
uRPF機能を使用する場合は，最大パス数を 8以下としてください。

The maximum-paths (all-as) must be set 
bgp always-compare-med.

maximum-pathsコマンドの all-as指定でマルチパスを設定する場合は bgp 
always-compare-medコマンドが設定されていなければなりません。
maximum-pathsコマンドの all-as指定でマルチパスを設定する場合は，
bgp always-compare-medコマンドを設定してください。

メッセージ 内容
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31.　コンフィグレーション編集時のエラーメッセージ
31.1.11　経路フィルタリング情報
表 31-10　経路フィルタリングのエラーメッセージ

The permit-asloop is not supported for this 
peer or peer group type.

neighbor permit-asloopコマンドが，内部ピアまたは内部ピアのピアグルー
プに指定されています。
neighbor permit-asloopコマンドは，外部ピアまたはメンバー AS間ピア，
および外部ピアのピアグループまたはメンバー AS間のピアグループに指定
してください。

The remote-as cannot be set, because it is 
already being set for peer or peer group.

neighbor remote-asコマンドを設定できません。ピアグループまたはピア
グループに所属するピアに，すでに設定されています。

The remove-private-as is not supported for 
this peer or peer group type.

neighbor remove-private-asコマンドが，内部ピアまたは内部ピアのピア
グループに指定されています。
neighbor remove-private-asコマンドは，外部ピアまたはメンバー AS間ピ
ア，および外部ピアのピアグループまたはメンバー AS間のピアグループで
指定してください。

The route-reflector-client is being specified 
to external peer or peer group. The 
route-reflector-client can be specified to only 
internal peer or peer group.

neighbor route-reflector-clientコマンドが外部ピアまたはメンバー AS間
ピア，外部ピアおよびメンバー AS間ピアのピアグループに指定されていま
す。
neighbor route-reflector-clientコマンドは内部ピアまたは内部ピアのピア
グループに指定してください。

メッセージ 内容

already configured as different type. 設定した ip community-listの種別が，すでに設定したものと異なります。
ip community-listの種別を，すでに設定しているものに合わせてくださ
い。

Can not change permit/deny. permit/denyの変更はできません。
エントリを削除してから追加してください。

Inconsistent ipv4-prefix and prefix-len. 
Non-masked bits should be zero.

指定プレフィックスの非マスク・ビットに 1が指定されています。
非マスク・ビットは 0としてください。

Inconsistent ipv6-prefix and prefix-len. 
Non-masked bits should be zero.

指定プレフィックスの非マスク・ビットに 1が指定されています。
非マスク・ビットは 0としてください。

Invalid mask length. The mask length 
specified with "ge" must not be longer than 
that specified with "le".

マスク長範囲指定が不正です。
geで指定するマスク長が leで指定するマスク長以下になるように指定し
てください。

プレフィックス長範囲指定が不正です。
geで指定するプレフィックス長が leで指定するプレフィックス長以下に
なるように指定してください。

Invalid mask length. The mask length 
specified with "le" must be equal to or longer 
than that of a specified prefix.

マスク長範囲指定が不正です。
leで指定するマスク長が指定プレフィックスのマスク長以上になるように
指定してください。

プレフィックス長範囲指定が不正です。
leで指定するプレフィックス長が指定プレフィックスのプレフィックス長
以上になるように指定してください。

Sequence number is beyond the upper limit. 
Specify a sequence number.

シーケンス番号が上限値を超えるため，省略できません。
シーケンス番号を省略しないでください。

Tag is specified beyond the limit of 16. match tagに 16個を超えるタグ値を指定できません。
match tagに指定するタグ値は 16個以内にしてください。

the combined use of access-list and 
prefix-list are not permitted.

match ip addressに access-listと prefix-listの両方を指定できません。
match ip addressには access-listまたは prefix-listのどちらか一方だけを
指定してください。

メッセージ 内容
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31.　コンフィグレーション編集時のエラーメッセージ
31.1.12　IPv4マルチキャストルーティングプロトコル情報

表 31-11　IPv4マルチキャストルーティングプロトコルのエラーメッセージ

match ipv6 addressに access-listと prefix-listの両方を指定できません。
match ipv6 addressには access-listまたは prefix-listのどちらか一方だけ
を指定してください。

match ip route-sourceに access-listと prefix-listの両方を指定できませ
ん。
match ip route-sourceには access-listまたは prefix-listのどちらか一方だ
けを指定してください。

match ipv6 route-sourceに access-listと prefix-listの両方を指定できませ
ん。
match ipv6 route-sourceには access-listまたは prefix-listのどちらか一方
だけを指定してください。

total access-list and prefix-list configured 
shall not exceed 16.

match ip addressに 16個を超えて access-listや prefix-listを指定できま
せん。
match ip addressに指定する access-listや prefix-listは 16個以内にして
ください。

match ipv6 addressに 16個を超えて access-listや prefix-listを指定でき
ません。
match ipv6 addressに指定する access-listや prefix-listは 16個以内にし
てください。

match ip route-sourceに 16個を超えて access-listや prefix-listを指定で
きません。
match ip route-sourceに指定する access-listや prefix-listは 16個以内に
してください。

match ipv6 route-sourceに 16個を超えて access-listや prefix-listを指定
できません。
match ipv6 route-sourceに指定する access-listや prefix-listは 16個以内
にしてください。

total interfaces specified shall not exceed 16. match interfaceに 16個を超えてインタフェースを指定できません。
match interfaceに指定するインタフェースは 16個以内にしてください。

total ip as-path access-list specified shall not 
exceed 16.

match as-pathに指定した ip as-path access-listが 16個を超えています。
match as-pathに指定する ip as-path access-listは 16個以内にしてくださ
い。

total ip community-list specified shall not 
exceed 16.

match communityに指定した ip community-listが 16個を超えています。
match communityに指定する ip community-listは 16個以内にしてくだ
さい。

total protocols specified shall not exceed 16. match protocolに protocolは 16個を超えて指定できません。
match protocolに指定する protocolは 16個以内にしてください。

total VRF specified shall not exceed 16. match vrfに VRFは 16個を超えて指定できません。
match vrfに指定する VRFは 16個以内にしてください。

メッセージ 内容

<group list> has already been set. When set 
priority, specify the group-list of 
specification.

グループリストがすでに設定されています。
優先度を設定するときは設定されたグループリストを指定してください。

メッセージ 内容
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注※　IPv4 PIM/IGMP設定可能インタフェース数を次の表に示します。

表 31-12　IPv4 PIM/IGMP設定可能最大インタフェース数

31.1.13　IPv6・NDP・ICMPv6情報

表 31-13　IPv6・NDP・ICMPv6のエラーメッセージ

The number of multicast interfaces exceeds 
the limit specified by max-interface.

マルチキャストインタフェースの総数が，max-interfaceで指定した値で規
定している設定可能なインタフェース数を超えています。
マルチキャストインタフェースの総数が，max-interfaceで指定した値で規
定している設定可能なインタフェース数の範囲内※になるように見直してく
ださい。

項番 max-interface指定値 設定可能インタフェース数

PIM IGMP

1 32 31 31

2 64 63 63

3 128 127 127

4 256 255 255

メッセージ 内容

Can not delete IP configuration referred by 
Virtual Router configuration.

仮想ルータの情報が存在しています。
仮想ルータ情報を削除したあと，IP情報を削除してください。

Can not delete IP configuration with NDP 
configuration.

NDPの情報が存在しています。
NDP情報を削除したあと，IP情報を削除してください。

Cannot add IP address. IPアドレスの追加はできません。
該当するインタフェースに ownおよび own-addressを指定している IPv6
アクセスリスト，Advanceアクセスリスト，IPv6QoSフローリスト，
Advance QoSフローリストが適用されています。
IPv6アクセスリスト，Advanceアクセスリスト，IPv6QoSフローリスト，
Advance QoSフローリストの適用を削除したあと，IPアドレスを追加して
ください。

Cannot add, change or delete VRF ID in 
interface which is assigned IPv6 address.

IPv6アドレスを設定してあるインタフェースの VRF IDは，追加・変更・
削除できません。
インタフェースの ipv6 enableコマンドおよび ipv6 addressコマンドを削
除してください。

Cannot assign IPv6 address since vrf mode 
is not support IPv6 protocol.

VRFモードが IPv6未サポートのため，グローバルネットワーク以外のイ
ンタフェースに IPv6アドレスを設定できません。
IPv6をサポートする VRFモードに変更してから設定してください。

Cannot assign IPv6 address to loopback 
interface which does not set VRF ID.

VRF IDを指定していないループバックインタフェースに IPv6アドレスは
設定できません。
ループバックインタフェースに VRF IDを指定してください。

Cannot change IP address because there is 
an inconsistency between IP address and 
policy based routing configuration.

次の理由のため，IPアドレスの変更ができません。
• IPアドレスの変更によって，IPアドレスと，アクセスリストのポリシー
ベースルーティング指定パラメータで設定しているネクストホップ IPv6
アドレスが同一ネットワークとならない。

ポリシーベースルーティングの設定を削除したあと，IPアドレスを変更し
てください。

メッセージ 内容
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Cannot change or delete VRF ID in loopback 
interface which is assigned IPv6 address.

IPv6アドレスを設定してあるループバックインタフェースの VRF IDは，
変更および削除できません。
ループバックインタフェースの IPv6アドレスを削除してください。

Cannot delete IP address. IPアドレスの削除はできません。
該当するインタフェースに ownおよび own-addressを指定している IPv6
アクセスリスト，Advanceアクセスリスト，IPv6QoSフローリスト，
Advance QoSフローリストが適用されています。
IPv6アクセスリスト，Advanceアクセスリスト，IPv6QoSフローリスト，
Advance QoSフローリストの適用を削除したあと，IPアドレスを削除して
ください。

Cannot delete IP address because policy 
based routing is set.

IPアドレスは削除できません。
該当するインタフェースを，ポリシーベースルーティングの設定で送信先
インタフェースに指定しています。
ポリシーベースルーティングの設定を削除したあと，IPアドレスを削除し
てください。

Cannot delete static NDP because entry 
assigned same IPv6 address exists.

同じ IPアドレスのスタティック NDPエントリが存在するため，削除でき
ません。
同じ IPアドレスのスタティック NDPが存在する場合は，削除指定でイン
タフェースまで指定してください。

Cannot delete the configuration referred by 
policy based routing configuration.

該当するインタフェースを，IPv6ポリシーベースルーティングの設定で送
信先インタフェースに指定しているため，コンフィグレーションは削除で
きません。
ポリシーベースルーティングの設定を削除したあと，コンフィグレーショ
ンを削除してください。

Cannot set IP address because there is an 
inconsistency between IP address and policy 
based routing configuration.

次の理由のため，IPアドレスの変更ができません。
• 設定するリンクローカルアドレスが，アクセスリストのポリシーベース
ルーティング指定パラメータのネクストホップアドレスと同一の IPアド
レスになっている。

ポリシーベースルーティングの設定を削除したあと，IPアドレスを設定し
てください。

Duplicate IPv6 address. 同じ IPv6アドレスが設定されています。
すべての IPv6アドレスがユニークになるように設定してください。

Duplicate prefix. 同一プレフィックスの IPv6アドレスが設定されています。
プレフィックスがユニークになるように設定してください。

Inconsistency has occurred in a setting of 
IPv6 address and NDP.

IP情報で設定したアドレスと NDP情報で設定したアドレスのアドレスプ
レフィックスに矛盾が生じています。
アドレスプレフィックスを正しく指定してください。

Invalid IPv6 address. -- <value1> IPv6アドレスまたは IPv6リンクローカルアドレスが不正です。
正しい IPv6アドレスを設定してください。

<value1>：不正な値

IP address is duplicate between interface 
and static NDP entry.

IP情報で設定したアドレスと NDP情報で設定したアドレスが重複してい
ます。
アドレスが重複しないように指定してください。

Maximum number of IPv6 address are 
already defined.

これ以上，IPv6アドレスを設定できません。
ネットワーク構成を再確認してください。

Maximum number of linklocal address are 
already defined.

これ以上，リンクローカルアドレスを設定できません。
ネットワーク構成を再確認してください。

Relations between IPv6 address and local 
address are inconsistent.

IPv6アドレスとローカルアドレスの関係が不一致です。
IPv6アドレスはローカルアドレスと異なるアドレスを設定してください。

Relations between IP address and target 
address in VirtualRouter configuration are 
inconsistent.

IPアドレスと仮想ルータの仮想 IPアドレスの関係が不一致です。
設定されているアドレスで再確認してください。

メッセージ 内容
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31.1.14　RA情報

表 31-14　RAのエラーメッセージ

31.1.15　IPv6 DHCPリレー情報【【【【OP-DH6R】】】】
表 31-15　IPv6 DHCPリレーのエラーメッセージ

メッセージ 内容

Inconsistent ipv6-prefix and prefix-len. 
Non-masked bits should be zero.

指定プレフィックスの非マスク・ビットに 1が指定されています。
非マスク・ビットは 0としてください。

The maximum value of a 
ra-interval(<second>) must not exceed a 
preferred-lifetime(<second>).

RAによって送信されるアドレス推奨生存期間が，RA送信間隔の最大値よ
り小さく設定されています。
RAによって送信されるアドレス推奨生存期間が，RA送信間隔の最大値よ
り大きくなるように調整してください。

The maximum value of a 
ra-interval(<second>) must not exceed a 
valid-lifetime(<second>).

RAによって送信されるアドレス有効生存期間が，RA送信間隔の最大値よ
り小さく設定されています。
RAによって送信されるアドレス有効生存期間が，RA送信間隔の最大値よ
り大きくなるように調整してください。

The maximum value of a 
ra-interval(<second>) must not exceed the 
period of validity of Router 
Advertisement(<second>).

RAによって送信される端末のデフォルトルートの有効期間が，RA送信間
隔の最大値より小さく設定されています。
RAによって送信される端末のデフォルトルートの有効期間が，RA送信間
隔の最大値より大きくなるように調整してください。

The minimum value of a 
ra-interval(<second>) must not exceed 75% 
of the maximum value of a 
ra-interval(<second>).

RA送信間隔の最小値が最大値の 75%を上回りました。

Too many RA prefix on this interface (should 
be less than 7).

プレフィックスの設定数が許可された最大値を超えています。
プレフィックスは最大 7個以内で設定してください。

メッセージ 内容

Cannot change the definition because 
defined to by ipv6 dhcp relay destination or 
ipv6 dhcp relay hop-limit.

この設定は ipv6 dhcp relay destinationまたは ipv6 dhcp relay hop-limitが
設定されているため変更できません。
ipv6 dhcp relay destinationまたは ipv6 dhcp relay hop-limitを削除したあ
とに再度実施してください。

Duplicate IPv6 Address. 同じ IPv6アドレスが存在します。
すべて違う IPv6アドレスを設定してください。

ipv6 dhcp relay destination or ipv6 dhcp 
relay hop-limit is specified in the interface 
which an IPv6 address doesn't exist in.

IPv6アドレスが存在しないインタフェースに ipv6 dhcp relay destination
または ipv6 dhcp relay hop-limitを設定しようとしています。
IPv6アドレスを設定後，ipv6 dhcp relay destinationまたは ipv6 dhcp 
relay hop-limitを設定してください。

IPv6 DHCP server and IPv6 DHCP relay 
cannot be set up at the same time.

IPv6 DHCPリレーは IPv6 DHCPサーバ機能と同時に動作できません。
no service ipv6 dhcpコマンドを設定し，IPv6 DHCPサーバ機能を未使用
状態にしてから使用してください。
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31.1.16　IPv6 DHCPサーバ機能

表 31-16　IPv6 DHCPサーバ機能のエラーメッセージ

31.1.17　経路集約（IPv6）情報

表 31-17　経路集約（IPv6）のエラーメッセージ

メッセージ 内容

Cannot delete the definition because 
referred to by <value 1>.

このコンフィグレーションは <value 1>に参照されているため削除できま
せん。
参照しているコンフィグレーションを削除したあとで再度実施してくださ
い。

Exceeded the number of maximums of the 
prefix which it can be distributed to.

配布可能なプレフィックスの最大数を超えました。
Prefix-delegationまたは Prefix-delegation poolの設定を減らしてくださ
い。

ipv6 dhcp server is specified in the interface 
which an IPv6 address doesn't exist in.

IPv6アドレスが存在しないインタフェースに ipv6 dhcp serverを設定しよ
うとしています。
IPv6アドレスを設定後，ipv6 dhcp serverを設定してください。

Ipv6 local pool not found at <Local Pool 
Name>.

指定したローカルプール名称の ipv6 local poolが見つかりません。
設定された ipv6 local poolのローカルプール名称を指定してください。

preferred-lifetime is bigger than 
valid-lifetime.

推奨生存期間に有効生存期間より大きい値が指定されています。
推奨生存期間には有効生存期間と同じか，それより小さい値を指定してく
ださい。

prefixlen is bigger than assigned length. プレフィックス長に割り当てプレフィックス長より大きい値が指定されて
います。
プレフィックス長には割り当てプレフィックス長と同じか，それより小さ
い値を指定してください。

Same prefix is used. 指定した IPv6プレフィックスはすでに設定されています。
設定した IPv6プレフィックスを再確認してください。

The number of maximum definition of the 
DNS server definition is exceeded.

DNSサーバ設定の最大設定数をオーバーしています。
不要な DNSサーバ設定を削除してください。

The number of maximum definition of the 
Domain name definition is exceeded.

ドメインネーム設定の最大設定数をオーバーしています。
不要なドメインネーム設定を削除してください。

The number of maximum definition of the 
SIP Domain name definition is exceeded.

SIPドメインネーム設定の最大設定数をオーバーしています。
不要な SIPドメインネーム設定を削除してください。

The number of maximum definition of the 
SIP server definition is exceeded.

SIPサーバ設定の最大設定数をオーバーしています。
不要な SIPサーバ設定を削除してください。

The number of maximum definition of the 
SNTP server definition is exceeded.

SNTPサーバ設定の最大設定数をオーバーしています。
不要な SNTPサーバ設定を削除してください。

メッセージ 内容

Inconsistent ipv6-prefix and prefix-len. 
Non-masked bits should be zero.

指定プレフィックスの非マスク・ビットに 1が指定されています。
非マスク・ビットは 0としてください。
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31.1.18　スタティックルーティング（IPv6）情報

表 31-18　スタティックルーティング（IPv6）のエラーメッセージ

31.1.19　OSPFv3情報

表 31-19　OSPFv3のエラーメッセージ

31.1.20　BGP4+情報【【【【OP-BGP】】】】
表 31-20　BGP4+のエラーメッセージ

メッセージ 内容

Inconsistent ipv6-prefix and prefix-len. 
Non-masked bits should be zero.

指定プレフィックスの非マスク・ビットに 1が指定されています。
非マスク・ビットは 0としてください。

The maximum number of multipaths for 
IPv6 static routes cannot be specified 
exceeding the limit of 8 because uRPF is 
used.

uRPF機能が指定されているため，最大パス数は 8個を超えて指定できま
せん。
uRPF機能を使用する場合は，最大パス数を 8以下としてください。

メッセージ 内容

Domain entries configured shall not exceed 
4.

グローバルネットワークに，ドメインのエントリは四つを超えて指定でき
ません。
ipv6 router ospfコマンドでは，既存のドメイン番号を指定してください。

Domain entries of VRF <value> configured 
shall not exceed 4.

VRF IDが <value>であるドメインのエントリは，四つを超えて指定でき
ません。
ipv6 router ospfコマンドでは，既存のドメイン番号を指定してください。

<value>：VRF ID

Inconsistent ipv6-prefix and prefix-len. 
Non-masked bits should be zero.

指定プレフィックスの非マスク・ビットに 1が指定されています。
非マスク・ビットは 0としてください。

invalid range <Prefix>/<Prefixlen>. エリアのネットワーク範囲に不正（::/0）な値が指定されました。
<Prefix>の <Prefixlen>範囲内が ::/0にならないように設定してください。

<Prefix>：指定プレフィックス
<Prefixlen>：指定プレフィックス長

The maximum number of multipaths for 
OSPFv3 routes cannot be specified 
exceeding the limit of 8 because uRPF is 
used.

uRPF機能が指定されているため，最大パス数は 8個を超えて指定できま
せん。
uRPF機能を使用する場合は，最大パス数を 8以下としてください。

The source router ID and the neighbor 
router ID belonging to a virtual link must be 
different.

自ルータ IDと仮想リンクの隣接ルータ IDは異なっていなければなりませ
ん。
自ルータ IDと異なる値を設定してください。

Virtual links can not be assigned to the stub 
area.

スタブエリアが設定されているため，仮想リンクの通過エリアとして指定
できません。
仮想リンクの通過エリアとして指定しないでください。

メッセージ 内容

Inconsistent ipv6-prefix and prefix-len. 
Non-masked bits should be zero.

指定プレフィックスの非マスク・ビットに 1が指定されています。
非マスク・ビットは 0としてください。

Invalid KeepAlive timer. Set KeepAlive 
smaller than HoldTime.

KEEPALIVEメッセージ送信間隔がホールドタイマより大きくなっていま
す。
KEEPALIVEメッセージ送信間隔はホールドタイマより小さな値を指定し
てください。
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Invalid mask length. The mask length 
specified with "le" must be equal to or longer 
than that of a specified prefix. The mask 
length specified with "ge" must not be longer 
than that specified with "le".

networkコマンドのマスク長範囲指定が不正です。
• leで指定するマスク長が指定プレフィックスのマスク長以上になるよう
に指定してください。

• geで指定するマスク長が leで指定するマスク長以下になるように指定し
てください。

Invalid Max-suppress-time. Set the 
Max-suppress-time greater than the 
Half-life.

Max-suppress-timeが Half-lifeより小さくなっています。
Max-suppress-timeを Half-lifeより大きい値で指定してください。

Invalid Suppress value. Set the Suppress 
value greater than the Reuse value.

Suppress値が Reuse値以下になっています。
Suppress値を Reuse値より大きい値で指定してください。

Members of a peer group must be all BGP4 
or BGP4+.

BGP4と BGP4+は同じピアグループに設定できません。
BGP4と BGP4+は別のピアグループに設定してください。

Members of a peer group must be all 
internal peer or all external peer.

内部ピアと外部ピアは同じグループに設定できません。
内部ピアと外部ピアは別のピアグループに設定してください。

Only one side of KeepAlive or HoldTime is 
being specified to 0. Set both of KeepAlive 
and HoldTime to 0.

KEEPALIVEメッセージの送信間隔またはホールドタイム値の一方だけに
0が指定されています。
0を指定する場合は両方の値に 0を指定してください。

The always-nexthop-self is being specified 
to external peer or peer group. The 
always-nexthop-self can be specified to only 
internal peer or peer group.

neighbor always-nexthop-selfコマンドが外部ピアまたはメンバー AS間ピ
ア，外部ピアおよびメンバー AS間ピアのピアグループに指定されていま
す。
neighbor always-nexthop-selfコマンドは内部ピアまたは内部ピアのピアグ
ループで指定してください。

The as-override is not supported for this 
peer or peer group type.

neighbor as-overrideコマンドが，内部ピアまたは内部ピアのピアグループ
に指定されています。
neighbor as-overrideコマンドは，外部ピアまたはメンバー AS間ピア，お
よび外部ピアのピアグループまたはメンバー AS間のピアグループに指定し
てください。

The ebgp-multihop is not supported for this 
peer or peer group type.

内部ピアまたは内部ピアのピアグループに neighbor ebgp-multihopコマン
ドが指定されています。
neighbor ebgp-multihopコマンドは外部ピアまたはメンバー AS間ピア，
外部ピアおよびメンバー AS間のピアグループで指定してください。

The maximum number of multipaths for 
BGP4+ routes cannot be specified exceeding 
the limit of 8 because uRPF is used.

uRPF機能が指定されているため，最大パス数は 8個を超えて指定できま
せん。
uRPF機能を使用する場合は，最大パス数を 8以下としてください。

The maximum-paths (all-as) must be set 
bgp always-compare-med.

maximum-pathsコマンドの all-as指定でマルチパスを設定する場合は bgp 
always-compare-medコマンドが設定されていなければなりません。
maximum-pathsコマンドの all-as指定でマルチパスを設定する場合は bgp 
always-compare-medコマンドを設定してください。

The peer option is link-local address, but the 
internal peer is not supported link-local 
address peering.

内部ピアのピアアドレスにリンクローカルアドレスが設定されています。
内部ピアのピアアドレスにはグローバルアドレスまたはサイトローカルア
ドレスを設定してください。

The permit-asloop is not supported for this 
peer or peer group type.

neighbor permit-asloopコマンドが，内部ピアまたは内部ピアのピアグルー
プに指定されています。
neighbor permit-asloopコマンドは，外部ピアまたはメンバー AS間ピア，
および外部ピアのピアグループまたはメンバー AS間のピアグループに指定
してください。

The remote-as cannot be set, because it is 
already being set for peer or peer group.

neighbor remote-asコマンドを設定できません。ピアグループまたはピア
グループに所属するピアに，すでに設定されています。

メッセージ 内容
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31.　コンフィグレーション編集時のエラーメッセージ
31.1.21　IPv6マルチキャストルーティングプロトコル情報

表 31-21　IPv6マルチキャストルーティングプロトコル情報のエラーメッセージ

注※　IPv6 PIM/MLD設定可能インタフェース数を次の表に示します。

表 31-22　IPv6 PIM/MLD設定可能最大インタフェース数

31.1.22　VRF情報【【【【OP-NPAR】】】】
表 31-23　VRFのエラーメッセージ

The remove-private-as is not supported for 
this peer or peer group type.

neighbor remove-private-asコマンドが，内部ピアまたは内部ピアのピア
グループに指定されています。
neighbor remove-private-asコマンドは，外部ピアまたはメンバー AS間ピ
ア，および外部ピアのピアグループまたはメンバー AS間のピアグループで
指定してください。

The route-reflector-client is being specified 
to external peer or peer group. The 
route-reflector-client can be specified to only 
internal peer or peer group.

neighbor route-reflector-clientコマンドが外部ピアまたはメンバー AS間
ピア，外部ピアおよびメンバー AS間ピアのピアグループに指定されていま
す。
neighbor route-reflector-clientコマンドは内部ピアまたは内部ピアのピア
グループで指定してください。

メッセージ 内容

<group list> has already been set. When set 
priority, specify the group-list of 
specification.

グループリストがすでに設定されています。優先度を設定するときは設定
されたグループリストを指定してください。

The number of multicast interfaces exceeds 
the limit specified by max-interface.

マルチキャストインタフェースの総数が，max-interfaceで指定した値で規
定している設定可能なインタフェース数を超えています。
マルチキャストインタフェースの総数が，max-interfaceで指定した値で規
定している設定可能なインタフェース数の範囲内※になるように見直してく
ださい。

The total number of groups per interface 
exceeds the maximum value.

インタフェース当たりの静的グループアドレス総数が最大設定数を超えて
います。
不要な静的グループアドレスの設定を削除してください。

項番 max-interface指定値 設定可能インタフェース数

PIM MLD

1 32 31 31

2 64 63 63

3 128 127 127

4 256 255 255

メッセージ 内容

Cannot change VRF ID, because the 
reference to this interface exists in other 
configuration.

このインタフェースへの参照がほかのコンフィグレーションに存在するた
め，VRFを変更できません。
ほかのコンフィグレーションに存在する，このインタフェースへの参照を
すべて削除してください。

Cannot change vrf mode since IPv6 
addresses are assigned on VRF interfaces.

IPv6 VRFインタフェースのコンフィグレーションが存在するため，vrf 
modeの設定を変更できません。
VRFの設定を確認してください。

メッセージ 内容
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31.　コンフィグレーション編集時のエラーメッセージ
Cannot delete vrf mode, because other VRF 
configration is configured.

ほかの VRFコンフィグレーションが設定されているため，vrf modeを削
除できません。
VRFの設定を確認してください。

Cannot set <command>, because VRF ID 
configuration exists in specified VLAN.

指定した VLANに VRFのコンフィグレーションが存在するため，
<command>の設定ができません。
VRFの設定を削除してください。

<command>：コンフィグレーションコマンド

Cannot set <command>, because VRF ID 
configuration exists in this interface.

このインタフェースに VRFのコンフィグレーションが存在するため，
<command>の設定ができません。
VRFの設定を削除してください。

<command>：コンフィグレーションコマンド

Inconsistency is found between the vrf mode 
and the gsrp configuration.

GSRPの設定があるため，VRFが設定できません。

Inconsistency is found between the vrf mode 
and the spanning-tree configuration.

スパニングツリーの設定があるため，VRFが設定できません。

The relation of the VRF ID and vrf mode is 
not suitable. 

VRF IDの範囲と vrf modeとの関係が不適切です。
Ring Protocol機能を使用する場合は，2～ 64の範囲の VRF IDを使用し
てください。
GSRPを使用する場合は，2～ 125の範囲の VRF IDを使用してください。

vrf mode not configured. vrf modeの設定がありません。
VRFの設定を確認してください。

メッセージ 内容
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